
２０２０年度大阪手話言語条例シンポジウム 実施報告 
 
テ ー マ：「手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト 

～手話で育ち、手話で学び、手話を学ぶことの大切さ～」     
主 催：NPOこめっこ（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構） 
助 成：日本財団 
後 援：大阪府 
協 力：公益社団法人大阪聴力障害者協会 
 
日 時：第Ⅰ部 ２０２１年１月 9日（土）～１月２３日（土）１２：００ 

第Ⅱ部 ２０２１年１月２３日（土）１３：００～１５：３０ 
 
実施内容：第Ⅰ部 事前配信動画（オンデマンド配信） ※当団体ホームページより動画を視聴 

・基調報告①「こめっこ」について ②「こめっこ研究プロジェクト」について 
・話題提供者の講演（酒井邦嘉氏、武居渡氏、河﨑佳子氏） 

第Ⅱ部 パネルディスカッション ※Zoomを使用したオンライン開催 
・指定討論（中澤操氏、堀谷留美氏、原田琢也氏） 
・ディスカッション 

参 加 費：無料 
 
■最終人数 
参加申込者数  ６２２人（他関係者・スタッフ３３人） 

第Ⅱ部 参加数 ４５７人（途中入退出者含む） 
アンケート回答数 ３８４人 ［回収率 約５９％］ 

 
■参加者所属内訳 
行政機関（福祉部局） ４０人 手話通訳関連団体 

（全通研・手話サークルなど） 
９６人 

行政機関（教育部局） ７人 言語聴覚士協会 １人 

行政機関（その他） ２人 大学や研究所 ５４人 

学校関係 １９３人 当事者(保護者) ３０人 

医療関係 ４０人 マスコミ機関 ２１人 

福祉関係 １３人 企業（補聴器） ２９人 

児童福祉関係（デイサービス・療育教育等） ５０人 その他 ３人 

当事者団体 
（ろうあ連盟・聴覚障害者協会等） 

４０人 特になし ３人 

以上 
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はじめに ～企画にあたって～ 

 

 

2017 年 6 月に日本財団助成事業としてスタートした乳幼児期手話言語獲得支援事業

「こめっこ」は、公益社団法人大阪聴力障害者協会と大阪府との連携・協力により運営さ

れ、すくすくと育ってきました。そして、2020 年 2 月に NPO こめっこ（特定非営利活動法人手

話言語獲得習得支援研究機構）が設立され、4 月 1 日からは、大阪府「こめっこプロジェ

クト」の一貫として活動をつづけています。 

さらに今年度は、日本財団の新たな助成により「手話言語を獲得・習得する子どもの力 

研究プロジェクト」を NPO こめっこが実施主体となってスタートしました。脳科学、言語獲得、

学習能力(思考力)、心理発達の 4 分野から「手話言語を獲得・習得する子どもの力」に

アプローチする研究で、その目的は、聴覚障害児の真の言語力を適正に評価することで

す。就学後の聴覚障害児を対象に手話習得支援等を行う活動「もあこめ」も始まりました。

これにより、手話
こ と ば

のあふれる支援の場「こめっこ」は、乳児期から児童期・青年期に至るま

で、きこえない子どもたちの手話言語獲得・習得を一貫して支援し、参加家族のご協力を得

て、実証研究のためのデータを蓄積していくことが可能になりました。 

2021 年 1 月、「大阪府手話言語条例シンポジウム」を遠隔により開催しました。テーマは

「手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト ～手話で育ち、手話で学び、手

話を学ぶことの大切さ～」です。事前オンデマンド配信による第Ⅰ部と、オンライン開催によ

る第Ⅱ部で構成され、全国から 600 名を越える申し込みをいただきました。 

第Ⅰ部（1 月 9 日～23 日）の内容は基調報告と話題提供で、NPO こめっこの物井明子

代表理事と久保沢寛常務理事から「こめっこの成り立ちと活動」ならびに「こめっこ研究」に

ついての報告、次に、研究プロジェクトの各分野をまとめる 3 名の研究代表者の話題提供

講演、「脳科学から考える学習能力・思考力」（酒井邦嘉氏 東京大学）、「言語獲得の

側面から聞こえない子どもたちの成長を考える」(武居渡氏 金沢大学）、「きこえない子ども

たちのことばと育ちを心理発達（人格形成）の視点から考える」（河﨑佳子 神戸大学）を配

信しました。 

1 月 23 日（土）午後にオンラインで開催された第Ⅱ部パネルディスカッションでは、久保

沢氏を司会に、指定討論者に堀谷留美氏（大阪府立中央聴覚支援学校）、原田琢也

氏(金城学院大学)、中澤 操氏（秋田県立リハビリテーション・精神医療センター）を迎え、

順に「ろう教育」「教育社会学・学習」「医学・医療」の視点からたいへん示唆深いお話と
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բいかけをいただきました。その後、話題提供者と物井氏も加Ừってのディスカッションがޒ

開しました。 

今ׅのシンポジウムの内容を報告୿にまとめました。NPO こめっこのἭームἬージでもኰʼ

するʖ定です。事前配信の᥵画แͳ、ऴ報保障のための᝻૰提供など、ごႇّくださった

έဃ૾のご協力に心よりज़ᜓいたします。ࠇ஛にはアンἃートの報告もਫ਼᠍しておりますの

で、ごᚁいただければ࠳いです。 

 

2021 年 3 月 

大阪府手話言語条例評価部会長 

 「こめっこ」スーパーἢイἈー 

河﨑佳子（神戸大学） 
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第Ⅰ部 基調報告と話題提供           情報保障…手話通訳・字幕あり

２０２１年 1 月９日（土）〜１月２３日（土）１２：００まで 
★事前に配信する動画をご視聴ください（約２時間半） 

・主催者挨拶 オリエンテーション  物井明子（ＮＰＯこめっこ 代表理事） 
・基調報告①「こめっこ」について  物井明子（ＮＰＯこめっこ 代表理事） 
・基調報告②「こめっこ研究」について  久保沢寛（ＮＰＯこめっこ 理事） 
・話題提供者の講演 

１．「脳科学」「学習能力（思考力）」について 
酒井邦嘉 （東京大学大学院 総合文化研究科 教授） 

２．「言語獲得」について 
武 居 渡  （金沢大学 人間社会研究域 学校教育系 教授） 

３．「心理発達（人格形成）」について 
河﨑佳子 （神⼾大学大学院 人間発達環境学研究科 教授） 

 
 
第Ⅱ部 パネルディスカッション         情報保障…手話通訳・字幕あり 

２０２１年 １月 ２３日（土）１３：００〜１５：３０ 
★Zoom を使ったオンライン開催 

１２：３０〜１３：００ 参加者は指定のZ o o mに入室してください 
・司会 久保沢寛 （ＮＰＯこめっこ 理事） 

１３：００〜１５：３０    パネルディスカッション        ＊途中休憩を挟みます 
・話題提供者 

酒井邦嘉（東京大学） 武 居 渡（金沢大学） 河﨑佳子（神⼾大学） 
・指定討論 

１．「ろう教育」の視点から  堀谷留美（大阪府立中央聴覚支援学校 首席） 
２．「学習」の視点から    原田琢也（金城学院大学 人間科学部 現代子ども教育学科 教授） 
３．「医学・医療」の視点から  中 澤 操 （秋田県立リハビリテーション・精神医療センター耳鼻咽喉科医） 

・「ＮＰＯこめっこ」から     物井明子（ＮＰＯこめっこ 代表理事） 

《 プログラム 》 

手話言語を獲得・習得する 

子どもの力研究プロジェクト

～手話で育ち、手話で学び、手話を学ぶことの大切さ～ 

２０２０年度 大阪府手話言語条例シンポジウム 
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࠙୺ദ⪅ᣵᣜࠚ 

特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援研究機構 

代表理事 物井 明子 

 

特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構、NPO こめっこ 代表理事の

物井明子、と申します。よろしくおᫍいいたします。今ׅのシンポジウムの主催者代表としてご

ਮਠ申しɥậます。 

本日は 2020 年度大阪府手話言語条例シンポジウムへのご参加、ᛗにありがとうごằい

ます。本シンポジウムは日本財団の助成、大阪府の後援、公益財団法人大阪聴力障害

者協会の協力をいただき開催されております。 

話題提供者のέဃ૾、指定討論をࣛくࡽきӖけてくださったέဃ૾に、心よりおᅇ申し

ɥậます。 

2017 年ᾂ月に大阪府手話言語条例がС定され、その施ሊの一つとして、乳幼児期手

話言語獲得支援事業として、手話
こ と ば

のあふれるଔ期支援の場「こめっこ」がスタートしました。 

この「こめっこ」は日本財団の助成事業です。2020 年ᾂ月までは、公益財団法人大阪聴

力障害者協会が、大阪府と連携・協力して運営してきました。 ମ年、ᾝᾟᾞこめっこが設立

され、ᾃ月より「こめっこ」の活動をࡽきዒいで実施しています。ᾅ月に新たに大阪府立ᅦᅍ

ऴ報ἅἱἷἝἃーションセンターができ、そこにਗ点をᆆし活動するとσに、新たな研究プロ

ジェクトが立ちɥがりました。 

この研究プロジェクトは日本財団の助成事業です。それが、このシンポジウムのテーマ

「手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト」です。 

今年度のシンポジウムは、第 ᵧ 部、基調報告として「こめっこ」と「こめっこ研究」についてお

話をします。そして、研究プロジェクトのἳンἢーであるᾂ名のέဃ૾に、それẹれのݦᧉ分野

からご講演いただきます。 

東京大学教੉の酒井έဃは「脳科学・学習能力」分野、金沢大学教੉の武居έဃ

は「言語獲得」分野、そして神戸大学教੉の河﨑έဃは「心理発達」分野のご講演をいた

だきます。 

そして、第Ⅱ部は、ᵸᶍᶍᶋ によるパネルディスカッションとなっております。 

パネリストには、ᾂ名の話題提供者に加え、指定討論者のᾂ名のέဃ૾をおਔきしました。

秋田県立リハビリテーション・精神医療センター᎚ᱠԹձ科医の中澤操έဃには「医学・

医療」の視点から、大阪府立中央聴覚支援学校ᬍࠗの堀谷留美έဃには「ろう教育」の

視点から、金城学院大学の原田琢也έဃには「学習」の視点からお話しいただきます。 

その後に NPO こめっこからはᅶ、物井も加Ừって、ディスカッションを行います。 

இ後に、本シンポジウムが参加されたႏಮにとってॖ፯あるものとなりますことをᅌࣞして、

ごਮਠとさẶていただきます。 
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࠙ᇶㄪሗ࿌ձࠚ 

 

手話言語࡚࠸ࡘ࡟ࠖࡇࡗࡵࡇࠕࡿࢀࡩ࠶ࡢ 

 

≉ᐃ㠀Ⴀ฼άືἲே手話言語⋓ᚓ⩦ᚓᨭ᥼◊✲ᶵᵓ 

≀஭᫂Ꮚ 

 

 

ただいまから、基調報告、手話言語のあふれる「こめっこ」について、お話い

たします。 

本シンポジウムのテーマでもあります、きこえない子どもたちの～手話で育

ち、手話で学び、手話を学ぶことの大切さ～を「こめっこ」の取り組みを通して

お話しします。 

ここでいう「手話言語」というのは、日本ではいわゆる日本手話のことです。 

まず、こめっこが生まれた背景からお話しをします。 

2017 年、大阪府手話言語条例が制定され、その中の第三条、「聴覚障害者が乳

幼児期からその保護者又は家族とともに手話を習得することのできる機会の確

保を図るものとする」、と定められています。 

「手話を学ぶ機会を確保する」、これは今から説明します「こめっこ」の基と

なっている条文になります。本シンポジウムの話題提供者のお一人、河﨑先生の

研究実績を基に大阪府手話言語条例検討部会で企画・立案されて「こめっこ」が

できました。 

乳幼児期から「手話獲得を支援する仕組み」がなぜ必要なのでしょうか。 

きこえない子どもが手話を自然に獲得するためには、日常生活の中で手話言語

に接する必要があるからです。しかし、きこえる家族のもとにうまれた場合、手

話言語を自然に獲得する環境がありません。その環境がないために、乳幼児期か

ら手話言語獲得を支援する仕組みが必要ということで「こめっこ」を設立しまし

た。 

こうしてきこえない・きこえにくい子どもたちとその家族が、手話とろう者に

出会える場、「こめっこ」が 2017 年 6 月 17 日にスタートしました。そして、「こ

めっこ」では、きこえない親をもつきこえる子どもたちも参加しています。2020

年 3 月までは、事務局が公益社団法人大阪聴力障害者協会にあり、日本財団助

成事業として、大阪府と公益社団法人大阪聴力障害者協会が連携・協力して実施

されてきました。 
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「こめっこ」というӸᆅは「ǳȟȥȋǱーシȧンのᑻを育ǉ子どもたち」とい

うॖԛです。 

この活ѣがڼまった଺の、基本Ⴘ೅はᲮつあります。 

Ძつめは、子どもの手話獲得と保護者の手話習得を支援するということです。

子どもᢋにݣしては、手話を૙えるのではなく、ᢂびを中࣎とするかかわりを通

した自然獲得です。 

そして、保護者の手話習得を支援します。たとえƹ、家に࠙ったらすƙに̅える

ҥ語Ǎჺ文、育児に̅える手話ᘙྵを学ぶ支援をします。 

Წつめは、ȭーȫȢȇȫとの出会い。ろう᩷年、ろう成人と出会う。「きこえ

ない人がいるんだ」、ᳺありのままの自Ўで大ɣپ᳻というͤμなǢǤȇンテǣテ

ǣ࢟成の支援をします。 

Ჭつめは、先ᆉဎしました、手話の獲得と習得の支援、ȭーȫȢȇȫとの出会

いを通して、保護者も࣎ܤして子どもの聴力障害をӖƚλれ、手話ǳȟȥȋǱー

シȧンを親子で˳᬴できるǑうにします。 

Ხつめは、そうしたǳȟȥȋǱーシȧン˳᬴をとおして、ग़ბ࢟成を確かなも

のにします。 

このᲮつが、「こめっこ」が出ႆした࢘ИのႸႎであり、活ѣが࠼がってきた

今も大切な基本Ⴘ೅です。 

ここで、ဎしɥƛておきたい大切なことがあります。 

「こめっこ」の活ѣは、ၲ育ǍҔၲとႻӒするものではありません。 

聴Ꮱ᚞ጀǍӝ話᚞ጀ、また人߻ϋ᎚ᘺဇにǑる聴覚活ဇを通して日本語習得を

支援することと、「こめっこ」がᘍっている手話言語獲得支援は、ႻӒするもの

ではなく、៻のɲ᠛のǑうにᡶめていくことがӧᏡです。ǉしろ手話言語をଔ期

に獲得し、言語とは˴か、ǳȟȥȋǱーシȧンとは˴かをჷって育つことは、日

本語の習得にも݃ɨするとᎋえています。 

これまでဎしɥƛてきましたǑうに、「こめっこ」では、手話でǳȟȥȋǱー

シȧンをしています。ዋ本Ǒみ、手話ᘙྵᢂび、ᢂびのȫーȫ説明など、子ども

たちのЭに立って話すのは、常にȍǤテǣȖǵǤȊー、日本手話を獲得したろう

スタȃȕです。その˂のスタȃȕたちそれƧれの手話力はီなりますが、それƧ

れの手話で子どもたちと̾Кにかかわります。 

一૾で、きこえる保護者にとっても、「こめっこ」はすǂてがわかってಏしめ

るǳȟȥȋǱーシȧンの場である必要があるので、ᛠみ取り通ᚪを保障してい

ます。活ѣの中でʩわされる手話言語でのǍりとり、すǂてのऴ報を保護者にも

ჷってもらう。きこえない、きこえるにかかわらず、その場にいるμՃがμてわ

かるというཞඞを˺っています。 
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スライド 10

これは、ǳȭȊᅤЭに、൑月第Ძ・

Ჭם୴日のҜࢸに᧏͵していたとき

の活ѣϋܾです。 

13 ଺Ҟ～16 ଺まで、Წ଺᧓Ҟの活ѣ

でした。 

ሊのために、଺᧓ݣ᧸はज़௨ʖנྵ

をჺ጑して、第一部の活ѣを中࣎に実

施しています。 
これが、ྵנの活ѣϋܾです。この

ᘙのហ文܌のところはᅶたちがཎに

大事にしている部Ўになります。ཎに

大切にしているものは、手話ƺんƺ

ん、手話ƺんƺんとは手話ᘙྵあそび

のことです。そして、ዋ本Ǒみ、手話

тなどです。 

手話ƺんƺんというのは、手話言語

から生まれ、手話཯自の文法・ᘙྵ・ȪǺムをもった˺Լです。まず、ろうスタ

ȃȕが˺った手話ᘙྵに、聴スタȃȕがあとから日本語をつƚます。きこえない、

きこえるにかかわらず、みんなでಏしめるᘙྵᢂびになります。 

そして手話тは、だれもがᑣくჷっているଥ話を、ろうスタȃȕたちが手話で

๫ơます。 

手話ƺんƺん、手話тは、手話からڼまって手話でᎋえ、手話でႻᛩして、手

話でጀりɥƛて˺られます。そのࢸに日本語ᚪがつƚられます。ですから、日本

手話がわかる人たちには日本語がつかなくてもすǂてがわかります。 

ഏにዋ本Ǒみ。ዋ本のϋܾをܦμな手話言語にᎇᚪして、Ǒんでいます。 

子どもたちはこれらのᢂびをಏしみながら、手話཯ཎの文法、ᘙྵ、ȪǺムに

出会います。このǑうに、活ѣをಏしみながら、手話言語をᛠみ取ってྸᚐする

力を育て、Ǎがて自Ўが手話言語でᎋえてˡえる力が育つことをႸ೅に支援し

ています。 

手話ƺんƺんについて、これまで 20 ˌɥ˺りました。その中から൑ׅの活ѣ

でǍっている定ဪの「おかたƮƚƺんƺん」があります。ࢸでኰʼします、$#$;

こめっこ、Ც�Ჭബさんたちݣᝋですが、そこで活ѣኳわりの଺᧓にᲫࡇᩓൢを

ෞしてໜƚてから、Ძ・Წ・Ჭでみんな一૪にǍります。まだᢂびたくてǤȤǤ

ȤとᬍをਰっていǍがる子もいますが、Ძ・Წ・Ჭとڼまると、࣬わず大ڤきな

「おかたƮƚƺんƺん」の手がѣきます。 

それではƝᚁください。ᲢおかたƮƚƺんƺん実๫Უ 
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スライド 11もう一ࡇǍりますƶ。今ࡇは᪦٣が˄

きます。ᲢおかたƮƚƺんƺん実๫、

᪦٣˄きᲣ 

もうƻとつは、Წ年ЭᲢ201�Უのବ

に˺ったもので、もうݲしɥの年ᧈの

子たちがơっとみてくれる「さくらƺ

んƺん」をƝኰʼします。
さくらƺ

んƺんପ΂� 

このふたつのƺんƺんは、もうƻとつの基調報告でお話をするʁ保එスタȃ

ȕとᅶでႻᛩして˺りました。ܦ成ࢸにこめっこのスーȑーȐǤǶーである河

﨑先生が日本語ᚪを˄ƚました。இࢸにもう一つ、こめっこ活ѣのИめにᘍう、

子どもたちが大ڤきな「こめっこƺんƺん」を ;QW6WDG に᠍せましたので、こち

らの 34 ǳーȉからぜƻƝᚁください。 

子どもたちは「こめっこ」を通して、ȫーȫがわかる。ᳺこういう්れでǍる

んだなとわかる᳻つまりȗȭǻスがわかる。また、ᳺわかること᳻ᳺˡえられるこ

と᳻を実ज़します。ٶくのȭーȫȢȇȫにも出会える場です。そして、手話のあ

ふれるこめっこでӷơきこえないː᧓Ǎ大人たちがたくさんいる中で、マジȧ

Ȫテǣー˳᬴をすることができます。 

一૾、保護者は、そんな子どもをᙸることで、「ȫーȫがЎかっているᲛ」「්

れをきちんとྸᚐしている。すƝいᲛ」と子どもをᙸることができます。そして、

ᇰ᫊いっƺいにಏしǉ子どもをᙸて、Ⴘで生きる子どもであることを実ज़しま

す。 

それではここで、こめっこの活ѣをኰʼするȓȇǪをᙸていただきます。 


こめっこኰʼȓȇǪ� 

さてྵנのこめっこについて説明いたします。 

2020 年Წ月、「021 こめっこ」が設立されました。そしてᲰ月にૼしく࡫った

大阪府立ᅦᅍऴ報ǳȟȥȋǱーシȧンǻンターに「こめっこ」のਗໜをᆆし、そ

こで活ѣをዓƚています。 

201� 年Ხ月Ǒり、大阪府のۀᚠ事業としてɼにᲪ～Ჭബのきこえない子ども

をもつ家族をݣᝋに、$#$; こめっこがڼまりました。ྵנᡵᲬ日活ѣをᘍって

います。保護者のʩ්Ǎ手話学習会をᘍい、子どもたちはここでも手話ƺんƺん、

ዋ本Ǒみなど、手話のあふれる環境でಏしくᢂんですƝしています。そしてྸ࣎

ٟスタȃȕが、子どものႆᢋǍかかわり૾ሁに᧙する̾КႻᛩ支援もᘍってい

ます。 

こめっこ活ѣに参加していた、幼ᆐט、幼ᆐ部をҡ業した子どもたちから、ݼ

学ࢸもዒዓして参加したいという要ஓがありました。もっとこめっこ「もあこめ」
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とӸЭをつƚて活ѣをڼめました。ମ年ࡇはスタȃȕでپ߻してӖƚλれてき

ました。今年ࡇから日本財団の助成をӖƚてᘍっています。ݼ学ࢸも、きこえな

い子どもたちがᨼい、手話でᢂび、手話で語り合う。手話で学び、手話を学ぶ。

ჷᜤを࠼ƛ、࣬ᎋ力をᄶく、場をႸਦしています。 

これで、ᅶからの基調報告をኳわります。Ɲฌᙻ・Ɲฌ聴、ありがとうƝƟい

ました。 
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࠙ᇶㄪሗ࿌ղࠚ 

 

手話言語ࢆ⋓ᚓ࣭⩦ᚓࡿࡍ 

  Ꮚࡢࡶ࡝ຊ◊✲ࣟࣉジࢺࢡ࢙ 

 
≉ᐃ㠀Ⴀ฼άືἲே手話言語⋓ᚓ⩦ᚓᨭ᥼◊✲ᶵᵓ 

ஂಖἑᐶ 

 

 

今ׅ、基調報告ĭとして、「手話言語を獲得・習得する子どもの力研究ȗȭジ

ǧǯト」のμ˳΂を報告します。Ǒろしくおᫍいいたします。 

まず、ᛢ題とႸႎについてです。 

聴覚障害児の൐語はᲢ自然獲得言語Უは手話です。言語はᛡから૙わらずとも

生活環境の中で自然に獲得されるものですが、きこえない子どもに᧙しては、そ

うした環境が確保されないཞඞがǄとんどです。また、聴覚障害児にとって手話

言語の獲得・習得は、࣬ ᎋ力をԃǉさまƟまなᛐჷႆᢋ、ݣ人᧙̞Ǎ自ࠁᛐᜤな

ど人఍࢟成にも大きなࢨ᪪をӏǅすとᎋえられます。しかし、そのࢨ᪪Ǎјௐに

ついての実ᚰႎ研究はǄとんどありません。 

そこで、2017 年から大阪で実施されている乳幼児期手話言語獲得支援事業「こ

めっこ」をᑈӨに、Ꮿᅹ学、言語獲得、学習Ꮱ力Ტ࣬ᎋ力Უ、ႆྸ࣎ᢋᲢ人఍࢟

成ᲣのᲮЎ᣼から「手話言語を獲得・習得する子どもたちの力」にǢȗȭーȁす

る研究ȗȭジǧǯトが企画されました。このȗȭジǧǯトは、日本財団助成事業

です。そのႸႎは、聴覚障がい児のჇの言語力をᢘദにᚸ̖する研究をᘍうこと

です。 

ഏに、研究˳制についてです。 

大阪府手話言語条例ᚸ̖部会に「手話言語を獲得・習得する子どもの力の研究

に᧙するݦᧉЎᅹ会」があります。そ

のȡンȐーは、スȩǤȉᲮにある૾ŷ

です。ᚸ̖部会ᧈであるᅕৎ大学の河

﨑先生が、ۀՃᧈとして研究ወਙを務

めてくださっています。 

ӲЎ᣼の研究ȁームについて、スȩ

ǤȉᲯにᅆしました。 
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スライドᲯ
Ꮿᅹ学Ў᣼は �Ӹで、研究ᝧ˓者は

ᣒʟ先生です。 

言語獲得は 6Ӹ、研究ᝧ˓者はനއ

先生です。 

ᢋはႆྸ࣎ 3Ӹ、研究ᝧ˓者が河﨑

先生です。 

学習Ꮱ力は 6Ӹ、研究ᝧ˓者はᣒʟ

先生です。 

ӲЎ᣼の研究ᝧ˓者である、ᣒʟ先生、നއ先生、河﨑先生と話し合い、ࢼஹ

の手話にݣするᎋえ૾と、研究でᚰ明しǑうとするものをЎ᣼Ɲとにૢྸしま

した。ˌɦが、そのϋܾです。 

 

ᲫᲨᏯᅹ学について 

 ஹの手話に᧙するᎋえ૾ࢼ

・日本語は「᪦٣言語」であるが、手話は「ପ΂言語」とီなっている。 

・そのため、̅うᏯの᪸؏がီなり、手話では言語をӮるᏯ機Ꮱが΁かず、言

語力は育たないのではないか。 

研究でᚰ明しǑうとするもの 

・手話も日本語も̅うᏯ機Ꮱ・Ꮿの部ˮはӷ一。᪦٣とପ΂のࠀは、ज़覚λ力

のࠀにᢅƗず、言語力とはႺ接᧙̞ない。 

・そのため、手話でも言語をӮるᏯ機Ꮱは日本語とӷಮに΁き、言語力はᢘദ

にႆᢋする。 

研究の૾法は、/4+ を̅った検௹を実施するʖ定です。φ˳ႎな研究૾法につ

いては、ᣒʟ先生の話題提供ĬをƝᚁください。 

 

ᲬᲨ言語獲得について 

 ஹの手話に᧙するᎋえ૾ࢼ

・手話は言語ではない。言語を習得するためには、聴覚ӝ話法にǑる日本語習

得しかない。 

・日本語の獲得ならびに習得と手話獲得は́ᘍしては成り立たない。ཎに、乳

幼児期に手話に出会うと、ܤତなǳȟȥȋǱーシȧンにषわされ、日本語をᢘ

ദに習得できなくなる。 

・手話を習うのは日本語を習得してからにすǂき
ȐǤȪンǬȫはあり得な

い�。 

研究でᚰ明しǑうとするもの 

・手話は཯自の文法をもつܦμな言語であり、日本語Ǎ˂の᪦٣言語とӷಮの
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スライドᲲ
ᢅᆉで獲得、習得される。 

・獲得、習得した手話と日本語の習

得の᧙̞について明らかにする。手

話を第一言語として獲得ࢸ、日本語

力と手話力がどのǑうにӼɥして

いくのかを定᣽ႎなȇータをもと

に明らかにする。 

・ȐǤȪンǬȫの言語ႆᢋはᏯᅹ

学ႎ・言語学ႎなఌਗがある。 

言語獲得の研究に̅うφ˳ႎな検௹は図
スȩǤȉᲲ�の通りです。手話、日本

語それƧれの文法、語࢛、ǳȟȥȋǱーシȧンᏡ力ሁの検௹を実施、また検討し

ています。それƧれの検௹のႸႎとϋܾについては、നއ先生の話題提供ĭをƝ

ᚁください。 

 

ᲭᲨႆྸ࣎ᢋについて 

 ஹの手話に᧙するᎋえ૾ࢼ

・手話を習得しても、ႆᢋはҗЎにᡶまない。 

・ႆᢋを̟すためには日本語を習得するのが先ൿ。 

・手話でのǳȟȥȋǱーシȧンは、ͤμなग़ბ࢟成において᣻要ではない。 

研究でᚰ明しǑうとするもの 

・手話を言語として獲得・習得しながら、ଔ期からの親子のǳȟȥȋǱーシȧ

ンを図れƹ、ͤ μなग़ბ࢟成を̟ᡶできるᲢつまり、人఍࢟成の基ᄽをሰくᲣ。

とりわƚ、ႆ ᢋଔ期にȍǤテǣȖǵǤȊーに出会うことで、ǑりǢǤȇンテǣ

テǣ࢟成に݃ɨされる。 

・手話を言語として獲得・習得することで自ݭज़ऴをؔい、障害ᛐᜤを確かな

ものにし、ᛐჷ、ྸᚐが̟ᡶされ、生活、ݣ人᧙̞ሁにおいてႆᢋがό๖にᡶ

ǉ。 

研究૾法は図
スȩǤȉ 10�の通りです。こめっこ活ѣ中のᚇݑǍ、保護者ǁ

のᎥき取り、ႆ ᢋ検௹、ȑーǽȊȪテǣ検௹ሁを検討し、一部はすでにڼまって

います。ᛇしいϋܾについてはႆྸ࣎

ᢋに᧙する、河﨑先生の話題提供Įを

Ɲᚁください。 

 

ᲮᲨ学習Ꮱ力について 

 ஹの手話に᧙するᎋえ૾ࢼ

・手話ではҗЎにಒࣞをྸᚐし、࣬
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ᎋすることができず、学習Ꮱ力は育たないのではないか。 

・したがって、手話の̅ဇは૙育にはɧӼきではないか。 

研究でᚰ明しǑうとするもの 

・ႆᢋ年ᱫにࣖݣして、手話でྸᚐし、࣬ᎋすることができ、手話を獲得すれ

ƹ学習Ꮱ力はΪЎに育つ。 

・手話で੉業をӖƚることで、きこえる子どもとӷಮにಒࣞをྸᚐし、࣬ ᎋで

きることのᚰ明となる基ᄽȇータをӓᨼし、活ဇしていきます。 

手話での࣬ᎋ力をยれるǑう、ྵנ、ᛢ題を検討、˺成中です。ᛯྸႎ࣬ᎋ力

とоᡯ力に᧙する学習Ꮱ力の検௹をᘍいたいとᎋえています。 

検௹については検討中ですが、́ ᘙྸ事のཋʟの基調報告にあった、日本手話

から生まれた手話ƺんƺんをΨにբ題を˺るのはどうかというᜭᛯが今、あり

ます。 

そのኰʼをԃめ、手話ƺんƺんの一つである、ものがたりƺんƺんをኰʼした

いと࣬います。ものがたりƺんƺんは、ཋ語のǨȃǻンスをとらえてჺい手話文

ᇘにした˺Լのことです。今日は、「うらしまたろう」のପ΂がありますので、

Ɲᚁください。まずは、ǪȪジȊȫの日本手話のみで᪦٣໯し、ഏに、日本語ᚪ

を˄ƚてᙸていただきます。どうƧ。 

Ტࠧ܌なしᲴものがたりƺんƺん「うらしまたろう」を実๫。つƮいてࠧ܌・᪦٣ありᲣ 

 

この研究ȗȭジǧǯトはスタートしたƹかりです。今ࢸ、さらにႆ̮していƚ

るǑう、研究をᡶめていきたいと࣬っています。ጮりᡉしの説明になりますが、

ӲЎ᣼のφ˳ႎなϋܾについては、話題提供者の先生૾のᜒ፯をƝᚁください。 

ˌɥで、基調報告ĭ「手話言語を獲得・習得する子どもの力研究ȗȭジǧǯト」

のμ˳΂についての報告をኳわります。Ɲ᩺聴・Ɲ᩺ᙻありがとうƝƟいました。 
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࠙話㢟ᥦ౪ձࠚ 

 

⬻⛉Ꮫࡿ࠼⪄ࡽ࠿Ꮫ⩦⬟ຊ࣭ᛮ⪃ຊ 

 

ᮾி大Ꮫ大Ꮫ㝔 ⥲ྜᩥ໬◊✲⛉ 

㓇஭㑥჆ 

 

 
みなさんこんにちは。Ꮿᅹ学からᎋえる学習Ꮱ力・࣬ᎋ力ということでお話し

いたします。 

言語学の例えですが、້ ଩人がもし人᧓の言語を調ǂたら、というբ題です。

そうすると人᧓はおそらくႏӷơ言語を̅っているというふうにᎋえるだろう、

という࣬ᎋ実᬴です。これが୍ᢄ文法といわれる人᧓にσ通な言語の௒組み、Ȧ

ȋȐーǵȫǰȩマーというものです。ですから人᧓の言ᓶというのは一つであ

ると。人᧓語であるとか、ྶע語であるという᫘にԠぶことができます。しかし、

いろんな言語があるではないか、と࣬われるかもしれません。それはあとでお話

するǑうに、ᘙ᩿ႎなғКであるӧᏡࣱがあるということです。自然言語という

ᎋえ૾が、その୍ᢄ文法の基ᄽႎなᎋえ૾です。 

自然言語というのは、生得ႎな文法ࣱがあるということです。Ψŷ生まれつき

Ꮿに、人᧓にͳわっているᏡ力を̅って乳幼児が獲得できる言語だというᎋえ

૾です。ҥ語のᘙྵそれ自˳も、ࢸからૼしいҥ語を˺るということもኖள事と

してൿまるので、それは連ेᚡচでこういうことをᘙしているのかな、というこ

とをあとでいくらでもᡙ加できます。ですからそれ自˳は自然言語とは言えな

いのです。そのҥ語をただɳǂただƚ、ҥ語の፠Зを自然言語とは言えないこと

になります。 

ҥ語だƚでᘙすものというのは、ѣཋのਤっているᏡ力は、例えƹཚにݣして

「お手」といえƹそれにӒࣖしてくるということで、それを自然言語といってし

まうと、あらゆるものがԃまれてしまうӧᏡࣱがあり、ここはӈ݅にғКしてᎋ

えたいです。手話のҥ語だƚをɳǂるというǑうな手ਦ日本語などは自然言語

にλれない、というのがƻとつのᎋえ૾だというわƚです。̩ ɥのǑうな生得ႎ

な言語のਵえ૾、もしくは୍ᢄ文法に᧙するᛇしいところは、201� 年に出༿し

ましたƀȁȧムスǭーと言語Ꮿᅹ学Ɓ」という本をƝ参ༀください。 

今、手ਦ日本語の例をお話しましたが、例えƹ日本語の文に手話のҥ語をそれ
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Ƨれλれても、なぜ日本語にならないのかということをᎋえていただƚれƹܯ

しいかなと࣬います。 

例えƹ「ᑶ子にٽᢹは手ኡをบした」という日本文をᒍ語にᎇᚪすることをᎋ

えますと、そのままҥ語を᪯ဪにß*CPCMQ 6CTQ NGVVGT IKXGàという࢟でҥ語

を፠Зしただƚでは、ൿしてそのᒍ語の文にならないということです。それでも

˴を言いたいかはˡわるのではないかと࣬われるかもしれませんが、一ဪˡえ

たいことは、ᛡが手ኡをӖƚ取ったかということは、μくこれからᛠみ取ること

はできないわƚです。ß6CTQ ICXG *CPCMQ C NGVVGTàと文のನᡯを˺りɥƛる

ことにǑり、Иめてॖԛがˡわることになります。 

もちろん日常会話においては、文Ꮶがあれƹᚐൿすることもありますが、Кの

ऴ報を̅って、ᙀっているにすƗないのです。言語というのは、それ自៲がきち

んとॖ図Ǎϋܾをˡえるためには、このǑうな文のನᡯも᣻要になってくると

いうわƚです。 

それでは手話はジǧスȁȣーとどうᢌうのか。これはǑくᎥかれるឋբです

が、ジǧスȁȣーの場合はཎࣉǍಮ子をφ˳ႎにᘙྵするということで、ཎにそ

のǍり૾に᧙してφ˳ႎなನᡯがないということです。 

例えƹ「Ȝーȫがקを᠃がりᓳちる」というǑうなことをどうᘙྵするかをᎋ

えていきましょう。スȩǤȉの᲻のǑうに、手をジǰǶǰにѣかしてȜーȫが᠃

がりᓳちるಮをᘙྵすることが、一ᑍႎにジǧスȁȣーとしてはᎋえられるわ

ƚです。  

ところがȋǫȩǰǢ手話で言語҄した例をみてみますと、スȩǤȉの᲼のǑ

うに、手で一ׅɺをかいてから手をЭに˦ƹす、という࢟でನᡯ҄された例が実

ᨥに報告されています。これはǻンǬスという人の研究ですが、ɺを੨くことに

Ǒって「᠃がる」、それから手をЭに˦ƹすことにǑって「ᓳちる」と。つまり

「᠃がりᓳちる」というಮを、「ᓳちる」というѣᚺにݣして「᠃がる」という

̲᫭語がᡙ加される、̲ ᫭語とᘮ̲᫭語というʚつがನᡯ҄されて、その᧓に᨞

をちǌんとਤっているということޖ

なのです。 

手話ᘙྵというのは、このǑうにನ

ᡯ҄されたᘙྵになっているという

ことで、それをいっǃんにあらわして

しまうジǧスȁȣーとはӈ݅にғК

できるということです。これは実は、

人᧓の୍ᢄႎなཎࣉでもあります。 

それからȋǫȩǰǢ手話の研究で

明らかになってきたことですが、実ᨥ
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にその手話を生み出していたのは10ബˌɦの子どもᢋであるという調௹ኽௐが

あります。言語というのはどうǍって生み出されるのか。環境から学習にǑり獲

得するのではないか、というのがٶくの人のᎋえだと࣬います。しかし、この例

をᎋえてみますと、ȋǫȩǰǢのろう学ఄではӝ話法でスȚǤン語を૙えられ

ていたわƚですが、્ᛢࢸに生ࢻᢋがおʝいに自ႆႎに会話をする中で手話が

ႆ生したとᎋえられています。இИは先ǄどのǑうに、ジǧスȁȣーとかマǤム

とかが̅われていたわƚですが、ǯȬǪーȫ҄して言語としても定ბしていた

ということがᛯ文で報告されています。 

この例からわかりますǑうに、手話を生み出すのは、実はこのǑうに大人が˴

かȫーȫをൿめて˺り出すのではなく、子どもᢋが自らоᡯႎなᏡ力をႆੱし

て、しかも文法ࣱもԃめてನᡯ҄して言語を˺り出す、ということがЎかってき

たわƚです。このǑうな事例は言語の生得ࣱをᚰ明する一つのᚰਗになってい

るわƚです。子どもᢋはこのǑうな文法を生み出すǑうなᏡ力をΨŷਤってい

る。これにݣして、だんだん成ᧈするにしたがい、ჷᜤなどのさまƟまᛐჷႎな

Ꮱ力にǑって、そのɥにᑥŷなᏡ力をႆੱさせることももちろんできるかもし

れませんが、言語はすでにϋנするᏡ力であるので、文法自៲を生み出すᏡ力は

子どもᢋの૾がストȬートにႆੱできるのだと࣬います 

このǑうにᎋえていきますと、自然言語というのは᩼常にٶಮなものであり、

子どもたちがそれƧれ生み出すこともできるわƚです。࢘然ע؏ࣱがある૾言

Ǎ、ɭˊにǑってٶಮな҄٭をᅆすのは自然言語であるゆえ࢘然です。しかしそ

の自然言語は、ᙐૠのものをൔǂてΟэとか、例えƹ日本語の૾がᒍ語Ǒりもତ

しいとかそのᡞであるሁのᩊତࡇのࠀをᜭᛯすること自˳はᅹ学ႎではないᜭ

ᛯだといえます。つまり、自然言語にはそのǑうなࠀはΨŷנ܍しない、இИに

話したǑうに一つの人᧓の言語であるということです。 

かつて̅われていた言語でෞ๒してしまったとか、૾ 言であるとか、ෞ๒ү機

にືしてる言語であっても、そこに˴かɧܦμさがあるためにそうなってしま

った、というǑうなᚐ᣷は᧓ᢌっています。ྵ われている日本手話Ǎ日本語̅נ

とӷơǑうに、ሁしく学ᘐႎな̖͌はਤっていますし、言語ᅹ学を基ᄽとした୍

ᢄࣱをͳえていると言うǂきだと࣬います。 

自然言語の一つのཎࣉとして、ٶಮࣱをਫƛることができます。ಮŷな҄٭を

することも事実です。それには社会文҄ႎな背景ǍˡᢋのႸႎなどにǑる҄٭

がみられ、人ໝႎな要׆がࢨ᪪しうるということが一つᎋえられます。 

しかし、そこには人ໝႎな企図があるかどうかにかかわらず、ૼ しい言語を˺

りたいとか、もっとǑくしǑうとかだƚではなく、᱈っていてもそのǳȟȥȋテ

ǣǍɭˊにǑって҄٭しうる要׆が確かにנ܍します。例えƹ文法、ཎにȑȩȡ

ータ、語᪯Ǎ語҄٭ރというのは、ॖ ԛにˤって、もしくは᪦も҄٭しますので、
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します。つまりӷơϋܾנ܍も׆していくわƚで、そこにᅹ学ႎなҾ҄٭ಮにٶ

Ǎӷơことをᘙしていても、଺ˊもしくはע؏にǑってそのȫーȫが٭わった

り、ࣱ ឋ、᪦自៲が҄٭したりということはǑくあることなので、ٶಮにЎ҄し

ていくというのも人᧓の言語のཎࣉだとਵえられるわƚです。すǂてᘙ᩿ႎな

ཎࣉのᢌいであって、人᧓の言語としては一つのものである、とᎋえるのがǑい

かと࣬います。 

ཎに手話にみられるᛚᚐが一ဪٶいものに、手話はɭမσ通ですかᲹという

բいがありますが、今話しましたǑうに自然言語であるᨂりは、᪦٣言語も手話

言語もμて人᧓のσ通の言ᓶだという᫘にᎋえることができます。ただ、ɭမσ

通ですかとᎥかれた଺は、それが通ơるかということを᪽ࣞにおいて出される

ឋբだということでしょう。᪦٣言語がע؏Ǎ଺ˊで٭わっていくǑうに、手話

言語もٶಮに҄٭していくものなのです。それはᘙ᩿ႎには大きく٭わり得る

ので、ᘙ᩿ႎに話が通ơるというॖԛでのɭမσ通語というのはנ܍しないこ

とになります。 

一つのӷơ言語であっても、ᘙ᩿ႎにはҥ語自៲も٭わりますし、ᘙྵの仕૾

でφ˳ႎなನᡯの˺り૾も٭わってくので、σ通語としてᛡでもྸᚐできるǑ

うなӷơ言語ということはできないかもしれません。ただ、もっとขいところで

は人᧓としてσ通しているとᎋえれƹいいわƚです。手話というのはൿして人

ໝႎに˺られたものではなく、あくまで自然言語ですので、それがそうであるᨂ

りはขいところでは通ơ合うことができますし、ᘙ᩿ႎにはいくらでも҄٭し

得るということです。 

ˌɥのǑうなᎋえ૾が言語Ꮿᅹ学でᎋえる手話のਵえ૾であり、これを実ᨥ

に手話の獲得という࢟で実ោしていくことが必要だということです。つまり人

ໝႎに言ᓶを人᧓が˺りɥƛたものとして᚞ጀするなどのǍり૾はᬘ௨まない

ということになります。 

はっきりဎしɥƛておきたいことは、言語獲得はあくまでも自然言語の自然

な習得のᢅᆉであり、᚞ጀではないということです。ጮりᡉしになりますが、自

然言語というのは乳幼児が自然に៲につƚるものです。これは൐語、PCVKXG 

NCPIWCIG というわƚです。 

そのǑうなᚇໜからᎋえた଺に、ࢍいて子どもたち、乳幼児にݣして૙育する

とか᚞ጀをする必要は本ஹないものです。঻ŷが自然に環境の中にある言語を

៲につƚていくということです。これは૙育機᧙であってもӷಮにᎋえなくて

はいƚないことです。 

一૾で学ఄでは׎語とか語学という学習をᘍうわƚですが、そのǑうなもの

と言語獲得をӷ一ᙻしてしまうところに大きなբ題がありそうです。学習して

ႎに៲につƚるᏡ力と生得ႎにਤっているᏡ力は、ǍはりЎƚてᜭᛯしなټࢸ
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いᨂり、言語獲得のբ題はฆʏをਔいてしまうと࣬います。 

そのǑうなᚇໜからᎋえた଺に、ӝ話法とはどういうものであるか、手ਦ日本

語のǑうにҥ語をፗき੭えただƚというものはどうなのか。もしくは人߻ϋ᎚

でᨂられた᪦٣のऴ報がӖܾされた଺、それをどうǍって言語にኽびつƚてい

くのか、ということにݣしては、それƧれが᚞ጀを要するというॖԛでᨂမをਤ

っています。つまり໯ྸǍりጮりᡉし学習を要൭しなくては、このいずれもがኽ

びついていかない、җμな言語になるまでにٶくのі力を要するということで

もあります。 

ですから、そうではないものを言語獲得として実ោしていくことが必要にな

ります。それが൐語でもあります。᚞ጀにǑって៲につƚた言語が൐語になり得

るためには、Ⴛ࢘ᧈいᢅᆉのӈしい᚞ጀをኺないといƚません。ᡞに自然に言語

を൐語として៲に˄ƚることができれƹそのǑうなբ題はなくなるわƚです。

聴覚障害があろうと、もし手話が自然と൐語として獲得できるならƹ、それにǑ

ってきちんと自Ўの࣬いをႻ手にˡえたり、Ⴛ手が話そうとするϋܾをྸᚐし

たりという言語ǳȟȥȋǱーシȧンが成立するわƚです。しかしそれがもしᢋ

成できない場合には、ЎかったふりをしてҞЎこういうことを言っているので

はないかなというҞ̮ҞွなȬșȫで、言語とはそういうものなのかという᫘

に子どもᢋがみなしてしまうऀれすらあるわƚです。 

ですから、言ᓶでここまでは通ơるという確̮ࡇを得るためには、൐語を獲得

し、あらかơめそのǑうなᏡ力をҗμにႆੱできるཞ७にしておくことがЭ提

になっているわƚです。それがままならない場合、そもそも言ᓶというものをこ

のくらいわかる、ということがわからないところでなんとなくᚸ̖することに

なりますから、ᳺわかりましたか᳻と言われて、自Ўのǭȣȑシテǣのር׊でᳺわ

かります᳻としかሉえられないということになります。 

 

今、こめっこを通して঻ŷがႸਦしているろう૙育というのは、࢘然ながらそ

のǑうな自然言語としてのཎࣱに合わせた研究を᣻ƶていかなƚれƹいƚない

とᎋえているわƚです。ಮŷな学ఄで૙わるǑうな૙ᅹの学習Ꮱ力の成ᧈで៲

につƚていくᢅᆉのЭに、言語Ꮱ力の確立こそがբ題ᚐൿのǫǮだと࣬います。 

そのǑうな自然言語を獲得することがなぜ大切かと言われれƹ、ろう児にと

って࣬ᎋ言語だからです。自Ўの൐語を̅ってᎋえる、これはǳȟȥȋǱーシȧ

ンとはᨂりません。つまり自Ўの中でϋ言して、᪽ の中でᎋえ、そしてཋ事をྸ

ᚐしていく࣬ᎋのための言語だということです。これをまずᚐൿしないᨂりは、

人にˡえるための言語というႆेを一ࡇਾてて、人᧓の言語、൐語というのは自

Ўで̅える、࣬ᎋに̅える言語という᫘にϋႎなものだとᎋえႺす必要がある

わƚです。 
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そのǑうになってくれƹ、今までお話してきたǑうな言語の生得ࣱというの

に基Ʈいた自然習得をႸਦしてᘍかなƚれƹいƚない、ということになります。 

つまり、ろう児にݣしては手話を൐語として獲得させ、そして手話ǁのᎇᚪを

通ơながら日本語をλれていくと、᪦٣にᨂらず例えƹ୿ᚡ日本語という࢟で

文܌を̅った場合も、文܌というॖԛで᪦٣とはᢌったऴ報ではありますが、そ

れを第ʚ言語として学習していく事になるでしょう。 

いずれにせǑ、人߻ϋ᎚があるから手話がᢲᮂになるとか、手話は必要ないと

いうᎋえ૾ではなく、ろう児が自Ўの൐語としてЙૺできるǑうな࣬ᎋ言語を

៲につƚるというॖԛで、手話言語の獲得というᢠ৸Ꮓをෞしてはならないこ

とが明らかだと࣬います。 

これらのことを、さらにᏯᅹ学で実ᚰするために /4+ ᘺፗを̅い、実ᨥのᏯ

のನᡯ、機Ꮱを実ᨥにย定することにǑりᘻ˄ƚを得Ǒうとᎋえております。 

実ᨥ今までǍってきた研究の一ᇢを、ちょっとƝኰʼいたします。日本手話を

ᙻ覚提ᅆして、ろう者もしくはǳーȀ、ȐǤȪンǬȫの૾に手話をみてϋܾをྸ

ᚐしている଺のᏯ活ѣをみると、スȩǤȉɥの図のǑうにӼかってͨ߼が߼の

ᏯでӫͨはӫのᏯですが、߼のᏯに᩼常ࢍい、ΟˮのᏯ活ѣがᙸられます。これ

は᪦٣とμくӷơです。 

スȩǤȉɦの図のǑうに、日本語のみ出した場合、#7& とはǪーȇシȧンで聴

覚提ᅆを、日本語を᪦٣でᎥかせた場合です。#�8 というのはそれに手話の画΂

をӷ଺にみせた場合です。ɦの図では、日本手話をჷらない日本語൐語話者をݣ

ᝋにしているので、手話自៲から˴かᛠみ取ることはできませんが、ݲなくても

ᙻ覚ႎなऴ報がӷ଺に提ᅆされるからといって、ӫᏯは活ѣするとか言語᣼ˌ

、᪪をӖƚることはないわƚで、このǑうに文法をӮる᪸؏文法ࢨのᏯ活ѣがٳ

中௔Ǎそのᛠᚐᛠみ取りに᧙̞するǑうな聴覚ྸᚐの᪸؏もԃめてこのǑうに

Ꮿ活ѣがͨ߼にᨂ局するということが確かめられております。 

まとめますと、人᧓のᏯは、ཎに߼Ꮿに言語᣼が局נしており、文法の᪸؏、

ᛠᚐの᪸؏、スȩǤȉӼかってͨ߼の

Э᪽ᓶにあります。それからその૾ࢸ

のҥ語Ǎ᪦᪩の᪸؏が局נしていま

して、このׄつの᪸؏をᬝ̅し、ऴ報

ʩ੭しながら言語ϼྸをᘍっている

とਖ਼ᛯできるわƚです。これを言語の

Ў҄、機ᏡЎ҄といいますが、それƧ

れの機ᏡのȢジȥーȫがЎかれてμ

˳としてシステムをなしているとい

うことです。これをᏯの言語ע図とԠ
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ぶことにいたします。 

そのࢸ঻ŷがǍってきた研究の一ᇢですが、この例をみていただきますと、日

本手話で自然な会話をしているʚ人のཞඞをᙸてもらって、これは手話がྸᚐ

できる人をݣᝋにした実᬴です。手話がわかっているというだƚではなく、どの

ǑうなȬșȫでྸᚐしているのかということをさらにᛇしく調ǂた研究ኽௐで

す。 

手話をきちんとྸᚐするためには、一つ一つのҥ語をྸᚐすることも᣻要で

すが、ҥ語だƚではなく、そのҥ語がどうጟがって文をなすのか、もしくはその

文がどうつながって会話を成していくのか、というЙૺをբう必要があると

঻ŷはᎋえたわƚです。 

そこでӷơǑうなཋྸႎにそのʚ人の会話のȓȇǪテーȗを参加者にᙸせる

のですが、どこにදႸしてもらうか、という部Ўだƚを条ˑとして٭え、それに

ǑってᏯ活ѣが本࢘に٭わるのかどうかをテストしたわƚです。 

まずហい௒Ǎហいዴでᅆしたところから説明しますと、それƧれの手話のҥ

語のȬșȫでは一ࣖあるғ切りをつƚることはできます。もちろん日本手話で

すから、一つの一連の්れとしてᘙྵされることは確かです。それでも、一ࣖ一

つのҥ語がᘙྵされてғ切りになるところをᙸつƚることはできます。その中

の一部のҥ語にݣして、日本手話ではありえないҥ語とλれஆえる。これは画΂

でλれஆえますとɧ自然なज़ơになりますので、ӷơこの手話を話している૾

に、᩼ҥ語をᡦ中にλれながら自然にጟがるǑうにᘙྵしていただいています。

そうすると日本手話をᚐさない人からᙸるとμくᢌԧज़がありませんが、手話

をჷっている૾からᙸると自Ўのჷらない٭なҥ語がλってきたということで、

ЎかるǑうになっています。そのǑうなҥ語がྵれたかどうか、つまり᩼ҥ語が

ԃまれていたかԁかでʚつのȜタンを਀しЎƚるというᛢ題をᘍっています。

これがȯーȉという条ˑ、つまりҥ語条ˑです。᩼ ҥ語があったかどうかのЙૺ

を要൭するのが、ហᑥでᅆした条ˑです。 

ഏにዯᑥの条ˑを説明します。5GPV

とかいたのが、ǻンテンスのဦで文の

条ˑです。例えƹ「今ࡇఒٽᢹのтを

ǍりますかᲹ」というឋբにݣして、

文஛だƚを٭え「今ࡇఒٽᢹのтをǍ

りましたᲹ」とききます。そうすると

ʕ、もしくはᢅӊのϋܾをᎥいていܦ

るので、「今ࡇ」というஇИのиᚺと

଺制が合わないということです。これ

はƻとつの文の中で、こうすǂき଺制
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であるという文法ႎなॖԛがࣖݣしていない、文法Ǩȩーをឪこしています。で

すから٭な文になるわƚです。文としてദしい文法ࣱをͳえているのか、それと

もおかしな文なのかをᲬ৸でЙૺしてȜタンを਀すというᛢ題にしたのがǻン

テンスの条ˑです。 

ᲭဪႸは、会話の条ˑです。&KUE と୿いてありますが、ȇǣスǳースのဦで

会話というॖԛです。ʚ人の人ཋが会話をしています。բいかƚにݣして「そう

ですƶ、うんǍります」がദしい会話なのでཎにբ題はないとЙ定されるところ

にݣして、இࢸのǤǨスでは১ᜄして &1「Ǎる」という手話にݣして、「ݏる」

という手話に٭えた例を出したわƚです。そうすると会話がそもそも֣み合っ

ていないので、「Ўかりました、これからݏます」というと話が通ơなくなって

しまうので、そこで᧓ᢌいだというȜタンを਀してもらうわƚです。ですからこ

のȇǣスǳースの会話の条ˑでは文法のᛚりはありません。μてのҥ語は日本

手話のҥ語でそれもദしいです。しかしʚ人の会話が֣み合ってないというॖ

ԛで、Ǒり᭗ഏのЙૺを要൭しています。一つ一つのҥ語ᙸていたら、これは文

の場合も会話の場合もദしいことになります。文の中で一つの文法ႎな制ኖを

きちんとᙹЩにࢼって、これもどんな᧓ᢌいが出てくるかあらかơめʖยはつ

きませんので、ݲなくともᢌԧज़が生ơないかどうかというȁǧȃǯをすると

いうことになります。それにݣして会話ではその文法すらもദしいので、一文Ɲ

とにᎥいているᨂりはμくբ題ないのですが、ʚ人の話がࣖݣして成立してい

るかというॖԛで、さらに᭗ഏのЙૺが要൭されるということです。 

ˌɥᲭ条ˑでᏯ活ѣをൔǂて、どういう҄٭をᅆすのかᎋえたわƚです。/4+

で̮ӭ҄٭をはかり、それをȗȭȃトしたのがこの図です。ӫɦのこのǰȩȕを

ᙸていただくと、ЎかりǍすいと࣬うのですが、Ꮿの᪸؏それƧれ、ហᑥのҥ語、

ዯᑥの文、᩷でᅆした会話でだんだんെ᨞ႎにᏯ活ѣはましていると、ጏ᠆が

/4+ の̮ӭでᏯ活ѣをӒପしてしますが、そのǑうなͼӼがあることがわかりま

す。ᙻ覚ႎにᙸているものがӷơであっても、要൭される言語Ȭșȫがɥがれƹ

ǑりᛇしいϼྸがᏯで必要となり、こ

のǑうなെ᨞でᏯ活ѣがɥଞすると、

活ѣ҄٭することがわかったわƚで

す。 

の図を実ᨥにᙸて᪬きますと、ҥ߼

語、文、会話でཎに߼のЭ᪽ᓶ、先Ǆ

ど文法中௔と୿いたところから、ᛠᚐ

にかƚてᏯ活ѣがጏに˦びているの

がおЎかりいただƚるでしょうか。ҥ

語のȬșȫにݣして、文としてЙૺす



－ 25 －

�� 

れƹǑり᪸؏が࠼がっていきます。それが୼にྸᚐにПᢋしたときに、߼のЭ᪽

ᓶの背ͨからᐃͨまでșȫトཞにᏯ活ѣが˦びていくಮをᙸることができます。

それを᣻ƶてᅆしたのがӫɥの図ですが、ហዯ᩷の᪯ဪで、だんだんその᪸؏が

᣻なりながらɦͨにᐃͨに࠼がりがفしていることをᙸることができます。 

ӫのᏯのࣖݣ部ˮでも˩たǑうなͼӼがᙸられますが、ӷ࣎όཞに࠼がって

いるだƚで、背ͨからᐃͨǁのはっきりした࠼がりはみられません。ӫᏯにݣし

て、߼Ꮿの૾がǑりȢジȥーȫႎといいますか、െ᨞ႎなᏯ活ѣをᅆしているこ

とがǑりǯȪǢにᙸえると࣬います。 

このǑうな࢟で、ӷơ߼Э᪽ᓶの中であっても、දႸする言語Ȭșȫにࣖơて

Ꮿ活ѣは҄٭してまいります。ҥ語にදႸしているのか、文にදႸするのか、も

しくは話のϋܾにදႸしているのか、ということにǑり、Ꮿ活ѣはȀǤȊȟȃǯ

に҄٭するということです。 

このǑうな૾法をࣖဇすれƹ、一人一人のお子さん、もしくは実᬴に参加して

いただく૾が、どのȬșȫでྸᚐしているのか、どういうȬșȫにදႸしている

のかということをܲᚇႎにᚘยすることができるわƚです。ҥ語まではЎかる

ƚど、μ˳としてちょっとॖԛがつかめてないとか、文まではЎかるƚど、会話

となるとなかなかॖԛが取りにくいとか、െ᨞にࣖơてᏯ活ѣをᛠみ取ること

がӧᏡなので、このǑうな手法を組み合わせることで、子どもᢋの言語ྸᚐがௐ

たしてどのǑうにᡶんでいくのか、その成ᧈのᢅᆉも合わせて調ǂたり、もしく

はその子どもたちに提供している学習のᛢ題が実ᨥ大人のܦ成されたᏯからᙸ

たときにどのǑうなその機ᏡႎなЎ҄をᅆしているのか、ということを਀さえ

ておくことにǑって、実ᨥの૙育の活ѣにȕǣーȉȐȃǯをかƚたい、これがμ

˳を通しての঻ŷのႸ೅でもあります。 

Ɲฌ聴、ありがとうƝƟいました。 
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言語⋓ᚓࡢഃ㠃ࡽ࠿ 

 ࡿ࠼⪄ࢆᡂ㛗ࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࠸࡞࠼ࡇ⪺  

 
㔠ἑ大Ꮫ ே㛫♫఍◊✲ᇦᏛᰯᩍ⫱⣔ 

ṊᒃΏ 

 
 

᣿එ大学学ఄ૙育ኒのനއとဎします。本日は、こめっこシンポジウムという

ことで、こめっこに通ってくる子どもたちの成ᧈをどのǑうにᚸ̖していくか

について話をしたいと࣬います。ཎに、こめっこに通ってくるᎥこえない子ども

たちを言語獲得の᩿ͨからその成ᧈをܲᚇႎ、定᣽ႎにᙸていく૾法ᛯについ

て話をしたいと࣬います。言語獲得をૠ܌でᘙしていく૾法について、ここでは

提案をしたいと࣬います。 

まずᅶのբ題ॖᜤとして 2 ໜお話をします。まず、手話ӝ話ᛯʗからのᏮҲ

を˴とか実ྵしなくてはなりません。ろう૙育のഭӪは手話ӝ話ᛯʗのഭӪと

いってもᢅ言ではありません。今でも、人߻ϋ᎚をਖ਼ڜする人は手話を̅うこと

についてԁ定ႎなॖᙸを言っていますし、ろう文҄Ǎ手話を大切にしている人

は人߻ϋ᎚についてԁ定ႎなॖᙸをɼࢌしています。ᅶは、人߻ϋ᎚と手話のど

ちらがいいかではなく、手話も日本語もᎥこえない子どもたちにとっては᣻要

な言語であることを確ᛐすることがまずスタートだと࣬っています。もっと言

えƹ、聴覚が活ဇでき、᪦٣でǍり取りができる子どもにも手話を獲得してもら

うことを൭め、手話で˴でもྸᚐでき話ができる子どもでもそれだƚでኳわら

せず日本語の力をしっかりつƚていくことを൭めていくということです。Ꭵこ

えない子どもにとって、手話と日本語のɲ૾を៲にბƚられる環境を保障する

ことをႸਦすということが᣻要で、それがこめっこのႸਦす૾Ӽࣱだと࣬って

います。 

またᛇしくはこの場で話せませんが、第一言語の力が᭗ƚれƹ、それは第ʚ言

語の習得にȗȩスのࢨ᪪をɨえるということが、᪦٣ȐǤȪンǬȫの研究から

言われています。Ꭵこえない子どもが 2 つの言語をしっかり獲得、習得して社

会に出てᘍってもらうためには、それƧれの言語がӲ年ᱫでどのᆉࡇ獲得、習得

されているのかをᚸ̖していき、またそれに合わせた言語環境を設定していく
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ことが᣻要になってきます。 

ମ年のཎഷ૙育学会の޽࠼大会で、

こめっこに᧙する自ɼシンポジウム

を᧏͵し、ᅶがਦ定討ᛯをᘍいまし

た。そこでᅶはこめっこの今ࢸについ

て、2 つのբ題提ឪと提案をしまし

た。 

1 つႸのਦઇは、ろう૙育の成ௐっ

ていったい˴だろうということです。

Ҕ学Ǎ૙育、࢘事者団˳など、立場に

Ǒって、ろう૙育の成ௐを˴に൭めるかはまちまちです。ここにਫƛられている

ಮŷなろう૙育の成ௐというのは、それそのものは᧓ᢌいではありませんが、ど

れか 1 つだƚでᎥこえない子どもたちが࠳せな人生をᡛれるǑうになるわƚで

はありません。このあと、手話と日本語という 2 つの言語の力がどのǑうにӼ

ɥしていくのかをᚸ̖する૾法ᛯについて話をしていきますが、それだƚがᎥ

こえない子どもの࠳せをᙹ定するわƚではないということをおૺりしておきた

いと࣬います。それでも、˂ 者とつながる言語の力を᭗めるということは、ݲな

くともᎥこえない子どもの࠳せに大きく݃ɨすることになるとᅶはᎋえていま

す。 

2 つႸのਦઇは、こめっこの成ௐをスターȚǤシȣントのۋをᅆすだƚでኳえ

ないでǄしいということです。こんなに成ᧈしたというᎥこえない子どものۋ

をǨȔǽーȉとして報告しても、そこにはᅹ学ႎなࣱ࢘ڲはありません。こめっ

この成ௐをᅆしていくためには、子どもたちの言語をܲᚇႎにᚸ̖していくこ

とが大切であり、ܲ ᚇႎなȇータをᆢみɥƛていくことで、こめっこの成ௐとᛢ

題を明らかにしていくことが、஛൨い活ѣと保護者Ǎ社会の̮᫂につながるこ

とになると࣬います。ここでいう子どもたちの言語とは、手話と日本語の 2 つ

の言語であり、これらはီなる言語なのでそれƧれᚸ̖していく必要があると

いうことをシンポジウムではお話しをしました。 

それではどのǑうに言語をܲᚇႎにᚸ̖していくのか、その૾法ᛯについて

お話します。もちろんኬかくᚸ̖することも必要ですが、こめっこでは活ѣの଺

᧓の一部を̅って、手話Ǎ日本語のᚸ̖をᘍうことになります。ᚸ̖にᐔ大な଺

᧓を̅うことで、手話でᢂんだりӐᢋӷٟ᧙わったりする଺᧓がถってしまっ

たら本஛᠃͂です。そのため、இݱの଺᧓でٶくのᅆՐが得られる૾法でᚸ̖を

ᘍうことが、このこめっこには൭められているとᎋえました。 

まず手話については、文法の力と語࢛の力をそれƧれᚸ̖していくことが必

要です。ӷಮに日本語についても、語࢛の力と文法の力をᚸ̖していくことも必
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要です。さらに、言語を̅ってǳȟȥȋǱーシȧンの力あるいは人とǍり取りを

する力もᚸ̖する必要があります。このǳȟȥȋǱーシȧンの力については、手

話か日本語かに᧙̞なく、言語を̅ってǍり取りする力をਦすので、̾ ŷの子ど

もが̅いǍすい言語でᚸ̖を実施していくことをᎋえています。̩ こめっこ、ࢸ

の子どもたちの成ᧈをᅆすことになる �つのᚸ̖について、1つ 1つ説明してい

きます。 

 

まず子どもが獲得、習得している手話を、語࢛の᩿ͨからᚸ̖していくことが

必要だとᎋえられます。日本語の語࢛をᚸ̖する૾法として、ዋ画語࢛検௹があ

り、それをそのまま手話ᎇᚪすることで手話の語࢛ᚸ̖がӧᏡかというとൿし

てそうではありません。手話の語࢛をᚸ̖するためにはいくつかのȏーȉȫを

ឭえなƚれƹなりません。まず、ӷơ事௡をあらわすҥ語であっても、手話と日

本語ではᩊତࡇがီなることがあります。例えƹ、日本語では、「ᙀ聴֥」とい

うҥ語をྸᚐできるǑうになるのはݱ学ఄ᭗学年ˌᨀになるかと࣬いますが、

Ꭵこえない子どもにとっては៲ᡈな語࢛になるので幼ᆐ部でもჷっているҥ語

になります。ᡞに、ȩジǪという語は、日本語としてはൔ᠋ႎଔい଺期に獲得す

る語ですが、Ꭵこえない子どもがȩジǪを聴くことはあまりないので、手話の中

ではᩊしい語になります。このǑうに、手話ҥ語と日本語のҥ語では、ӷơॖԛ

をᘙしていてもᩊତࡇがီなるため、手話の語࢛ᚸ̖をᘍうためには、Хນとし

て̅ဇする手話ҥ語のᩊତࡇをまず調ǂなくてはならないということになりま

す。 

また、もう 1つ大きなբ題として手話のϙ΂ࣱのբ題があります。たとえƹ、

「ȐȊȊ」という手話ҥ語はȐȊȊのႝをǉくしƙさにǑってあらわされるた

め、手話ҥ語をჷらなくてもॖԛがܾତにਖ਼ยできてしまいます。このǑうに、

ҥ語をჷらなくてもॖԛがਖ਼ยできてしまうࣱឋのことをϙ΂ࣱと言います。

手話語࢛をᚸ̖する場合、Хນ語として̅ဇする手話語࢛はϙ΂ࣱが˯いもの

でなくてはなりません。しかしϙ΂ࣱの˯いҥ語は、ᩊତࡇが᭗くなり、またዋ

にᘙしにくい語がٶくなってしまい、手話語࢛をどのくらいྸᚐしているかを

ย定するᚸ̖法を᧏ႆすることはॖٳとᩊしいということがわかってきました。

なので、ここではμくКのᎋえ૾でᎥこえない子どもの手話語࢛のᚸ̖をᘍう

ことをᎋえました。 

そこでȒントになったのは語ࣱୢ්࢛検௹です。これは、࣎ႎᠴ୿からある条

ˑを฼たす語࢛を一定଺᧓ϋにできるだƚٶくᘙ出することを൭めるᛢ題です。

この語ࣱୢ්࢛検௹は、ǫテǴȪー්ୢࣱᛢ題と᪦᪩්ୢࣱᛢ題の 2 つのᆔ᫏

にЎƚられます。ǫテǴȪー්ୢࣱᛢ題とは、例えƹ日本語の場合、「Ꮀ業のӸ

Эを 1Ў᧓でできるだƚたくさん言ってください」という૙ᅆの1、ࢸЎ᧓でで
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きるだƚたくさんਫƛてもらうものです。᪦᪩්ୢࣱᛢ題とは、「ƀあƁからڼま

る言ᓶを 1 Ў᧓でできるだƚたくさん言ってください。」という૙ᅆの1、ࢸ Ў

᧓でできるだƚたくさんਫƛてもらうというものです。この語ࣱୢ්࢛ᛢ題は、

ӈ݅にいえƹ語࢛力をยるものではなく、ᘮ᬴者の࣎ႎᠴ୿にǢǯǻスする力

をᚸ̖しているものです。᭗ᱫ者は࣎ႎᠴ୿にǢǯǻスする力がࢊくなり、ᘙ出

されるૠがݲなくなると言われています。いわゆる「ձΨまで出ているのに出て

こない」というྵᝋです。 

それにݣし、子どもの場合、「ձΨまで出ているのに࣬い出せない」というこ

とはあまりないので、語ࣱୢ්࢛ᛢ題の成績は࣎ႎᠴ୿ǁのǢǯǻスというǑ

りは、࣎ႎᠴ୿そのものの大きさをӒପしているとᎋえられます。この૾法を手

話にᢘဇできないかとᎋえました。ǫテǴȪー්ୢࣱ検௹は、日本語༿をそのま

ま援ဇしても、բ題ないとᎋえました。例えƹ「ѣཋのӸЭをᲫЎ᧓でできるだ

ƚたくさん手話でᘙྵしてください」と子どもにˡえ、子どもがᘙ出した語࢛ૠ

をም出するのですが、子どもの場合、この成績は࣎ႎᠴ୿のǵǤǺすなわち語࢛

力をӒପしているとᎋえられます。 

一૾、᪦᪩්ୢࣱ検௹はそのまま手話にᢘဇすることはできません。「あ」の

˄くものをできるだƚたくさん言ってください、という૙ᅆは、日本語の話にな

ってしまい、ኝቦに手話のᚸ̖にはな

りません。そのため手話の᪦᪩に᧙す

る条ˑを設定する必要があります。そ

のໜをᣐॾして、手話༿語ࣱୢ්࢛検

௹をᚾ˺しました。 

ここ
スȩǤȉᲳ�にਫƛられてい

るのは手話༿ǫテǴȪー්ୢࣱᛢ題

です。日本語༿にもあった「Ꮀ業」「ѣ

ཋ」「スポーȄ」の 3 ᛢ題に加え、ૼ

たに「ʈりཋ」「ᑥ」も加え、�つのᛢ

題をᎋえました。そして、それƧれの

ᛢ題にどのǑうな手話語࢛がᛆ࢘す

るのかを画᩿にᅆしています。 

これ
スȩǤȉ10� は˺成した手話

༿᪦᪩්ୢࣱᛢ題になります。手話は

「手の࢟」「手のѣき」「手のˮፗ」の

3つの要እがӷ଺ႎにኽ合することに

Ǒって手話ҥ語がನ成されるといわ

れています。この「手の࢟」「ѣき」「ˮ
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ፗ」が手話の᪦᪩にႻ࢘するので、これらを̅ってᛢ題を˺成しました。 

例えƹ「人さしਦだƚで˺られる手話ҥ語を 1 Ў᧓でできるだƚたくさんਫ

ƛてください」と૙ᅆし、1Ў᧓でいくつの手話語࢛がᘙ出されるかがその成績

になります。「人さしਦだƚで˺られる手話ҥ語」は例えƹ、 

「明日」「ƚんか」「手話」 

などがあります。 

また、「手と᫊が接ᚑする手話をできるだƚたくさんਫƛてください」という

ᛢ題は、例えƹ 

「おいしい」「ᒊ手」「၏ൢ」 

などがᛆ࢘します。これは、手のˮፗにბႸし、条ˑに合う手話ҥ語をਫƛてい

くᛢ題になります。このǑうに、日本語の文܌ではなく、手話の᪦᪩にかかわる

ᛢ題を �բ˺成しました。そしてǫテǴȪー්ୢࣱᛢ題 �բと᪦᪩්ୢࣱᛢ題 �

բの合ᚘ 10 բで条ˑに合う語をいくつᘙ出できたかが、その子どものਤってい

る手話の語࢛力をӒପしているのではないかとᎋえました。 

 

ഏにᎥこえない子どもの手話文法の力をᚸ̖する૾法をᎋえたいと࣬います。

手話の文法ྸᚐをᚸ̖するテストはɭမ中にいろいろあるのですが、ٶくは手

話言語学のჷᜤのあるȍǤテǣȖのろう者がኬかくЎௌし、ໜૠ҄することで

ᚸ̖するそういうテストがٶૠをҩめています。そうなるとЎௌにٶくの଺᧓

がかかりますし、こめっこを支えるろう者にも᝟ਃをかƚることになってしま

います。その中でǤǮȪス手話の文法ྸᚐテスト「#UUGUUKPI $TKVKUJ 5KIP 

.CPIWCIG &GXGNQROGPV�4GEGRVKXG 5MKNNU 6GUV」というものが、ܲᚇႎかつܾତ

に子どもの手話文法のྸᚐをᚸ̖できるものとしてჷられています。このテス

トはɭမ中の手話にᎇᚪされ、̅ဇされています。日本では、ᅶが 200� 年にҦ

報児ᇜ૙育ਰᐻ会の助成をӖƚて、「日本手話文法ྸᚐテスト」として˺成し、

μ׎のろう学ఄにおᡛりしました。このテストは、ϙჇにあるǑうに、手話Хນ

のλった &8& を子どもにᙸせ、ᛆ࢘す

るዋを 3 つから � つのዋから 1 つᢠ

ぶことにǑり、子どもの文法ྸᚐのᆉ

  。をᙸるものですࡇ

1 つ例をਫƛます。今から手話をし

ます。
手話ᘙྵᲴ߼手親ਦ立てるă

ӫ手ݱਦ立てるăӫ手ਞにし߼手親

ਦに࢘てる� 

このǑうな手話文をᙸたあと、画᩿

にᅆされているǑうな 3 つのዋの中
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から、子どもに手話文のॖԛにᛆ࢘す

るものを 1 つਦさしでᅆしてもらい

ます。この文は「ဏの子をڡの子が൅

る」というॖԛなのでദᚐは 3ဪにな

ります。このǑうなբ題が �7 բあり、

30Ўから �0ЎǄどでኳえることがで

きます。また૾法をپ߻すれƹ、1ݣ

1で実施する必要はなく、ᨼ団実施も

ӧᏡです。また、բ題は、画᩿にਫƛ

られている 11 の文法ᚇໜからᚸ̖が

ӧᏡで、ҥに手話の文法ྸᚐができているかどうかだƚでなく、手話文法の˴が

ྸᚐでき、˴がྸᚐできていないかをᚸ̖することもӧᏡです。 

テストにλっている %& のなかには、画᩿
スȩǤȉ 13�にᅆしたǑうなǨǯǻ

ȫȕǡǤȫがλっています。ݱさくてᙸにくいかもしれませんが、߼のហɺでᅆ

した部Ўに子どもがਦさしたዋのဪӭを৙ちᡂんでいƚƹ、Ǩǯǻȫが自ѣႎ

に੔ໜをしてくれ、合ᚘໜǍӲ文法᪮Ⴘのദᚐྙなどをም出してくれます。なの

で、᩼ 常にቇҥに子どもの手話文法ྸᚐのᆉࡇがᚸ̖できます。なおこのテスト

は、助成᣿をもらって˺成したため、ᝤ٥することはできませんが、ろう学ఄǍ

ᩊ聴学ኢ、Ꭵこえない子どもをਦݰしている၏ᨈǍǯȪȋȃǯにはᡛ૰のみで

おᡛりしていますので、もしƝλဇの機᧙がありましたら̾Кにࢸ日നއまで

Ɲ連ዂいただƚれƹおᡛりできます。 

 

ここからは日本語力のᚸ̖の話になります。3つႸのテストとして、日本語の

語࢛をᚸ̖するዋ画語࢛検௹があります。これは࠼くᐮ࠿場᩿で̅われている

のでここであえて説明する必要はないかと࣬います。ただ、Ꭵこえない子どもに

実施する場合は、検௹者の૙ᅆǍբ題文がᎥき取れないことがあるので、Хນと

なる語を文܌またはਦ文܌で提ᅆする必要があります。ここでදॖすǂきこと

としては、検௹者は、૙ᅆそのものは手話で説明したとしても、Хນ語を手話で

提ᅆしてはいƚないということです。このテストは日本語の語࢛をᚸ̖するも

のとして実施するので、手話でХນ語を提ᅆしてしまうと手話のᚸ̖になって

しまうɥ、手話のϙ΂ࣱのբ題もあるので˴をᚸ̖しているのかがわからなく

なってしまうからです。Ꭵこえない子どもに実施する場合は、その実施૾法につ

いては今ᡓǂたことにသॖする必要があります。 

 

� つႸのテストとして、Ꭵこえない子どもの日本語の文法の᩿ͨをᚸ̖する

,�%155 があります。日本語の文法ྸᚐをᚸ̖するテストはǄかにもいくつかあ
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るのですが、ここではᨼ団実施もӧᏡ

であり、30 Ўから �0 Ўᆉࡇでኳえる

ことができる ,�%155 を日本語の文法

ྸᚐをᙸるテストとして̅ဇするこ

ととしました。このテストは、ᒍ語の

文法ྸᚐをᚸ̖するテストで、人߻ϋ

᎚ᘺဇ児のᒍ語力ᚸ̖にǤǮȪスで

Ǒく̅われている 641) というテスト

を日本語༿にો٭したものです。画᩿


スȩǤȉ 1��にあるǑうに、20 の文

法事᪮についてӲ � բずつբ題が˺られており、Хນ文にあうዋを � つの中か

ら 1 つᢠぶ࢟で子どもにׅሉを൭めるものです。日本語のどの文法事᪮のྸᚐ

ができていて、どの文法事᪮ができていないかがႺ接ႎに৭੮でき、ਦݰにもつ

なƛǍすいᚸ̖法であると言えます。ٶくのろう学ఄでも̅ဇされているテス

トです。 

 

இࢸに、ǳȟȥȋǱーシȧンの力をᚸ̖することが必要かと࣬います。言語は

˂者とǍり取りするために̅うものなので、言語を̅って˂者とᢘ切にǍり取

りができるかどうかをᚸ̖することが൭められます。子どもの第一言語が日本

語か手話かにかかわらず、本人のもっとも̅いǍすい言語で検௹を実施し、Ꭵか

れたことにݣしてᢘ切にሉえられるか、ˡえたいことをᢘ切に言語を̅ってˡ

えることができるか、一連のᛩ話をྸᚐし、自Ўの言語でϐನሰできるかをᚸ̖

するものとして、ឋբࣖሉ᧙̞検௹があります。 

この検௹は、実ᨥのឋբࣖሉǳȟȥȋǱーシȧン場᩿にᡈいཞඞでのǍり取

りのಮ子から、ǳȟȥȋǱーシȧンᏡ力をᚸ̖する検௹です。 

ឋբࣖሉ᧙̞検௹は、10 のɦˮ検௹からನ成されており、1 ݣ 1 で実施され

ます。検௹の実施にはおおǑそ 30 Ўから �0 Ўᆉࡇの଺᧓がかかります。もと

もと日本語にǑるǍり取りをे定してᛢ題が˺られているため、手話が第一言

語のᎥこえない子どもに実施する場合、ɦˮ検௹にǑってそのまま手話で実施

できるものと、૙ᅆの૾法ǍХນ文の提ᅆを手話ではなく文܌ሁにするなど、߻

が必要なɦˮ検௹があります。φ˳ႎな実施の૾法については、実ᨥにǍってپ

みる中でஇもᢘ切な実施૾法をᎋえていきたいと࣬っています。 

このǑうに、子どもの手話力と日本語力をこめっこの中でᚸ̖する૾法とし

て、画᩿にᅆした �つのテストをᎋえています。この �つのテストについて、こ

めっこに参加している子どもにݣし、1年に 1ׅ実施していきたいとᎋえていま

す。検௹ኽௐに一շ一ঈすることなく、1年に 1ׅ、ዒዓႎに実施することにǑ
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って、手話と日本語のႆᢋをᡙってい

くことをᎋえています。手話が第一言

語の子どもについては、இИは日本語

の成績は˯いことがʖेされますし、

聴覚活ဇができ、日本語が第一言語に

なっている子どもについては日本語

の成績の૾がΟˮで、手話の成績が˯

くなるӧᏡࣱがあります。しかし、Ⴘ

ਦすところは、それƧれにᎥこえない

子どもたちが、手話と日本語のどちら

が第一言語であっても、இኳႎには 2 つの言語をしっかり獲得、習得して社会

に፶ƹたいてもらうことだとᎋえています。こめっこでӓᨼされたጏૺႎなȇ

ータから、手話と日本語の᧙̞を明らかにすることができれƹと࣬っています。 

ᅶの報告はˌɥになります。 
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࠙話㢟ᥦ౪ճࠚ 

 

 ࡕ⫱࡜ࡤ࡜ࡇࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࠸࡞࠼ࡇࡁ

㹼ᚰ⌮Ⓨ㐩�ே᱁ᙧᡂ�ࡢどⅬࡿ࠼⪄ࡽ࠿㹼 

 
⚄ᡞ大Ꮫ大Ꮫ㝔 ே㛫Ⓨ㐩⎔ቃᏛ◊✲⛉ 

Ἑ㷂ెᏊ 

 
 

今日は「きこえない子どもたちのことƹと育ち」を「ႆྸ࣎ᢋ、人఍࢟成のᙻ

ໜからᎋえる」というテーマでお話しいたします。 

ஹの手話に᧙するᎋえ૾については、ʁ保එ൞が基調報告でૢྸしてくだࢼ

さいました。「手話は言語ではない」とするྸᚐにǑって、ႆᢋǍ学習を̟すた

めには日本語を習得するのが先ൿであり、手話を習得してもႆᢋはҗЎにᡶま

ないとᎋえられ、また、ग़ბ࢟成においても、手話は᣻ᙻされませんでした。 

そうしたᎋえ૾のɦで、きこえない子どもたちは൐語となるはずの、手話とい

う自然獲得言語からᢒƟƚられました。そのኽௐ、子どもたちは生活言語をڞわ

れ、保護者は᫱育にとって大切なことƹをჷることができませんでした。そして、

日本語力がႆᢋᚸ̖Ǎ学力ᚸ̖のμਦ೅となってしまったのです。 

こうしたྸᚐとあり૾は、きこえない子どもたちのႆྸ࣎ᢋにٶ大なる᝟ਃ

をかƚ、ग़ბ࢟成、ྸᚐǍ社会ࣱのႆᢋ、学習、ǢǤȇンテǣテǣ࢟成、ݣ人᧙

̞などに、᝟のࢨ᪪をもたらしました。 

ᅶは、ྸ࣎ᐮ࠿家として、30 年˷にわたってきこえない人ŷのྸ࣎ႎ支援に

携わる中で、きこえない᩷年Ǎ成人の׉ᩊǍᒊपにӼき合ってきました。਀し˄

ƚられたͤ聴者Ȣȇȫ、ありのままの自Ўを଱とできない̖͌ज़、ȭーȫȢȇȫ

のない子ども଺ˊ、自Ўだƚが会話についていƚないܔ཯ज़ä そのኽௐ、自ݭ

ज़ऴǍ଺᧓ႎޒஓのႆᢋにᛢ題をৼえることになったのです。 

こうしたբ題は、࣬ ବ期、᩷ 年期ˌᨀにᘙ᩿҄することがٶく、学ఄǍᎰ場で

のݣ人᧙̞のᩊしさ、ࡽきこもり、᭵・ᅕኺၐ・࣎៲ၐなどのၐཞ҄にǑってྵ

れました。また、୧力・自ͻᘍໝ・᡽ឥといったᘍѣ҄の大きさは、「おᫍいだ

からわかって��」というࢬらの࣎からのӣびでした。 

そんなࢬらにݣして、手話を保障した、あるいはஇ大ᨂႸでᙸてわかるȄーȫ

をپ߻して᩿接を᣻ƶていく中で、ٶくのきこえない人たちがྸ࣎ႎにׅࣄ、成
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ᧈされ、そのᢅᆉで、ႆᢋのឋႎな҄٭がᅆされました。 

ପ΂言語である「手話」でǍりとりすることにǑって、ࢬらのପ΂ᚡচがဆっ

てくると、ิき出してくるज़ऴがあり、その˳᬴を語り、σஊするという、Ⴧの

かかわり合いが生まれました。それと́ᘍして、࣬ ᎋが活ࣱ҄し、ᛯྸႎ࣬ᎋの

ӧᏡࣱが࠼がって、Ǒりᙐᩃでขいྸᚐにᐱることもありました。 

そうした҄٭を生んだ要׆を、ᅶは、手話がӧᏡとする「ǳȟȥȋǱーシȧン

におƚる、ӷ଺ࣱ、Ⴛʝࣱ、ݣሁࣱ、јྙࣱの保障」だとᎋえています。ͤ聴者

にとっての、᪦٣言語とӷơです。さらに、一ମ年、201� 年のӷシンポジウム

で、Ӟჽሶ子先生が「ことƹの࢟ではなく、ことƹのßॖԛàにᨼ中してもらえ

る言語̅ဇの᣻要ࣱ」とᡓǂられたとおり、ദしくᛠみ取れるか、うまくႆ᪦で

きるかといった「ことƹの࢟」ではなく、会話のϋܾ、ことƹのßॖԛàにᨼ中

して、᩿接を᣻ƶることが大切な要׆だったのです。 

ここで、ݲしᙻໜを٭え、᠉・中ሁࡇᩊ聴児のႆྸ࣎ᢋと手話についてお話し

したいと࣬います。 

᠉・中ሁࡇᩊ者は、一ᑍにきこえにくい人ŷとԠƹれますが、実は、ཞඞにǑ

って「きこえる଺ときこえない଺のある人ŷ」です。条ˑがૢえƹ、きこえる人

にᡈい˳᬴ができるので、日本語も聴いて獲得します。しかし、ᙐૠでの会話Ǎ

ᬳ᪦、マスǯなど、条ˑがီなれƹ、ろう者とӷơ˳᬴をします。ͤ聴者とӷơ

Ǒうに話せるにもかかわらず、ӷơǑうにはきこえない。ࢬらにとって、᪦٣言

語はᎥこうとするからきこえてྸᚐできる言語であって、Ꭵこうとѐ力しなƚ

れƹנ܍しないのです。ᅶたちͤ聴者にとっての、׎ٳ語のȪスȋンǰテストと

ӷơです。 

ƚれども、ࢬらのٶくはそんな説明をӖƚたことはなく、ྸ ᚐできないまま成

ᧈしてきました。家族もჷりませんでした。そのため、生活のಮŷな場᩿で、わ

からなくなってৎषったり、ऋをかいたり、өられたりしても、生ơていること

のॖԛがわからず、ୱଭなままにͻつく˳᬴を᣻ƶていました。ᅶはそれを、「࣎

の˯ภ້ͻ」とԠんできました。ですから、ࢬらがǫウンǻȪンǰにたどりბい

たとき、࣎は᣻ሶなཞ७でした。 

ᩊ聴者が、᩷年期、あるいは成人してから手話に出会う଺、「μ部わかる」と

はこういうことなのかᲛと、ᭃくといいます。そして、ͤ 聴者はこれだƚٶくの

ऴ報をいともቇҥにǭȣȃȁしてきたのだとჷる଺、大きなシȧȃǯをԛわい、

「もっとଔくに手話をჷりたかった」と言います。 

᠉・中ሁࡇのᩊ聴児が、自らのきこえにൢƮき、ཞඞをྸᚐして育つために、

幼い଺から手話言語に出会うことはとてもஊјで大切です。 

᠉・中ሁࡇᩊ聴者についてᛇしくᡓǂてきたྸဌは、人߻ϋ᎚ᘺဇ児の支援に

ኽびつくからです。人߻ϋ᎚にǑって、᣻ࡇᩊ聴児のٶくが᠉・中ሁࡇᩊ聴Ȭș
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ȫのきこえを˳᬴することになります。᪦٣言語を習得し、ӝ話での生活Ǎ学習

をഩんでいく子どもたちがいます。しかし、ࢬらが、ͤ 聴者とӷơǑうにはきこ

えないנ܍である事実は、ずっとዓきます。このことをࣔれず、᠉・中ሁࡇᩊ聴

者からの学びを、生かす支援が必要です。 

きこえない人ŷはႸで生きる人ŷです。ですから、聴覚に障害をもつ子どもた

ちには、ऒをするǑうにλってくる手話ということƹとの出会い、「μ部わかる」

˳᬴を通してこそჷる「わからない」の自覚、それを保障することが大切です。 

そのためのଔ期支援を実ྵし、ၲ育、૙育につなƛたい。そのᫍいから、大阪

府の手話言語獲得支援事業がڼまり、このࡇの研究ȗȭジǧǯトǁとつながっ

てきました。 

では、研究ȗȭジǧǯトのႆྸ࣎ᢋЎ᣼のႸႎをોめておᅆしします。 

ႆᢋଔ期に家族とともに手話言語のあふれる支援の場に出会い、手話を獲得

して成ᧈする子どもたちの力を、ᙐૠのႆᢋȩǤンからとらえるጏૺႎ研究を

ᘍい、そのႆᢋȢȇȫを明らかにしたいとᎋえています。 

このЎ᣼の研究は、「こめっこ」の活ѣとᘙᘻ一˳です。 

そこで、活ѣについてݲしᡓǂたいと࣬います。 

こめっこのଔ期支援がႸਦすものは、ཋʟ൞の基調報告にありましたǑうに、

親子のग़ბ࢟成と手話言語獲得です。手話でのǍりとりをಏしみながら、大ڤき

なママȑȑとの᧓で、ហちǌんのときから「ǅくは、ᅶは、人とかかわるᏡ力を

ਤつנ܍なんだᲛ」という確̮を育くǉ支援をする。一૾、ȍǤテǣȖǵǤȊー

に׊まれて、手話をԈӓしていく子どもたちは、ǑりኬǍかなᘙྵをᛠみ取り、

Ǎがてᘙわしڼめ、親ࣂさんは঻が子の成ᧈをಏしǉことができます。3年˷り

の年月をかƚて、大切なग़ბݣᝋであるママȑȑとኦいだǨȔǽーȉを࣎に保

っていくᢅᆉで、̮᫂ज़、自࣎ڈڤ、ࣱࢷといった人఍࢟成の基ᄽとなる、とて

も᣻要な力を᫱います。そして、こうしたかかわりは、੕ኧ、દ˺、社会ࣱ、ྸ

ᚐなど、ಮŷなႆᢋȩǤンをХນし、Ⴛʈјௐをもたらします。 

こめっこは、ហちǌんǍ幼児に手話を૙える場、いわゆる手話૙ܴではありま

せん。子どもたちが手話を自然に獲得できる環境をૢえることをႸਦしていま

す。子どもたちにݣして、「みなさい」とは言わず、基本ႎに自ဌなѣきに˓せ、

その中で、࣬わずᙸてしまうᘙྵ、Ǎりとり、ᢂびをپ߻しています。Ⴘ೅は、

「ൢがついたら手話していました」「ᭃくǄど、手話ᛠみ取っています」「学んで

もいないのに、ദしい文法で手話していましたᲛ」という 3ബ児です。ただし、

保護者には、ಏしみながらせっせと手話を学んでいただいています。 

$#$; こめっこの活ѣ、つまり᩿ݣでの支援はᡵ 2 ׅですので、Ɲ家族はᣃ合

に合わせてᡵに 1 ׅないし 2 ׅ、またはᨠᡵȚースሁで参加されます。それに

加えて、ǳȭȊにǑる活ѣ自ቭ中に生まれたѣ画ᣐ̮が、ྵ ௵の支援の᣻要なנ
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スライド 1�

スライド 1�

スライド 1�

の一つになっています。つまり、「こ

めっこ」の場で手話に出会うのはᡵに

1、2ׅですが、൑日ᣐ̮されるီなる

ϋܾのѣ画を家族と一ደにᙻ聴する

ことで、日ŷ日本手話にᚑれる機会が

生まれるのです。そこにႇ場するいつ

ものスタȃȕといつものᢂび。このѣ

画ᣐ̮が、親子のǳȟȥȋǱーシȧン

を活ࣱ҄し、子どもの手話獲得を̟す

јௐをもつことが、ǢンǱート調௹に

Ǒっても明らかとなりました。 

なお、ѣ画ᣐ̮は、3 ബ～� ബ児ݣ

ᝋのϋܾでも、൑日ᘍっています。 

さて、研究૾法にᆆります。スȩǤ

ȉをƝᚁください。活ѣ଺のᚇݑと保

護者ǁのᎥき取り、ႆ ᢋ検௹、これら

はすでにڼめています。「࣎のྸᛯᛢ題検௹」については、実施૾法についてྵ

 。検討中ですנ

学ఄ中学年つまりݱ、ஹႎにはݩ 3・�年生ˌᨀをݣᝋに、自ݭज़ऴ、ݣ人᧙

̞、ǢǤȇンテǣテǣー࢟成ሁにかかわるࣱ఍検௹Ǎ人఍検௹を組みᡂんでい

くʖ定です。 

 

ႆᢋ検௹がৢう᪸؏を、スȩǤȉにᅆしました。 

඾ܣ・ᆖൗࡸ乳幼児ችᅕႆᢋ検௹と 5�/ 社会生活Ꮱ力検௹は、ឋբኡで、保護者

にׅሉをおᫍいするものです。ྸ ᚐ、言語、ǳȟȥȋǱーシȧンを中࣎とする᪮

Ⴘで、日本語のྸᚐǍᘙ出がբわれているឋբについては、手話でのྸᚐǍᘙ出

をԃめてׅሉできるǑう̲ദしています。ݼ学までは඾ࡸܣ検௹、ݼ学᪭から 5�

/ 検௹に切りஆえています。3ബまではҞ年に それˌᨀは年に、ࡇ1 ࡇの᫁ࡇ1

で実施します。 

᳅ႆࡸᢋ検௹は、子どもと᩿ݣで実

施します。基本ႎに手話でᘍいます

が、日本語の૾がྸᚐしǍすい場合

は、日本語ࣖݣ手話をԃめて子どもに

合わせてࣖݣしています。 

ᢋЎ᣼の研究のμ˳΂は、スႆྸ࣎

ȩǤȉのǑうになります。 
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ᚇݑ、Ꭵき取り、ᆔŷの検௹から、まずは一人ƻとりのႆᢋのᢊሂをɠݗに検

討したɥで、そこにσ通してᛐめられるȗȭǻスをᙸ出して、ᧈ期ႎなᙻໜで、

手話言語を獲得習得して成ᧈする子どもたちのႆྸ࣎ᢋȢȇȫを明らかにした

いとᎋえています。 

そして、˂の 3Ў᣼の研究ኽௐと合わせ、「手話言語を獲得習得する子どもの

力をࡽき出す૙育」にӼƚた提言をႸਦしていきたいと࣬います。 

ᅶのႆᘙはˌɥです。ありがとうƝƟいました。 
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➨ϩ㒊 
 

 シࣙンࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃ

 

話㢟ᥦ౪⪅࣓ࢥンࢺ 

ᣦᐃウㄽ⪅ࡢㅮ₇ 

 シࣙンࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ
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Ӯ会Ტʁ保එᲣᲩただいまǑり大阪府手話言語条例シンポジウムᳺ手話言語を獲

得・習得する子どもたちの研究ȗȭジǧǯト～手話で育ち、手話で学び、手話を

学ぶことの大切さ～᳻第î部を᧏͵いたします。 

第í部の基調報告と話題提供の事Эᣐ̮ѣ画をƝᚁいただき、ありがとうƝ

Ɵいました。 

本日の第î部ᳺȑȍȫȇǣスǫȃシȧン᳻のӮ会を務めさせていただきます、021

こめっこྸ事のʁ保එݎ
くǅさわ ゆたか�とဎします。研究ȗȭジǧǯトの研

究ወਙ者であり、また 021 こめっこのスーȑーȐǤǶーでもある河﨑̀子
かわ

さき Ǒしこ�先生とσに、今ׅのシンポジウムをǳーȇǣȍートしてきました。

Ǒろしくおᫍいいたします。 

なお、本シンポジウムは、日本財団からの研究助成事業の一環として᧏͵して

います。また、大阪府のࢸ援、公益社団法人大阪聴力障害者協会の協力を得てい

ます。今ׅの参加者は、ᘍ૎Ǎ૙育、Ҕၲ᧙̞、ၲ育Ǎ્ᛢࢸȇǤǵーȓスなど

ᅦᅍ᧙̞、࢘事者ǍƝ家族ሁ、参加してくださっています。ありがとうƝƟいま

す。 

ᚡ᥵、報告୿˺成のため、本シンポジウムは 021 こめっことして᥵画をして

おります。ᓸ˺ೌ保護のため、参加者にǑる᥵画、᥵᪦保܍ሁはƝᢒॾください。

Ǒろしくおᫍいいたします。 

まずは、本シンポジウムのɼ͵である 021 こめっこ
ཎ定᩼փМ活ѣ法人手話

言語獲得習得支援研究機ನ�ˊᘙྸ事 ཋʟ
ものい�Ǒりƻと言ਮਠをဎしɥƛ

ます。 

 

ཋʟᲩ021 こめっこˊᘙྸ事のཋʟです。 

このシンポジウムにはμ׎ඌጃから҅ෙᢊまで 600 Ӹᡈくのおဎᡂみがあり

ました。ありがとうƝƟいます。 

本日はウǧȓȊーを̅って、話題提供者 3 Ӹの先生૾、ਦ定討ᛯ者の 3 Ӹの

先生૾におᨼまりいただき、ႏさまとσに、研究ȗȭジǧǯトについて、ྸ ᚐを

ขめられたらと࣬います。どうƧǑろしくおᫍいいたします。 
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࠙話㢟ᥦ౪⪅࣓ࢥンࠚࢺ 

 

Ӯ会Ჩそれでは、まず、話題提供者の先生૾から、ᙀឱ説明ሁ、おƻとりᲯЎᆉ

 。でお話しいただきたいと࣬いますࡇ

ᣒʟ先生、നއ先生、河﨑先生の᪯におᫍいいたします。まず、ᣒʟ先生おᫍ

いします。 

 

ᣒʟᲩみなさま、こんにちは。Ǒろしくおᫍいします。 

ᅶは言語Ꮿᅹ学のЎ᣼をݦૌしており、その᪸؏はᎥきॹれないかもしれま

せんが、言語学とᏯᅹ学の境မ᪸؏です。 

言語というと、おそらくٶくの人はǳȟȥȋǱーシȧンの一部と࣬っている

でしょうが、言語学は、人᧓のもともとਤっている本ஹのᏡ力Ǎ、࣬ ᎋ言語とい

うものもԃめて、その仕組み・成り立ち・ȡǫȋǺムの研究をৢいます。それは

人᧓のᏯのբ題でもあり、言語Ꮱ力をᅹ学ႎに説明する立場から、ろう૙育Ǎ手

話のբ題にขい᧙࣎をਤっています。手話と一ӝに言ってもٶಮなあり૾があ

り、ݲなくとも今日は日本手話のྵཞを៊まえてお話します。自然言語というហ

ちǌんが獲得できる言語を基に話しますので、ᅶが手話と言うときは、日本手話

をਦしています。日本語ࣖݣ手話あるいは手ਦ日本語は、Ȕジンですが、日本語

の語᪯で手話ҥ語だƚをɳǂるというǍり૾とはғКして、ฆʏをਔかないǑ

うにしたいと࣬います。 

学習Ꮱ力も᣻要な研究テーマになります。一ᑍႎにᏯがٳမにᢘࣖしていく

ᢅᆉを「学習」といいますが、இᡈはもっと࠼いॖԛで機఺学習というǑうに、

人߻ჷᏡがជくふるまう場合も学習ということもあります。今ׅは学ఄ૙育に

ཎ҄して、学力もԃめてお話します。もちろん学力といっても、さまƟまなද ・ॖ

ᚡচ・ЙૺなどのȡǫȋǺムをԃみますが、人᧓のᏯのできるƝく一部の学習Ꮱ

力にᢅƗないわƚで、そのあたりもᜭᛯが必要でしたら、ғКしてお話します。

活ႆなᜭᛯをǑろしくおᫍいします。 

 

നއᲩ᣿එ大学のനއです。ᅶからは、Ǫンȇマンȉのѣ画で手話と日本語を定

᣽ႎにどうᚸ̖するかを話しました。 

日本語についてはあるᆉࡇ、定᣽ႎなᚸ̖はこれまでもされていますが、手話

については、手話を獲得したか、あるいはどのくらい獲得しているのか、˴ がで

きていて、˴ ができていないかについて、定᣽ႎにᚸ̖する研究がこれまで、あ

まりありませんでした。それは、手話をᚸ̖する૾法、テストȐȃテȪーが今ま

でなかったのが大きなྸဌです。 

ᳺこめっこ᳻では、子どもたちの手話のᚸ̖をしますが、それとӷ଺に手話のᚸ
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̖法を᧏ႆする、またここで̅っている手話のᚸ̖૾法が࢘ڲであるかどうか

を検ᚰすることもႸႎになっています。 

、とした೅แ҄されたものはありませんが׍でឋբもあると࣬いますが、確ࢸ

ここでȇータをとる中で、ᚸ̖法として࢘ڲかどうかを検ᚰする、そこからڼめ

ないといƚないということです。 

それから手話と日本語のբ題です。今日はろう学ఄの先生がٶくஹられてい

ると࣬いますが、ᳺこめっこ᳻は手話の環境を˺って、ȍǤテǣȖのろうの大人と

出会い、手話の獲得の環境を˺っていくというのが大きなנ܍のႸႎとなって

いると࣬います。ここは手話の獲得がႸႎですが、一૾で、ろう学ఄは૙ᅹ学習

Ǎ学力、日本語のᛠみ୿きの力を学んでいく場です。ᳺこめっこ᳻がɼにǍろうと

していることと、ろう学ఄがǍろうとしていることとは、ݲしずれています。そ

れは、Ⴘႎがᢌうから໯᧙̞ということではなく、ɲ者がႻӒする立場なのでは

なく、ǉしろӑ૾にとってȗȩスの᧙̞であってǄしいと࣬います。つまりᳺこ

めっこ᳻で学んだ手話の力をろう学ఄሁでは日本語の力に生かしてǄしいし、ろ

う学ఄで日本語を学んで、日本語がΟˮな子どもたちも、ᳺこめっこ᳻にかかわる

ことで手話の力をつƚてǄしい。おʝいᙀうǑうな᧙̞であってǄしいと࣬っ

ています。 

இࢸにここでኽᛯは出ませんが、ろう૙育の中で、これまでいろんなᛯʗがឪ

きてきました。ᛯʗのҾ׆は一˳˴かというと、きこえない子どもの࠳せは一˳

˴か、また࠳せをଏ定する要׆はどこにあるのか、それをᲫつにൿめることから

ᛯʗがឪきているൢがします。 

例えƹ、手話の力というときには、手話の力さえ៲につƚれƹ、きこえない子

どもが࠳せになれるというɼࢌが཯りഩきし、それˌٳをԁ定することになり、

また日本語力をきこえない子どもたちの࠳せの՗一の要׆としたら、日本語力

がつかなƚれƹ子どもたちは࠳せになれない、となります。ӑ૾でឱりない部Ў

をૌએし合うことがࢮŷにしてあります。࢘たりЭですが、きこえない子どもの

はᙐૠあり、そこに手話の力も大きく݃ɨするでしょうし、日本語の׆せの要࠳

力も大きく݃ɨするでしょうし、ǢǤȇンテǣテǣなど自ࠁᏉ定ज़も大きく݃

ɨするだろうと࣬います。 

今ׅのシンポジウムでなにかᲫつに዁っていくのではなく、きこえない子ど

もの࠳せをみんなでᎋえていく、その中でᳺこめっこ᳻のࢫлはどこなのか、ろう

学ఄのࢫлはどこかをᎋえることが大切だと࣬います。 

இИからまとめのǑうになってしまったのですが、言いឱりなかったのはˌ

ɥです。 

 

河﨑Ჩᅕৎ大学の河﨑です。ႆྸ࣎ᢋЎ᣼のˊᘙを務めています。 
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ᐮྸ࣎࠿学をݦᧉとし、中でもႆᢋᐮ࠿、親�乳幼児ᐮ࠿をขく学び実ោして

きました。その立場から、きこえない子どもたち、きこえない人ŷに出会って、

ᳺこめっこ᳻にたどりბきました。 

021 こめっこのスーȑーȐǤǶーとして、ǄǅμてのȇǶǤンにかかわり、ྵ

場にも参加しています。事Эᣐ̮でもဎしましたが、きこえない子どもがហちǌ

んのときから、自然言語としての手話に出会い、ൢ がついたら、཯自の文法をも

つ手話という言語をᛠみ取り、ᘙわすことができて、ǳȟȥȋǱーシȧンとは˴

か、人とかかわるとはどういうことかを、μ៲でわかっている 3～�ബ児に育っ

ている、そのための支援をႸਦしています。ただし、さきǄどനއ先生が言われ

たǑうに、それで支援がኳわるわƚではありません。 

ᳺこめっこ᳻ではᙀ聴֥はいらないとか、人߻ϋ᎚をつƚてはだめとかはまっ

たく言っていません。実ᨥ、通ってくれている᣻ࡇᩊ聴の子どもたちはǄǅ 100�

といえるл合で人߻ϋ᎚手ᘐをӖƚています、聴力活ဇをႸਦしながら、ӷ଺に

手話言語を៲につƚて 3、�ബになり、そのࢸ、どのǑうに育っていくのか、そ

の支援をᳺこめっこ᳻として೉ኧしつつ、もちろんᳺこめっこ᳻がすǂてをਃえる

わƚではないので、ろう学ఄǍᩊ聴学ኢ、その˂の૙育᪸؏の先生૾のྸᚐǍ協

力を得て、手話言語を獲得して育つ子どもたちの力を実ᚰできる取り組みと研

究をしていきたいと࣬っています。 

今日がその一ഩとなるǑうᫍっています。Ǒろしくおᫍいいたします。 
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࠙ᣦᐃウㄽձࠚ 

 

 ࡽ࠿どⅬࡢ⫱ᩍ࠺ࢁ

 
大阪府❧୰ኸ⫈ぬᨭ᥼Ꮫᰯ 

ᇼ㇂␃⨾ 

 

 
Ӯ会Ჩそれでは、ਦ定討ᛯをおᫍいしているᲭӸの先生૾から、基調報告Ǎ話題提

供に᧙するƝॖᙸǍƝឋբをお話しいただきます。 

まず、大阪府立中ځ聴覚支援学ఄᬍࠗ ؗ᜿သ፦
Ǆりたに るみ�先生です。μ׎

聴覚障害૙ᎰՃ協ᜭ会の会ᧈを務められたኺ᬴もあり、ろう૙育のஇЭዴで生ࢻ

さんたちをਦݰしておられます。 

ؗ᜿先生Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

ؗ᜿ᲩただいまƝኰʼいただきましたؗ᜿です。Ǒろしくおᫍいいたします。ろ

う学ఄの૙Ճとして΁いています。今ׅはྵ場の立場からお話をさせていただ

きます。 

まず、Წ～Ჭ年Эに、文部ᅹ学Ⴞからૼしい学習ਦݰ要᪸が出されました。大

˳ 10 年おきに、そのときの社会ཞඞǍȋーǺにࣖơて、子どもに必要な力、˦

ƹしたい力は˴かを定め˺る૙育ᛢᆉの基แです。これをもとに、学ఄはਦݰを

ᡶめていきます。 

今ׅのોᚖで学ఄに൭められていることとは
スȩǤȉᲬ� 

・ᳺɼ˳ႎ・ݣ話ႎでขい学び᳻のᙻໜに立った੉業ોծ 

Ĭᳺ学びにӼかう力᳻、ᳺ人᧓ࣱ᳻など 学んだことを人生Ǎ社会に生かすこと 

ĭᳺჷᜤ᳻ӏびᳺ২Ꮱ᳻ 実ᨥの社会Ǎ生活で生きて΁くため 

Įᳺ࣬ᎋ力᳻ᳺЙૺ力᳻ᳺᘙྵ力᳻ சჷ

のཞඞにもࣖݣできる力 

社会に出てからも学んだことを生か

せるǑう、このᲭつの力をȐȩンスǑく

育ǉ。これらが学ఄに൭められていま

す。 

ろうの子どもの場合はどうでしょう

か。 

ᳺݣ話ႎ᳻とは˴かᲹをᎋえますとӐ

スライドᲬ
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スライドᲮ
だちと話すことができることですƶ。そ

のために必要な条ˑは˴なのか。 

ᳺᨼ団᳻ᳺ会話ができる・わかる手െ᳻が

必要になります。これらができてᳺขい

学び᳻につながります。 

さらに៊みᡂǉためにはどうしたら

いいかᲹ 

ᨼ団でのǍりとりの成立が必要です。  
・Ⴛ手がわかったかどうかの確ᛐ 

・Ⴛ手の話をஇࢸまでᙸて、ϋܾをつかǉ。 

・ᢘ切なǍりとりᲢǭȣȃȁȜーȫᲣ 

・᪦٣でᳺႆ̮᳻ができても、ᳺӖ̮᳻ᳺȕǣーȉȐȃǯ᳻にᛢ題がみられることが

ある。 

ここで、手話がǫǮになります。ろう学ఄでは子どものきこえのࡇ合いǍきこ

え૾がٶಮです。μՃにわかるσ通言語が必要になります。それが手話です。 

一૾で、保護者の切実な࣬いもあります。今、ᙀ聴֥Ǎ人߻ϋ᎚のࣱᏡがかな

りᡶんでいます。またきこえる保護者は、いままできこえない人に会ったことの

ない人がٶいですから、Ǎはり手話にݣして๼נႎなऀれがあるのではないか

と࣬います。もし、子どもたちが手話をすると自ЎたちᎥこえる人とのʇᩉを生

み出さないか、子どもが自ЎとКのɭမǁᘍってしまわないか、ᢒいנ܍になる

のではないか、そういうɧܤがあるのだと࣬います。 

ᳺせっかくݲし聴こえるのだからä。話せるのだからä᳻ᳺうちの子はどちらか

というǑり、手話Ǒり᪦٣がಏ。手話を໯ྸにさせていいのかどうか᳻などのɧ

 。の٣も聴きますܤ

学ఄでは、そのǑうな保護者のൢਤちに݃りชいつつ、いろいろ話をしていく

ことを大切にしています。 

さて、わたし̾人として࣬うことです。᪦٣をきく、話すことと、手話はႻӒ

するものではないと࣬っています。子どもは自Ўで自然と自Ўになơǉ言語を

習得する力があるとज़ơています。 

ただし、ᣒʟ先生のお話にもありましたᳺ׎語Ǎ語学の学習は言語獲得とは

К᳻。そういうॖԛでは、手話でǍり取りをขめながら、ᛠみ୿きの力をॖᜤし

て˦ƹしていくことが大切と࣬います。文܌ऴ報のᳺうまみ᳻をଔいうちからˡ

えていきたいものです。 

学ᱫ期では、手話言語と᪦٣言語はǉしろႻʝに˺ဇして、ɲ૾の言語力を᭗

められるのではないかと࣬っています。それは自然に˓すのではなく、大人がॖ

ᜤして育てていかないといƚないことなので、それが今ࢸのᛢ題であると࣬い
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ます。 

ឋբがᲬつƝƟいます。 

ឋբĬ 

᪦٣言語のҥ語に手話をつƚる࢟だと、ɧܦμな言語でしかないという話が

出ています。 

そのため、保護者、૙Ճともᳺᅶは手話がまだまだだから᳻と言い、子どもと話

すときも៲ನえてしまう人がいます。しかし、本࢘はʝいにȪȩȃǯスして、Ǎ

りとりをಏしǉ、̮ ᫂᧙̞をሰいていくことが大切であると࣬っています。手話

をきちんと習って、ദしい手話で話しかƚǑうと࣬っても、子どもはすƙに大き

くなってしまうものなので。ᅶとしては、まだ手話に自̮がਤてなくてもいい、

ჷっている手話をとにかく̅って子どもにいっƺい話しかƚてǄしいと࣬って

います。 

また学ఄにɥがったࢸも、子どもたちが話し合い活ѣなどでᎋえをขめるた

めには、ᳺჷᜤ᳻という஬૰が必要になります。૙ᅹ୿に᠍っていることのみなら

ず、生活᩿でႸにするいろいろな事௡をᔛᆢする必要があります。大人だƚでǍ

りとりをするときは、᪦٣ȡǤンでもҥ語に手話をつƚるだƚでも、子どもにと

っては大切なऴ報、ჷᜤのᲫつとなりえます。いわƹ、きこえる子どもが、大人

の会話を᎚にして、話し૾ǍマȊーሁを自然に៲にბƚていくཞඞにできるだ

ƚᡈƮƚていくことです。 

ɧܦμな手話でも、とにかく大人は̅っていきたいと࣬います。スǭȫǢȃȗ

しながら、៲ਰり、ᘙऴのࢊࢍもまơえながら。そう࣬っています。 

このǑうなᎋえ૾でもǑろしいでしょうか。 

ឋբĭ 

ときどき保護者からႻᛩがあります。あるところから、૙育機᧙をᲫ本に዁る

ǂき、手話か聴覚活ဇのどちらかに዁るǂきでないと中ᡦҞᇢになってしまう

と言われ、ᡕう保護者がいます。 

ᅶはそうではないと࣬っています。ᳺこめっこ᳻でも、手話を̅うことと、聴覚

を活ဇすることはႻӒするものではなく、どちらもǍったらいいと話されてい

ると˨っています。 

Ძつにൿめる必要はない、中ᡦҞᇢになることはない、ということのఌਗを、

どのǑうに説明したらいいか。保護者にݣするとき、Ҕၲ機᧙Ǎ૙育機᧙にݣす

るときのǢȗȭーȁもᢌうと࣬うので、それも́せて૙えていただƚますと࠳

いです。 

Ǒろしくおᫍいします。 
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࠙ᣦᐃウㄽղࠚ 

 

Ꮫ⩦ࡢどⅬࡽ࠿ 

 
㔠ᇛᏛ㝔大Ꮫ ே㛫⛉Ꮫ㒊⌧௦Ꮚࡶ࡝ᩍ⫱Ꮫ⛉ 

ཎ⏣⌶ஓ 

 
 

Ӯ会ᲩつƮいて、᣿؉学ᨈ大学 人᧓ᅹ学部ྵˊ子ども૙育学ᅹ ૙੉ Ҿဋ ྻʍ


はらだ たくǍ�先生にお話しいただきます。Ҿဋ先生は、ᧈ年、公立の中学ఄで

૙Ճを務められ、ྵ ᧉは、૙育社ݦは᣿؉学ᨈ大学で૙᪚をとられています。Ɲנ

会学です。 

Ҿဋ先生、Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

ҾဋᲩ᣿؉学ᨈ大学のҾဋ ྻʍとဎします。Ǒろしくおᫍいします。 

本日このǑうなϋܾでお話しさせていただこうとᎋえています。  

1� ᅶのこれまでの૙育実ោと研究 

2� こめっこȗȭジǧǯトμ˳について 

3� 「学習」᩿での今ࢸのᛢ題 

ᅶは 2013 年からྵᎰにݼきましたが、それˌЭはʮᣃࠊの公立中学ఄでᒍ語

ᅹ૙᛼を 2� 年᧓ǄどǍっておりまし

た。しかし、研究のݦᧉЎ᣼はᒍ語૙

育学ではなく૙育社会学になります。 

૙育社会学という学բ᪸؏は、૙育

Ǎ学ఄのಮŷなբ題について、常ᜤႎ

なᙸ૾をբい、背ࢸにある社会ႎ・文

҄ႎ文ᏦからそのҾ׆をᛠみᚐこう

とするところにཎࣉがあります。ᅶ

は、ᒉい᪭から中学ఄの૙Ճとして、

ႸのЭに生ឪするಮŷなբ題を、૙育

社会学ႎなᙻໜでᎋえ、そのኽௐを実

ោにȕǣーȉȐȃǯするǑうにѐめ

てきました。 

ᅶがɼに᧙わってきた研究᪸؏は、

ᳺ学ఄ文҄᳻ᳺ人ೌ・ӷԧ૙育᳻ᳺǤンǯ
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ȫーシȖな学ఄƮくり᳻ということな

ります。本シンポジウムのϋܾとはݲ

しかƚᩉれているǑうにもᙸえます

が、᧙連があるところもありますの

で、ݲしだƚ説明させてください。 

まず、ᒉい᪭に中学ఄ૙ࠖとしてぶ

つかったのは、今でいうᳺȖȩȃǯఄ

Щ᳻のբ題でした。˴૏に૙ࠖは、子

どもの人ೌを໯ᙻしてまで஌ᘺǍ᪽᭟ਦݰに必രになるのか。そういうྵ実が

ᅶの学ఄにありましたが、ᅶにはྸᚐできませんでした。そのᜋをᚐき明かそう

としたのが、研究の出ႆໜでした。今日は、ኽᛯだƚቇҥにဎしますと、学ఄは

子どもを社会҄するᘺፗであり、子どもを学ఄ文҄にᢘࣖさせることで、社会の

ϐ生ငを図っているということになります。文҄というのはᎋえ૾Ǎज़ơ૾の

ᳺ௒᳻です。学ఄは子どもたちにݣして、੎ᨊをちらつかせながらן力をかƚるこ

とにǑりٶૠをᳺ௒᳻にӓめることができる、つまりӷ҄することができるので

す。そして、実ᨥにݲૠの子どもはኽௐႎに学ఄから੎ᨊされていきます。学ఄ

では、このǑうな૙育ᘍໝのことをᳺਦݰ᳻とԠんでいます。 

学ఄ文҄は、支ᣐႎ文҄をӒପしています。社会の中で力をਤっている人ŷの

文҄です。ǤǮȪスǍȕȩンスならƹ中င᨞ኢ、ǢȡȪǫならƹ 9#52
țȯǤト・

Ǣンǰȭǵǯǽン・ȗȭテスタント�、日本の場合は഑቟Ǆど᨞ޖЎ҄がᡶんで

いませんのでɧᮗ明ですが、ݲなくともマジȧȪテǣの文҄をӒପしていると

言っても᧓ᢌいはないでしょう。そし

て学ఄ文҄は、社会において力をਤっ

ている人ŷにǑって支ਤされている

がゆえにദࣱ࢘を獲得し、学ఄを中立

で公ദな場だとᙸせることができる

のです。つまり、ǤȇǪȭǮーとして

˺ဇするわƚです。 

しかし、μての生ࢻがࢼ᪯にᳺਦݰ᳻

にࢼうわƚではありません。学ఄには

自然と૙ࠖにӒ৴ႎな᡹Ꮾႎなǰȫ

ーȗができます。ˌЭは、ᳺȄȃȑȪ

ǰȫーȗ᳻などと言われました。ࢬら

はࡁ࣋ႎにఄЩをᢌӒし、૙ࠖのਦݰ

にӒ৴し、ǰȫーȗϋにӒ学ఄ文҄を

ᔛえていきます。ᅶはҡ業ࢸにࢬらに
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Ǥンタȓȥー調௹をしたことがある

のですが、ᭃいたことに、ࢬらはӈし

いఄЩはあった૾がいいというので

す。それをᄊることにǑって自ࠁǢȔ

ーȫできた、つまり自Ўのנ܍をᚰ明

することができ、૙ࠖとǳȟȥȋǱー

シȧンをとることができたというの

です。そういうӒ学ఄႎなǰȫーȗに

は、ᘮࠀК部ᓳ出៲の子ども、׎ٳቔの子ども、ᝢ׉ཞඞにある子ども、家ࡊ環

境がᙐᩃな子どもなど、社会ႎにɧМなཞඞにある子ども、マǤȎȪテǣの子ど

もがԃまれることがٶかったわƚです。学ఄ文҄が支ᣐႎ文҄にǑってನ成さ

れているᨂり、社会ႎにマǤȎȪテǣの立場に立たされている子どもがӒ学ఄ

ႎなǰȫーȗにኽᨼするのは、ɧ࣬ᜭなྵᝋではありません。しかし、ࢬらは࣋

をとるわƚですから、学力は៲につかず、成績は˯ᡕしていࡇႎにӒ৴ႎな७ࡁ

きます。そのኽௐ、学ఄのᢠК機ᏡにǑって、ϐび社会のԗጂ部にˮፗƮƚられ

ることになるのです。そのǑうにして、学ఄは社会のɧ࠯ሁをϐ生ငしています。 

ᅶは、この᝟のスȑǤȩȫをૺち切らƶƹならないとᎋえました。そのために

は、ࢬらが᡹Ꮾᘍѣに᫂らずとも学ఄでᢅƝすことができるǑうな、ᳺࢬら自៲᳻

とᳺ学ఄ᳻をつくらƶƹならないとᎋえました。Э者は、マǤȎȪテǣの立場にあ

る子どもたちのǢǤȇンテǣテǣ࢟成を支援する૾Ӽになります。そのために

は社会の仕組みと、その中での自Ўの立ちˮፗをྸᚐさせる必要がありました。

これが、人ೌ・ӷԧ૙育の実ោと研究です。もうᲫつは、੎ᨊႎな学ఄ文҄のો

᪃です。学ఄ文҄をႻ҄ݣし、ӷ҄をᡐるᄒႺႎなᳺ௒᳻を取り৚っていく必要が

あります。それがǤンǯȫーシȖな学ఄƮくりの実ោと研究です。子どものǢǤ

ȇンテǣテǣ࢟成と学ఄ文҄の٭᪃は、ǳǤンのᘙとᘻのǑうにɧұɧᩉにኽ

びついているのです。ˌɥが、ᅶがこの 30 年᧓Ǆど取り組み、ᎋえてきたこと

です。 

さて、ここからがこめっこの話です。このࡇƝጂがあり、このǑうな࢟でȗȭ

ジǧǯトと᧙わらせていただく機会

をいただきました。ᅶは、ମ年 12 月

にИめてこめっこをᚧբさせていた

だきました。先日も 2ׅႸのᚧբをさ

せていただきました。この出会いは、

ᅶにとってたいǁんज़ѣႎでХນႎ

なものでした。ろうの子どもの手話獲

得というբ題にݣして、᩼ 常に༏い࣬
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いで、しかしϬ᩺に取り組んでおられるスタȃȕ、大阪府のᎰՃの૾、研究者に

出会うことができました。もちろん、ᅶが᧙わってきたᘮࠀК部ᓳの子どもたち

のբ題とろうの子どもたちのբ題とはμくᢌうբ題です。しかし、˩ ているとこ

ろがあるとᅶには࣬えました。それは˴かと言いますと、ఌ࠴にあるのは、河﨑

先生がਦઇされている通り、手話が保障されないことからもたらされる子ども

たちのǢǤȇンテǣテǣのү機というբ題であり、そのү機ႎཞඞがᧈ年にわ

たり手話をԁ定しዓƚてきた学ఄ文҄にǑってつくられてきたというྵ実です。

そして、学ఄはࢹŷに٭わってきたところがあるとはいえ、ಮŷなᛢ題を今なお

സしています。 

河﨑先生がᳺ話題提供Ĭ᳻でお話しされたǑうに、手話を保障されないことは、

ろうの子どもにಮŷなᛢ題をസすことになります。それらは、例えƹ、൐語のഎ

日本語を基แとし、ࣱࢊ成のᏤ࢟親子᧓の言語のᢌいからもたらされるग़ბ、ڦ

た社会Ǎ学ఄの中でɨえられる˯いᚸ̖、ᳺЎかる᳻ज़覚のɧμज़Ǎ࣬ᎋ言語の

ɧҗЎさからもたらされる˯学力Ǎႆᢋの᡿๛です。河﨑先生のȗȬǼンにᳺᒧ

の᧓のܔ཯᳻という言ᓶがありました。この言ᓶがろうの子どもがおかれている

ཞඞをᝋࣉႎなᘙしていると࣬いました。手話を保障しないことは、ࠀКǍᖋࢳ

とӷȬșȫのբ題だと࣬いました。 

それらのᛢ題をΰ஌するために、こめっこȗȭジǧǯトが立ちɥƛられたわ

ƚです。ཋʟˊᘙྸ事のᳺ基調報告Ĭ᳻にもありましたǑうに、こめっこでは、幼

期からȍǤテǣȖǵǤȊーとともݲ

にᢂびを通して手話言語があふれる

環境に子どもを親しませることにǑ

り、親子で自然と手話を៲につƚるこ

とがႸਦされています。さらに、こめ

っこでは、手話だƚではなく、聴覚活

ဇ
ᙀ聴 ・֥人߻ϋ᎚�と手話言語獲得

をᳺ៻のɲ᠛᳻とˮፗƮƚ、൐語をЭ提

とした第ʚ言語としての日本語習得

につなƛるȐǤȪンǬȫ૙育がႸਦ

されています。 

このǳンǻȗトはろうの子どもの

ፗかれている׉ᩊなཞඞを৙᧏して

いくɥで、たいǁんஊјで᭽力ႎな৆

ဦであると࣬います。しかし、一૾で、

このᢊのりはそうたǍすいことでは
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ないとも࣬います。なぜなら、こめっ

こはಮŷなǤȇǪȭǮーがせめƗあ

うポȪテǣǫȫ
૎඙ႎ�なᓹᕲの場

のただ中にあると࣬われるからです。

ᳺろうの子どもの൐語は日本手話であ

り、ͤ聴児の൐語は日本語である᳻と

いうテーǼは、ろうの子どもとͤ聴児

の᧓に明確なီࠀがあることをᘙ明

しています。ǢȡȪǫの法社会学者で

あるマーǵ・ȟȎウは、マǤȎȪテǣ

բ題をᎋえる଺に、ီࠀをࢍ調して

も、ᡞにီࠀをɧӧᙻ҄してもբ題が

立ちྵれることを、ᳺီࠀのジȬンマ᳻

という言ᓶでᘙྵしています。こめっ

こȗȭジǧǯトは、このᳺီࠀのジȬ

ンマ᳻の中をᆳきᡶもうとしているこ

とになります。 

たとえƹ、一૾で、日本語こそが日本のᳺ׎語᳻であり、日本の学ఄで日本語ˌ

しӼƚられるこࠀがࢌの言語にǑる૙育活ѣをᛐめるǂきではないというɼٳ

ともあり得ます。ᡈˊ学ఄ制ࡇがᳺ׎ൟ᳻を᫱成することをႸႎにᛓ生したこと

をᎋえれƹ、一׎一言語のǤȇǪȭǮーが、学ఄ文҄のఌࡁにまでේᡢしている

ことはे΂するにᩊくありません。そういう立場にݣ৴するためには、ろう文҄

Ǎろうǳȟȥȋテǣをࢍ調するǢǤȇンテǣテǣ・ポȪテǣǯスの৆ဦがとら

れることがあり得ます。その立場からは、手話こそがろうǳȟȥȋテǣのദ࢘な

言語であり、聴覚活ဇをᛐめることはできないというɼࢌがࠀしӼƚられるこ

ともあり得ます。こめっこはൿしてඬ᫘の立たない࠯ᆤな場にあるわƚではな

く、ಮŷなポȪテǣǫȫなɼࢌがせめƗあうᓹᕲの場のただ中にあると言えま

す。それでもなぜこのȗȭジǧǯトが立ちɥがったのか。それはただᲫつ、ᳺᒧ

の᧓のܔ཯᳻という言ᓶでᝋࣉႎにᘙᝋされた、ろうの子どものፗかれているཞ

ඞをなんとかોծしたいという᧙̞者の༏い࣬いがあるからだと࣬います。こ

めっこの出会いがᅶにとってज़ѣႎであったのは、このǑうなನ図でこめっこ

ȗȭジǧǯトをᛠみ取ったからだと࣬います。 

このǑうなཞඞがあるからこそ、研究ȗȭジǧǯトのࢫлが᣻要になってき

ます。研究ȗȭジǧǯトについては、ʁ保එྸ事のᳺ基調報告ĭ᳻にありますǑう

に、Ꮿᅹ学、言語獲得、学習Ꮱ力、ႆྸ࣎ᢋのᲮ᪸؏からǢȗȭーȁするᚘ画に
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スライド 1�

スライド 1�

なっています。ᣒʟ先生はᳺ話題提供

Ĭ᳻で、/4+を̅って手話が自然言語で

あることをᚰ明しǑうとするᚾみに

ついてお話しになりました。നއ先生

はᳺ話題提供ĭ᳻で、第一言語である手

話の獲得と第ʚ言語である୿ᚡ日本

語の獲得のਖ਼ᆆを検ᚰしǑうとする

ᚾみについてお話しになりました。そ

して、河﨑先生はᳺ話題提供Į᳻で、幼

期から手話に親しませることにǑݲ

って、ろうの子どものྸ࣎ႎႆᢋがど

のǑうにᡶᘍするのかを検ᚰするᚾ

みについてお話しされました。これら

の研究は、手話を第一言語とするȐǤ

ȪンǬȫ૙育のദࣱ࢘をɼࢌし、ಮŷ

な৤ЙをかわすためのஊјなǨȓȇ

ンスになるとᎋえられます。こめっこȗȭジǧǯトは、スタȃȕの実ោの活ែを

研究者がᅹ学ႎǨȓȇンスにǑって᩿ͨから保障する設ᚘになっていると言え

ます。本ȗȭジǧǯトは、実ោ者と研究者がタȃǰを組ǉことで、ᢊなきところ

にૼたなᢊを切りਏくトȩǤǢȫであると言えます。ᅶには、この研究と実ោの

᧙ࣱ̞がたいǁんХນႎにज़ơられました。 

இࢸに、ᅶがൢになったこと、ᛢ題をᲬໜお話しさせていただきたいと࣬います。 

まず、ᲫつႸは、ᳺ学習Ꮱ力᳻をどう検ᚰするのかについてです。このໜについ

ては、ʁ保එྸ事のᳺ基調報告ĭ᳻において、̩ ɦのǑうに説明されていました。

࣬、ஹは、手話ではҗЎにಒࣞをྸᚐできずࢼ ᎋできず、学習Ꮱ力は育たないと

ᎋえられていたが、手話でもそれができることをᚰ明したい。そして、学習Ꮱ力

のย定に「手話ƺんƺん」を̅うことをᎋえているということでした。話題提供

ではᣒʟ先生のਃ࢘Ў᣼なのですが、ᣒʟ先生のお話では、/4+ を̅ってᏯ機Ꮱ

のӒࣖを手がかりにして手話が自然言語であることをᚰ明し、そのኽௐを૙育

実ោにȕǣーȉȐȃǯしていこうとする手法についてはᛇしく説明されている

のですが、学習Ꮱ力のย定૾法については、あまり言ӏされなかったǑうに࣬い

ます。 

学習Ꮱ力は᩼常に࠼いಒࣞだと࣬います。ࢼஹ、手話では学習Ꮱ力が៲につか

ないという৤Йがٶくありました。そういう৤Йにこたえていかなくてはいƚ

ないということをᎋえれƹ、Ǎはり学習Ꮱ力をᎋえるɥでは「学力」をբ題にせ

Ɵるを得ないとᎋえました。 
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また、こめっこからいただいたᳺ研究ᚘ画ӏび˳制ᘙ᳻という᝻૰が手Ψにあ

るのですが、そのᳺ学習Ꮱ力᳻のഇには学力検௹を実施するʖ定がᚡ᠍されてい

ます。ᅶも、学習Ꮱ力のਖ਼ᆆを検ᚰするɥで、学力検௹はഎくことができないと

ᎋえます。 

しかし、今ׅのȗȭジǧǯトにおƚる学力検௹の設ᚘには、ᎋॾしておかƶƹ

ならないことがٶくあるǑうに࣬います。第一に、૾ 法のբ題です。学ఄ文҄に

おいては、テストはኡۥ˳で実施されることがЭ提になっています。手話を൐語

とする者にݣしてኡۥ˳の検௹をᘍうことはȊンǻンスですが、かといって、手

話でᘍった検௹とኡۥ˳でᘍった検௹をҥኝにൔ᠋することができるかどうか。

そして、ൔ᠋できるとˎ定しても、手話にݣしてদွႎな७ࡇをとる人ŷにݣし

てそれが説得力のあるǨȓȇンスになり得るかどうかは、さらなる検討が必要

だと࣬います。第ʚに、学力࢟成には言語ˌٳにもٶくのȕǡǯターがฆλしま

す。たとえƹ、本人のѐ力ǍȢȁșーシȧン、自ࠁಒࣞ、通学している学ఄの૙

育環境Ǎјௐ、家ࡊのኺฎཞඞ、親のᎰ業Ǎ学ഭ、家ࡊの文҄᝻本Ǎ社会᧙̞᝻

本など、ૠえਫƛれƹ切りがないƙらいです。ݣᝋ児ᇜがݲないために、ǵンȗ

Ȫンǰのᨥにそれらの٭ૠをወ制することができません。さらに、ૠがݲないが

ゆえに、言語ˌٳの٭ૠがȇータに大きなǤンȑǯトをɨえてしまうことがʖ

ेされます。第三に、学力は必ずしも୍ᢄႎではないということです。学力とは

ᇢႎに言えƹ学ఄでつƚることがႸਦされているᏡ力のことです。学ఄ文҄は

支ᣐႎ文҄にǑってᙹ定されているために、学力の中にすでにȐǤǢスがλり

ᡂǉ˷עがあります。̩ ɥのことから、学力検௹の設ᚘとኽௐの活ဇにはኬ࣎の

දॖが必要だと࣬います。 

ഏに、Წつめです。学ఄをどう研究の中にˮፗƮƚるのかということです。あ

るいは、こめっこと学ఄの᧓の接᩿をどうつくるのかと言った૾がǑいかもし

れません。今ׅのȗȭジǧǯトでは、手話を第一言語とするȐǤȪンǬȫ૙育の

ദࣱ࢘をᚰ明することに᣻きがፗかれているためか、学ఄはႺ接ႎな研究テー

マとしてはɥがっていません。しかし、ٶくの子どもはこめっこでのኺ᬴と́ᘍ

して聴覚支援学ఄ幼ᆐ部の૙育をӖƚていますし、学ᱫ期になりますと᧓ᢌい

なくݱ学ఄまたは聴覚支援学ఄのݱ学部にᡶ学し、学ఄでの፯務૙育をӖƚる

ことになります。そこでの学習଺᧓は、どうᙸᆢもっても、こめっこでの学習଺

᧓Ǒりも͂ןႎにٶくなります。こめっこだƚでは学力保障はできません。学ఄ

との協΁がどうしても必要になってきます。201� 年ࡇのシンポジウムのώ子に

は、ȕȩンスのȐǤȪンǬȫ૙育を実ោしている学ఄについての調௹報告がਫ਼

᠍されていました。どんな࢟ででも、まず、学ఄ૙育を研究ᚘ画の中に組みᡂん

でいく必要があるǑうに࣬います。子どもが学ఄにᘍくわƚですから、おのずと

そうなります。子どものǢǤȇンテǣテǣ࢟成と学ఄ文҄の٭᪃は、ǳǤンのᘙ
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とᘻのǑうにɧұɧᩉにኽびついている。これはᅶがᧈ年のኺ᬴の中で実ज़し

てきたことです。 

ˌɥᲬໜは今ࢸのᛢ題だと࣬います。これでᅶの話をኳわります。 
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࠙ᣦᐃウㄽճࠚ 

 

་Ꮫ࣭་⒪ࡢどⅬࡽ࠿ 

 
 ࣮ࢱンࢭシࣙン࣭⢭⚄་⒪࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ❧┴⏣⛅

୰⃝᧯ 

 
 

Ӯ会Ჩਦ定討ᛯのஇࢸは、ᅸဋჄ立ȪȏȓȪテーシȧン・ችᅕҔၲǻンターの中ຓ 

દ
なかƟわ みさお�先生です。ݱ児ᩊ聴をݦᧉとする᎚ᱠԹձᅹのҔࠖで、ମ年

の大阪府手話言語条例シンポジウムでもȑȍȪストとしてお話ししてくださいࡇ

ました。Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

中ຓᲩみなさん、こんにちは。ᅸဋჄで、᎚ᱠԹձᅹのҔࠖをしています、中ຓ

દとဎします。今日は、みなさんと一ደにѠࢍができることが、とてもಏしみで

す。今までの先生૾の話を˨ってᎋえたことをいくつかお話します。 

まず、ᣒʟ先生とこうして画᩿ɥで会えることを、ή௿に࣬います。なぜかと

いうと、ᣒʟ先生の୿かれた大৽のᛯ文をᛠませていただき、そのᣃࡇ大ज़ѣし

ておりました。ཎにஇᡈのᓸ୿「ȁȧムスǭーと言語Ꮿᅹ学」はᲬׅᛠみました

が、大٭ᅆՐに݈ǉϋܾで、もう 1ׅはᛠんでみたいと࣬っています。 

നއ先生が話された、今までのろう૙育は՗一のǴーȫにؓ׍してきたഭӪ

がある、と話されたことに᧙してですが、ᅶもこのことについては 20 年ˌɥᎋ

えてきて、ふとஇᡈൢƮきました。例えƹ、聴覚活ဇだƚ、手話だƚ、などの、

そういうಊᇢなᎋえはあったし、今もあるかもしれません。日本でИめてǪージ

Ǫȡーターがႆ٥されたのは 1��2 年です。それまでは聴力をยることができま

せんでした。ોめてഭӪをᙸてみると、聴力検௹さえできなかった଺ˊがஇᡈま

でᧈくあったわƚです。ᙀ聴֥が᧏ႆされたのは 1��� 年、一ᑍࠊൟにᘍきบる

Ǒうな࢟にોᑣされたのは 1�70 年᪭だと࣬います。ଯԧᲲ年Ტ1�33 年Უにμ׎

Ꮃ学ఄఄᧈ会で࢘଺の文部大ᐫが、ᳺこれからはӝ話でǍりましょう᳻と᚞話を

してから、μ׎でٶくの手話ᅹがࡑഥされଢ଼い଺ˊになりました。࢘଺はᙀ聴֥

もなかったのに、なぜ手話をᅠഥしӝ話だƚにしǑうとしたのか。いろいろྸဌ

はあると࣬いますが、଺ˊ背景つまり৆ʗにᆳλしǑうとしているଢ଼い社会背

景と໯᧙̞ではなかったことも᧙̞していたと࣬います。നއ先生が話された

はᲫつでないことは、21׆せに݃ɨする要࠳ ɭኔႎなᎋえ૾で、ついにこうい

う଺ˊにᆳλできたのだと࣬います。このことは、இࢸにまたお話します。 
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ؗ᜿先生が言われた、文部ᅹ学Ⴞのૼਦݰ要᪸に、ᳺݣ話ႎ᳻という文言がある

ことをჷったときはとてもज़ѣしました。つまりݣ話ということはǳȟȥȋǱ

ーシȧンです。きこえない子どもӷٟがǳȟȥȋǱーシȧンするには、手話ˌٳ

にありえないので、文ᅹႾは手話という言ᓶをЭ᩿に出していませんが、手話も

̅ってくださいと言っているǑうにᅶはᚐ᣷しました。ݲしЭに、׎立ཎК支援

૙育ዮ合研究৑がɼ͵された研̲会でᜒ๫させてもらったときに、இИのǄう

にҽ生і΁Ⴞと文ᅹႾのᘍ૎説明がありました。それをᙸて、᨟Ў٭わったと࣬

ったのは、文ᅹႾのᘍ૎説明の中に、இᡈのμ׎のろう学ఄの日常のǳȟȥȋǱ

ーシȧン手െについてǢンǱートを取ったᨼᚘᘙがȑȯーポǤントで出ました。

Წ、ᲭЎでෞえましたが、日本手話を 1�Ჟᆉ̅ࡇっているということをᅆされ

ていました。ଥがᑣかったとか、今がᑣいという話ではなく、つまり҄٭してい

るということをお話したいのです。 

Ჭつめ。ؗ᜿先生のྵ場の実ោに基Ʈいた話を、とてもᐻԛขくᎥかせてい

ただきました。இᡈ、第一言語から第ʚ言語にシȕトするときのᲰつのҾЩに

᧙して୿かれたዮ説Ტ-QPKUJK * GV CN� 5KZ 2TKPEKRNGU QH .CPIWCIG 

&GXGNQROGPV� +ORNKECVKQPU HQT 5GEQPF .CPIWCIG .GCTPGTU�&GXGNQROGPVCN 

0GWTQRU[EJQNQI[�3�
����0���20�201�Უをᛠんでみたところ、ཎに第ʚ言語の

学習者については、すǂてؗ᜿先生の話と一ᐲしていました。このዮ説は 11�

の文ྂをもとに᣻要なポǤントについてኬかく୿かれています。ただし、᪦٣

言語で第一言語から第ʚ言語にシȕトする場合のことなので、手話を第一言語

にしてࢸから日本語ᛠみ୿きにつなƛる場合に᧙してはૼしくᎋݑを加えるこ

とも必要になると࣬います。നއ先生の話にも᧙連しますが、՗一のǴーȫに

බしかなく、ǢǤȌの࠯ٽで、ிには׎޽してきたഭӪに᧙して、日本はؓ׍

人もנ日ஔᮗの人もおられるとはいえ、日本語だƚを話す人が͂ןႎにٶいで

す。一૾、このዮ説「ᲰつのҾЩ」には、ɭမの 66Ჟの子どもはȐǤȪンǬ

ȫ、'7 においては ��Ჟの人がȐǤȪンǬȫで、2��はトȪȪンǬȫである、つ

まりᙐૠの言語を̅うことは࢘然だということがЭ提として୿かれ、第ʚ言語

をᛠみ୿きとするȒントがたくさんあり、きっとᳺこめっこ᳻にも参ᎋになると

࣬います。 

Ხつめ。先Ǆどᙀ聴֥が̅えるǑうになったのは、Ǎっと 1�70 年Ɲろだった

と話しましたが、1��0 年ころには実ဇႎなȇジタȫᙀ聴֥が出ྵし、1��� 年に

はǢȡȪǫ (&# がݱ児人߻ϋ᎚ᢘဇをᛐӧしました。これら聴くȫートの機֥

のᡶഩとǄǅӷ଺期に、まさにɲ᠛のǑうに、2001 年Ɲろからૼ生児聴覚スǯ

Ȫーȋンǰが࣯ᡮに୍ӏし、そして障がいのஊ໯と᧙̞なくすǂての人᧓がσ

生しǑうというǳンǻȗトがᡶみました。2001 年には、9*1 が׎ᨥ生活機ᏡЎ

᫏Ტ+%(Უをႆᘙし、この中では᪦٣言語、手話言語がӷሁにৢわれています。



－ 57 －

�� 

さらに、׎連の׎ᨥ障害者ೌМ条ኖを基本として、2016 年には঻が׎で障害者

、事者が「ᅶはこの場᩿ではこれができないから࢘。Кᚐෞ法が施ᘍされましたࠀ

手話通ᚪǍ要ኖᇿᚡ、ᙀ聴援助システムを̅いたい」とဎし出たとき、「わかり

ました、φ˳ႎにऴ報保障に取り組みます」とԗりの人がᣐॾすることは、公ႎ

機᧙では法ႎ፯務になりました。ᧈい᧓、ᙀ聴֥もなく、手話も৆Эの文部大ᐫ

からᅠഥされ今ᎋえるとଢ଼᱅଺ˊだったのが、2001 年᪭からಮŷな᩿で大きく

わってきて、ᛡかがᳺあなたのお子さんは、こういうふうにしなさい᳻と一૾ႎ٭

にᢊをᅆすのはᢅӊのことで、ԗりの大人がಮŷなȁȣンスを保護者に提供し

ていくことが൭められる଺ˊになっています。そのᢠ৸Ꮓには、日本手話・聴覚

活ဇᲢ᪦٣言語Უ・あるいは第Ჭの言語もあり得るでしょう。子どものᏯの中に

は言語を獲得するためのᘺፗがͳわっているので、それを੷ƶないǑうに機会

を提供し、「うちの子はこれでǍってみǑうかしら」とかᳺおたくはそうかもしれ

ないƚれど、うちはこうします᳻と、子どものཎࣱに合わせて、保護者が自ဌに

ᢠǂる環境をつくるのが、21 ɭኔҞƹˌᨀのᛢ題だと࣬います。そのॖԛで、

ᅶは、ᳺこめっこ᳻のȗȭジǧǯトには、࣎から期ࢳしているというわƚです。 

先ᆉ、Ҿဋ先生がᢊなきᢊをᡶǉൢがするとおっしǌっていて、それもそうか

もჷれないƚれど、ᙀ聴֥もない଺ˊ、手話もᅠഥされた଺ˊにൔǂれƹ、今は、

Ǎろうと࣬ってǍれƹ、なんとかできるのではないか。૙育ᘍ૎の9、҄٭'$ で

できる଺ˊなど、ཋはᎋえǑうで、ࢸはǍり૾しだいかなと一৾のࠎஓをʚ৾三

৾にできるのでは、と期ࢳしています。 

ただ、しƹらくはᢅบ期だと࣬います。日本手話を්ୢに話せるዌݣ人ӝはឱ

りないƚれど、Ǎり૾をᢘ切にᢠ৸していƚƹ、૙え子がまたそのɦを૙え、ɭ

ˊをつないでႆޒしていくはずです。自ЎがരんだࢸもᲢいつかはᛡでもʧくな

りますからᲣ、そういう社会が、࠴をٽくし、௑、ᓶ、ᑶを˄ƚてくれれƹとᫍ

います。 

ᅶの話はˌɥです。ありがとうƝƟいました。 
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 ࠚシࣙンࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ࠙

 

Ӯ会Ჩȇǣスǫȃシȧンをڼめたいと࣬います。まず、ਦ定討ᛯの先生૾からい

ただいたឋբにሉえていただきます。 

Ҿဋ先生からはᲬつឋբがありました。ᲫつႸは、学習Ꮱ力のਖ਼ᆆを検ᚰする

ɥでの学力検௹の実施とその૾法についてでした。学習Ꮱ力をどう検ᚰする

かᲹそのย定૾法はᲹというឋբです。 

ᣒʟ先生Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

ᣒʟᲩ今も検討をዓƚているஇ中ですが、研究のᎋえ૾というᚇໜからお話し

ます。ݱ学生を通学年でݣᝋとして、それまでの学習ኺ᬴に̔܍しない調௹のנ

り૾を検討したいとᎋえています。例えƹᲫ年生からᲭ年生にݣしてӷơǑう

なբ題を、基ᄽႎな࣬ᎋ力といったᚇໜから調௹したい。学習Ꮱ力の中で、૙ᅹ

にݲしǑった࢟で学力に᧙̞した調௹となるでしょう。例えƹ׎語Ǎምૠのྸ

ᚐにおいても、言語Ꮱ力が学習Ꮱ力の基ᄽにあること検ᚰすることをႸႎとし

ています。実ᨥ、いろいろなことをᎋえたりЙૺしたりするときにも、自Ўの൐

語を࣬ᎋ言語として̅っています。ろう児のӲŷに合わせて、ࠎஓの言ᓶをᢠん

でもらって、検௹のբ題にݣして言語Ꮱ力がどのǑうにӒପされるかを検ᚰし

たいとᎋえています。 

日本手話を൐語とするお子さんには、日本手話でᘍう。բ題文をすǂて日本手

話にᎇᚪし、இИにᚐ説をする。調௹に必要な背景ჷᜤを説明して、ྸ ᚐとその

ϋܾに基ƮいたࣖဇがあるかどうかをЙ定していきます。人߻ϋ᎚をᘺဇして

いる子どもは、᪦٣の日本語を̅ဇしたとき、あるいは文܌の日本語Ǎ手ਦ日本

語をဇいた調௹もӧᏡです。ǰȫーȗƝとにբ題を٭え、ӷሁのբ題になること

を確かめながら、ᡶめていきます。 

これは実ᨥの૙ܴで、先生が説明したϋܾについてݱテストをすることと٭

わりません。Ӳ૙ᅹのਦݰを៊まえたɥで、ᢘ切なբ題をᢠ৸したいとᎋえてい

ます。基本ႎなᎋえ૾をᡙ加しますと、言語に᧙しては、自然習得を基ᄽにፗき

たいのです。先Ǆど׎語学習と言語獲得とはᢌうという話が出ましたが、言語は

ൿして᚞ጀではありません。൐語の獲得は、子どもにとって環境から៲につくと

いう「生得ႎなᏡ力」であって、自然にࡽき出されるものです。᚞ጀで૙えられ

ることにはᨂမがあります。生得ႎな言語ჷᜤが学習にどうӒପされるのかと

いう実ᚰ実᬴は、ɭမႎにもݲないと࣬いますので、ȇータが出てきたら、また

ႏさんからのƝ৤Йををいただいてોծしていきたいとᎋえています。 

 

Ӯ会ᲩᲬつႸのឋբは、学ఄをどう研究の中にˮፗƮƚるかと、一ᑍ参加者のឋ
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բで、ᳺこめっこ᳻と大阪府

ϋの学ఄと、どうかかわり

があるのかというឋբがあ

りました。 

河﨑先生からまず、おሉ

えいただƚれƹと࣬いま

す。 

 

河﨑Ჩ今いただいたឋբに

おሉえするにあたって、ス

ȩǤȉをแͳしています。これは大阪府乳幼児期手話言語獲得ȍȃトȯーǯに

᧙わる説明のスȩǤȉです。 

ᳺこめっこ᳻の活ѣがڼまってから、このȍȃトȯーǯが大阪府࠻ᅦᅍ部の自

立支援ᛢを事務局として˺られました。そのႸႎは、手話言語条例第Ჭ条のਖ਼ᡶ

ӏびその協力をはかることで、ϋܾとして 021 こめっこがྵנ実施している取

り組みを通ơて得られたȎウȏウӏびᛢ題のૢྸ、σஊ୍ӏをᘍうということ

になっています。ここには研究活ѣもԃまれます。ȡンȐーとして、ᚸ̖部会ᧈ、

これはᅶですが、021 こめっこ、大聴協、府立の聴覚支援学ఄ、聴覚障害児のၲ

育に᧙わる機᧙、大阪府࠻ϋのᅦᅍ、ͤ 。Ҕၲ、૙育᧙̞の部局がλっていますࡍ

ȡンȐーは࢘ИǑりਘがってきましたし、これからもਘがっていくと࣬います。 

先日もこのȍȃトȯーǯのȟーテǣンǰが᧏かれ、その中で聴覚支援学ఄか

ら、ᳺこめっこ᳻での手話言語獲得支援はྸᚐしたɥで、子どもたちは日本語習得

Ǎ૙ᅹ学習をして育つので、このᡀのྸᚐとȐȩンスをもったɥで連携し、一ደ

に取り組んでいきたいというॖᙸをいただきました。ᳺこめっこ᳻としてのஓみ

でもあり、大阪府ϋにとどまらず、こうしたᎋえ૾、取り組みにឃӷしていただ

ƚる学ఄሁのƝ協力をどんどんいただいて、いっしょに研究に取り組みたいと

࣬います。 

ᅶからはˌɥです。 

 

Ӯ会Ჩ河﨑先生、ありがとうƝƟいました。നއ先生はいかがでしょうか。 

 

നއᲩᅶからは、Ҿဋ先生のƝਦઇはもっともで、言語獲得Ǎ人をႻ手にする研

究の場合、いわゆる׆ௐ᧙̞を明らかにするȢȇȫで研究をȇǶǤンするのは

ᩊしいです。ᳺこめっこ᳻の子たちの手話力がɥがった、日本語力がɥがったのは、

それが、ᳺこめっこ᳻にஹていたからなのか、学ఄにᘍっていたからなのか、親ࣂ

さんのおかƛなのか、その׆ௐ᧙̞を明らかにするȇǶǤンとして学ఄをこの
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研究の中にԃんでᎋえるのはᩊしいと࣬います。それはӷơく、ᳺこめっこ᳻にஹ

たからこうなったというኽᛯを׆ௐ᧙̞からݰくのは、΄はᩊしいと࣬います。

それは言ᓶの獲得にࢨ᪪をɨえる要׆があまりにもٶಮだからです。 

では˴がわかるかというと、ᳺこめっこ᳻にஹている子どもの手話力がこのǑ

うに҄٭して、その子たちの日本語力もݱ学部にλってからこんな᫘に҄٭し

ているとᡙួし、そこから˴がわかるのかをᎋݑすることはӧᏡだと࣬います。

そのǑうなᢊሂをたどったのは、ᳺ˴でなんだろう᳻をᩊ聴学ኢの先生、ろう学ఄ

の先生などと、ȍȃトȯーǯの場をうまく̅いながら、みんなでᎋえていくとい

う࢟での研究のˮፗƮƚはӧᏡかと、Ҿဋ先生のお話をᎥいて࣬いました。いず

れにしても、このȇǶǤンは׆ௐ᧙̞をᅆすȇǶǤンではなく、それはᩊしいの

で、今のȇǶǤンでできること、ᎋえられることは、そんなज़ơかと࣬いました。

ᅶからはˌɥです。 

 

Ӯ会Ჩዓきまして、ᣒʟ先生はいかがですか。 

 

ᣒʟᲩ今のനއ先生のᙀឱからλります。 

ᅹ学研究では、一ᑍに׆ௐ᧙̞とႻ᧙᧙̞をғКしてᜭᛯする必要がありま

す。日常ႎにはᳺこうなったから、ああなった᳻と言いますが、ٶくの場合はႻ᧙

᧙̞にᢅƗません。例をਫƛると、̩ Эの文ᅹႾの調௹で、ஔƝ᫨をきちんと᫢

ǂる子どもは学力が᭗いというኽௐが出ました。そうすると親は、「ஔƝはんを

᫢ǂると᪽がǑくなる」とᎋえがちです。ところが、ஔƝはんを᫢ǂられる環境

にあるお子さんは、親ࣂさんが૙育༏࣎であったり、家ࡊϋの会話がᝅ݈で、そ

れらが学力にࢨ᪪しているӧᏡࣱがあるのです。നއ先生のおっしǌるとおり、

ௐ᧙̞のᚰ明はᩊしい。1つずつすǂての連ᦋを明らかにしないと、ኽᛯƮƚ׆

るのはᩊしいということです。 

ただし、Ⴛ᧙᧙̞の中にもいくつか᧙̞となる要׆を明確にできれƹ、その要

して、ኽௐがどのǑうにӒପされたかを、ᅹ学ႎにЎௌすることはӧᏡでݣに׆

す。׆ௐ᧙̞がないからと᛹めるのではなく、いくつかの明確な要׆が学力にࢨ

᪪をɨえうるかを検ᚰしていくことはできるのです。ௐたして学ఄでの学力に

必要なのは、日本語力なのか、׎語力なのか、手話力なのか、それとも文܌をᛠ

み取るᏡ力なのでしょうか。そういうॖԛでは、᩼ 常に中立な立場から学力検௹

をȇǶǤンする必要があります。例えƹ、手話にǑるφ˳ႎな説明が˴かȒント

をɨえる࢟になってはいƚません。 

言語を通してཋ事をྸᚐするという基本に立ちᡉってᎋえた場合、ᳺこめっ

こ᳻と˂の学ఄ૙育との連携が᣻要になると࣬います。ᳺこめっこ᳻に通うᨂられ

たお子さんだƚでは一ᑍ҄できない、という৤Йに᎑えるためにも、ಮŷな聴覚
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のᙀ助をしている૾Ǎ、聴力のᢌいをԃめて、இも学力に᧙̞している要׆をᅹ

学ႎにᢠび出すことが必要だと࣬います。 

今、Ꭵいてくださっているႏさま૾で、自Ўたちの生ࢻさん、ჷり合いの૾を

ኰʼしていただくなど、連携できるǑうにするだƚでもஊॖ፯だと࣬います。こ

の場を͈りて、ぜƻともみなさんのƝ協力をおᫍいしたいと࣬います。 

 

Ӯ会Ჩؗ᜿先生からはᲬつのឋբがありました。 

ᲫつႸは、ɧܦμな手話でも、៲ਰり、ᘙऴのࢊࢍもまơえながら、とにかく

大人は̅っていきたい。このǑうなᎋえ૾でもǑろしいかᲹというƝឋբです。 

 

河﨑Ჩᳺこめっこ᳻の活ѣにおいて、保護者にݣしてはまさしくそのǑうに接し

つつ、ಏしみながら手話学習ができるǑうにとѕましています。そして、学んだ

手話を̅って子どもさんとǳȟȥȋǱーシȧンしていく、そのȗȭǻスをࣖ援

しています。 

ただし、子どもたちにݣしては、ᢂびの中で自然に手話言語を獲得できるǑう、

ȍǤテǣȖǵǤȊーがきちんと接する機会をもつپ߻しています。 

 

നއᲩろう学ఄの先生はီѣもٶく、Ꭵこえる先生が大Ҟなので、ȍǤテǣȖの

人のǑうに日本手話で子どもに話しかƚることを൭めることそのものに໯ྸが

あると࣬います。その中で、ؗ ᜿先生は、その中でٶくそうᎥかれたのだと࣬い

ます。 

ᅶは、ᳺこめっこ᳻という場は手話を獲得する場৑ですから、Эにたつ大人はȍ

ǤテǣȖの人です。ろう学ఄの先生が子どもたちに᧙わるときには、ろう学ఄは

手話を習得させǑう、日本手話を学ƹせるために話すのではなくКのႸႎがあ

ります。૙ᅹ学習でこのことをˡえたいとか、生ࢻਦݰɥˡえたいというႸႎを

ᢋ成するための手െに̅うので、それとᳺこめっこ᳻との仕ಮはᢌいます。ろう学

ఄの先生が、ᢘ࢘な手話でもいいということを言いたいわƚではなく、もちろん、

しっかりˡわる手話で子どもに話しかƚてǄしいが、それができないから話さ

なくてもいいのかではなく、ǳȟȥȋǱーシȧンをしなƚれƹならないႸႎが

あり、それをᢋ成するためになにが一ဪˡわるのかということをᎋえて、学ఄで

は子どもたちに話しかƚてǄしい。そもそもᳺこめっこ᳻の手話での話しかƚと、

ろう学ఄでの子どもǁの話しかƚとはॖԛ合いがᢌうと言いたかったわƚです。 

 

ᣒʟᲩܦμな言語、ɧܦμな言語、というǑうに 1 か 0 かにЎƚてしまうこと

がբ題です。൐語ǍȍǤテǣȖの言語はܦμでしょうが、そうでなƚれƹ、言語

Ꮱ力がǼȭということはൿしてありません。 
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ろうのբ題をᎋえるときに、࣬ ᎋ実᬴として例えƹ、ᒍ語を例にしてᎋえてみ

ましょう。Ҿဋ先生が中学ఄでᒍ語の先生をされていたとのことですが、࣬ ᎋ実

᬴がദしくできれƹ、手話のཎഷࣱはբ題でないとЎかるǑうになります。日本

の୍通の環境では、ȐǤȪンǬȫで໯いᨂり、学ఄでИめてᒍ語に接することで

しょう。ᅶはǢȡȪǫにᲬ年Ǆど˰んだことがありますが、学ఄで習ったᒍ語と

はずいぶんᢌうということを˳᬴しました。でもᒍ語で生活していかないとい

ƚませんので、ȍǤテǣȖの人たちǁのȪスȚǯトが必要です。自Ўのᒍ語のɧ

ឱをᙀいながら、ࢬらのᒍ語にᡈƮƚǑうと日ŷ̲ጀしないといƚません。 

今もᒍ語でᛯ文を୿くときには、日本人としてのȏンȇǣがあります。ȍǤテ

ǣȖの人がᛠんでわかるǑうに୿かなくてはいƚないので、ᒍ語の文ᇘの組み

立て、ᛯଓの組み立てからڼまって、ᛯྸႎな説得力Ǎᒍ語חの人の࣬ᎋに合わ

せたᎋえ૾ǍスタǤȫも必要です。そうしたѐ力をዓƚていれƹ、Ǎっているう

ちにどんどんӼɥしていくものです。 

手話Ǎ日本語であっても、おʝいをȪスȚǯトしてഩみ݃ることが大切です。

手話を習いたてのお子さんǍ親ࣂさんも、日本手話のȍǤテǣȖの人にᡈƮく

ために切ᄰྻᄶし、そういう機会を自ЎでفǍしながら、Ԉӓするѐ力を࣭らな

いǑうにしたいものです。໯ྸჵྸに日本語の語᪯でҥ語だƚを手話にしても、

それでわかってくださいというわƚにはいかないでしょう。日本語の語᪯でҥ

語だƚᒍ語にしても通ơませんƶ。その言語に合ったᘙྵ、文法、ನᡯ、ॖԛϋ

ܾ、語࢛ᢠ৸、これはѣかしがたいものです。そういうॖԛでݲなくとも学ఄ᧙

̞者Ǎ保護者には、言語にݣする͞ᙸをਤたないǑうにしていただきたいもの

です。 

21 ɭኔをᡇえて、ٶಮࣱを᣻んơる᫘ກになりましたが、言ᓶもӷơことで

す。日常ႎなᙻໜからᩉれて、௩᠂にᎋえていただくとᑣいと࣬います。という

のも、自然言語には᪦٣と手話のғКもありません。ᡶ҄のᢅᆉで人᧓のᏯが生

まれたときに、言語が̅えるǑうになったわƚで、もしかすると、人᫏はもとも

と手話で話していたӧᏡࣱもあります。人᧓の言ᓶはμてӷơ自然言語だとい

うことを基ᄽにፗきながら、一人ƻとりにとって必要な言語をݭ᣻していくこ

とが大事なのです。 

 

Ӯ会Ჩؗ᜿先生からのᲬつႸのឋբです。 

手話か聴覚活ဇのどちらかᲫつにൿめる必要はなく、ɲ᠛であっても、どちら

も中ᡦҞᇢになることはない、ということのఌਗを、どのǑうに説明したらいい

か。保護者にݣするとき、Ҕၲ機᧙Ǎ૙育機᧙にݣするとき、それƧれのǢȗȭ

ーȁを́せて૙えてǄしい。 

このឋբにݣしてまず、നއ先生いかがでしょうか。 
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നއᲩᅶは、シンȗȫにわかる手െはᲫつǑりᲬつの૾がᑣいでしょというこ

とです。聴覚だƚǑり手話もあった૾がᑣいし、手話だƚǑり聴覚が̅えるǄう

がいいと、わかる手െはᙐૠあったǄうがᑣいと、保護者には説明すれƹᑣいと

࣬います。そのॖԛではシンȗȫです。 

ただ、このբは、手話か聴覚活ဇかというɳびになるのか、手話か日本語かと

いうɳびになるのかでॖԛ合いがᢌいます。聴覚活ဇなら今の説明になります。

でも日本語という話になれƹ、これは手話も日本語もしっかり៲につƚるため

に、ろう学ఄの先生Ǎᳺこめっこ᳻のスタȃȕもそうですが、Წつの言語をしっか

り獲得習得できるために、ԗりの大人がしっかり支援しなくてはいƚない。ཎに

日本語の場合は、さきǄどの׎ٳのȐǤȪンǬȫとᢌって、Ꭵこえない子は日本

語が自然に᎚にλるものではないので、ॖ図ႎに言語λ力を保障しないとᩊし

く、言い੭えれƹǄっといても自然獲得できるというものではないので、その部

Ўは大人の支援・૙育が᣻要になります。手話か日本語の場合は、ɲ૾になりま

すが、手話か聴覚活ဇになれƹ、ᲫつǑりᲬつの૾がᑣいというׅሉになります。 

 

ᣒʟᲩ保護者が聴者である଺、ǤンテǰȬーシȧンをᢠぶͼӼがࢍいͼӼがあ

ります。その背景にあるఌࢍいᛚᚐは、言語がᙐૠӷ଺に習得できないというᎋ

えです。中ຓ先生がおっしǌったǑうに、ȐǤȪンǬȫはൿしてྦྷしいものでは

ありません。ɭမ中いくらでもいます。トȪȪンǬȫもȨーȭȃȑǍǢȕȪǫで

はྦྷしくはないのです。 

「ȀȖȫȪȟテȃȉ」ということをբ題ᙻするЭに、子どものፗかれた言語環

境Ǎ、言語それƧれのנり૾のբ題をႺᙻすǂきです。そして、文܌はʚഏႎな

がᒍ語と日本語の接ໜとなるかのǑうなᛯໜまで܌лしかないのに、ȭーマࢫ

あります。まず日本語を៲にბƚてからᒍ語をǍるǂきだというᜭᛯも、手話の

բ題にዂんできます。言ᓶにݣする͞ᙸǍ第一言語と第ʚ言語ݣするᛚᚐなど

をなくさないと、手話のբ題もӷơȬșȫでのᛚᚐがఌขくҾ׆になっている

ӧᏡࣱがあります。それƧれの言語がたとえɧܦμであっても、ȪスȚǯトをਤ

ってʝいにᡈƮくѐ力をしなくてはなりません。 

 

Ӯ会Ჩ૙育機᧙ǁの説明ということで、Ҿဋ先生からもƝႆ言いただƚますで

しょうか。 

 

ҾဋᲩ先ǄどからのᜭᛯをᎥいて࣬ったことを話します。 

ɧܦμな手話をどうᎋえるのか。今、聴覚支援学ఄにはᎥこえる先生がٶくѮ

められています。その中でܦμな手話を൭められてもൈ生な話だと࣬います。あ
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る日ᆳ然、聴覚支援学ఄǁ人事ီѣになることもあります。学ఄの૙Ճはそうい

うཞඞにፗかれています。手話がЎからないのに、そこでܦμな手話を൭められ

ても、できるはずがありません。一૾ᣒʟ先生からは、ܦμな手話、ɧܦμな手

話とЎƚることにբ題があると言われました。しかし、一૾で、ȍǤテǣȖǁの

ȪスȚストは大事で、できるだƚ研ᧄをᆢんで、Ǒりܦμな言語にᡈƮƚるѐ力

が必要だというお話もありました。どちらもそのとおりだと࣬いますが、ᅶが聴

覚支援学ఄにီѣになれƹ、その環境ではȗȬȃシȣーをज़ơると࣬います。Ǒ

りǑい手話、Ǒりܦ࿡な手話があり、常にǑりᑣいܦ࿡な手話との自Ўの手話と

のុᩉをज़ơƟるを得ないし、その中で自̮をもって子どもにӼかうことがで

きないのではと、自Ў自៲にፗき੭えてᎋえました。 

その中で、ᅶのݦᧉは૙育社会学なのですが、ᅶの立場からはもうᲫつのᙻໜ

がありうると࣬います。今までのᜭᛯは今ある学ఄのシステムをЭ提として話

がᡶんでいます。もちろん、今あるཞඞ、システムの中で、ཞඞをどうોծする

か、ᛢ題ΰ஌にӼƚてどうѐ力するのか、これは大事なᜭᛯです。しかし、一૾

で、学ఄの人事ီѣのシステムǍᎥこえる先生が手話を̲得する研̲の機会な

どがちǌんと保障されれƹཞඞを٭えることはɧӧᏡではありません。そうい

うところにᜭᛯをӼƚるのもƻとつのᢊだと࣬うのです。ᅶたちμՃがፗかれ

ているឱΨのཞඞはИめからൿまっているǑうに࣬われがちですが、これも文

҄Ǎ૎඙の中で˺られたものに˂なりません。ですから、このシンポジウムでの

ᜭᛯをឪໜとして、みんなで力を合わせて、ᅶたちμՃがፗかれているཞඞその

ものを٭᪃していく、そのǑうなᜭᛯにኽびつƚる必要があるのではと、ᅶはそ

うᎋえながらᜭᛯをᎥいていました。 

 

Ӯ会Ჩ中ຓ先生からҔၲ機᧙に᧙して૙えていただƚることがありましたら、

଱᩼Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

中ຓᲩᅶのǑうなݱ児ᩊ聴ݦᧉの᎚ᱠԹձᅹҔはૠとしてはݲないです。なぜ

かというと᎚ᱠԹձᅹの中ではݱ児ᩊ聴Ў᣼はとてもཎഷだからです。᎚ᱠԹ

ձᅹはٳᅹኒですから、いつも手ᘐしています。৒ఒᐄǍᱠǍ中᎚、ဍཞᐄなど

の手ᘐです。人߻ϋ᎚の手ᘐはૠݲないཎഷЎ᣼になります。しかし、ݱ児ᩊ聴

のЎ᣼が大切だというᛐᜤで、さまƟまなことを学会μ˳としてもᘍっていま

す。この場をお͈りして日本᎚ᱠԹձᅹ学会Ტˌɦ日᎚ᱠᲣの立場からႆ言した

いと࣬います。ᅶは 1��� 年から日᎚ᱠᅦᅍҔၲ乳幼児ۀՃ会のۀՃをさせても

らっています。このۀՃ会はݱ児ᩊ聴に᧙して日本᎚ᱠԹձ学会としての取り

組みを࢟˺るところです。ᅶがჷり得るር׊からᲭつኰʼします。 

Ძつめ。᎚ᱠԹձᅹ学会のțームȚージをᙸると、Ҕၲ᧙̞者のところ、ある
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いは一ᑍの人のところに、ӫɦにហいȐȊーがありà*GCT YGNN 'PLQ[ NKHGà 

ᳺǑくᎥいて、人生をಏしみましょう᳻とᒍ語で୿いてありますが、そこをǯȪȃ

ǯして᧏ƚていくと、一ဪɦにᳺ日本᎚ᱠԹձᅹ学会は手話言語法制定をࣖ援し

ています᳻とあります。つまり、Ꭵこえる人ƹかりをᙸているわƚではなく、手

話言語の᣻要ࣱを日᎚ᱠもᛐᜤしています、という٣明です。இᡈ、日᎚ᱠᲢ乳

幼児ۀՃ会をᆸӝとしてᲣにμ日本ろうあ連ႱからのᚧբがᲬࡇありました。Ძ

ׅႸは 2017 年 10 月、ᲬׅႸは 201� 年Ჳ月だったと࣬います。ʁ௅事務局ᧈ˂

˴Ӹかのᚧբがあり、ԧǍかなᩎൢ׊のもと、ろうあ連Ⴑと日᎚ᱠ乳幼児ۀՃ会

の᧓でྙႺなॖᙸʩ੭をしております。 

Წつめ。201� 年にݱ児人߻ϋ᎚のᢘဇ基แをો定しました。それはțームȚ

ージに୿いてありますので、この場ではဎしɥƛませんが、その中に、ᘐЭ説明

に࢘たって、᎚ᱠᅹҔは᪦٣言語を育てることのみならず手話などのᙻ覚ႎ手

െについても必ず説明するǑうに、と୿いてあります。それをॖᜤしている人が

どのくらいいるかφ˳ႎには܍ơɥƛませんが、学会としては、᪦٣言語だƚで

なく手話言語もॖᜤすることǍ、Ҕ者のȑターȊȪǺムをᘍ̅して 1 つの૾法

にᨂ定してᅆすのではなく、ಮŷな手െがあることを提ᅆして、その中からᢠん

でもらうスタンス、そのȋȥǢンスをきちんと文言҄しています。 

Ჭつめ。2016 年、ૼ生児聴覚スǯȪーȋンǰマȋȥǢȫをႆᘍしました。こ

れもțームȚージでᙸることができ 2&( で取得できます。その �2 Țージには、

Ꭵこえる親ࣂさんǁ・ᩊ聴の親ࣂさんǁ・ろうの親ࣂさんǁ、というᲭつの説明

をॖᜤして୿いてあるȚージがあります。 

このǑうに、日本᎚ᱠԹձᅹ学会も手話言語にݣするȪスȚǯトを文言҄し

ていることをおˡえしておሉえにˊえさせていただきます。 

 

Ӯ会ᲩつƮいて、事Эᣐ̮ѣ画をƝᚁくださったႏさまからのƝឋբに、଺᧓の

ᚩすᨂりおሉえしていきたいと࣬います。 

まず、研究のϋܾに᧙するឋբです。നއ先生におሉえいただきたいឋբがᲭ

つあります。ᲫつႸは、࣎ႎᠴ୿のǵǤǺが語࢛力としてみることができるఌ

ਗはᲹ 

ᲬつႸは、語࢛力検௹のǫテǴȪー්ୢࣱについて、Ꮀ業・ѣཋ・スポーȄの

Ჭ᪮Ⴘに加えて、ᳺʈりཋ᳻ᳺᑥ᳻というǫテǴȪーを加えたのにはྸဌはᲹ 

ᲭつႸは、検௹のݣᝋ年ᱫにのっとって検௹するのかどうか、取れる଺にȇー

タを取るというྸᚐであっているかᲹというƝឋբです。 

നއ先生、Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

നއᲩᲫໜめについては、࣎ႎᠴ୿のǵǤǺは᪽の中にある手話の語࢛のႇ᥵
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ૠです。語࢛力のКの言い૾ですので、ӷơॖԛとྸᚐしてください。ただ、こ

の૾がឋբしたいのは、්ୢࣱ検௹で語࢛力を本࢘にみられるかということだ

と࣬います。それについては、まだまだわからないところもありますが、先Ǆど

も言ったǑうに、この研究は手話ᚸ̖の૾法の᧏ႆすることもԃまれるという

ことで、今ׅ、ȇータを取って、子どもの҄٭をᙸるなかで、語࢛ᚸ̖になるの

かテストしたいと࣬います。 

Წつめ。もともとの්ୢ検௹に、ʈりཋ、ᑥをفǍしたことについてのឋբで

すが、これについては、子どもの場合は、Ꮀ業ǍスポーȄはᩊしいと᪦٣の්ୢ

検௹でもわかっているので、これもૼたに˺ってみてどうなのかを検ᚰするた

めにᲬつ加えています。ཞඞにǑって、これではᚘれない場合は、˴ かのǫテǴ

Ȫーをǳȟȃトしていくことになると࣬います。 

Ჭつめ。いつ検௹をするのですかということですが、ᳺこめっこ᳻のႸႎは、検

௹をしに子どもがஹるのではなく、ಮŷな活ѣをするためにஹて、そのᨤ᧓଺᧓

を̅って検௹をするので、Ο先᪯ˮが᭗いのはᳺこめっこ᳻の活ѣです。そのᨤ᧓

଺᧓Ǎ̾Кにஹていただきȇータを取るので、取れる଺期は子どもにǑってٶ

わってくるӧᏡࣱはあります。ただ、൑年Ძׅくらいはȇータをとってもら٭ݲ

うǑうᳺこめっこ᳻にはおᫍいしています。 

ቇҥですがˌɥです。また˴かあれƹ、̾ КにƝ連ዂいただƚれƹׅሉいたし

ます。 

 

Ӯ会Ჩഏにこめっこ活ѣに᧙してです。 

まず、ȍǤテǣȖǵǤȊーは、どのǑうな基แでᛐめられているのでしょう

かᲹというឋբです。河﨑先生、いかがでしょうか。 

 

河﨑ᲩᅶはȍǤテǣȖǵǤȊーではないですが、スーȑーȐǤǶーとしておˡ

えします。 

スタȃȕになりたいと᧙࣎をもたれる૾には、まず活ѣをᙸ学にஹていただ

きます。ろうの૾は、自Ўがここでどういうࢫлができるのか、ᎋえてЙૺして

くださいます。こちらから、ᳺあなたはȍǤテǣȖだ᳻「ȍǤテǣȖではない」な

どとˡえたことはǄǅないǑうにྸᚐしています。聴スタȃȕもろうスタȃȕ

もǳーȀスタȃȕも、それƧれのࢫлをそれƧれの手話で᡾ᘍしている場です。

ただ、子どものЭにたって活ѣをȪーȉするȍǤテǣȖǵǤȊーを᣶ᣐするの

はろうスタȃȕのʁ保එさん、ཋʟさんなので、おʚ人からおሉえをおᫍいした

いと࣬います。 

 

ཋʟᲩȍǤテǣȖǵǤȊーであるかどうかの確ᛐǍテストをするというものは
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ありません。子どもたちのЭに出てዋ本Ǎ説明をするときに、ॖ ԛǍϋܾを日本

手話でˡえられることが大切になります。 

 

Ӯ会ᲩᅶはӮ会ですが、ᳺこめっこ᳻活ѣのスタȃȕとしてᡙ加で話させていた

だきます。 

子どもたちのЭに立つとき、ろうスタȃȕと会話するときに、᪽ の中に日本語

はありません。そのཞ७で、子どもたちに話したり、ឋբをしたりしています。

それをおሉえとさせていただきます。 

ഏに、ѣ画˺成のᨥに࣎がƚていること、Ȣȃトーにしていること、今ࢸのႆ

̮ᚘ画・ϋܾሁ、ࠀし支えないር׊でኽನですので૙えてください、というឋբ

がありました。河﨑先生からお話しいただきたいと࣬います。 

 

河﨑Ჩѣ画ᣐ̮については、一部、ཋʟさん、ʁ保එさんの事Эᣐ̮でᙸていた

だきました。今日、このシンポジウムのࢸにᙻ聴していただく、おᚾしᣐ̮をʖ

定していますので、଱᩼ᙸていただきたいと࣬います。 

大事なのはȗȬǤȕȫであること。子どもたちがᳺ᩿ႉいから、ಏしいから᳻ጮ

りᡉしᙸてて、自然に覚えてしまうことをཀྵいとしています。˺ っているͨのݲ

しのɦ࣎としては、૙育ႎなᙻໜもありますが、あくまでᢂびとして仕ɥƛるこ

とにѐめています。そのために手話の自然なᘙྵ、ȪǺムを大切にしたᳺ手話ƺ

んƺん᳻をたくさん˺ってもらっています。今でしたらᳺまめまきƺんƺんを˺

って᳻という提案はᅶからしますが、ᅶはȍǤテǣȖではないので˺れません。

そのࢸは˺Լができあがるまで、ᅶはࢳっているだƚ。ろうスタȃȕがいろいろ

ᎋえて˺ってくれます。それをᙸせてもらって、ᘙྵをჇ˩、ȪǺムをԛわって

から、日本語ᚪをつƚています。日本語ᚪは、きこえるɲ親が一ደにಏしめるǑ

うにというのが、一ဪのྸဌです。ӷಮに、ᣐ̮ѣ画にᛠみ取り通ᚪをつƚてい

るのはȑȑ、ママのためで、一ደにಏしんで、ज़ऴをσஊするというग़ბ࢟成に

大切な˳᬴、そのȁȣンスになるǑうにという࣬いからです。今ࢸも、൑日ᣐ̮

はዓƚるʖ定です。 

ȇȢᣐ̮を今日ᙸていただきますが、今ࢸは &8& ሁも˺って、ឃӷしていた

だƚる機᧙に提供し、その成ௐをσஊして研究ǁጟƛられれƹと࣬っています

ので、Ǒろしくおᫍいします。 

 

Ӯ会Ჩ河﨑先生から、手話ƺんƺんがཎに᣻要であるというお話しがありまし

たが、その手話ƺんƺんに᧙するឋբです。 

ᳺ手話ƺんƺん᳻のȪǺムがろうの子に、すƝく合っているǑうなȪǺムज़で

す。˴かዋ本かȪǺムᢂびを参ᎋにしたものがあるのでしょうかᲹཋʟさんに



－ 68 －

�� 

おሉえいただƚれƹと࣬います。 

 

ཋʟᲩƝឋբ者も、手話のਤつȪǺムをӷơǑうにज़ơてくれたことがとても

۹しいです。ཎに参ᎋにしているものはないのですが、手話のもつȪǺムと、一

連のᘙ出が自然に්れるǑうにᎋえて˺っています。ʁ保එさんǍろうスタȃ

ȕとႻᛩしながら˺っています。 

 

Ӯ会Ჩᅶからも話したいと࣬います。 

手話ƺんƺんを˺るときは、᪽ の中にପ΂がいろいろ්れています。それをȔ

ȃǯǢȃȗしてϹ጑したものを手話の්れでするというᎋえで˺っています。

それがとてもಏしいです。 

手話言語の立場から、നއ先生からもおᫍいします。 

 

നއᲩᅶからはǍはり手話ƺんƺん、このѣ画は、手話のȗȭǽȇǣーを大切に

して˺られているなと࣬いました。ȗȭǽȇǣーというのはȍǤテǣȖでない

となかなか提ឪできないことなので、ᒍ語ならᒍ語っǆいႆ᪦ǍǤントȍーシ

ȧンはどんなにᒍ語が්ୢでも、ȍǤテǣȖでないとなかなかできません。そう

いうॖԛで、このѣ画という࢟で出すのは、Ꭵこえない子はᎥこえる親から生ま

れている事がٶいので、Ꭵこえる親がこのǑうな環境をૢͳするのはᩊしいの

で˴ࡇもᙸられるѣ画の࢟で保障することは、᩼ 常にǑいᚾみだと࣬います。൑

日ѣ画がᡛられているǑうですので、子どもたちも、今日のѣ画は˴かなとಏし

みにしているǑうで、とてもおもしろいᚾみと࣬いました。 

 

Ӯ会Ჩこめっこ活ѣに᧙する、ഏのᲬつのឋբは、ཋʟさんにおሉえいただきた

いと࣬います。 

まず、こめっこには子どもの人ૠ定ՃはあるのでしょうかᲹ 

もうᲫつは子どもᢋӷٟのǍりとりで、どのǑうなǳȟȥȋǱーシȧンを̅

っているのかᲹというឋբです。 

 

ཋʟᲩ定Ճに᧙しては、設ƚていません。 

ǳȟȥȋǱーシȧン૾法については、さまƟまな子どもたちがᨼまる中で、子

どもたち自៲は自ЎのڤきなǑうにႆ̮しています。必要な଺にはスタȃȕが

かかわることもあります。自Ўの言いたいことがˡわらないときは、子どもたち

は自Ўなりに一生ভԡˡえǑうとしたり、手話ȢーȉにスǤȃȁしたりするな

ど、Ⴛ手にˡえǑうするൢਤちが成ᧈしているಮ子がᙸられます。 
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Ӯ会ᲩありがとうƝƟいました。 

ዓいて、૙育᧙̞のឋբですが、どのǑうにすれƹ、手話の必要ࣱをྸᚐし、

学ఄྵ場は٭わっていくのでしょうかᲹというբいかƚがありました。നއ先

生、Ǒろしくおᫍいいたします。 

 

നއᲩᩊしいឋբですが、̩ Эのろう学ఄにൔǂたら、今のろう学ఄで手話にݣ

してԁ定ႎなᎋえ૾をਤつ人は᩼常にݲなくなってきています。 

どうしたら٭わってくるかと言うと、ᣒʟ先生の言ᓶを͈りれƹ、Ꭵこえない

子どもが̅う日本手話という言語をȪスȚǯトすることにނきると࣬います。

Ꭵこえる先生にとっては、その言語を自Ўが៲につƚて提ᅆしていくのはᩊし

いが、ࢬらがਤっている、ࢬらが今ࢸ獲得し̅っていくであろう日本手話という

言語をȪスȚǯトすることが大切だろうと࣬います。φ˳ႎには、子どもたちが

獲得する手話言語そのものを៲につƚることはできなくても、その言語のನᡯ

をჷること、ቇҥな手話言語学をྸᚐする。ࢬらのこのᘙྵはこの文法をᘙして

いるということは、手話言語学のჷᜤをਤつことは、ろう学ఄのᎥこえる先生に

もできることだと࣬います。 

 

Ӯ会Ჩஇࢸに話したいことがあるということでしたので、ᣒʟ先生おᫍいしま

す。 

 

ᣒʟᲩ言語ྸᚐは、生ࢻ一人ƻとりの立場でᎋえなƚれƹなりません。聴力Ǎ言

語ྸᚐに̾人ࠀがあるˌɥ、ᙀ聴֥Ǎ人߻ϋ᎚でにǑる日本語のྸᚐࡇは、本人

がҗμな൐語をਤたないᨂり、Ҿྸႎにᚸ̖できないのです。もし日本手話を൐

語として៲につƚることができれƹ、手話のᏡ力にༀらして日本語がどのくら

いᎥき取れているかというᚸ̖が、それƧれのお子さん自៲でӧᏡになります。

そのǑうなǪȗシȧンをぜƻ᣻要ᙻしてǄしいと࣬います。 

 

Ӯ会Ჩਦ定討ᛯ者の先生૾に、ƻと言ずつƝႆ言いただƚたらと࣬います。ؗ ᜿

先生、Ҿဋ先生、中ຓ先生の᪯におᫍいします。 

 

ؗ᜿Ჩ今日はありがとうƝƟいました。ᅹ学ႎ、社会学Ǎ言語学ሁ、いろいろな

ᙻໜからのƝॖᙸをいただきѠࢍになりました。 

ᳺこめっこ᳻は生まれてᲬ～Ჭ年Ⴘですので、これからಮŷなᛢ題が出てくる

と࣬います。ƚれど、大阪のע؏ࣱǍ文҄などもありますので、ᳺ大阪ならでは

できること᳻というふうに、ᑣい૾Ӽにᡶんでいƚたらと࣬います。ᅶも૙Ճの

立場として、みなさんと一ደにがんƹっていきたいです。これからもǑろしくお
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ᫍいします。 

 

ҾဋᲩ中ຓ先生から、଺ˊは٭わってきているというお話がありました。本࢘に

そのとおりだと࣬います。制ࡇႎには଺ˊが大きく٭わり、Ǥンǯȫージȧンの

૾Ӽǁ٭わってきたということは事実です。でも学ఄのྵ実がǤンǯȫージȧ

ンにӼかっているかとբわれれƹ、本࢘にそのǑうになっているかをᎋえƟる

を得ないཞඞがあると࣬います。ᅶは通常学ఄを᪽ࣞに話していますが、学ఄか

ら᡹Ꮾする生ࢻがஇᡈではႆᢋ障害などとǫテǴȩǤǺされ 、ཎК支援学ఄǍ

ཎК支援学ኢにᣐፗされることがفえており、ここ 10 年の᧓でנቔ児ᇜ生ࢻૠ

はཎК支援学ఄでは 1�� ̿に、ཎК支援学ኢではᲬ̿にف加しているྵ実があ

ります 。今日はီࠀのジȬンマの話をしましたが、ီࠀに݅ბすれƹするǄど、

੎ᨊがᡶǉというジȬンマが学ఄྵ場にあると࣬います。μ˳ႎには଺ˊは٭

わってஹていますが、その中で学ఄが٭わったかとբわれれƹ、必ずしもそうと

は言えません。ᅶは、学ఄの先生を৤Йしているわƚではありません。学ఄのፗ

かれている仕組み、社会の仕組み、そこにȡスをλれないとཞඞが٭わらないと

࣬うのです。  

ǤンǯȫージȧンはПᢋໜではなく、そこにӼかう଄であると言われます。ᅶ

は、今日のシンポジウムをその଄の一᣺شであるとˮፗƮƚたいと࣬います。そ

して、これからもᅶはႏさんとσにこの଄をᡶんでいƚたらとᫍいます。本日は

ありがとうƝƟいました。 

 

中ຓᲩ今日はいろんなお話を˨えて、とてもѠࢍになりました。ありがとうƝƟ

います。 

201� 年 11 月にᳺこめっこ᳻で言語のᡶ҄の話をしたݲ、ࢸしѠࢍを加えまし

た。ᅶたちのᅑ先はኖ 600 ɢ年Эƙらいにʚ本ឱഩᘍのڼまりがあり、ኖ ��0 ɢ

年Эにはஙのɥの生活とעɥの生活がҞŷくらいになったᅑ先がいました。そ

のときのᅑ先の手にはИめて親ਦのݣ立・ϋ᠃・ٳ᠃がӧᏡになる᧙ራができて

いて、それにǑりᢊφが̅えるǑうになりました。ኖ 2�0 ɢ年ЭにȖȭーǫ中

௔つまり文法中௔がᏯの中にできて、そのࢸ、ձ᪽のˮፗがኖ �0 ɢ年Эに今の

ˮፗにɦがり、そしてᐾǍӝᏸのሂᎹがᢃѣ機Ꮱとして֥ဇになるᢡˡ子がኖ

20 ɢ年ЭにᅶたちのኬᏘに組みᡂまれたらしいです。ᎋӞ学のᩃᛏなどでѠࢍ

してみました。 

଺ˊはɦって今は21ɭኔになりݱさいお子さんがಮŷな言語を獲得できるȁ

ȣンスを提供できるǑうになったと、ಏしみにしています。 

 

Ӯ会Ჩ河﨑先生からお話もありました、この᧓、ٶくの૾ŷからѣ画ᣐ̮に᧙す
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るբい合わせをいただきました。そこで、こめっこに参加している子どもたちが

どのǑうなѣ画ᣐ̮をᙸているのかをኰʼするために、ȇȢᣐ̮のѣ画を˺り

ました。シンポジウムኳʕࢸから日˄が٭わるまでƝᚁいただƚる 74. を、こ

のࢸおᡛりいたします。ぜƻƝᚁください。 

இࢸに、ǢンǱートのおᫍいです。この 34 ǳーȉをᛠみ取っていただくと、

今ׅのシンポジウムに᧙するǢンǱートȕǩームが᧏きます。μ部で10բあり、

Ჳբはᢠ৸ࡸ࢟のឋբです。ᲯЎǄどでኳわるϋܾですので、˴ ҡƝׅሉくださ

い。自ဌᚡᡓのׅሉについても、଱᩼Ɲ協力をおᫍいいたします。シンポジウム

ኳʕࢸ、ѣ画のȇȢᣐ̮とσにみなさまにȡーȫでおᡛりしますが、今、こちら

の34ǳーȉをᛠみ取っていただくこともӧᏡです。Ǒろしくおᫍいいたします。 

はơめてのシンポジウムでɧ手ᨥもありましたが、ᧈ଺᧓、Ɲ協力ありがとう

ƝƟいました。これにて、シンポジウムをኳʕいたします。 

ありがとうƝƟいました。 
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手話言語のあふれる
「こめっこ」について

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト
～手話で育ち、手話で学び、手話を学ぶことの大切さ～

令和３年１月２３日
≼≺≼≺年度

大阪府手話言語条例シンポジウム

⊘⊚⊙こめっこ
特手非営利活動法人手話言語獲得習得支援研究機構

物井明子

基 調 報 告

大阪府手話言語条例（2017.3.29公布・施行）

大阪府言語としての手話の認識の普及及び習得の機会の確保に関する条例

第三条（手話の習得の機会の確保）

府は、市町村、聴覚障害者の日常生活及び社会生活の支援
を行う民間の団体並びに学識経験のある者と協力して、

聴覚障害者が乳幼児期からその保護者又は家族と共に手話
を習得することのできる機会の確保を図るものとする。

「乳幼児期手話言語獲得支援事業」

〇きこえない乳幼児が手話言語を自然獲得するためには、
日常生活の中で手話言語に接していくことが必要。

乳幼児期から
「手話獲得を支援する仕組み」が必要

3

大阪府乳幼児期手話言語獲得支援事業

きこえない・きこえにくい子どもたちとその家族が、

手話とろう者に出会える場

「こめっこ」2017年６月１７日 open! 

大阪府と大阪聴力障害者協会が連携・協力して実施
（日本財団助成事業 2017.4～2020.3）

4

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｖｅ Ｍｅｍｂｅｒｓ,  Ｋｉｒａｒi Ｋｉｄｓ oｆ Ｏｓａｋａ

コミュニケーションの芽を育む子どもたち

１．子どもの手話獲得
（遊びを中心とするかかわりをとおした自然習得）
ならびに保護者の手話習得を支援すること

２. 同一化できる対象（ロールモデル）を得ることによって、
子どもの健全なアイデンティティ形成を促すこと

乳幼児期手話言語獲得支援事業の目的

河﨑，物井，久保沢（２０１８）特殊教育学会第56回大会

３．１．２．をとおして，
保護者が安心して子どもの「きこえ」を受け入れ，
手話に開かれたコミュニケーションを親子で体験
できるようになること

４．３．をとおして，
愛着形成を確かなものにすること

河﨑，物井，久保沢（２０１８）特殊教育学会第56回大会

乳幼児期手話言語獲得支援事業の目的

【資料①　基調報告①】

1

3

5

2

4

6
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Ꭾᙾ෇ဇ（ᙀᎮ֥↳ʴ߻ϋ᎚）と

手話言語獲得↞

ɲ᠛⇁↙す↱の

こめっこ
〇こどもに対しては手話でコミュニケーション
˲˲日本手話を獲得したΘうηνρϓが઴にཱིͯ
˲そのଠのηνρϓも手話でかかわる

〇きこえる保護者にとってもす΄てわかるコミュニケーション
˲読み取り通訳（音声情報）の保障

手話言語のⅱ↤↻る「ↂ↰→ↂ」෇ѣのɶ↖

コロナ自粛以前のↂ↰→ↂ෇ѣの්↻

μ˳෇ѣ

ộụのあいẰつ、ἋἑἕἧኰʼίấなộえợỎᾉ手話ᘙྵあそỎὸ、こめっこỌỮỌỮί手話ᘙྵあそỎὸڼ

὿῍ᾁബἂἽーἩ、ᾂബˌɥἂἽーἩӳӷ ဃἂἽーἩᾪもあこめᾬܖݱ

手話ᘙྵあそỎ
ίấᛓဃଐỌỮỌỮ、どうốつたいそうなどὸ

̬ᜱ者もɟደにಏẲむ ἽーἽのあるಮẉなあそỎ
ίỽーἛἄーἲ・ᇤʗἄーἲ・
手話ᘙྵあそỎなどὸ

ዋஜợỚ

ᢿދをᆆѣẲて
Ἃἑἕἧとᢂố

ἂἽーἩ෇ѣ

὿῍ᾁബἂἽーἩ ᾂബˌɥἂἽーἩ

子どもたちのấなộえợỎί手話ᘙྵあそỎὸ
手話ᘙྵあそỎ
ዋஜợỚ

ಏẲỚながỤ手話にᚑれるἽーἽのあるಮẉなᢂỎ
ίἁỶἌ・ỽーἛἄーἲ・手話ᘙྵあそỎなどὸ

ዋஜợỚ

̬ᜱ者もɟደにởụとụをẲてಏẲむ ̬ᜱ者ỊӋᚇ

˞ ক

μ˳෇ѣ

手話т、ものがたụỌỮỌỮί手話ᘙྵあそỎὸ、ấẦたỀẬỌỮỌỮί手話ᘙྵあそỎὸ、ኳỪụのあいẰつ

現在のↂ↰→ↂ෇ѣの්↻（20207࠰உˌᨀ）

手話ỌỮỌỮ ዋஜợỚ 手話т

ẰộằộなあそỎ

手話言語をᛠỚӕってྸᚐẴるщを育てる

手話言語Ểˡえるщを育てる

཯ᐯの૨ඥ・ᘙྵ・ἼἌἲに出会う

༰ͬͪࣉɼこめっこΝͳ͕͢ͱ
ἽーἽがỪẦる

ἩἿἍἋがỪẦる

「ỪẦること」「ˡえỤれること」をܱज़Ẵる

くのἿーἽἴἙἽと出会うٶ

マジョリティー体験をする

7

9

11

8

10

12
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ϜϜʀϏϏͺɼこめっこΝͳ͕͢ͱ
ἽーἽがỪẦる子どもをჷる

ἩἿἍἋがỪẦる子どもをᙸる

ᇰ᫊いっỌいにಏẲむ子どもをᙸる

ႸỂဃきる子どもをܱज़Ẵる

ↂ↰→ↂኰʼの⇹⇭⇐⇁

Ↄᚁⅾ↏ↄⅳ⅛

ᾑᾐᾑᾨẮỜẾẮ（ỔỎẮỜ）

ẮỜẾẮ

ᾜᾞᾡᾔẮỜẾẮ（ờẝẮỜ）

ᾁ὿ᾁ὿࠰ᾁஉ ᾝᾟᾞẮỜẾẮ ᚨᇌ

（ཎ᩼ܭփМ෇ѣඥʴ৖ᛅᚕᛖྒࢽ፼ૅࢽੲᄂᆮೞನ）

の「ↂ↰→ↂ」נྵ

大ࡗැཱིෳࢳ৚ๅαϝϣωίʖεϥϱιϱνʖ

BABYこめっこ ίᾁ὿ᾀᾇώᾃ にڼộった෇ѣὸ

ᝋỊ、ɼに、὿῍ᾂബのきこえない子どもをもつ家族ݣ

ṻ ̬ᜱ者の手話፼ૅࢽੲ

ṻ 子どものႆᢋởẦẦỪụ૾ሁに᧙Ẵる、̾КႻᛩૅੲ

ṻ 手話のあふれる࿢ؾỂのあそỎ
ί἟ỶἘỵἨἇỶἜーとのふれあいὸ

大阪府からのҗ୙事業

Ịנྵ
ᡵᾁଐҜࢸ

ỄờẺẼầᨼẟẆ܇ờẆẨẮảễẟࢸܖݼ

৖ᛅỂẝẸỎẆ৖ᛅỂᛖりӳạẇ

৖ᛅỂܖỎẆ৖ᛅをܖốẇ

ჷᜤを࠼ậẆ࣬ᎋщをᄶẪẇ

ＭＯᾡᾔこめっこ ίᾁ὿ᾀᾇώᾃ ῍ὸ

17
（日ຌࡔ஄ঁ੔ۂࣆ）

Ↄฌᙻ・ↃฌᎮ

ⅱ↹ⅻとⅵↃↅⅳ↭し↎

13

15

17

14

16

18
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基 調 報 告 ②

手話言語を獲得・習得する
子どもの力研究プロジェクト

令和３年１月９日(土)〜１月23日(土)
NPOこめっこ

（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）
久保沢 寛

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト
～手話で育ち、手話で学び、手話を学ぶことの大切さ～

2020年度
大阪府手話言語条例シンポジウム

課 題

聴覚障害児の母語は（自然獲得言語）は手話である。言語は誰か
ら教わらずとも生活環境の中で自然に獲得されるものであるが、
きこえない子どもに関しては、そうした環境が確保されない状況
がほとんどである。また、聴覚障害児にとって手話言語の獲得・
習得は、思考力を含むさまざまな認知発達、対人関係や自己認識
など人格形成にも大きな影響を及ぼすと考えられる。しかし、そ
の影響や効果についての実証的研究はほとんどない。

目 的

•そこで、２０１７年から大阪で実施されている乳幼児期手話言
語獲得支援事業「こめっこ」を舞台に、脳科学、言語獲得、学
習能力（思考力）、心理発達（人格形成）の４分野から「手話
言語を獲得・習得する子どもたちの力」にアプローチする研究
プロジェクトが企画された（日本財団助成事業）。

•その目的は、聴覚障がい児の真の言語力を適正に評価する研究
を行うこと。

手話言語条例評価部会

手話言語を獲得・習得する
子どもの力の研究に関する

専門分科会

→研究体制確保のため、2020年度よ
り設置されました。

研究専門分科会の委員

◯河﨑 佳子（委員長 研究統括）

◯酒井 邦嘉
（東京大学大学院 教授）

◯武居 渡
（金沢大学 教授）

◯古石 篤子
（慶應義塾大学 名誉教授）

◯阪本 浩一
（大阪市立大学大学院 病院教授）

◯飯泉 菜穂子
（国立民族博物館 特任教授）

研究体制について

各分野の研究チーム

脳科学

酒井邦嘉

阪本浩一

和田夏実

久保沢寛

心理発達

河﨑佳子

中尾恵弥子

物井明子

言語獲得

武居 渡

河﨑佳子

久保沢寛

古石篤子

飯泉菜穂子

物井明子

学習能力

酒井邦嘉

武居 渡

河﨑佳子

阪本浩一

和田夏実

久保沢寛

•日本語は「音声言語」である
が、手話は「映像言語」と異
なっている。

•そのため、使う脳の領域が異
なり、手話では言語を司る脳
機能が働かず、言語力は育た
ないのではないか。

•手話も日本語も使う脳機能・
脳の部位は同一。音声と映像
の差は、感覚入力の差に過ぎ
ず、言語力とは直接関係ない。

•そのため、手話でも言語を司
る脳機能は日本語と同様に働
き、言語力は適正に発達する。

従来の手話に関する考え方 研究で証明しようとするもの

脳科学について

• 手話は言語ではない。言語を習得す
るためには、聴覚ઠ話法による日本
語習得しかない。

• 日本語の獲得ならलに習得と手話獲
得はಡ行しては成りয়たない。特に、
乳幼児期に手話にলভうと、਍ಔな
॥঑গॽॣーシঙンにೆわされ、日
本語を適正に習得できなऎなる。

• 手話を習うのは日本語を習得してか
らにすसき（ংॖজンफ़ঝはあり得
ない）。

• 手話はஆ自のધ法をもつ౥৸な言語で
あり、日本語や౎の音声言語と同様の
過ஙで獲得、習得される。

• 獲得、習得した手話と日本語の習得の
関係について৥らかにする。手話をਸ਼
一言語として獲得৏、日本語力と手話
力がどのように਱঱していऎのかを定
୤的なॹーॱをもとに৥らかにする。

• ংॖজンफ़ঝの言語発達は脳科学的・
言語学的なஉುがある。

研究で証明しようとするもの従来の手話に関する考え方

言語獲得について ල体的࡞研究方ἲ㸦言語獲得㸧

•日本手話ધ法理ੰॸ५ト
対଴４ୃ؟〜

•手話ග語い૴ጝਙਫ਼ਪ
対଴７ୃ؟〜

• J-coss 日本語理ੰॸ५ト
対଴４ୃ؟〜

• PVT-R ฻画語い発達ਫ਼ਪ
対଴７ୃ؟〜

など

•ସਖーૢ௦関係ਫ਼ਪ
対଴４ୃ؟〜

•手話を習得しても、発達はે
分にਤまない。

•発達をയすためには日本語を
習得するのが੔ৠ。

•手話での॥঑গॽॣーシঙン
は、௏৸なఎା形成にउいて
੎ਏではない。

• 手話を言語として獲得・習得しながら、
ଫ期からの஡子॥঑গॽॣーシঙンを
௕れय、௏৸なఎା形成をയਤできる
（人格形成の੦ຊをണऎ）。とりわऐ、
発達ଫ期にॿॖॸॕঈ१ॖॼーにলভ
うことで、よりアॖॹンॸॕॸॕ形成
にఞଖされる。

• 手話を言語として獲得・習得すること
で自๑感ੲをသい、障害認識を確かな
ものにし、認知、理ੰがയਤされ、生
活、対人関係ಉにउいて発達が৞ෟに
ਤむ。

研究で証明しようとするもの従来の手話に関する考え方

心理発達について ල体的࡞研究方ἲ㸦心理発達㸧

• 活動ৎの定期的な௴௄
保૧঻षのୂき਄り
対଴０ୃ؟〜

•ஸஹ・ഏหૄ乳幼児
ಖઋ発達ਫ਼ਪ
対଴０ୃ؟〜

• S-M঺ভ生活能力ਫ਼ਪ
対଴７ୃ؟〜

• 心の理૛ୖ਻ਫ਼ਪ（ਫ਼ୈ中）
対଴ୃڴ〜４ୃ؟

• PF५ॱॹॕॸ५ト（੒定）
（฻画ඟ੷ਂ௥ॸ५ト）
対଴７ୃ؟〜

•児ญ৷༧ஆ感Ⴣ度（੒定）
対଴11ୃ؟〜

など

•手話ではે分に໪୛を理ੰし、
思考することができず、学習
能力は育たないのではないか。

•したがって、手話の使৷は教
育にはਂ਱きではないか。

•発達年ೡに対ૢして、手話で
理ੰし、思考することができ、
手話を獲得すれय学習能力は
ౄ分に育つ。

• 手話で౸業をਭऐることで、
きこえる子どもと同ಉに໪୛
を理ੰし、思考できることの
証৥となる੦ຊॹーॱをઽૐ
し、活৷していऎ。

研究で証明しようとするもの従来の手話に関する考え方

学習能力について ල体的࡞研究方ἲ㸦学習能力㸧

•ਫ਼ਪ৔ઍの例
૛理的思考力
・理ੰ力（保ோਙ・分థ・関係པ඼）
・ਖ਼૵力（௓୎ਙ・ৼ関པ඼）
・ಪਖ਼力（ਂ়理発ৄ）

൉ୗ力
・生ਓ的思考
・ఁങ的思考（૴ጝਙ・ฑໞਙ）

• ලಔ౸業の実施、৔ઍ理ੰ

•手話での思考力に関するਫ਼ਪとなるよう৔ઍをਫ਼ୈ、੿成中
対଴ୃڲ؟〜

【資料①　基調報告②】
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基 調 報 告 ②

手話言語を獲得・習得する
子どもの力研究プロジェクト

令和３年１月９日(土)〜１月23日(土)
NPOこめっこ

（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）
久保沢 寛

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト
～手話で育ち、手話で学び、手話を学ぶことの大切さ～

2020年度
大阪府手話言語条例シンポジウム

課 題

聴覚障害児の母語は（自然獲得言語）は手話である。言語は誰か
ら教わらずとも生活環境の中で自然に獲得されるものであるが、
きこえない子どもに関しては、そうした環境が確保されない状況
がほとんどである。また、聴覚障害児にとって手話言語の獲得・
習得は、思考力を含むさまざまな認知発達、対人関係や自己認識
など人格形成にも大きな影響を及ぼすと考えられる。しかし、そ
の影響や効果についての実証的研究はほとんどない。

目 的

•そこで、２０１７年から大阪で実施されている乳幼児期手話言
語獲得支援事業「こめっこ」を舞台に、脳科学、言語獲得、学
習能力（思考力）、心理発達（人格形成）の４分野から「手話
言語を獲得・習得する子どもたちの力」にアプローチする研究
プロジェクトが企画された（日本財団助成事業）。

•その目的は、聴覚障がい児の真の言語力を適正に評価する研究
を行うこと。

手話言語条例評価部会

手話言語を獲得・習得する
子どもの力の研究に関する

専門分科会

→研究体制確保のため、2020年度よ
り設置されました。

研究専門分科会の委員

◯河﨑 佳子（委員長 研究統括）

◯酒井 邦嘉
（東京大学大学院 教授）

◯武居 渡
（金沢大学 教授）

◯古石 篤子
（慶應義塾大学 名誉教授）

◯阪本 浩一
（大阪市立大学大学院 病院教授）

◯飯泉 菜穂子
（国立民族博物館 特任教授）

研究体制について

各分野の研究チーム

脳科学

酒井邦嘉

阪本浩一

和田夏実

久保沢寛

心理発達

河﨑佳子

中尾恵弥子

物井明子

言語獲得

武居 渡

河﨑佳子

久保沢寛

古石篤子

飯泉菜穂子

物井明子

学習能力

酒井邦嘉

武居 渡

河﨑佳子

阪本浩一

和田夏実

久保沢寛

•日本語は「音声言語」である
が、手話は「映像言語」と異
なっている。

•そのため、使う脳の領域が異
なり、手話では言語を司る脳
機能が働かず、言語力は育た
ないのではないか。

•手話も日本語も使う脳機能・
脳の部位は同一。音声と映像
の差は、感覚入力の差に過ぎ
ず、言語力とは直接関係ない。

•そのため、手話でも言語を司
る脳機能は日本語と同様に働
き、言語力は適正に発達する。

従来の手話に関する考え方 研究で証明しようとするもの

脳科学について

• 手話は言語ではない。言語を習得す
るためには、聴覚ઠ話法による日本
語習得しかない。

• 日本語の獲得ならलに習得と手話獲
得はಡ行しては成りয়たない。特に、
乳幼児期に手話にলভうと、਍ಔな
॥঑গॽॣーシঙンにೆわされ、日
本語を適正に習得できなऎなる。

• 手話を習うのは日本語を習得してか
らにすसき（ংॖজンफ़ঝはあり得
ない）。

• 手話はஆ自のધ法をもつ౥৸な言語で
あり、日本語や౎の音声言語と同様の
過ஙで獲得、習得される。

• 獲得、習得した手話と日本語の習得の
関係について৥らかにする。手話をਸ਼
一言語として獲得৏、日本語力と手話
力がどのように਱঱していऎのかを定
୤的なॹーॱをもとに৥らかにする。

• ংॖজンफ़ঝの言語発達は脳科学的・
言語学的なஉುがある。

研究で証明しようとするもの従来の手話に関する考え方

言語獲得について ල体的࡞研究方ἲ㸦言語獲得㸧

•日本手話ધ法理ੰॸ५ト
対଴４ୃ؟〜

•手話ග語い૴ጝਙਫ਼ਪ
対଴７ୃ؟〜

• J-coss 日本語理ੰॸ५ト
対଴４ୃ؟〜

• PVT-R ฻画語い発達ਫ਼ਪ
対଴７ୃ؟〜

など

•ସਖーૢ௦関係ਫ਼ਪ
対଴４ୃ؟〜

•手話を習得しても、発達はે
分にਤまない。

•発達をയすためには日本語を
習得するのが੔ৠ。

•手話での॥঑গॽॣーシঙン
は、௏৸なఎା形成にउいて
੎ਏではない。

• 手話を言語として獲得・習得しながら、
ଫ期からの஡子॥঑গॽॣーシঙンを
௕れय、௏৸なఎା形成をയਤできる
（人格形成の੦ຊをണऎ）。とりわऐ、
発達ଫ期にॿॖॸॕঈ१ॖॼーにলভ
うことで、よりアॖॹンॸॕॸॕ形成
にఞଖされる。

• 手話を言語として獲得・習得すること
で自๑感ੲをသい、障害認識を確かな
ものにし、認知、理ੰがയਤされ、生
活、対人関係ಉにउいて発達が৞ෟに
ਤむ。

研究で証明しようとするもの従来の手話に関する考え方

心理発達について ල体的࡞研究方ἲ㸦心理発達㸧

• 活動ৎの定期的な௴௄
保૧঻षのୂき਄り
対଴０ୃ؟〜

•ஸஹ・ഏหૄ乳幼児
ಖઋ発達ਫ਼ਪ
対଴０ୃ؟〜

• S-M঺ভ生活能力ਫ਼ਪ
対଴７ୃ؟〜

• 心の理૛ୖ਻ਫ਼ਪ（ਫ਼ୈ中）
対଴ୃڴ〜４ୃ؟

• PF५ॱॹॕॸ५ト（੒定）
（฻画ඟ੷ਂ௥ॸ५ト）
対଴７ୃ؟〜

•児ญ৷༧ஆ感Ⴣ度（੒定）
対଴11ୃ؟〜

など

•手話ではે分に໪୛を理ੰし、
思考することができず、学習
能力は育たないのではないか。

•したがって、手話の使৷は教
育にはਂ਱きではないか。

•発達年ೡに対ૢして、手話で
理ੰし、思考することができ、
手話を獲得すれय学習能力は
ౄ分に育つ。

• 手話で౸業をਭऐることで、
きこえる子どもと同ಉに໪୛
を理ੰし、思考できることの
証৥となる੦ຊॹーॱをઽૐ
し、活৷していऎ。

研究で証明しようとするもの従来の手話に関する考え方

学習能力について ල体的࡞研究方ἲ㸦学習能力㸧

•ਫ਼ਪ৔ઍの例
૛理的思考力
・理ੰ力（保ோਙ・分థ・関係པ඼）
・ਖ਼૵力（௓୎ਙ・ৼ関པ඼）
・ಪਖ਼力（ਂ়理発ৄ）

൉ୗ力
・生ਓ的思考
・ఁങ的思考（૴ጝਙ・ฑໞਙ）

• ලಔ౸業の実施、৔ઍ理ੰ

•手話での思考力に関するਫ਼ਪとなるよう৔ઍをਫ਼ୈ、੿成中
対଴ୃڲ؟〜
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3/10/2021

1

脳科学か脳科学から考えら考える

学習能力・思考力

酒 井 邦 嘉

火星人が人間の言語を調べたら？

人間はみんな同じ言語（人間語、地球語）

を使っていると考えるだろう。これが

普遍文法 (Universal Grammar, UG)

自然言語とは

• 自然言語には生得的な文法性（普遍
文法）があり、乳幼児が獲得できる

• 単語の表現それ自体は任意（単なる
連想記憶）で、自然言語とは言えない

• 単語の羅列も自然言語ではない
• 従って、「手話単語」の羅列である「手
指日本語」は自然言語でない

インターナショナル新書

「手指日本語」はなぜ不完全なのか？

例：「花子に太郎が手紙を渡した」

“Hanako Taro letter give” – ??

“Taro gave Hanako a letter.”
ただし、文脈あれば解決することもある
例：「太郎が花子に片思いをしている」

階層的構造を持つ手話表現

Senghas et al. (2004)
Science 305, 1779-1782

ジェスチャー: 特徴や

様子を具体的に表現

手話: 修飾語と被修

飾語に構造化される

3/10/2021

2

手話を生みฟしたのは10ᡯ௨ୗの子䛹も㐩

Science 293, 1759 (2001)

• 䝙䜹䝷䜾䜰のろうᏛ

ᰯではཱྀ話法でス䝨イ

ン語がᩍえられていた

• 䝬イ䝮が䜽䝺䜸ール

化したと考えられる

• 子䛹もは、この例の

䜘うに文法を持つ言語

を๰りฟす⬟ຊがある

自然言語のከ様性こそ࿨
• ᡭヰゝㄒࡶ㡢ኌゝㄒྠ࡜ᵝ࡟᪉ゝࡢ࡝࡞
ከᵝ࡞ኚ໬ࠊࡣࡢࡍ♧ࢆ⮬↛ゝㄒ࡛࠶る

ࡸඃຎࠊ࡟య⮬ࢀࡑゝㄒ↛⮬ࠋ↛えᙜࡺ

㞴᫆ᗘࡢᕪࡣᏑᅾࠋ࠸࡞ࡋ

• か࡚ࡘ౑ࡓ࠸࡚ࢀࢃゝㄒࡧࡼ࠾᪉ゝࠊࡸ
ᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࡛ࠊࡶ࡚ࡗ࠶⌧௦ࡢ᪥ᮏ

ㄒ・᪥ᮏᡭヰྠ࡜ᵝࡃࡋ➼ࠊ࡟ゝㄒ科学

る学⾡ⓗ౯್ࡍ࡜♏ᇶࢆ ࠋるࡍ᭷ࢆ

自然言語はなぜከ様なのか
• ㄒᙡࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟♫఍ᩥ໬ⓗ⫼ᬒࡸఏ㐩
ேⅭⓗࠊࢀぢらࡀるኚ໬ࡼ࡟࡝࡞ⓗ┠ࡢ

ࠋる࠺ࡋᙳ㡪ࡀせᅉ࡞

• ௻ᅗ࡞ேⅭⓗࠊࡣ࡟ከᵝᛶࡢゝㄒࡋかࡋ
ࢽ࣑ࣗࢥࠊࡎらࢃかか࡟か࠺࡝るか࠶ࡀ

ࣛࣃ࡟≉ἲ㸦ᩥ࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞ୡ௦ࡸ࢕ࢸ

ࡋኚ໬࡟ከᵝࡀ➼㸧・ព࿡・㡢㡩ࢱ࣮࣓

ࠋるࡍᏑᅾࡶཎᅉ࡞科学ⓗ࠺࠸࡜る࠺

手話はୡ⏺ඹ㏻？

• 自然言語である㝈りは、㡢ኌ言語も、
手話言語も、同じඹ㏻の人間の言ⴥ

• ただし、㡢ኌ言語が地ᇦ（᪉言）や᫬
௦（ୡ௦）でኚ䜟る䜘うに、手話言語も

ከ様にኚ化する

• つ䜎り自然言語には、表㠃的に㏻じる
䜘うな「ඹ㏻語」はᏑᅾしない

言語獲得は「カ⦎」ではない

1. 乳幼児が自然に㌟につ䛡るのがẕ語

2. ẕ語の獲得に「ᩍ⫱䞉カ⦎」はᚲせない

3. 「ᅜ語」や「語Ꮫ」のᏛ⩦は言語獲得とู

4. ཱྀ話法䞉手指日本語䞉人ᕤෆ⪥の㝈⏺

5. ẕ語を㌟につ䛡ない㝈り、言語䝁䝭䝳䝙
䜿ーションにᑐする100%に㏆い☜ಙᗘ
は得られないー「ศかった䜅り」のⱞしさ

ろう児にᑐするᩍ⫱䜈のᥦ言

1. 言語⬟ຊの☜❧こそがၥ㢟解決の㘽

2. ろう児の思考言語として言語獲得がᚲせ

3. 言語の生得性にᇶ䛵䛟「自然⩦得」を

4. 手話をẕ語として獲得し、手話䜈の⩻ヂ

を㏻して書記日本語（➨஧言語）をᏛ⩦

5. 手話言語の㑅ᢥ⫥をᾘしてはならない

【資料①　話題提供①】
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3/10/2021

1

脳科学から考える

学習能力・思考力

酒 井 邦 嘉

火星人が人間の言語を調べたら？

人間はみんな同じ言語（人間語、地球語）

を使っていると考えるだろう。これが

普遍文法 (Universal Grammar, UG)

自然言語とは

• 自然言語には生得的な文法性（普遍
文法）があり、乳幼児が獲得できる

• 単語の表現それ自体は任意（単なる
連想記憶）で、自然言語とは言えない

• 単語の羅列も自然言語ではない
• 従って、「手話単語」の羅列である「手
指日本語」は自然言語でない

インターナショナル新書

「手指日本語」はなぜ不完全なのか？

例：「花子に太郎が手紙を渡した」

“Hanako Taro letter give” – ??

“Taro gave Hanako a letter.”
ただし、文脈あれば解決することもある
例：「太郎が花子に片思いをしている」

階層的構造を持つ手話表現

Senghas et al. (2004)
Science 305, 1779-1782

ジェスチャー: 特徴や

様子を具体的に表現

手話: 修飾語と被修

飾語に構造化される

3/10/2021

2

手話を生みฟしたのは手話を生みฟしたのは101010ᡯ௨ୗの子䛹も㐩

Science 293, 1759 (2001)

• 䝙䜹䝷䜾䜰のろうᏛ

ᰯではཱྀ話法でス䝨イ

ン語がᩍえられていた

• 䝬イ䝮が䜽䝺䜸ール

化したと考えられる

• 子䛹もは、この例の

䜘うに文法を持つ言語

を๰りฟす⬟ຊがある

自然言語のከ様性こそ࿨
• ᡭヰゝㄒࡶ㡢ኌゝㄒྠ࡜ᵝ࡟᪉ゝࡢ࡝࡞
ከᵝ࡞ኚ໬ࠊࡣࡢࡍ♧ࢆ⮬↛ゝㄒ࡛࠶る

ࡸඃຎࠊ࡟య⮬ࢀࡑゝㄒ↛⮬ࠋ↛えᙜࡺ

㞴᫆ᗘࡢᕪࡣᏑᅾࠋ࠸࡞ࡋ

• か࡚ࡘ౑ࡓ࠸࡚ࢀࢃゝㄒࡧࡼ࠾᪉ゝࠊࡸ
ᾘ⁛༴ᶵゝㄒ࡛ࠊࡶ࡚ࡗ࠶⌧௦ࡢ᪥ᮏ

ㄒ・᪥ᮏᡭヰྠ࡜ᵝࡃࡋ➼ࠊ࡟ゝㄒ科学

る学⾡ⓗ౯್ࡍ࡜♏ᇶࢆ ࠋるࡍ᭷ࢆ

自然言語はなぜከ様なのか
• ㄒᙡࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟♫఍ᩥ໬ⓗ⫼ᬒࡸఏ㐩
ேⅭⓗࠊࢀぢらࡀるኚ໬ࡼ࡟࡝࡞ⓗ┠ࡢ

ࠋる࠺ࡋᙳ㡪ࡀせᅉ࡞

• ௻ᅗ࡞ேⅭⓗࠊࡣ࡟ከᵝᛶࡢゝㄒࡋかࡋ
ࢽ࣑ࣗࢥࠊࡎらࢃかか࡟か࠺࡝るか࠶ࡀ

ࣛࣃ࡟≉ἲ㸦ᩥ࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞ୡ௦ࡸ࢕ࢸ

ࡋኚ໬࡟ከᵝࡀ➼㸧・ព࿡・㡢㡩ࢱ࣮࣓

ࠋるࡍᏑᅾࡶཎᅉ࡞科学ⓗ࠺࠸࡜る࠺

手話はୡ⏺ඹ㏻？

• 自然言語である㝈りは、㡢ኌ言語も、
手話言語も、同じඹ㏻の人間の言ⴥ

• ただし、㡢ኌ言語が地ᇦ（᪉言）や᫬
௦（ୡ௦）でኚ䜟る䜘うに、手話言語も

ከ様にኚ化する

• つ䜎り自然言語には、表㠃的に㏻じる
䜘うな「ඹ㏻語」はᏑᅾしない

言語獲得は「カ⦎」ではない

1. 乳幼児が自然に㌟につ䛡るのがẕ語

2. ẕ語の獲得に「ᩍ⫱䞉カ⦎」はᚲせない

3. 「ᅜ語」や「語Ꮫ」のᏛ⩦は言語獲得とู

4. ཱྀ話法䞉手指日本語䞉人ᕤෆ⪥の㝈⏺

5. ẕ語を㌟につ䛡ない㝈り、言語䝁䝭䝳䝙
䜿ーションにᑐする100%に㏆い☜ಙᗘ
は得られないー「ศかった䜅り」のⱞしさ

ろう児にᑐするᩍ⫱䜈のᥦ言

1. 言語⬟ຊの☜❧こそがၥ㢟解決の㘽

2. ろう児の思考言語として言語獲得がᚲせ

3. 言語の生得性にᇶ䛵䛟「自然⩦得」を

4. 手話をẕ語として獲得し、手話䜈の⩻ヂ

を㏻して書記日本語（➨஧言語）をᏛ⩦

5. 手話言語の㑅ᢥ⫥をᾘしてはならない
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GE Signa 3.0T

䠩䠮I ⿦⨨ 手話の⌮解もᕥ⬻ඃ఩手話の⌮解もᕥ⬻ඃ఩
⬻での文❶⌮解は手話と㡢ኌで完全に同じ

L

日本手話（Deaf + Coda）

日本語（AUD + A&V）

BrainBrain 128128, 1407, 1407-, 1407-1417 (2005)
ㄞ解୰ㄞ解୰ᯡ

文法୰
日本語（日本語（

文法୰ᯡ

脳ࠕࡢゝㄒᆅᅗࠖ

ScienceScience 310310, 815, 815-, 815-819 (2005)

᪥ᮏᡭヰࡼ࡟る༢ㄒ・ᩥ・఍ヰุ᩿ㄢ㢟

Front. Hum. Neurosci. 7, 681, 1-13 (2013)

Sentence Discourse

ゝㄒࣞ࡟ࣝ࣋ᛂࡓࡌᕥ๓㢌ⴥ࡛ࡢάືኚ໬

L. F3O

こめっこシンポジウム

言語獲得の側面から聞こえない
子どもたちの成長を考える

武居 渡
（金沢大学 人間社会研究域 学校教育系）

問題意識
• 手話口話論争からの脱却
→ 依然として人工内耳か手話かの二者択一

↓
手話も日本語も聞こえない子どもにとっては大切な言語
であるというところがスタート

• 第一言語の力が一定以上あれば、第二言語にプラスの
影響を与える（）

→ 第一言語と第二言語をそれぞれ客観的に評価し、そ
れに合わせた言語環境や話しかけ、支援をすることが重
要になる。

特殊教育学会（広島大会）自主シンポ

「手話言語のあふれる乳幼児期支援について考える」

における武居の指定討論での指摘

視点１：何をもって成果とするのか？

• 聴覚口話法、キュードスピーチ、バイリンガルなど、
様々な指導法が、教育者、医師、研究者、社会学者な
ど様々な立場からろう教育の成果として議論されてきた。

↓
何が問題か？

〇何をもって成果とするのかが立場によってまちまち。

• 発音明瞭度（発信）や語音明瞭度（受信）
• t/^�の言語性知能（言語理解指標）のスコア
• 日本語を読む力や書く力
• 手話力
• 友達とのやり取りの深さやコミュニケーション
• 自己肯定感や自己効力感

どれも間違いではな
いが、聞こえない子
どもの幸せを規定す
る唯一の尺度もない。

視点２：こめっこが大切にしている成
果を客観的なデータで表現する。

〇 最もよくない例は、^ƚĂƌ WĂƚŝĞŶƚの姿を示し、指導を受ければ
みんながこうなれると説明する。

↓
〇 保護者に選んでもらえるこめっこになるには、こめっこの子
どもたちの成果を客観的なデータで示していくことが不可欠。特
に卒業（？）後の追跡をしていくことが重要。

１）手話力：手話評価法の開発とデータの蓄積

２）日本語力：追跡して日本語力のデータを集める

３）保護者：アンケート クレームは最大の栄養

４）自己肯定感：質問紙とインタビュー

言語を階層的に評価する
〇 手話と日本語それぞれについて、少なくとも語彙と
文法については評価する必要がある。
〇 コミュニケーションについては、言語の種類に関わ
らず、やり取りする力を評価する。

手話 日本語

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）
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䠩䠮I ⿦⨨ 手話の⌮解もᕥ⬻ඃ఩
⬻での文❶⌮解は手話と㡢ኌで完全に同じ

L

日本手話（Deaf + Coda）

日本語（AUD + A&V）

Brain 128, 1407-1417 (2005)
ㄞ解୰ᯡ

文法୰ᯡ

脳ࠕࡢゝㄒᆅᅗࠖ

Science 310, 815-819 (2005)

᪥ᮏᡭヰࡼ࡟る༢ㄒ・ᩥ・఍ヰุ᩿ㄢ㢟

Front. Hum. Neurosci. 7, 681, 1-13 (2013)

Sentence Discourse

ゝㄒࣞ࡟ࣝ࣋ᛂࡓࡌᕥ๓㢌ⴥ࡛ࡢάືኚ໬

L. F3O

こめっこシンポジウム

言語獲得の側面から聞こえない
子どもたちの成長を考える

武居 渡
（金沢大学 人間社会研究域 学校教育系）

問題意識
• 手話口話論争からの脱却
→ 依然として人工内耳か手話かの二者択一

↓
手話も日本語も聞こえない子どもにとっては大切な言語
であるというところがスタート

• 第一言語の力が一定以上あれば、第二言語にプラスの
影響を与える（）

→ 第一言語と第二言語をそれぞれ客観的に評価し、そ
れに合わせた言語環境や話しかけ、支援をすることが重
要になる。

特殊教育学会（広島大会）自主シンポ

「手話言語のあふれる乳幼児期支援について考える」

における武居の指定討論での指摘

視点１：何をもって成果とするのか？

• 聴覚口話法、キュードスピーチ、バイリンガルなど、
様々な指導法が、教育者、医師、研究者、社会学者な
ど様々な立場からろう教育の成果として議論されてきた。

↓
何が問題か？

〇何をもって成果とするのかが立場によってまちまち。

• 発音明瞭度（発信）や語音明瞭度（受信）
• t/^�の言語性知能（言語理解指標）のスコア
• 日本語を読む力や書く力
• 手話力
• 友達とのやり取りの深さやコミュニケーション
• 自己肯定感や自己効力感

どれも間違いではな
いが、聞こえない子
どもの幸せを規定す
る唯一の尺度もない。

視点２：こめっこが大切にしている成
果を客観的なデータで表現する。

〇 最もよくない例は、^ƚĂƌ WĂƚŝĞŶƚの姿を示し、指導を受ければ
みんながこうなれると説明する。

↓
〇 保護者に選んでもらえるこめっこになるには、こめっこの子
どもたちの成果を客観的なデータで示していくことが不可欠。特
に卒業（？）後の追跡をしていくことが重要。

１）手話力：手話評価法の開発とデータの蓄積

２）日本語力：追跡して日本語力のデータを集める

３）保護者：アンケート クレームは最大の栄養

４）自己肯定感：質問紙とインタビュー

言語を階層的に評価する
〇 手話と日本語それぞれについて、少なくとも語彙と
文法については評価する必要がある。
〇 コミュニケーションについては、言語の種類に関わ
らず、やり取りする力を評価する。

手話 日本語

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

【資料①　話題提供②】

1

3

5

2

4

6
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ᶅ手話語ኰを評価する
①手話語彙 ②日本語語彙

③手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

• 日本語語彙のೋҝౕと手話語彙のೋҝౕのҩい
ྭ） ʰึ௎حʱ ʰラζΨʱ ʰ͕かっͼʱ

→ ֦手話語彙のೋҝౕを଎定する必要がある。
→ ΢άϨス手話の৖合

• 手話のࣺ଀੓の໲ୌ
→ ೋҝౕのఁい語彙Άどࣺ଀੓が߶い
ྭ） Ϩンβ ώψψ ϋコ ऄ Պ
→ ֦手話語彙のࣺ଀੓ಚ఼をࢋड़し、ࣺ଀੓のఁい語彙
をܻ࢙語として࢘用する必要がある。

手話൝ֈժ語彙ࠬݗのࡠ੔はとりあえずฯཻʀʀʀ

ೖຌ手話൝
語ኰླྀை੓ࠬݗ

①手話語彙 ②日本語語彙

③手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

̏෾間にড়݇に合ったୱ語をड़པるͫけଡく྽ڏするқັΩτβϨーླྀை
੓՟ୌ、ಝ定の文࣊から࢟Ήるୱ語をで͘るͫけଡく口ಆで྽ڏする文࣊
ླྀை੓՟ୌからߑ੔͠れている。

නड़語彙の౺ୣౕ（सಚౕ）を評価することがで͘る。

䜹䝔䝂リーὶᬸ性᳨ᰝ 音㡩ὶᬸ性᳨ᰝ

Yϭ ⫋業のྡ๓ Yϭ 䛂䛒䛃からጞまる言ⴥ

YϮ ື≀のྡ๓ YϮ 䛂か䛃からጞまる言ⴥ

Yϯ ス䝫ー䝒のྡ๓ Yϯ 䛂し䛃からጞまる言ⴥ

手話の場ྜは？
䜹䝔䝂リーὶᬸ性᳨ᰝは䛭のまま౑える。

ᩥᏐὶᬸ性᳨ᰝはᕤኵがᚲ要。

ೖຌ手話൝
語ኰླྀை੓ࠬݗ

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

課題例 該当する手話単語

৮ۂ ʽҫࢥʾʽࢥޤ؅ʾʽޮແҽʾʽ会社ҽʾʽ大工ʾなど

ಊ෼ ʽݚʾʽϋコʾʽΤγάʾʽラ΢ΨンʾʽμΤʾなど

スϛーς ʽ୐ځʾʽγρΩーʾʽ໼ځʾʽスΫーʾʽौಕʾなど

৒り෼ ʽుऄʾʽώスʾʽऄʾʽඊؽߨʾʽ઩ʾなど

৯ ʽ੼ʾʽ੪ʾʽԭ৯ʾʽྚʾʽϒンέʾなど

手話൝ΩτβϨーླྀை੓՟ୌ

〇 ΩτβϨーླྀை੓ࠬݗはخ本的には日本語൝をそのΉΉ࢘える

ೖຌ手話൝
語ኰླྀை੓ࠬݗ

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

課題例 該当する手話単語
人͠しͫࢨけでࡠられる手
話ୱ語

ʽ໎日ʾʽけΞかʾʽ༣΁ʾʽѳいʾʽӗʾなど

人͠しࢨと஦ࢨを৵ばした
手ܗを࢘う手話ୱ語

ʽ݀Όるʾʽ会社ʾʽ߶校ʾʽࢆേʾʽনʾなど

ྈ手の手ܗがҡなる手話ୱ
語

ʽ໌઴ʾʽౣʾʽഛうʾʽ৖合ʾʽѬஎʾなど

手とاがંৰする手話ୱ語 ʽࢧうʾʽΉずいʾʽรʾʽۦ手ʾʽබـʾなど

ྈ手がಋͣಊ͘をする手話
ୱ語

ʽ手話ʾʽ׈ಊʾʽώスʾʽ໨ʾʽऄʾなど

Խӈླྀை੓՟ୌ
〇 文࣊のେわりに手話のԽӈにかかわる՟ୌをࡠ੔。

ᶆ手話ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

日本手話ᩥ法理解䝔スト

ᶆ手話ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

日本手話ᩥ法理解䝔スト
１１のᩥ法観点

ᩘ

ྰ定

ືモのᒅᢡ

✵間ືモ

SASS
Handle

ព࿡㢮㎡

䝻ールシ䝣ト

指さし

NMS
アス䝨クト

１ ２

３

ᶆ手話ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

ᑐ㇟ඣのᅇ⟅ 点数 ᩘ ྰ定 ᒅᢡ ✵間ືモ 䠯䠝䠯䠯 䠤䠝䠪䠠䠨䠡 ព࿡㢮㎡ 䝻ールシ䝣ト 指ᕪし 䠪䠩䠯 アス䝨クト

問題䚷１ 2 1 1 1 1
問題䚷２ 3 1 1 1 1
問題䚷３ 3 1 1
問題䚷４ 1 1 1
問題䚷䠑 2 1 1
問題䚷䠒 1 1 1
問題䚷䠓 3 1 1
問題䚷䠔 1 1 1 1
問題䚷䠕 4 1 1 1
問題䚷１䠌 1 0 0 0
問題䚷１１ 2 1 1 1 1
問題䚷１２ 3 1 1
問題䚷１３ 3 1 1
問題䚷１４ 1 1 1
問題䚷１䠑 3 1 1
問題䚷１䠒 3 0 0 0
問題䚷１䠓 4 1 1
問題䚷１䠔 3 1 1 1 1
問題䚷１䠕 2 1 1
問題䚷２䠌 1 1 1
問題䚷２１ 1 1 1
問題䚷２２ 2 1 1 1
問題䚷２３ 4 1 1
問題䚷２４ 4 1 1 1 1
問題䚷２䠑 2 1 1
問題䚷２䠒 4 1 1 1
問題䚷２䠓 2 1 1 1
問題䚷２䠔 2 1 1
問題䚷２䠕 4 1 1 1
問題䚷３䠌 1 1 1 1
問題䚷３１ 2 0 0
問題䚷３２ 2 1 1 1
問題䚷３３ 2 1 1
問題䚷３４ 2 1 1
問題䚷３䠑 2 0 0 0
問題䚷３䠒 4 0 0 0
問題䚷３䠓 1 0 0
問題䚷３䠔 4 1 1
問題䚷３䠕 2 1 1
問題䚷４䠌 2 1 1
問題䚷４１ 1 1 1 1
問題䚷４２ 2 1 1 0
問題䚷４３ 3 0 0
問題䚷４４ 4 1 1
問題䚷４䠑 2 1 1
問題䚷４䠒 3 1 1
問題䚷４䠓 3 1 1 1

ྜィᚓ点 40 8 10 4 10 5 4 9 2 3 3 2

ṇ解⋡ 85% 89% 100% 100% 67% 100% 67% 100% 67% 75% 60% 100%

ᑐ㇟ඣのẶྡ：䕿䕿䕿䕿 学ᖺ：㻠ᖺ

ᶇೖຌ語語ኰを評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

ֈժ語ኰ൅ୣࠬݗ
Picture Vocabulary Test Revised ;PVT-R (৏໼ら, 2008)

本的な語ኰ͹ཀྵմྙをخ
଎定するࠬݗ。

[๏法] ΩτβϨーがҡ
なる4ທのֈΩーχからɾ
ఆࣖ͠れたୱ語に֚౲
するֈの͠ࢨしをٽΌる。

ᶈೖຌ語ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

:�K^^ʁ日本語文法ཀྵմτスト
̐෨ߑ੔からなるқັと౹語のཀྵմτスト
̏෨ʁ̐෨で࢘う語彙のοΥρέ
̐෨ʁ̐̎ϔϫρέ̖̎໲からなるτスト
Aʁ໌ࢼ ̟ʁ̯ͫけでなく̰も ̦ʁक෨र২（ࠪ෾ܗࢮ）
Bʁܙ༲ࢼ ̠ʁ̯ͫが̰はͬがう ̧ʁ෵਼ܙ
Cʁಊࢼ ̡ʁҒ஖ࢼ ̨ʁफ़෨र২
̛ʁ̐要ો݃合文 ̢ʁ਼ࢼ ̩ʁ֪ঁࢼ
̜ʁ൳定文 ̣ʁणಊ文 ̪ʁଡ要ો݃合論文
̝ʁ̑要ો݃合文 ̤ʁ̯も̰もͬがう ̫ʁक෨र২（஦ԟດܗࠒ）
̞ʁ஖׷Ն೵文 ̥ʁർֳනݳ

ᶉαϝϣωίʖシϥンの
ྙを評価する

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

〇 手話か日本語かにかかわらず、コミュニケーションが੔ཱི
するかどうかを評価。

→ 㘦かれたことにଲしてన切に౶える力
→ ෼ࣆを言語（手話ʙ日本語）でઈ໎する力
→ 一࿊の஌話をཀྵմし、ࣙ෾の言語（手話ʙ日本語）でߑ࠸
஛する力

↓
このΓうな力をどのΓうに評価するか。

࣯໲Ԣ౶関ࠬݗܐ（ࠦ஝らɾϭϵϵϳ）が
そのニーθにこたえてくれるのではʃ

質問䠉ᛂ⟅㛵ಀ᳨ᰝ（బ➉ら, 1997）

ᐇ㝿の質問䠉ᛂ⟅コミュニケーション場㠃に㏆い≧ἣでのやりと
り様子からコミュニケーション能力を評価するための᳨ᰝ

[ᑐ㇟] ඲ဨ（４ṓ䡚䠒ᖺ⏕）

[᪉法] 日ᖖ的質問、な䛮な䛮、௬定、㢮ᴫᛕ、語⩏説明、

理⏤、説明、⣔ิ⤮、≀語の説明、

ᩥ❶の聴理解に䛴いての表ฟをồめる

䈜 な䛮な䛮、語⩏説明、ᩥ❶の聴理解などは、手話でᐇ᪋する
場ྜの㓄៖がᚲ要

䊻 ௒後の᳨ウㄢ題

Ґ৏をΉͳめるͳ
〇 以Ծのϱつのࠬݗをຘ೧ϭյずつࣰࢬし、ܨ೧的รԿ
を௧੽する。
〇 ௗغ的なࢻ఼から手話と日本語の力を֮೟していく。

手話 日本語

①手話語彙
手話൝語彙ླྀை੓ࠬݗ

③日本語語彙
ֈժ語彙ࠬݗ

②手話文法
日本手話文法ཀྵմτスト

④日本語文法
:͘�K^^

⑤コミュニケーション（語用）
࣯໲Ԣ౶関ࠬݗܐ（手話ʙ日本語）

7

9

11

8

10

12
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ᶅ手話語ኰを評価する
①手話語彙 ②日本語語彙

③手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

• 日本語語彙のೋҝౕと手話語彙のೋҝౕのҩい
ྭ） ʰึ௎حʱ ʰラζΨʱ ʰ͕かっͼʱ

→ ֦手話語彙のೋҝౕを଎定する必要がある。
→ ΢άϨス手話の৖合

• 手話のࣺ଀੓の໲ୌ
→ ೋҝౕのఁい語彙Άどࣺ଀੓が߶い
ྭ） Ϩンβ ώψψ ϋコ ऄ Պ
→ ֦手話語彙のࣺ଀੓ಚ఼をࢋड़し、ࣺ଀੓のఁい語彙
をܻ࢙語として࢘用する必要がある。

手話൝ֈժ語彙ࠬݗのࡠ੔はとりあえずฯཻʀʀʀ

ೖຌ手話൝
語ኰླྀை੓ࠬݗ

①手話語彙 ②日本語語彙

③手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

̏෾間にড়݇に合ったୱ語をड़པるͫけଡく྽ڏするқັΩτβϨーླྀை
੓՟ୌ、ಝ定の文࣊から࢟Ήるୱ語をで͘るͫけଡく口ಆで྽ڏする文࣊
ླྀை੓՟ୌからߑ੔͠れている。

නड़語彙の౺ୣౕ（सಚౕ）を評価することがで͘る。

䜹䝔䝂リーὶᬸ性᳨ᰝ 音㡩ὶᬸ性᳨ᰝ

Yϭ ⫋業のྡ๓ Yϭ 䛂䛒䛃からጞまる言ⴥ

YϮ ື≀のྡ๓ YϮ 䛂か䛃からጞまる言ⴥ

Yϯ ス䝫ー䝒のྡ๓ Yϯ 䛂し䛃からጞまる言ⴥ

手話の場ྜは？
䜹䝔䝂リーὶᬸ性᳨ᰝは䛭のまま౑える。

ᩥᏐὶᬸ性᳨ᰝはᕤኵがᚲ要。

ೖຌ手話൝
語ኰླྀை੓ࠬݗ

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

課題例 該当する手話単語

৮ۂ ʽҫࢥʾʽࢥޤ؅ʾʽޮແҽʾʽ会社ҽʾʽ大工ʾなど

ಊ෼ ʽݚʾʽϋコʾʽΤγάʾʽラ΢ΨンʾʽμΤʾなど

スϛーς ʽ୐ځʾʽγρΩーʾʽ໼ځʾʽスΫーʾʽौಕʾなど

৒り෼ ʽుऄʾʽώスʾʽऄʾʽඊؽߨʾʽ઩ʾなど

৯ ʽ੼ʾʽ੪ʾʽԭ৯ʾʽྚʾʽϒンέʾなど

手話൝ΩτβϨーླྀை੓՟ୌ

〇 ΩτβϨーླྀை੓ࠬݗはخ本的には日本語൝をそのΉΉ࢘える

ೖຌ手話൝
語ኰླྀை੓ࠬݗ

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

課題例 該当する手話単語
人͠しͫࢨけでࡠられる手
話ୱ語

ʽ໎日ʾʽけΞかʾʽ༣΁ʾʽѳいʾʽӗʾなど

人͠しࢨと஦ࢨを৵ばした
手ܗを࢘う手話ୱ語

ʽ݀Όるʾʽ会社ʾʽ߶校ʾʽࢆേʾʽনʾなど

ྈ手の手ܗがҡなる手話ୱ
語

ʽ໌઴ʾʽౣʾʽഛうʾʽ৖合ʾʽѬஎʾなど

手とاがંৰする手話ୱ語 ʽࢧうʾʽΉずいʾʽรʾʽۦ手ʾʽබـʾなど

ྈ手がಋͣಊ͘をする手話
ୱ語

ʽ手話ʾʽ׈ಊʾʽώスʾʽ໨ʾʽऄʾなど

Խӈླྀை੓՟ୌ
〇 文࣊のେわりに手話のԽӈにかかわる՟ୌをࡠ੔。

ᶆ手話ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

日本手話ᩥ法理解䝔スト

ᶆ手話ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

日本手話ᩥ法理解䝔スト
１１のᩥ法観点

ᩘ

ྰ定

ືモのᒅᢡ

✵間ືモ

SASS
Handle

ព࿡㢮㎡

䝻ールシ䝣ト

指さし

NMS
アス䝨クト

１ ２

３

ᶆ手話ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

ᑐ㇟ඣのᅇ⟅ 点数 ᩘ ྰ定 ᒅᢡ ✵間ືモ 䠯䠝䠯䠯 䠤䠝䠪䠠䠨䠡 ព࿡㢮㎡ 䝻ールシ䝣ト 指ᕪし 䠪䠩䠯 アス䝨クト

問題䚷１ 2 1 1 1 1
問題䚷２ 3 1 1 1 1
問題䚷３ 3 1 1
問題䚷４ 1 1 1
問題䚷䠑 2 1 1
問題䚷䠒 1 1 1
問題䚷䠓 3 1 1
問題䚷䠔 1 1 1 1
問題䚷䠕 4 1 1 1
問題䚷１䠌 1 0 0 0
問題䚷１１ 2 1 1 1 1
問題䚷１２ 3 1 1
問題䚷１３ 3 1 1
問題䚷１４ 1 1 1
問題䚷１䠑 3 1 1
問題䚷１䠒 3 0 0 0
問題䚷１䠓 4 1 1
問題䚷１䠔 3 1 1 1 1
問題䚷１䠕 2 1 1
問題䚷２䠌 1 1 1
問題䚷２１ 1 1 1
問題䚷２２ 2 1 1 1
問題䚷２３ 4 1 1
問題䚷２４ 4 1 1 1 1
問題䚷２䠑 2 1 1
問題䚷２䠒 4 1 1 1
問題䚷２䠓 2 1 1 1
問題䚷２䠔 2 1 1
問題䚷２䠕 4 1 1 1
問題䚷３䠌 1 1 1 1
問題䚷３１ 2 0 0
問題䚷３２ 2 1 1 1
問題䚷３３ 2 1 1
問題䚷３４ 2 1 1
問題䚷３䠑 2 0 0 0
問題䚷３䠒 4 0 0 0
問題䚷３䠓 1 0 0
問題䚷３䠔 4 1 1
問題䚷３䠕 2 1 1
問題䚷４䠌 2 1 1
問題䚷４１ 1 1 1 1
問題䚷４２ 2 1 1 0
問題䚷４３ 3 0 0
問題䚷４４ 4 1 1
問題䚷４䠑 2 1 1
問題䚷４䠒 3 1 1
問題䚷４䠓 3 1 1 1

ྜィᚓ点 40 8 10 4 10 5 4 9 2 3 3 2

ṇ解⋡ 85% 89% 100% 100% 67% 100% 67% 100% 67% 75% 60% 100%

ᑐ㇟ඣのẶྡ：䕿䕿䕿䕿 学ᖺ：㻠ᖺ

ᶇೖຌ語語ኰを評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

ֈժ語ኰ൅ୣࠬݗ
Picture Vocabulary Test Revised ;PVT-R (৏໼ら, 2008)

本的な語ኰ͹ཀྵմྙをخ
଎定するࠬݗ。

[๏法] ΩτβϨーがҡ
なる4ທのֈΩーχからɾ
ఆࣖ͠れたୱ語に֚౲
するֈの͠ࢨしをٽΌる。

ᶈೖຌ語ช๑を評価する
①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

:�K^^ʁ日本語文法ཀྵմτスト
̐෨ߑ੔からなるқັと౹語のཀྵմτスト
̏෨ʁ̐෨で࢘う語彙のοΥρέ
̐෨ʁ̐̎ϔϫρέ̖̎໲からなるτスト
Aʁ໌ࢼ ̟ʁ̯ͫけでなく̰も ̦ʁक෨र২（ࠪ෾ܗࢮ）
Bʁܙ༲ࢼ ̠ʁ̯ͫが̰はͬがう ̧ʁ෵਼ܙ
Cʁಊࢼ ̡ʁҒ஖ࢼ ̨ʁफ़෨र২
̛ʁ̐要ો݃合文 ̢ʁ਼ࢼ ̩ʁ֪ঁࢼ
̜ʁ൳定文 ̣ʁणಊ文 ̪ʁଡ要ો݃合論文
̝ʁ̑要ો݃合文 ̤ʁ̯も̰もͬがう ̫ʁक෨र২（஦ԟດܗࠒ）
̞ʁ஖׷Ն೵文 ̥ʁർֳනݳ

ᶉαϝϣωίʖシϥンの
ྙを評価する

①手話語彙 ③日本語語彙

②手話文法 ④日本語文法

⑤コミュニケーション（語用）

〇 手話か日本語かにかかわらず、コミュニケーションが੔ཱི
するかどうかを評価。

→ 㘦かれたことにଲしてన切に౶える力
→ ෼ࣆを言語（手話ʙ日本語）でઈ໎する力
→ 一࿊の஌話をཀྵմし、ࣙ෾の言語（手話ʙ日本語）でߑ࠸
஛する力

↓
このΓうな力をどのΓうに評価するか。

࣯໲Ԣ౶関ࠬݗܐ（ࠦ஝らɾϭϵϵϳ）が
そのニーθにこたえてくれるのではʃ

質問䠉ᛂ⟅㛵ಀ᳨ᰝ（బ➉ら, 1997）

ᐇ㝿の質問䠉ᛂ⟅コミュニケーション場㠃に㏆い≧ἣでのやりと
り様子からコミュニケーション能力を評価するための᳨ᰝ

[ᑐ㇟] ඲ဨ（４ṓ䡚䠒ᖺ⏕）

[᪉法] 日ᖖ的質問、な䛮な䛮、௬定、㢮ᴫᛕ、語⩏説明、

理⏤、説明、⣔ิ⤮、≀語の説明、

ᩥ❶の聴理解に䛴いての表ฟをồめる

䈜 な䛮な䛮、語⩏説明、ᩥ❶の聴理解などは、手話でᐇ᪋する
場ྜの㓄៖がᚲ要

䊻 ௒後の᳨ウㄢ題

Ґ৏をΉͳめるͳ
〇 以Ծのϱつのࠬݗをຘ೧ϭյずつࣰࢬし、ܨ೧的รԿ
を௧੽する。
〇 ௗغ的なࢻ఼から手話と日本語の力を֮೟していく。

手話 日本語

①手話語彙
手話൝語彙ླྀை੓ࠬݗ

③日本語語彙
ֈժ語彙ࠬݗ

②手話文法
日本手話文法ཀྵմτスト

④日本語文法
:͘�K^^

⑤コミュニケーション（語用）
࣯໲Ԣ౶関ࠬݗܐ（手話ʙ日本語）
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大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

きこえない子どもたちのことばと育ち

心理発達（人格形成）の視点から考える

神戸大学 河﨑佳子

• 手話は言語ではない。言語を習得するためには、聴覚口話法による日本語
習得が欠かせない。

• 乳幼児期に手話に出会うと、安易なコミュニケーションに惑わされ、日本
語を適正に習得できなくなる。

• 発達、学習を促すためには日本語を習得するのが先決。

• 手話を習得しても、発達は十分に進まない。

• 手話でのコミュニケーションは、愛着形成において重要ではない。

従来の手話に関する考え方

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 2

手話という自然獲得言語（母語）を遠ざけられた子どもたち

生活言語を奪われた子どもたちとその家族 茶の間の孤独

日本語力が発達評価や学力評価の全指標に･･･

きこえない子どもたちの心理発達に多大なる負担（河﨑 2004）

親子関係（愛着形成） 理解力・社会性等の発達

学習 アイデンティティ形成 自尊感情 対人関係･･･

そうした考え方の影響下で

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 3

積み残された発達上の課題が、思春期以降に表面化

対人関係困難ひきこもり

症状化（うつ，神経症，心身症など）

行動化の大きさ（暴力、自傷行為、遁走etc.）

こころの叫び 「お願いだから、わかって!!」

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 4

支援において、手話がもたらした発達の質的変化

◎コミュニケーションにおける

同時性相互性対等性効率性 を保障する （河﨑 2015)

◎ことばの「形」ではなく「意味」に集中できる言語使用（古石 2018）

◎映像記憶の想起 映像思考の活性化

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 5

論理的思考の可能性を広げる

「より深い理解」

感情体験を可能にする

「真のかかわり合い」

◎障害認識の難しさ ～本人も家族も社会も～

☆ きこえる時と、きこえない時のある人々

☆ 努力しなければ存在しない音声言語

◎自尊感情の傷つきとその曖昧化

◎軽・中等度難聴者の手話との出会い

「全部わかる」を知る驚き！ ⇒ アイデンティティとの関係

ことばの「意味」に集中できる ⇒ あふれ出す感情

心の低温火傷

軽・中等度難聴児の心理発達と手話

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 6

ここでさらに

ʴ߻ϋ᎚ᘺဇにợẾềẆ᣻ࡇᩊᎮδờ

᠉ὉɶሁࡇᩊᎮἾἫἽỉẨこảử˳᬴ẴỦẇ

᪦٣ᚕᛖử፼ࢽẲẆӝᛅửဇẟẺဃ෇ởܖ፼

ửႸਦẲềẟẪẇẻầẆͤᎮᎍểӷẳợạにỊ

ẐẨこảễẟẑנ܍でẝỦʙܱỊếỀẪὉὉὉ
2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϳ

きこえない人々は、「Ⴘでဃきる」人々

ͤ聴者と同ẳには「きこえない」存在として঺ᧈする܇どもたẼ

・ऒをするようにλってくる「ことば」との出会いの大Џさ

・「全部わかる」体験をしてこそ知る、「わからない」自ᙾの大Џさ

手話言語ྒࢽ፼ࢽ支援ʙಅ「こỜっこ」

その能力をஇ大ᨂにࡽき出すたỜに、

手話のあふれるଔ期支援をܱྵし、ၲᏋ・૙Ꮛにつなげたいẇ

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϴ

<心理発達ศ㔝>研究の┠ⓗ

発達早期に家族とともに手話言語のあふれる支援の場に

出会い、手話を獲得・習得して成長する子どもたちの力

を、複数の発達ラインからとらえる縦断的研究を行い、

その発達モデルを明らかにする。

䖩心理発達ศ㔝の研究䛿䚸᪩ᮇᨭ᥼活ືと⾲⿬୍య

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϵ

䛂こ䜑䛳こ䛃の᪩ᮇᨭ᥼が┠指すもの

親子で手話にฟ会䛳䛶䚸愛着形成

䝛イティ䝤䝃イ䝘䞊にฟ会䛳䛶䚸手話言語の自然獲得

䛂人とかかわる⬟力䛃に䛴い䛶の☜ಙを育䜐

ಙ㢗感 心理ⓗにᏳ全な⎔ቃ

自ᚊ性 わかる自ศ䠋できる自ศ

ዲወ心 Ᏻ心し䛶᥈⣴にฟかけられる力（✚ᴟ性）

手話での㇏かなかかわ䜚䛿䚸᥈⣴・᧯స・社会性・理解など䚸

」ᩘの発達䝷インを่⃭し䚸┦஌ຠᯝをもたらす

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ0

手話言語獲得ᨭ᥼

• 、ではなくئどもたẼに手話を૙える܇
をૢえるẇؾできる࿢ࢽどもたẼが手話を൐語として自໱ྒ܇

• 「ᙸなさい」とは言わẵ、ؕ本的に自ဌẇ
思わẵᙸてしộう表ྵ、ởりとり、ᢂびをپ߻するẇ

• Ⴘ೅ ൢがついたら、手話していộしたẇ手話ᛠみӕっていộすẇ

！Ữでもいないのにദしい手話૨ඥで手話していộしたܖ

対面支援はᾀ～ᾁׅ/ᡵ + ൑ଐの動ဒᣐ̮

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭϭ

研究方ἲ

・ણ৿ৎの௴௄ ৳૧঻षの聴き਄ॉعୃڬقৰ઱ك
発達ਫ਼ਪ؞

ஸஹ؞ഏหૄ乳幼児ಖઋ発達ਫ਼ਪعୃڬق಺学ৰ઱ك
S-M঺会েણચৡਫ਼ਪقফশ幼児؞಺学ႃعৰ઱ك
発達ਫ਼ਪૄۀ كৰ઱عୃگق

كਫ਼ୈরقの৶૛ୖ਻ਫ਼ਪੱ؞
੒৒قਫ਼ਪكযતقਙત؞ ৵学ૅর学ফਰఋك

PF५ॱॹॕॸ५ॺق฻઺ඟ੷ਂ௥ॸ५ॺك
児ญ৷༧ஆ૎Ⴣ২ なन

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ2

【資料①　話題提供③】

1

3

5

2

4

6
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大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

きこえない子どもたちのことばと育ち

心理発達（人格形成）の視点から考える

神戸大学 河﨑佳子

• 手話は言語ではない。言語を習得するためには、聴覚口話法による日本語
習得が欠かせない。

• 乳幼児期に手話に出会うと、安易なコミュニケーションに惑わされ、日本
語を適正に習得できなくなる。

• 発達、学習を促すためには日本語を習得するのが先決。

• 手話を習得しても、発達は十分に進まない。

• 手話でのコミュニケーションは、愛着形成において重要ではない。

従来の手話に関する考え方

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 2

手話という自然獲得言語（母語）を遠ざけられた子どもたち

生活言語を奪われた子どもたちとその家族 茶の間の孤独

日本語力が発達評価や学力評価の全指標に･･･

きこえない子どもたちの心理発達に多大なる負担（河﨑 2004）

親子関係（愛着形成） 理解力・社会性等の発達

学習 アイデンティティ形成 自尊感情 対人関係･･･

そうした考え方の影響下で

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 3

積み残された発達上の課題が、思春期以降に表面化

対人関係困難ひきこもり

症状化（うつ，神経症，心身症など）

行動化の大きさ（暴力、自傷行為、遁走etc.）

こころの叫び 「お願いだから、わかって!!」

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 4

支援において、手話がもたらした発達の質的変化

◎コミュニケーションにおける

同時性相互性対等性効率性 を保障する （河﨑 2015)

◎ことばの「形」ではなく「意味」に集中できる言語使用（古石 2018）

◎映像記憶の想起 映像思考の活性化

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 5

論理的思考の可能性を広げる

「より深い理解」

感情体験を可能にする

「真のかかわり合い」

◎障害認識の難しさ ～本人も家族も社会も～

☆ きこえる時と、きこえない時のある人々

☆ 努力しなければ存在しない音声言語

◎自尊感情の傷つきとその曖昧化

◎軽・中等度難聴者の手話との出会い

「全部わかる」を知る驚き！ ⇒ アイデンティティとの関係

ことばの「意味」に集中できる ⇒ あふれ出す感情

心の低温火傷

軽・中等度難聴児の心理発達と手話

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） 6

ここでさらに

ʴ߻ϋ᎚ᘺဇにợẾềẆ᣻ࡇᩊᎮδờ
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᪦٣ᚕᛖử፼ࢽẲẆӝᛅửဇẟẺဃ෇ởܖ፼

ửႸਦẲềẟẪẇẻầẆͤᎮᎍểӷẳợạにỊ
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2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϳ

きこえない人々は、「Ⴘでဃきる」人々

ͤ聴者と同ẳには「きこえない」存在として঺ᧈする܇どもたẼ

・ऒをするようにλってくる「ことば」との出会いの大Џさ

・「全部わかる」体験をしてこそ知る、「わからない」自ᙾの大Џさ

手話言語ྒࢽ፼ࢽ支援ʙಅ「こỜっこ」

その能力をஇ大ᨂにࡽき出すたỜに、

手話のあふれるଔ期支援をܱྵし、ၲᏋ・૙Ꮛにつなげたいẇ

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϴ

<心理発達ศ㔝>研究の┠ⓗ

発達早期に家族とともに手話言語のあふれる支援の場に

出会い、手話を獲得・習得して成長する子どもたちの力

を、複数の発達ラインからとらえる縦断的研究を行い、

その発達モデルを明らかにする。

䖩心理発達ศ㔝の研究䛿䚸᪩ᮇᨭ᥼活ືと⾲⿬୍య

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϵ

䛂こ䜑䛳こ䛃の᪩ᮇᨭ᥼が┠指すもの

親子で手話にฟ会䛳䛶䚸愛着形成

䝛イティ䝤䝃イ䝘䞊にฟ会䛳䛶䚸手話言語の自然獲得

䛂人とかかわる⬟力䛃に䛴い䛶の☜ಙを育䜐

ಙ㢗感 心理ⓗにᏳ全な⎔ቃ

自ᚊ性 わかる自ศ䠋できる自ศ

ዲወ心 Ᏻ心し䛶᥈⣴にฟかけられる力（✚ᴟ性）

手話での㇏かなかかわ䜚䛿䚸᥈⣴・᧯స・社会性・理解など䚸

」ᩘの発達䝷インを่⃭し䚸┦஌ຠᯝをもたらす

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ0

手話言語獲得ᨭ᥼

• 、ではなくئどもたẼに手話を૙える܇
をૢえるẇؾできる࿢ࢽどもたẼが手話を൐語として自໱ྒ܇

• 「ᙸなさい」とは言わẵ、ؕ本的に自ဌẇ
思わẵᙸてしộう表ྵ、ởりとり、ᢂびをپ߻するẇ

• Ⴘ೅ ൢがついたら、手話していộしたẇ手話ᛠみӕっていộすẇ

！Ữでもいないのにദしい手話૨ඥで手話していộしたܖ

対面支援はᾀ～ᾁׅ/ᡵ + ൑ଐの動ဒᣐ̮

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭϭ

研究方ἲ

・ણ৿ৎの௴௄ ৳૧঻षの聴き਄ॉعୃڬقৰ઱ك
発達ਫ਼ਪ؞

ஸஹ؞ഏหૄ乳幼児ಖઋ発達ਫ਼ਪعୃڬق಺学ৰ઱ك
S-M঺会েણચৡਫ਼ਪقফশ幼児؞಺学ႃعৰ઱ك
発達ਫ਼ਪૄۀ كৰ઱عୃگق

كਫ਼ୈরقの৶૛ୖ਻ਫ਼ਪੱ؞
੒৒قਫ਼ਪكযતقਙત؞ ৵学ૅর学ফਰఋك

PF५ॱॹॕॸ५ॺق฻઺ඟ੷ਂ௥ॸ५ॺك
児ญ৷༧ஆ૎Ⴣ২なन

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ2
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発達᳨ᰝと㡿ᇦ

ஸஹ؞ഏหૄ乳幼児ಖઋ発達ਫ਼ਪ
ᢃ動὾੕ኧ・દ˺὾社会὾ဃ活὾理解・言語

S-M঺会েણચৡਫ਼ਪ
身ᡀ自ᇌ὾ᆆ動὾˺ಅ὾コミュニケーション὾集ׇӋь὾自ࠁ⤫ไ

発達ਫ਼ਪૄۀ
Ѭ・ᢃ動὾認知・ᢘࣖ὾言語・社会ۋ

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ3

ẖᅇの活ືをと䛚したẼ䛵きと

情ሗのඹ᭷

ಖㆤ⪅からのሗ࿌のඹ᭷

ヲ⣽なグ㘓

㉁ၥ⣬᳨ᰝ㸸⌮ゎ࣭ゝㄒ࣭ࢽ࣑ࣗࢥ
手話ࠊࡣ┠る㡯࠿࠿に➼ࣥࣙࢩ࣮ࢣ
࡛の⌮ゎࡸ⾲ฟࠊ手話ゝㄒのⓎ㐩に
᥮え࡚ᐇ᪋ࡁ⨨

ᑐ㠃᳨ᰝ㸸ᇶᮏⓗに手話࡛ᐇ᪋

ほᐹࡾྲྀࡁ⫈࡜ Ⓨ㐩᳨ᰝ

୍人䜂と䜚の発達の㐨➽

ඹ㏻し䛶ㄆ䜑られる発達の㐨➽

手話言語を獲得・習得し䛶育䛴子どもの心理発達䝰デ䝹
2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ4

性格;人格Ϳ᳨ᰝ

ắฌᙻ

ắฌ聴

ありがとうắằいộしたẇ

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ5

ཧ考ᩥ⊩

河﨑佳子（2004）䛄きこえない子の心・ことば・家族䛅᫂▼᭩ᗑ
河﨑佳子（2015）䛂手話と䜝う⪅䡚家族・ᩍ育䡚䛃

䛄手話・言語・䝁䝭䝳䝙䜿䞊シ䝵ン䠎䛅（日本手話研究ᡤ⦅）ᩥ理㛶

「ろう教育の視点から」

堀谷留美
大阪府立中央聴覚支援学校

平成29･30年改訂 学習指導要領
学校に求められていること

・「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善

・①「学びに向かう力」、「人間性」など
②「知識」及び「技能」など
③「思考力」「判断力」「 表現力」など
← 社会に出てからも学校で学んだことを生かせるよう

三つの力をバランスよく育む。

ろうの子どもの場合は？

「対話的」
友だちと話すことができる

必要な条件・・・「集団」
「会話ができる・わかる手段」

→ さらに踏み込んで「深い学び」へ行くには？

集団でのやりとりの成立
・相手がわかったかどうかの確認
・相手の話を最後まで聞き、内容をつかむ。
・適切なやりとり（キャッチボール）
・音声で「発信」ができでも、「受信」「フィードバック」
に課題がみられることがある。

手話がカギ

ろう学校では生徒のきこえの度合いやきこえ方が多様。全員
にわかる共通言語が必要。

保護者の切実な思い

補聴器や人工内耳の性能の進歩
手話への潜在的な恐れ

自分たち聞こえる人との乖離を生み出さないか
子どもが自分と別の世界へ行ってしまわないか

学校では、そのような保護者の気持ちに
寄り添いつつ、話をしていくことを大切に
している。

思うこと
・音声をきく話すことと、手話は相反するものではない。

・酒井先生のお話「国語や語学の学習は言語獲得と
は別」
→読み書きの力を意識して伸ばしていく
（文字情報の「うまみ」を早いうちから伝えていく）
→学齢期では、手話言語と音声言語はむしろ相互
に作用して、両方の言語力を高められるのではな
いか。
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発達᳨ᰝと㡿ᇦ

ஸஹ؞ഏหૄ乳幼児ಖઋ発達ਫ਼ਪ
ᢃ動὾੕ኧ・દ˺὾社会὾ဃ活὾理解・言語

S-M঺会েણચৡਫ਼ਪ
身ᡀ自ᇌ὾ᆆ動὾˺ಅ὾コミュニケーション὾集ׇӋь὾自ࠁ⤫ไ

発達ਫ਼ਪૄۀ
Ѭ・ᢃ動὾認知・ᢘࣖ὾言語・社会ۋ
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ẖᅇの活ືをと䛚したẼ䛵きと

情ሗのඹ᭷

ಖㆤ⪅からのሗ࿌のඹ᭷

ヲ⣽なグ㘓

㉁ၥ⣬᳨ᰝ㸸⌮ゎ࣭ゝㄒ࣭ࢽ࣑ࣗࢥ
手話ࠊࡣ┠る㡯࠿࠿に➼ࣥࣙࢩ࣮ࢣ
࡛の⌮ゎࡸ⾲ฟࠊ手話ゝㄒのⓎ㐩に
᥮え࡚ᐇ᪋ࡁ⨨

ᑐ㠃᳨ᰝ㸸ᇶᮏⓗに手話࡛ᐇ᪋

ほᐹࡾྲྀࡁ⫈࡜ Ⓨ㐩᳨ᰝ

୍人䜂と䜚の発達の㐨➽

ඹ㏻し䛶ㄆ䜑られる発達の㐨➽

手話言語を獲得・習得し䛶育䛴子どもの心理発達䝰デ䝹
2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑佳子） ϭ4

性格;人格Ϳ᳨ᰝ

ắฌᙻ

ắฌ聴

ありがとうắằいộしたẇ
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ཧ考ᩥ⊩

河﨑佳子（2004）䛄きこえない子の心・ことば・家族䛅᫂▼᭩ᗑ
河﨑佳子（2015）䛂手話と䜝う⪅䡚家族・ᩍ育䡚䛃

䛄手話・言語・䝁䝭䝳䝙䜿䞊シ䝵ン䠎䛅（日本手話研究ᡤ⦅）ᩥ理㛶

「ろう教育の視点から」

堀谷留美
大阪府立中央聴覚支援学校

平成29･30年改訂 学習指導要領
学校に求められていること

・「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善

・①「学びに向かう力」、「人間性」など
②「知識」及び「技能」など
③「思考力」「判断力」「 表現力」など
← 社会に出てからも学校で学んだことを生かせるよう

三つの力をバランスよく育む。

ろうの子どもの場合は？

「対話的」
友だちと話すことができる

必要な条件・・・「集団」
「会話ができる・わかる手段」

→ さらに踏み込んで「深い学び」へ行くには？

集団でのやりとりの成立
・相手がわかったかどうかの確認
・相手の話を最後まで聞き、内容をつかむ。
・適切なやりとり（キャッチボール）
・音声で「発信」ができでも、「受信」「フィードバック」
に課題がみられることがある。

手話がカギ

ろう学校では生徒のきこえの度合いやきこえ方が多様。全員
にわかる共通言語が必要。

保護者の切実な思い

補聴器や人工内耳の性能の進歩
手話への潜在的な恐れ

自分たち聞こえる人との乖離を生み出さないか
子どもが自分と別の世界へ行ってしまわないか

学校では、そのような保護者の気持ちに
寄り添いつつ、話をしていくことを大切に
している。

思うこと
・音声をきく話すことと、手話は相反するものではない。

・酒井先生のお話「国語や語学の学習は言語獲得と
は別」
→読み書きの力を意識して伸ばしていく
（文字情報の「うまみ」を早いうちから伝えていく）
→学齢期では、手話言語と音声言語はむしろ相互
に作用して、両方の言語力を高められるのではな
いか。
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ସਖ①
「எは手話がまだまだだから…」と、子どもに話
しか岻られない大人。
大人は「౥全な手話」ができないとい岻ないの
か？

子どもたちが話し合いણ৿などで考えを深める
ためには「知識」（生ણએで৯にするいろいろ
なহ෧）が౫મになる。あら峰る方১でいろ
いろな会話、情報を子どもたちにંしていく必
要では・・・？

ସਖ②
「教育ਃঢ়を঳মに๮る峣き」「手話か聴覚ણ
用のどちらかに๮る峣き」と言われ、ഊう保護者
がいる。
手話をઞうことと、聴覚をણ用することは相反
するものではないのでは？
「঳つにৠめる必要はない、中ಥ઄ഈになるこ
とはない」ということのஉುを、どのようにହ৥し
たらいいか。

金城学院大学 原田 琢也

2020年度 大阪府手話言語条例シンポジウム 指定討論③ はじめに―本日お話しする内容

1.私のこれまでの教育実践と研究
2.こめっこプロジェクト全体について
3.「学習」面での今後の課題

１．私のこれまでの教育実践と研究

3

１．私のこれまでの教育実践と研究①

• 2013年以前は，25年間にわたり中学校の英語科教員
•専門は，教育社会学
•教育や学校の様々な問題について，常識的な見方を問い，背後
にある社会的・文化的文脈からその原因を読み解こうとすると
ころに特徴がある。

•目の前に生起する様々な問題を，教育社会学的な視点で考え，
その結果を実践にフィードバックする。

•主に関わってきた研究領域は，「学校文化」「人権・同和教
育」「インクルーシブな学校づくり」。

１．私のこれまでの教育実践と研究②

•「校則」について悩んだ。何故に教師は，子どもの人権を無視
してまで服装や頭髪指導に必死になるのか。

•学校は子どもを社会化する装置。子どもを学校文化に適応させ
ることで，社会の維持を図っている。

•文化は「枠」。学校は子どもたちに圧力をかけて「枠」に収め
ることにより多数を同化する。そして，一部の少数の者を排除
する。

•「指導」にはこのような側面がある。

１．私のこれまでの教育実践と研究③

•学校文化は，支配的文化（Dominant Culture）を反映している。
•イギリスやフランスならば中産階級，アメリカならばWASP（ホ
ワイト・アングロサクソン・プロテスタント），日本の場合は
欧米ほど階層分化は進んでおらず境界は不鮮明だが，マジョリ
ティの文化を反映していることは確か。

•力を持っている人に支持されるが故に，学校を中立で公正な場
だと見せることができる。つまり，支配的文化はイデオロギー
として作用する。

7 8
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ସਖ①
「எは手話がまだまだだから…」と、子どもに話
しか岻られない大人。
大人は「౥全な手話」ができないとい岻ないの
か？

子どもたちが話し合いણ৿などで考えを深める
ためには「知識」（生ણએで৯にするいろいろ
なহ෧）が౫મになる。あら峰る方১でいろ
いろな会話、情報を子どもたちにંしていく必
要では・・・？

ସਖ②
「教育ਃঢ়を঳মに๮る峣き」「手話か聴覚ણ
用のどちらかに๮る峣き」と言われ、ഊう保護者
がいる。
手話をઞうことと、聴覚をણ用することは相反
するものではないのでは？
「঳つにৠめる必要はない、中ಥ઄ഈになるこ
とはない」ということのஉುを、どのようにହ৥し
たらいいか。

金城学院大学 原田 琢也

2020年度 大阪府手話言語条例シンポジウム 指定討論③ はじめにはじめに―――本日お話しする内容

1.私のこれまでの教育実践と研究
2.こめっこプロジェクト全体について
3.「学習」面での今後の課題

１．私のこれまでの教育実践と研究

3

１．私のこれまでの教育実践と研究①

• 2013年以前は，25年間にわたり中学校の英語科教員
•専門は，教育社会学
•教育や学校の様々な問題について，常識的な見方を問い，背後
にある社会的・文化的文脈からその原因を読み解こうとすると
ころに特徴がある。

•目の前に生起する様々な問題を，教育社会学的な視点で考え，
その結果を実践にフィードバックする。

•主に関わってきた研究領域は，「学校文化」「人権・同和教
育」「インクルーシブな学校づくり」。

１．私のこれまでの教育実践と研究②

•「校則」について悩んだ。何故に教師は，子どもの人権を無視
してまで服装や頭髪指導に必死になるのか。

•学校は子どもを社会化する装置。子どもを学校文化に適応させ
ることで，社会の維持を図っている。

•文化は「枠」。学校は子どもたちに圧力をかけて「枠」に収め
ることにより多数を同化する。そして，一部の少数の者を排除
する。

•「指導」にはこのような側面がある。

１．私のこれまでの教育実践と研究③

•学校文化は，支配的文化（Dominant Culture）を反映している。
•イギリスやフランスならば中産階級，アメリカならばWASP（ホ
ワイト・アングロサクソン・プロテスタント），日本の場合は
欧米ほど階層分化は進んでおらず境界は不鮮明だが，マジョリ
ティの文化を反映していることは確か。

•力を持っている人に支持されるが故に，学校を中立で公正な場
だと見せることができる。つまり，支配的文化はイデオロギー
として作用する。

【資料①　指定討論②】

1

3

5

2

4

6
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１．私のこれまでの教育実践と研究⋊

• 学校には教師に反ಿ的でဆ൓的なグループができる。かつては
「ॶッঃリグループ」などと言われた。「校則」ୀ反を೷りନ
す。

•しかし，「校則はあった方がいい」と言う。「校則を୊ること
でঽഞをアআールできた」。ோ૔઒明。アイデンティティਅറ。

•しかし，「指導」にజわないଙ度は，଩学力をഃく。
•社会的に不ਹな立場にある生െは，ગल社会のఢ໿にਜ਼置づけ
られていく。

１．私のこれまでの教育実践と研究⋋

଀のスঃイラルを૵ちજりらबばならない。
。つの方਱ਙڮ
①マイঀリティの立場にある子どもたちのアイデンティティ஄ਛ
②ၴをも排除しないインクルーシブな学校づくり

「アイデンティティ஄ਛ」と「学校文化の૗୓」は，॥インの਀
とഫ

2. こ䜑䛳こ䝥䝻䝆䜵䜽䝖඲య䛻䛴䛔䛶

9

①こめっこプロジェクト全体について．ڮ

•આ年12াにੂめてこめっこを௰問。このল会いは，૎৿的であ
り，ඵౕ的だった。

•శ常に೸いઓいで，しかしഐಯに਄りੌんでおられるスタッフ，
大阪府の૙員の方，研究者らとのল会い。

•領域はୀうが，শ年਄りੌんできた「子どものアイデンティ
ティの஠ਃと学校文化」というテーマとのল会い。

②こめっこプロジェクト全体について．ڮ

ఖ૊੔生「話題઀୹①」から

• ಟ語のಳ࿰
• ஡子間の言語のୀいからもたらされるఎା஄ਛのᒤൠਙ
• 日本語を੦૆とした社会や学校の中でଖえられる଩い௬੼
• 「分かる」૎ಁの不全૎やઓ考言語の不ે分さからもたらされる଩
学力や৅୸の೚฽。

• 「ภの間の༧ஆ」という言୴が଴徴的。
• 手話を৳௽しないことは，୷શやྦୄと同ঞঋルの問題。

③こめっこプロジェクト全体について．ڮ

੟੩৻਀৶হ「੦৹ਾઔ①」から

•໽少਋からॿイティブサイॼーとともにฉलをৢして手話言語
があऴれる୭境に子どもを஡しませることにより，஡子でঽே
と手話をମにつけることが目指されている。

•手話だけではなく，ലಁણ用（ଓലஓ・人ੵ内ປ）と手話言語
ඃ੭を「੤の૏୽」とਜ਼置づけ，ಟ語を前઀としたਸ਼੸言語と
しての日本語習੭につなऑるバイリンफ़ル教育が目指されてい
る。

⋉こめっこプロジェクト全体について．ڮ

થ஍でྟ力的なਅറ。だが，たやすい੊のりではない。
• ポリティカル（৆੘的）な⌨ઢの場のただ中にある。
•「ろうుのಟ語は日本手話であり，௏ലుのಟ語は日本語であ
る」というテー८は，ろうుと௏ലుの間に明確な୷౮がある
ことを਀明している。

•マーサ・঑ঀウ（Martha Minow）の「୷౮のジঞンマ」。୷౮
をਘ৹しても，ಗに୷౮を不૭視化しても問題が立ちਠれる。

⋌こめっこプロジェクト全体について．ڮ

例えば…

◼୷౮を不૭視化
日本語こそが日本の「ব語」であり，日本の学校で日本語以ਗの言語
による教育ણ৿をੳめるसきではないという主୑。

◼୷౮をਘ৹
手話こそがろう॥঑গॽティの正ਊな言語であり，ലಁણ用（ଓല
ஓ・人ੵ内ປ）をੳめることはできないという主୑。

⋋こめっこプロジェクト全体について．ڮ

だからこそ，科学的ग़অデンスが੎ਏ（ї୲৳૕৶হ「੦৹ਾઔ②」）
• ඣ੩੔生「話題઀୹①」（౼科学・学習ચ力）MRIで日本手話がঽே言語
であること，手話を習੭することで学習ચ力も਱঱することをਫ਼઒。

• ૱೜੔生「話題઀୹②」（言語ඃ੭）手話というਸ਼一言語習੭によって，
છ੶日本語というਸ਼੸言語習੭も਱঱することをਫ਼઒。

• ఖ૊੔生「話題઀୹③」（ੱ৶৅୸）手話৳௽により௏やかなੱ৶৅୸が
യ進されることをਫ਼઒。

手話をਸ਼一言語とするバイリンफ़ル教育の正ਊਙを科学的ग़অデンスでഫ
હけることが目指されている。

3. 䛂Ꮫ⩦㠃䛃での௒ᚋのㄢ㢟

16

面での今後の課題「学習」．گ

م課題１ل 「学習ચ力」をどうਫ਼઒するのか
⚫手話ᄘ体と౛ᄘ体のਫ਼ਪ結果はૻຎできるか。
⚫「学力」をૠ定する言語以ਗのള数の૗数をଁ਑できない。
⚫「学力」にোり੢िバイアスのோ૔。

مڮ課題ل 「学校」をどう研究の中にਜ਼置づけるか。
学校とのੈ௮が੎ਏ。でも，ジঞンマが。
子どものアイデンティティ஄ਛと学校文化の૗୓は，॥インの਀
とഫ。

䛤㟼⫈䛒䜚䛜と䛖䛤䛦䛔ま䛧䛯䚹

18
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12
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１．私のこれまでの教育実践と研究⋊

• 学校には教師に反ಿ的でဆ൓的なグループができる。かつては
「ॶッঃリグループ」などと言われた。「校則」ୀ反を೷りନ
す。

•しかし，「校則はあった方がいい」と言う。「校則を୊ること
でঽഞをアআールできた」。ோ૔઒明。アイデンティティਅറ。

•しかし，「指導」にజわないଙ度は，଩学力をഃく。
•社会的に不ਹな立場にある生െは，ગल社会のఢ໿にਜ਼置づけ
られていく。

１．私のこれまでの教育実践と研究⋋

଀のスঃイラルを૵ちજりらबばならない。
。つの方਱ਙڮ
①マイঀリティの立場にある子どもたちのアイデンティティ஄ਛ
②ၴをも排除しないインクルーシブな学校づくり

「アイデンティティ஄ਛ」と「学校文化の૗୓」は，॥インの਀
とഫ

2. こ䜑䛳こ䝥䝻䝆䜵䜽䝖඲య䛻䛴䛔䛶
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①こめっこプロジェクト全体について．ڮ

•આ年12াにੂめてこめっこを௰問。このল会いは，૎৿的であ
り，ඵౕ的だった。

•శ常に೸いઓいで，しかしഐಯに਄りੌんでおられるスタッフ，
大阪府の૙員の方，研究者らとのল会い。

•領域はୀうが，শ年਄りੌんできた「子どものアイデンティ
ティの஠ਃと学校文化」というテーマとのল会い。

②こめっこプロジェクト全体について．ڮ

ఖ૊੔生「話題઀୹①」から

• ಟ語のಳ࿰
• ஡子間の言語のୀいからもたらされるఎା஄ਛのᒤൠਙ
• 日本語を੦૆とした社会や学校の中でଖえられる଩い௬੼
• 「分かる」૎ಁの不全૎やઓ考言語の不ે分さからもたらされる଩
学力や৅୸の೚฽。

• 「ภの間の༧ஆ」という言୴が଴徴的。
• 手話を৳௽しないことは，୷શやྦୄと同ঞঋルの問題。

③こめっこプロジェクト全体について．ڮ

੟੩৻਀৶হ「੦৹ਾઔ①」から

•໽少਋からॿイティブサイॼーとともにฉलをৢして手話言語
があऴれる୭境に子どもを஡しませることにより，஡子でঽே
と手話をମにつけることが目指されている。

•手話だけではなく，ലಁણ用（ଓലஓ・人ੵ内ປ）と手話言語
ඃ੭を「੤の૏୽」とਜ਼置づけ，ಟ語を前઀としたਸ਼੸言語と
しての日本語習੭につなऑるバイリンफ़ル教育が目指されてい
る。

⋉こめっこプロジェクト全体について．ڮ

થ஍でྟ力的なਅറ。だが，たやすい੊のりではない。
• ポリティカル（৆੘的）な⌨ઢの場のただ中にある。
•「ろうుのಟ語は日本手話であり，௏ലుのಟ語は日本語であ
る」というテー८は，ろうుと௏ലుの間に明確な୷౮がある
ことを਀明している。

•マーサ・঑ঀウ（Martha Minow）の「୷౮のジঞンマ」。୷౮
をਘ৹しても，ಗに୷౮を不૭視化しても問題が立ちਠれる。

⋌こめっこプロジェクト全体について．ڮ

例えば…

◼୷౮を不૭視化
日本語こそが日本の「ব語」であり，日本の学校で日本語以ਗの言語
による教育ણ৿をੳめるसきではないという主୑。

◼୷౮をਘ৹
手話こそがろう॥঑গॽティの正ਊな言語であり，ലಁણ用（ଓല
ஓ・人ੵ内ປ）をੳめることはできないという主୑。

⋋こめっこプロジェクト全体について．ڮ

だからこそ，科学的ग़অデンスが੎ਏ（ї୲৳૕৶হ「੦৹ਾઔ②」）
• ඣ੩੔生「話題઀୹①」（౼科学・学習ચ力）MRIで日本手話がঽே言語
であること，手話を習੭することで学習ચ力も਱঱することをਫ਼઒。

• ૱೜੔生「話題઀୹②」（言語ඃ੭）手話というਸ਼一言語習੭によって，
છ੶日本語というਸ਼੸言語習੭も਱঱することをਫ਼઒。

• ఖ૊੔生「話題઀୹③」（ੱ৶৅୸）手話৳௽により௏やかなੱ৶৅୸が
യ進されることをਫ਼઒。

手話をਸ਼一言語とするバイリンफ़ル教育の正ਊਙを科学的ग़অデンスでഫ
હけることが目指されている。

3. 䛂Ꮫ⩦㠃䛃での௒ᚋのㄢ㢟
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面での今後の課題「学習」．گ

م課題１ل 「学習ચ力」をどうਫ਼઒するのか
⚫手話ᄘ体と౛ᄘ体のਫ਼ਪ結果はૻຎできるか。
⚫「学力」をૠ定する言語以ਗのള数の૗数をଁ਑できない。
⚫「学力」にোり੢िバイアスのோ૔。

مڮ課題ل 「学校」をどう研究の中にਜ਼置づけるか。
学校とのੈ௮が੎ਏ。でも，ジঞンマが。
子どものアイデンティティ஄ਛと学校文化の૗୓は，॥インの਀
とഫ。
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【資料② 参加状況】 

大阪府手話言語条例シンポジウム 参加者 

ཧຍ⏦㎸⪅ᩘ  㸴２２ே㸦௚㛵ಀ⪅࣭ࣇࢵࢱࢫ㸱㸱ே㸧 

➨ϩ㒊 ཧຍᩘ 㸲㸳㸵ே㸦㏵୰ධ㏥ฟ⪅ྵࡴ㸧 

 

 ཧຍ⪅ᡤᒓෆヂڦ

⾜ᨻᶵ㛵㸦⚟♴㒊ᒁ㸧 㸲０ே 手話㏻ヂ㛵㐃ᅋయ 

㸦඲㏻◊࣭手話࡝࡞ࣝࢡ࣮ࢧ㸧 

㸷㸴ே

⾜ᨻᶵ㛵㸦ᩍ⫱㒊ᒁ㸧 

 

㸵ே 言語⫈ぬኈ༠఍ 㸯ே

⾜ᨻᶵ㛵㸦ࡢࡑ௚㸧 

 

２ே 大Ꮫࡸ◊✲ᡤ 㸳㸲ே

Ꮫᰯ㛵ಀ 

 

㸯㸷㸱ே ᙜ஦⪅�ಖㆤ⪅� 㸱０ே

་⒪㛵ಀ 

 

㸲０ே ᶵ㛵 ２㸯ே࣑ࢥࢫ࣐

⚟♴㛵ಀ 

 

㸯㸱ே ௻ᴗ㸦⿵⫈ჾ㸧 ２㸷ே

ඣ❺⚟♴㛵ಀ 

㸦࣭ࢫࣅ࣮ࢧ࢖ࢹ⒪⫱ᩍ⫱➼㸧 

㸳０ே ௚ 㸱ேࡢࡑ

ᙜ஦⪅ᅋయ 

㸦࠶࠺ࢁ㐃┕࣭⫈ぬ㞀ᐖ⪅༠఍➼㸧 

㸲０ே 㸱ே ࡋ࡞࡟≉
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【資料ᶇ Πϱίʖφๅࠄ】 

䕿ᅇ⟅≧ἣ 

 

 

１．手話が言語（自然言語）であることが 

  よくわかった 332

  ある程度わかった 49

  あまりわからなかった 3

 

２．日本手話と日本語は異なる言語であることが 

  よくわかった 316

  ある程度わかった 61

  あまりわからなかった 7

 
３．こめっこの活動について、 

  とても関心をもった 317

  ある程度関心をもった 66

  あまり関心をもたなかった 1

 
４．今回の研究プロジェクトの目的が 

  よくわかった 250

  ある程度わかった 119

  あまりわからなかった 14

  未回答 1

 
５．思考言語としての手話を獲得・習得することの大切さが 

  よくわかった 303

  ある程度わかった 75

  あまりわからなかった 5

  未回答 1

申込者数 622 人

回答数 384 人

（回収率 約 59％）

䕿䜰ン䜿䞊䝖⤖ᯝ 
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ĭ．手話言語のᄇ༥についてਰ৑的にᅴअしていくሑሓᎪが 

  よくわかった 133

  ある程度わかった 225

  あまりわからなかった 24

  未回答 2

 
Į．人୿ၾಚをしても、手話の獲得・習得は大切であることが 

  よくわかった 314

  ある程度わかった 63

  あまりわからなかった 6

  未回答 1

 
į．手話言語を獲得する৿वの॰ᇱを෨るᅢጅตが 

  よくわかった 339

  ある程度わかった 43

  あまりわからなかった 1

  未回答 1

 
İ．ᇱ୦者の手話習得౫࣍が、౤ƞもの心ጫᄇ༥
人६૛ถ�にとって大切であることが

  よくわかった 333

  ある程度わかった 48

  あまりわからなかった 2

  未回答 1

 
１ħ．Ɖസ໔、ධ೟့について（ᆷ数回答ई） 

பท関૒ 32

ॺ஑関૒ 125

ፑ関૒ 37࡭

ᆵ౵関૒ 65

ಋၔᆵ౵関૒（ǲǏǠ|ǾǤ・ፑ့ࡱੱࡱ） 23

ဴಈ者ཆ໲（ǂŻあᎌኑ・ྐॲඏ॔者੤व့） 26

手話ྫྷዅ関ᎌཆ໲（๺ྫྷ研・手話Ǡ|クȖ့） 127

大ॺƹ研究സ 33
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ᇱ୦者ƹƉऌ໖ 26

ƒの໢ 18

未回答 8

૱ 520

 
സ໔、ධ೟့gƒの໢ 

ᇸྐ৯・ଙ௮৿৯Ȍ|ǖ| 

ȉǤǞȊ৿関 

心ጫ૩ 

ೂवੱࡱ関૒ 

なƞ
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�� 

㸯㸯㸬௒ᅇࡢシンポジウムࡈࢆど⫈ࡓࡗࡉࡔࡃឤ᝿࠾࡟⏤⮬ࠊ࡝࡞᭩ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡁ 

 

ᐯဌᚡᡓ部分については、 たくさんのごॖᙸ・ごज़ेをお݃Ặいただきました。ኡ面のᣃ

ӳɥ、遠隔実施に᧙するज़े、企画運営ởऴ報保障に᧙するごॖᙸ、開催に対するज़

ᜓのお言ᓶ等についてはлग़さẶていただいております。ᝮ᣻なごॖᙸởアドἢイスは、今

後の開催にӒପさẶていただきます。心づよいѕましをいただき、ᛗにありがとうごằいました。

  

ẋѠࢍになり、Хນにもなりました。この研究のኽௐがよりᑣいろう教育につながっていけば

と思います。日本手話は日本語とはီなる言語という立場で活動するなら、日本手話

の૨法を、教える側は理ᚐしないといけまẶん。ᅶもԃめ、ネイティἨのスタッἧもӝ話教

育をӖけてきているので、日本語のࢨ᪪がസっている手話となっています。よりඹጀされ

た日本手話を៲につけるためにも、スタッἧも日本手話を学ぶ࣏ᙲがあると思います。明

୑の子どもたちの手話は日本語のࢨ᪪をỖỗӖけてないので、明୑からも学ぶこともある

と思います。˂からも学びながらこめっこらしい活動を今後もዓけていってください。 

  

ẋ各έဃ૾のお話がよくỪかり大٭Ѡࢍになりました。研究のᡶ਻についてどこかの場でご

報告あればうれしいです。ᐯ໱獲得言語は成育࿢ؾとどのような᧙ỪりがあるのでしỢう

かᾎ今後機会があればまたシンポジウムなどでご教示いただきたいです。 

  

ẋોめて教育に᧙Ừるスタッἧとして子どもたちの支援に携Ừりたいと思いました。 

  

ẋᡫ常の学校を٭えていくことが大きなُであり、இも᣻ᙲなᛢ題でもあると思いました。 

  

ẋこめっこの活動をはじめてჷり、手話にᚑれるởりとりの場があることはእ୑らしいと思いま

した。手話を̅うことの᣻ᙲࣱなど、講፯など分かりởすくとてもѠࢍになりました。 

  

ẋとてもѠࢍになりました。ἅロἜᅤでなければ、こめっこの活動をᙸ学に行かẶて᪬きたい

とࢍく思っています。また、沢ޛのろうスタッἧの૾ẉとЈ会ってお話をしたいし、ᅶの᧙Ừ

っているろうの子どもたちに会ỪẶてあậたいとࢍく思いました。どんな૾法でも、ᐯ分の

思いを表ЈЈஹる手െをଔ期に៲につけ、沢ޛの人と沢ޛの଺᧓、ಏしくἅἱἷἝἃー

ションをする事で、思考は育っていくのだろうなとज़じました。そのための手െởऴ報を提供

Јஹる人᧓になりたいです。 

  

ẋ乳幼児からネイティἨの手話をᐯ໱に目にする࿢ؾにあり、聞こえるᚃも手話をᏉ定的に

とらえることのできることはᚃ子のἅἱἷἝἃーションでとても大切だとોめてज़じました。ᩊし

い話もありましたが、ᐯ分のჷらないことばかりで、とてもいいお話が聞けました。 
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ẋいろいろとѠࢍになりました。聴こえるហちỞんの言語獲得とӷじように、手話言語を̅い、

聴こえない乳幼児がᐯ໱に言語を៲につけるられるように考えられた活動だとჷりました。

教えるのではないという考え૾がいいと思いました。 

  

ẋこめっこの子どもたちの言語の力を൑年ย定していくとのお話、大٭ᐻԛ深く聞きました。

଱非そのኽௐを˴年か後に˨う機会を設けていただければ࠳いです。 

  

ẋ人߻内᎚に᧙しての研究も日ẉᡶഩしていると思いますが、それで聴力をӕり৏Ặれば、

手話は࣏ᙲないという考え૾をਤつドクターもசだݲなからẵいると聞きます。人߻内᎚

についてのྵཞ、考ݑをもうݲしᛇしく聞きたかったです。それからᙐૠ言語のӷ଺習得

は中ᡦҞᇢになる、というᙸᚐに᧙して、中ᡦҞᇢにはならない、ӷ଺習得は可能だと

いうことがはっきり分かるデータがありましたら、次の機会にごኰʼおᫍいします。 

  

ẋ各έဃ૾のお話をᐻԛ深く視聴さẶて᪬きました。一度にこれだけの分野のお話が聞け

てありがたかったです。ᐯ分でも今までởってきたこと、ज़覚的にởってきたことへのỺビデ

ンスởἧỳクトが保ᜱ者へのᛟ明にはɧ可എだと思っていましたのでこめっこさんでの研

究はとてもஊॖ፯で今後もද目していきたいと思います。 

  

ẋ᠉度ᩊ聴の子どもが、聴覚活ဇが主で思考言語が᪦٣日本語である場ӳ、本日の

学びを࢘てはめて考えづらい面があります。ᡞに、手話も日本語の獲得も中ᡦҞᇢでᒊ

しんでいる子どもには、手話がᐯ໱言語であったはẵなのにḠとᠲくなります。この研究の

成ௐがјௐを表すときには、ᅶはもうࡽᡚしているのかḠと思うとݲし݁しいです。 

  

ẋ武居έဃのお言ᓶに૔Ừれる思いでした。学校はီ動があり、思うようにいかないことが、

たくさんあります。原田έဃのおっしỞるように、学校の人事システムを٭えるなど、৷本的

なો᪃が࣏ᙲなのだとあらためてज़じました。今はとにかく明るいசஹを信じて、できること

をこつこつ᪴ࢌりたいと思います。 

  

ẋ聞こえない、聞こえにくい૾ẉは、᪽の中のପ΂を、手話言語として表Јされていることを

ોめて実ज़した。ˡえたい事のἴデルとして手話が៲ᡈにあると、それをなẹっていくのか

なとज़じた。きちんとˡỪる・ˡえるという事を目指していきたいと思った。 

  

ẋᢌう考えをਤつ૾に対してもૌએ的でないۋѬがእ୑らしいと思いました。ᐯ分の考えを

いेいをᑵにਤちつつもᇰ᫊で活ࢍ、くЈすとႻ手はӒ発をৼいてしまいがちですがࢍ

動されていくおۋはきっとԗりの૾もᇰ᫊にしていくと思います。いつかこめっこでἮランティ

アとして参加Јஹるように、もっと手話のѠࢍを᪴ࢌりたいと思いました。ᝮ᣻なお話をあり
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がとうごằいました。 

  

ẋ大٭Οれたご活動のご企画でᐻԛ深く視聴ᐲしました。人格形成における手話の᣻ᙲ

ࣱは১ჷしており、今ׅ手話言語獲得についてもӕኵまれておられ、ኽௐがಏしみです。

ろう児言語指ݰでは手話はインἧỻーマル会話での૨Ꮶ理ᚐにΟれており、ᛩ話ở語

ဇ分ௌを加えられると実७がӒପされるのではと思いました。 

  

ẋಮẉな分野のݦᧉ家のέဃ૾のお話が聞けてとてもѠࢍになりました。日本はᜂٳ国

とൔ᠋すると᡿れているというྵ実をϐᛐᜤしました。すでにあるỺビデンスở新しいỺビ

デンスに基づき、ᩊ聴者の̾人̾人の૾にとってஇծのᢊを੕りᡶめていくことが大事だ

と思いました。これからの活動をࣖ援さẶていただきたいと思いました。 

  

ẋ手話も日本語も獲得・習得していけるޒஓがᙸえた。このプロジェクトのӕりኵみは、学校

ྵ場にဃかẶる内容もあるとज़じた。今後のプロジェクトのᡶ਻ཞඞở成ௐについてもシ

ンポジウムの形で実施していただきたい。 

  

ẋこめっこにはとても᧙心があります。今まで聞こえないためにܔ立する子どもたちをたくさん

ᙸてきました。手話を൐語として獲得できẵに、そして日本語を獲得できẵにᒊしớ子ども

たちをたくさんᙸてきました。今このこめっこの活動がỿラỿラしてᙸえます。一度ᙸ学もさẶ

てもらいましたが子どもたちのဃきဃきした᫊、そして前に立つろうのέ᠚たちのᐯ信のある

表ऴがとてもҮ象にസっています。このこめっこの活動のॖ፯が理論的にもᚐ明されてい

くことを今ׅ学ばẶてもらって、とても心ࢍく思いました。がんばってください。 

  

ẋ学校ྵ場で保ᜱ者ở教Ճが手話に対してৼくွբ、心配に対して、脳科学・教育社会

学といった視点からのお話も˨うことができ、ᑥẉなことが᏶にᓳちました。いまだに対立

がဃまれởすいྵཞではありますが、今日˨ったੵるがないポイントをӒᑺしながら、

日ẉの支援にᐮみたいと思います。本校でも、手話ݢ子ދというネイティἨἇイἜー中心

の્ᛢ後活動がӕりኵまれています。こめっこの活動といつかどこかでリンクして行けたら

と思います。 

  

ẋ講演会お၅れಮでした。ᅶは ᶁᶍᶂᵿ で、ᾁᾆ年の社会人ဃ活をᠴめて、聴覚特К支援学

校の݃ܿᑀ指ݰՃに就き、3 年目になります。学校ྵ場のྵཞから申しますと、ӝ話教

育から手話ở視覚的なऴ報保障をԃめた教育に٭Ừっても、᭗校ҡ業を迎える଺期に

なっても、ᾈബのُを越えられていないဃࢻがٶいことと、発達障害という言ᓶが一人ഩ

きし、教Ճở保ᜱ者の᛹めにより࢘事者本人をൿめつけでᙸてしまうことのբ題があるの

かなと思います。ᅶがࢫՃとして᧙Ừっていた Pᵲᵟ 活動の中でも話していたことなのです
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が、ಮẉなբ題は、̾ẉでᚐൿЈஹることでは໯いので、࢘事者、家族、ע؏、Oᵠ、

行૎などが連携して行く࣏ᙲࣱをોめてࢍくज़じました。これからも、சஹある子供達ởご

家族が、ᇰ᫊でဃ活Јஹるような࿢ؾ˺りがЈஹるよう、᪴ࢌります。 

  

ẋᅶはע؏のݱ学校でᩊ聴学ኢਃ˓をしております。この 6 年ˮ、ጂあって手話ởᩊ聴

児教育に携Ừり、この分野についてཹѠࢍ中です。こちらのこめっこさんも 2 年前の研̲

にも参加さẶていただいたり、1 月 7 日のこめっこさんの研̲にも参加さẶていただきました。

୍െ、一人で考え指ݰすることがٶく、έဃ૾のお話に思Ừẵ෤がഥまりまẶんでした。

今日の原田έဃのお話にも、そうそうとうなẵくことばかりでע؏の学校においてのᩊ聴児

への理ᚐがまだまだと、बᚇ的なൢਤちになりましたが、今日の研̲で、ᐯ分のέဃ૾

へのӕりኵみở児童への指૾ݰ法にᡫじるものがあり、これでいいんだとϐᛐᜤでき、

明日からまた、᪴ࢌれそうです。 

  

ẋݱ児分野で言語聴覚ٟのˁ事をしています（聴覚障害児には᧙ỪっていまẶん）。大

学ဃのときに手話を学び、ᒧの᧓でܔ立して育つことをӐだちからჷって、ᘔએをӖけて

からもう 2ᵓ 年になります。今ׅ、こめっこの活動をჷって、ởっと٭Ừってきたんだと、本࢘

に۹しく思いました。ᚃ子でಏしくἅἱἷἝἃーションとれる手െが手話だと、聞こえるᚃࣂ

さんにももっとჷってもらえますように。こめっこをࣖ援しています。 

  

ẋ大٭ᐻԛ深い内容ばかりで、Ϊ実した଺᧓になりました。教育᧙̞者ですので、こめっこ

と学校との連携というか、σに研究していくことが大切とज़じました。よくあることですが、例

えば今ׅのこめっこの研究ኽௐが報告されたとき、「こめっこだから」という視点がくっつい

ていまい、教育のྵ場に活かされないῒῒῒというʖेをしてしまいます（今までがそうであっ

たので）。それは、中澤έဃが話されたˌ前とは҄٭してきているというᑣい҄٭と原田

έဃがおっしỞったྵ場はそんなに࿿くない、というɲ面をज़じているからです。今後、研

究をᡶめていかれるこめっこのスタッἧのႏಮに、期ࢳしています。 

  

ẋ日本手話と日本語の学習はɲ᠛で学んでいくもの、乳幼児期のᢂびをᡫしての学びは

とても大切だとज़じています。シンポジウムの中で、「᚞ጀ（ởらされている）で៲につく力に

はᨂりがある」という言ᓶがҮ象にസりました。ろう教育では「᚞ጀ」のൔ᣻が大きいように

ज़じています。ע؏によって、乳幼児期の聴覚障害児療育の࿢ؾにࠀがあり、日本手

話にᚑれる機会を設定するのがᩊしいע؏の場ӳ、どのようにして日本手話と日本語の

獲得を目指していけるのかとൢになりました。 

  

ẋこめっこの活動をᙸて、聞こえるហちỞんがᐯ໱に൐語を獲得するಮに、手話をဇい、聞

こえない乳幼児がᐯ໱に言語を獲得できるようにするӕりኵみ、また聞こえるɲᚃとἅἱἷ
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Ἕἃーションをとることができるように考えられているのが、ᑣかったです。˴より動画がの

中の子どもたちのᇰ᫊がᑣかったです。 

  

ẋ家の中で手話を̅うことの大切さをज़じながらも、ちỞんと̅えないしḠと、思ってましたが、

堀谷έဃの「ܦ全な手話じỞなくていい」というお話に、Ꮡ中を਀していただいたൢਤちで

す。ᒧの᧓のܔ཯、Ỗんとにबしい言ᓶですし、そんな思いだけはさẶたくないなとોめて

思います。こめっこに参加しているおかậで人߻内᎚をしていても手話が大事と思えました。

ज़ᜓするとともに、手話をどんどん̅えるようにがんばろうっと、ൿॖを新たにしたᾀ日でした。

ありがとうごằいました。 

  

ẋ᧙̞機᧙との連携等、ԗりをࠇき込んでいくことの大切さを学ばẶていただきました。 

  

ẋ運営スタッἧの子供たちとのかかỪりに༏ॖをज़じました。その活動が科学とのᘻ˄けに

基づいて行Ừれݩஹと考えられたものですごいものだとज़じました。 

  

ẋಮẉな視点からみた「手話」についてお話を˨う機会をありがとうごằいました。ᩊしい内

容がٶく、理ᚐできた部分は;かに思えますが「研究されている内容」をჷる事がЈஹた

ことはとてもॖԛのあることだとज़じました。 

「手話の力を៲にბければ࠳Ặになれるのかᾎ」「聞こえない子どもたちの࠳Ặは一体ど

こにあるのかᾎ」考えさẶられました。年ᱫを᣻Ỉてからでも手話の獲得はЈஹるという言

ᓶにџൢをいただきました。今後活動をዓけていくなかでɧܤになった଺におܣりにしたい

と思います。ᵀ 

  

ẋとても考えが深まる内容だった。こめっことσに育った幼児・児童がどのようなۋになってい

るのかとてもಏしみである。൐語としての手話を獲得することにより、ᝅかなज़ऴ表ྵがで

き、ɭမとの᧙ỪりがスムーἌにЈஹると思う。それは、୿ᚡ日本語にも࣏ẵいいࢨ᪪を

ӏỗすだろうと思う。 

  

ẋ聴覚に障害をਤつ子どもたちにとって、ἅἱἷἝἃーション手െを獲得することは、社会ဃ

活を行なっていくɥで、᣻ᙲなᛢ題です。手話ở᪦٣言語は、ἅἱἷἝἃーション手െと

して、ଔ期から࿢ؾをૢͳしてあậられたら、ΰ஌できるものだと考えます。ԗりの理ᚐ者

をفởす活動も́Ặて、行うことで、ἅἱἷἝἃーションの聴覚障害者のೌ利が保障され

る社会になってỖしいと思います。 

  

ẋ各૾面のέဃ૾からのお話で、日本手話（手話言語）の࣏ᙲࣱが理論的に理ᚐでき

たように思います。今後の研究も大٭だと思いますが、ݲしẵつ積み᣻Ỉることで、こめっ
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このӕりኵみが実証され、全国の聴覚に障害をਤつご家族の支えとなるのではとࠎஓが

ᐔらみました。大阪で手話にかかỪるものとしてᛍりにज़じるとともに、ႏಮの今後ますま

すのご活៫をおᅌりいたします。 

ପ΂でỿラỿラ᠗く子供たちの目にज़動。スタッἧႏಮのग़ऴをいっỌいज़じます。ᵀ 

 

ẋ手話が特Кな言ᓶでなくなる社会になればと思いました。社会全ての特Кなものをᙸる

目がなくなる、手話がそのُみたいなものをʈり越えてくれればᑣいなと思いました。 

  

ẋ前ẉから「こめっこ」はൢにはなっていたものの、どのような活動をされているのかᛇしく分か

りまẶんでした。今ׅのシンポジウムに参加し、ᵦP をᡫして日᪭の活動をჷることができまし

た。動画での子どもたちとスタッἧさんのᇰ᫊がእૣで、ろう児にとって大切な場৑となっ

ていることがˡỪってきました。シンポジウムではಮẉな研究分野より話が聞けたのが大き

なӓᆫでした。中でも、まだ研究െ᨞ではありますが、手話と日本語それẹれに᨞ޖ的

に評価する૾法についての話はᐻԛ深いものでした。手話言語と聴覚活ဇは対立する

のではなく、៻のɲ᠛をなすものとして、Ⴛʝ˺ဇして言語力を᭗めていけるようにしたいと

思いました。 

  

ẋᐯ໱言語とチョムスỿーのဃ得言語はӷじॖԛをਤつのだろうと思った。手前ԛ֠でऀ

጑だが、ဃ後一Ὀ月のហちỞんに、手話と᪦٣言語による言ᓶੑけを一ደにዓけたとこ

ろ、いỪỡるխ語଺期には発٣と手指の動きがᙸられた。しばらくዓき、ᾀബҞばまでには

どちらかをΟˮに̅うようになっていった。̅Ừなくなった૾は、̅ったらᑣい場面になると

৏ってきたかのように̅うことがٶくᙸられた。これは聴覚障害のஊ໯とは᧙̞なかった。

ということをኺ᬴してきている。しかし、データとしてസしていないのが़しいので、こめっこの

活動をᡫして、Ωڶڻࢂにもӷじように᧙Ừってみるのも౨証できるのではと考える。 

  

ẋ全国でろうの子どもたちも参加できるといいなと思いました。 

  

ẋ῏こめっこῐの動画で、子どもさんたちởᚃࣂさんたちのಏしそうに参加されてるのをᙸて、ス

タッἧの૾ẉいろいろپ߻されてるのだなẜと本࢘にज़じました。 

  

ẋ武居έဃのお話がとてもỪかりởすかったです。手話でˡえられても૨ᇘ҄ở指૨܌で

表Ặない児童のことがൢになっていましたが、その児童たちの手話表ྵ力を、もっとᛐめ

ていかなければと、ᐯ分のことを、ӒႾしました。手話表ྵ力をᛐめて、それを言語҄して

いく支援をもっと学びたいです。 

  

ẋ手話言語獲得についての研究が、ởっとここまでᡃりბいたんだなだあࠥと、ज़動してい
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ます。あくまで科学的に、ܲᚇ的にᡶめられるこの研究が、全てのきこえない子供達の࠳

Ặのためというᄩかな目的にӼかっていることが、よく分かりました。ᅶ事ですが、ᅶは 1

ৗになったころ「日本語が話Ặないと׉るから」という理ဌで、ᚃীの家にࡽきӕられまし

た。おそらく 1 年Ỗどで、ɲᚃが連れ৏したようです。2 年Ỗど前、᭵を発ၐして、そのᨥい

ろいろな౨௹をしてもらいました。そのኽௐ、心的ٳͻをӖけた形ួがあると言Ừれ、ग़

ბ障害がဃきづらさの原׆ではないかとのことでした。心的ٳͻに思い࢘たることはなく、

この 1 ৗから 2 ৗのことも覚えていないのですが、心理ࠖのέဃは、それが原׆だとおっ

しỞいました。それからいろいろな୿ቔでग़ბ障害について調Ổると、ᅶの育ちもそうです

が、聴覚支援学校の子どもたちの育ちにも᣻なるところがٶく、聴こえるᚃの場ӳ、乳幼

児期におけるἅἱἷἝἃーションɧ全から、ग़ბ障害がឪきるリスクが᭗くなることを実ज़し

ました。そのような中での今ׅのシンポジウムの開催で、ἅἱἷἝἃーションˌ前に、言語

獲得のբ題があることを科学的にჷることができ、子どもたちの学力ɧਰについても大き

な示唆をいただきました。そして、これからᐯ分にできることは˴かをφ体的に考えることが

でき、本࢘にありがたかったです。ᚃীの家にࡽきӕられなければ、ᅶも一ᇢのネイティἨ

スἦーカーになれたのではᾎと思う଺がありました。そして、ɲᚃとももっとたくさん話ができ

たのではᾎとも思いますが、それˌɥに、聴こえるᅶを一ဃভԡ育ててくれたことに、心か

らज़ᜓしています。 

  

ẋஇᡈ、国ᨥኽ۟をしたカップルが日本で୥らしながら子どもをどの言ᓶで育てるかपớと

いう話を聞きました。日本で୥らしているとởはり日本語が主になり、ٳ国語を獲得するの

がᩊしいのがྵཞです。日本手話と日本語、日本語とٳ国語、どちらもアイデンティティ

をᄩかなものにするために大事なものだと思いましたが、それを学んだり̅ったりすることを

。したいと思いますࢳることはとてもᩊしいとज़じました。そういうॖԛでこめっこの活動に期ܣ

あらỡることばへのリスἬクト、൐語は「᚞ጀ」ではなくᐯ໱と៲につけるもので、語学の学

習と言語獲得はК物であることは、あらためて思いჷらされました。 

  

ẋ日本手話はもしかしたら、いẵれෞ๒してしまうというような事を言Ừれる૾もいると聞きまし

たが、فえるというࠎஓがᙸえました。 

  

ẋ手話がˡえる἖ールとしての言語の前に、思考言語として៲につける大切な言語である

事をોめて実ज़しました。手話と聴覚活ဇはႻӒするものではなく、៻のɲ᠛になる。そし

て「聞こえない子供たちの࠳Ặ」をᅶ達、大人が心を 1 つにӳỪẶ、考えられる日がきっ

とくると信じています。大阪で始まった ᶁᶍᶋᶃᶉᶉᶍ 活動が全国に࠼がることをᫍっています。

基調報告、話題提供のお話とてもᐻԛ深く、機会があれば଱非もっとᛇしく聞きたいです。 

  

ẋ幼ᆐ部ਃ࢘としては、手話で年ᱫႻࣖに理ᚐし、考え、表ЈできることをἫースに୿ᚡ
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日本語、つまり、日本語のᛠみ、୿きにどうつなậていけるかがᛢ題です。武居έဃの

日本語力のテストは、բ題૨がᛠんで理ᚐできなければ、なりたたないと思いますが、ྵ

場としては、そのբ題૨がᛠんで理ᚐできるところまでの手立てがჷりたい。酒井έဃに

は、ろうのお子さんのዒ଺ᚡচについて、˨いたいです。実ज़として、ろうのお子さんが日

本語のᛠみ୿きを学習するとき、ዒ଺ᚡচがࢊいとज़じます。᪦᪩ループではなく視覚

パッドでӷ଺ϼ理する૾が得ॖだとは思いますが、ならば得ॖな૾法で、日本語のᛠ

み、そして、さらにハードルの᭗い、୿きの力をಏにつけられる૾法がჷりたいです。原田

έဃのお話しは、目からᯍというか、ろう学校で聞こえる子供たちとӷじ教科୿を̅ってい

ることが、そもそもᢌうとज़じているので、૨科Ⴞにも考えႺしてỖしいと思いました。ݱ学部

の教Ճが聞こえる子供のための教科୿をɥ手に૰理できればᑣいのでしỢうが、例え日

本手話ができたとしても、指ݰ୿どおりの指ݰでは、ろうのお子さんに学ぶことのಏしさを

ԛӳỪẶることはできないと思います。教ࠖは子供ができない、分からないことを、子ども

のẶいではなく、ᐯ分の教え૾のɧԛさだと考えỈばならないと思います。しかしもって、

教育ྵ場は非常にἨラックです。子どもたちのᇰ᫊に支えられる日ẉです。 

  

ẋ乳幼児へのଔ期支援には、保ͤ৑ở၏院との連携も大切だと思いました。いろいろな

᧙̞機᧙が連携するためのἅーディネートをどこがするのかᾎが明ᄩになっていってỖし

いと思いました。 

  

ẋ᎚が聞こえていても聞こえてなくても、手話が大切であるということを学びました。手話につ

いてもっと学びたいと思いました。 

  

ẋ今日はありがとうごằいました。Ꮃ学校の教Ճです。人߻内᎚のお子さんとᙀ聴֥で聞こ

えのӈしいお子さんとの᧓のἅἱἷἝἃーション૾法ở、学力のࠀが大きくなってきており、

本日のシンポジウムをਖ聴し、どの子にも手話と日本語が࣏ᙲというお話をおうかがいし、

ൢਤち新たに手話、日本語を大事にしながら᧙Ừっていきたいと思いました。 

  

ẋ手話は聴覚障がい児にとってᐯ໱言語であること、こめっこはその獲得の場として᣻ᙲな

ないと思います。聴ݲлをもっていることがỪかりました。このような場は全国的にはまだࢫ

覚障がい者にとって手話が大切な言語であるというᛐᜤとリスἬクトをਤつ人がفえるこ

と、こめっこのような手話獲得の場が࠼がっていく社会になってഒしいと思いました。 

  

ẋ手話言語についていろいろな本をᛠみましたが、ろう児にとって視覚言語である手話が

ᙲだということは明ᄩだと思います。ᅶは聴者ですし、子供も聴者ですが、ᚃ子᧓での࣏

ἅἱἷἝἃーションの大切さは実ज़しています。また、思考言語をਤたẵに成長する子供

がいるということにक़໱とẶằるを得まẶん。そんな中、今ׅのプロジェクトをჷったことで
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ྵཞがᑣい૾Ӽに٭Ừっていくのではないかと期ࢳをਤつことがЈஹました。ろう児をਤ

つᚃ（聴、ろうにかかỪらẵ）にҗ分なऴ報を提供できる体Сがૢうこと、ろう学校にろう

のέဃがفえることが࢘面できる目೅かなと考えました。 

  

ẋこめっこの活動を、学習能力、言語、脳科学、心理面など各分野からの科学的౨証に

基づき౨証されようとされていることに૟ॖを表します。視聴して、非常に参考になり、学

ぶ事ができました。ᐯ分たちの活動のᙸႺしにもなりましたし、学校教育とどう連携してい

けばいいのかも考えさẶられました。大阪は手話言語条例のもとでの活動と言うこともあり、

教育、ᅦᅍ、医学、学ᘐと連携がうまくいくのかなとも思いました。学校ᎰՃの手話習得

の機会は教Ճ᫱成のˁኵみの中に、聞こえる保ᜱ者とᩊ聴の子どもたちがσにಏしく手

話にᚑれることができるこめっこの活動のような機会を各עでޒ開していく࣏ᙲがあると思

います。 

  

ẋ手話のҥ語の፠Зはᒍҥ語の፠ЗとӷじでॖԛとしてˡỪらないと言う言ᓶがとてもኛ

得できました。しかし、ྵ実として、൑年のようにἳンἢーがẫるりと٭Ừってしまう特К支援

学校のྵཞではネイティἨのような手話を習得してさらに学習言語を਀さえながら੉業を

つくっていくのはかなりӈしいものがあります。手話言語へのリスἬクトのൢਤちをਤつこと

の大切さを࠼めていきたいです。 

  

ẋ乳幼児期からの発達の中で手話にᚑれる࿢ؾがഎかẶないことがよくỪかりました。Ọ

んỌんを̅った表ྵにज़動しました。ὁクὁクしたൢ分になりますỈ。 

  

ẋ聴覚障害があるなら、日本語よりも手話のỖうが៲に˄きởすい言語だと思うので、どち

らも大事だから͞らẵに教育すỔきという内容にはွբをज़じました。手話をἫースにした

うえで日本語は後から獲得するといった૾ࡸのỖうが、言語еڞにならẵにすớと思いま

す。 

  

ẋ特К支援学校とこめっことがἅラἮしながら૾Ӽࣱを೉ኧするのが理ेだと思う。 

 

ẋ手話は言語であるといỪれ、ἅἱἷἝἃーション἖ールとして言語を考えていました。しかし、

έဃ૾の講演で「ろう児の思考言語として言語獲得が࣏ᙲ」とあり、ᐯ分が考えるため

に言語が࣏ᙲであり、それにアイデンティティがᄩ立するということがよくỪかりました。 

  

ẋアンἃートのᾀ・ᾁにある「手話がᐯ໱言語であること」「日本手話と日本語がီなる言語

であること」については、脳科学的なᙸעở発達心理・精神医学・教育的ᙸעからの

話はとてもφ体的で分かりởすかったです。ただ、ྵ଺点では手話が言語であることにつ
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いて、ݲなくとも日本社会では、ろう者ởそのԗᡀの人ẉが「実ज़的に」分かっている一

૾で、言語学的なỺビデンスがまだ積み᣻なっていないྵཞがあると思います。まだまだ

研究者がᨂられてているྵנにあって、こめっこの活動はఌਗをᨼめる活動としても、聞こ

えない子どもたちのசஹをਏく活動としてもද目しております。武居έဃがおっしỞった「ٳ

国語のἢイリンỾルとはᢌって、聞こえない子の場ӳはॖ׋的に支援していかなくてはい

けない」という点はろう教育のݦᧉࣱのᾀつだと思いますが、これをᾀつとっても、教育ྵ

場でもॖᜤのࠀが大きいので、ྵ場にしっかりˡえていきたいと思います。ろう教育のྵ

場にいると、武居έဃở河﨑έဃがおっしỞっていたように、ӝ話オンリーở手話オンリ

ーでは立ち行かないྵཞがあります。前提として̅っている言ᓶの理ᚐ一つ一つにࠀが

あるので、ӷじテーマで話しているようでも、話がすれᢌっていってしまうのです。「手話」を

どう理ᚐしているか、「聞こえない」ことをどう理ᚐしているか、これらをとってみても、保ᜱ

者・教Ճ・行૎ᎰՃ・ᜭՃ・医者など、立場に᧙̞なく̾ẉで理ᚐのᱨᱰが大きいと思

います。ᅶは教Ճとして、また手話ᡫᚪ者として、こうしたことを˂者にᛟ明する機会もݲ

なくありまẶんが、その଺にఌਗがあるということは心ࢍいことです。堀谷έဃのឋբにあ

りました、「ろう学校のέဃはどのような手話で語ればよいのか」というテーマについては、

ろう学校教Ճが手話を̅うこととӷ଺に、学びዓけてỖしいと思います。ᒍ語ở日本語

の学びにኳỪりがないのとӷじように、手話も学Ổば学ぶỖど深く理ᚐしԛỪうことができ

ます。しかし、ろう学校ではᾀ年目こそ手話講ࡈなどで手話を学びますが、ᾁ年目ˌᨀは

「あとはྵ場で」というॖᜤになってしまいます。そのኽௐ、ᾂ὿年ᾃ὿年Ѯめても「ᾀ年目の

理ᚐ」しかないέဃをたくさんᙸてきました。だからこそ、手話ở聞こえないことをきちんと理

ᚐしている人から、学びዓけてỖしいと思います。そのॖԛでも、酒井έဃの「その言語

にᡈづけるѐ力をዓけること」というお考えにσज़しました。 

  

ẋἢイリンỾルのᑣさ、中ᡦҞᇢではない、ᾁつの手െを手にλれられるという考え૾になる

Ỗど思いました。 

  

ẋᎳ学校の聴の教Ճとしてできることとして、酒井έဃở武居έဃがおっしỞっていた「日

本手話という言語をリスἬクトする」と「手話言語学のჷᜤを៲に˄ける」ことにѐめたい

と思いました。 

  

ẋ事前動画も指定討論もとても面ႉかったです。子どもがᢂびながら手話を獲得していき、

そこにᚃが一ደに᧙Ừりӳえる場を˺っているというだけでも活動としてॖԛがありますが、

その活動のఌਗとしてಮẉな分野から૾法論を౨証し、研究をዓけながらӕりኵんでい

ることがとてもእ୑らしいなとज़じました。今日は特に、原田έဃのお話がᐻԛ深かった

です。ろう教育について語る଺に、これまであまり一ደに語られなかった内容ではないでし

Ợうか。それから、いくら手話の࣏ᙲࣱを᎚にしても、まだまだ心ऴとして「ᐯ分（ᚃ）とἅἱἷ
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Ἕἃーションできる᪦٣言語を」「手話か聴覚活ဇか」と考えてしまう保ᜱ者にとって、いく

ら手話が࣏ᙲと言Ừれても঻が子とは切りᩉして考えたいと思ってしまいがちですが、今

ׅのシンポジウムからは「どの子も手話によって本ஹਤっている言語の力を˦ばしていける

んだよ、大ɣپ、一ደにởろう」というἳッセージをたくさんज़じました。ٶくの࢘事者家族の

૾にފくといいなと思います。 

  

ẋ乳幼児期だけでなくӝ話教育で育った成人の心理ở思考言語習༌ἾἫルのᚮૺスἃ

ールも、ӷ଺ᡶ行してൔ᠋研究のために࣏ᙲなのではないかとज़じた。 

  

ẋこめっこの基࠴的な考え૾「乳幼児の手話を学ぶ場をᄩ保する」に基づき、脳科学、言

語獲得について心理発達についての学びを深め、実ោしているಮ子がよく分かった。ᢂ

びをᡫして、ᐯ໱に日本手話཯特の૨法・表ྵ・リἌムにЈ会う場をᙸẶてもらったが、

ỿラỿラした子供たちの目。ᨼ中しているಮ子がእ୑らしいと思った。実ᨥにスタッἧの事

前の৙ちӳỪẶのࡁ࣋したಮ子にただただᭃきだった。研究、論理にᘻ৙ちされた実ោ

がそこにはあったのだと思う。 

  

ẋٶಮࣱを容ᛐする଺代にᆳλした今、ᩊ聴児にとって、また̾人̾人にとってἫストな

ᢠ৸を可能とする࿢ؾ˺り、ऴ報提供ở、ἇポートを行っていけるɭの中になることを心

からᫍっています。 

 

ẋ獲得と習得はᢌうと思うのですが、こめっことしてどういう定፯で̅っているのかஇИにᛟ

明がなかったので、全体的にฆʏする。ろう教育ݦᧉ家ではない人にはいきなり൐語と

か言ỪれてもỪかりにくかったのではᾎと思う。 

ᚃを対象にもっとかみᄃいたᛟ明があるといいのではᾎ人߻内᎚ᘺဇ児にも手話が࣏

ᙲな理ဌがよくỪからなかった。ろうスタッἧはネイティἨἇイἜーだが、手話の力がまちまち

でそれẹれの力で੗しているとᛟ明があったが、それは手話力が˯いスタッἧがいるとᛚ

ᚐされるのではᾎ（ネイティἨἇイἜーの定፯もᛟ明がỪかりにくいようにज़じます）聞こえな

い子どもにも手話ở日本語が࣏ᙲなのはỪかるが、٣˄き手話を̅うことでᐯ໱に手話

がᓳちてしまい、ኽௐ的に手話を主にしている子どもはऴ報を得られない場ӳがあるとい

うことをे定しているのかどうか。もし、े定している場ӳ、これに対するᚐൿ૾法をどのよう

に考えているのか。こめっこỌんỌんをᙸるとᑥの表ྵは᧙ᙱで̅Ừれている手話ではな

く、手話の本に᠍っている表ྵを̅っているようにज़じた。これはॖᜤ的に૾言ではなく、

手話の本に᠍っている表ྵを̅うようにॖᜤしているのか。こめっこの活動は本࢘に大事

な活動なので今後の活動を期ࢳしています。ᵀ 

  

ẋଔ期から᪦٣言語のみでなく日本手話にもᚑれていく࿢ؾが大切だということがよくỪか
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りました。ἢイリンỾルがそうྦྷしくないこともỪかりましたが、そのよう提供できる（日本手話と

᪦٣日本語）࿢ؾ側のૢͳの࣏ᙲࣱもज़じました。 

  

ẋ乳幼児期に、手話でˡえあえることが大切であることはᄩ信していましたが、まだσᡫᛐ

ᜤになっていないのでしỢうか。ɤ人のέဃ૾がスタートからついての活動は心ࢍいと思

います。ặọ、ろう教育に発信して᪬きたいと思います。手話で育ったお子さんたちの学

ᱫ後の教育のΪ実が今後のᛢ題だと思います。 

  

ẋᎳ学校としてのࢫл、手話と日本語などたくさん考えさẶられました。とてもよい機会にな

ったと思うし、これからも᧙Ừる子どもたちにとってよりᑣい૾法を೉ኧしていきたいと思いま

す。 

  

ẋ「こめっこ」の活動にはˌ前からᐻԛをਤっておりました。今ׅᜂέဃ૾のお話の中で「こ

めっこ」でのφ体的なӕりኵみở、その特ီࣱ、スタッἧの༏ॖをごኰʼいただき、ますま

すᐻԛをਤちました。ặọᙸ学してみたいです。0 ബから就学前までの期᧓で、ᐯ分たち

の൐語でˡえӳうኺ᬴を得ること、マジョリティ体᬴をすることが子どもたちのアイデンティテ

ィ形成ởその後の人ဃのᢠ৸に大きなプラスのࢨ᪪があることはすでに明らかに思えま

す。しかし、今後ٶ面的な科学的౨証も加Ừって、よりᛟ得力のある事実としてこのӕり

ኵみが全国に࠼がりいきいきと活៫するろう者がفえていくことを期ࢳします。 

  

ẋ乳幼児が学ᱫ期にᆆるᢅᆉで、ろう学校でのಮ子ở事例を聞きたかった。 

  

ẋᾁつの言語をӷ଺に幼ݲ期に៲につけようとするとどちらも៲につかない、ときいていまし

た。今ׅのお話を聞いて、ἢイリンỾルを目指す教育の正しさがỪかり、すっきりしました。 

  

ẋע؏格ࠀがなく手話が学Ổる࿢ؾがૢうことをᫍっています。ᵱᵲ としてऴ報をᨼめ保ᜱ

者の૾へˡえていきたいです。 

  

ẋᣃӳにより、本日の第ʚ部に参加できẵസࣞでした。しかし、視聴した第一部も内容が

Ϊ実して、大٭ஊりᩊかった。 

  

ẋこめっこの活動૾ᤆに大٭σज़しました。έဃ૾のまとめで、「手話」と「日本語」は࣏ẵ

習得、「手話」も「聴覚活ဇ」も̅えるものがٶいỖうがいい、というૢ理がすっきりしました。

ྵ場でဃかしたいとज़じます。手話ᡫᚪの᫱成でも「第一言語」の力が「第ʚ言語」の

習得にࢨ᪪するということがኛ得できました。 
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ẋ家族の中のܔ཯ ᐯ分だけが聞こえない。その子は長ౝ子にݏそỔって、じっとټ井を

ᙸていた。ᅶはその子に話かけることがЈஹなかった。˂の子供とӷじように、ൢ᠉に話

かけられたらどんなにᑣいだろう。手話を覚えたいと思ったきっかけでした。さて、ᅶが聞こ

えないその子と੗していくɥで心配な事はᅶの手話でいいのかなᾎということです。聞こ

えない子供にはῑἢイリンỾルな手話が࣏ᙲと言っていましたがḠ「଺は人をࢳたẵ」どん

どん成長していくその子に、໰っています。 

  

ẋ思考言語としての手話の࣏ᙲࣱを、もっと学びたいと思いました。手話表ྵのˁ૾も、大

 。参考になりました。ᾗᾟを今後もਖᙸさẶていただきます٭

 

ẋᩊ聴イἅール手話くらいに考えていたのですが、人߻内᎚ởᙀ聴֥などによる聴覚活ဇ

もٶいことをોめてჷりました。ᅶの༵は幼ݲ期からᩊ聴で、ẵっとᙀ聴֥をつけていま

す。そして、ಮẉなᩃ᪦がਢいたい᪦٣と一ደにਘ٣されて聞こえ、しんどい思いをして

いるとも聞いたことがあります。聞こえない子ども達の࠳Ặは一体˴かᾎ今ׅのシンポジ

ウムをਖ聴しながら、手話言語と᪦٣言語のႻʝ˺ဇで言語力を᭗めること、ಮẉな

ᢠ৸Ꮓを学んだɥで、ストἾスがݲなくてすớ言語࿢ؾを子どもᐯ៲がݩஹᢠỔることが

大切なのではないかと思いました。原田έဃのお話もとてもᐻԛ深かったです。῏ᒧの᧓

のܔ཯ῐそんな思いをさẶないように、ͤ聴者もྙέして手話を学ぶỔきだと心から思い

ました。 

  

ẋ日本手話と日本語がီなることはˌ前から理ᚐしておりますが、もし手話のנ܍をჷらな

いまま今ׅのシンポジウムに参加したとしたらዌ対に理ᚐできなかったと思います。また、

こめっこは乳幼児にᨂられるかと思ったのですが、ॖٳと年ᱫ対象がࠢ࠼いことにᭃきま

した。ࠢ࠼い年ᱫの子供たちの支援をするプロジェクトを行うことは大٭かと思いますが、

今後の発ޒをおᅌりしております。 

  

ẋ医療、教育、大学の研究機᧙とಮẉな立場のέဃ૾のお話を˨うことができありがとう

ごằいました。ોめて言語獲得の࣏ᙲࣱを学ぶ機会となりました。 

  

ẋ൑日の動画配信のおかậもあり、இᡈ手話も言ᓶもアウトプットがفえてきています。こめ

っこさんの活動をどのように˂県でも活かしていけるか、保ᜱ者として考えています。どこに

˰んでいても、ᚃ子、家族をἇポートしてくださるጏと್のつながりをਤてると、心の支えに

なります。聴覚の障害があっても、ಏしく学びဃ活していけるように࿢ؾをૢえていきたいで

す。 

  

ẋとてもѠࢍになりました。ただ、研究の内容がよく分かったかと言うと、ᚡচがૢ理されてい
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まẶん。あまりに分野がまちまちの૾ẉ（学者中心）がᨼまっていてॖᙸのἦントがẵれở

すかったかと思います。武居έဃは支ਤするέဃですが、౨௹のᛟ明よりݲしでもኽௐ

を聞く૾が᧙心が᭗くなります。̾人的には、原田έဃの学校૨҄の᧍ᦋࣱ・јྙ主

፯、そのᡫりと思いました。河﨑έဃの人߻内᎚・᠉度ở中等度ᩊ聴児への手話の࣏

ᙲࣱはឃ成ですが、お話の内容がኬかくなりがちでׅりくどかったのではないでしỢうか。

酒井έဃはᛟ得力がありました。しかし、脳科学からᙸて「第一言語でもᐮမ期がある

のかないのか」「手話૨法によって手話言語は構ᡯ的であることは᧓ᢌいないですが、

᭗度な日本語の論理的な૨ᇘなど（ݱᾄẫらいからある内容）を手話をもとに理ᚐし୿き

言ᓶで表ྵする力につながるか。ݱᾀでλ学して手話での思考をဃかして日本語獲得

をしつつ、日本語によるᛠᚐ力・学力を៲につけることが学年対ࣖではᩊしいのではない

か」。Ꮃ学校・ݱ学校・ᩊ聴学ኢਃ˓をኺ᬴してそのようなွբをਤっています。こめっこ

の活動はእ୑らしいと思います。ᐯ໱にᐯဌに言語を獲得するᎳ児、ᩊ聴児を育てた

いです。 

  

ẋこどもが中等度ですが、ᅶᐯ៲手話はڤきなので積ಊ的にӕりλれたいと思っています。

ろう学校にλれたいとも考えています。しかし、ᅶᐯ៲ἅἱἷἝἃーションがᒊ手で手話獲

得が思うようにᡶみまẶん。ᛢ題がٶい手話のこれからのഭӪにസる᪃ԡをこめっこが

ឪこすことをᫍっています。 

  

ẋ঻が家の場ӳ、ͤ聴者の家族の中でたったᾀ人のᩊ聴児のཞ७でおᒧの᧓のܔ཯は

いつでもឪこりうるऀࣨからも手話の᣻ᙲࣱをોめてज़じました。と、いってもᅶˌɥにᩊ

聴児ˌٳの家族は手話で話しができまẶん。だからこそ、どんな人にでも᣻ᙲࣱがいろ

んなᚇ点から証明できればᐯẵと手話を̅うことに৽৴がなくӖけλれられるのではない

かと思いました。そう思ったᅶもこの子がဃまれるまでは手話はろう者の特Кな物くらいなイ

ἳージでしかなかったのです。だから὿ബの᪭はスクリーἝンἂ౨௹のኽௐ、᎚の聞こえᩊ

いことをჷらされる౨௹をはじめ၏院と療育ᡫいの日ẉで手話でのởりӕりởᢂびだなん

て 考える˷ᘽもなかった事を思いЈしました。どう育てたらᑣいのかᚃとしての戸षいも

ɧܤもある中ろう者の子育て、大έ᠚の૾からởろう学校のέဃからのアドἢイスをいた

だきᕪをも੟ớようなेいで࣏രでした。そんな଺手話にЈ会い手話のእ୑らしさ、ᅶの

ჷらなかった新しいɭမにൢづかされ一本のήがݧしてきたかのようにज़じました。そして、

୼にいろんな面で力になってくれるנ܍となったのはᵀこめっこᵀさんでした。᣻ᙲなࢫлりを

ਤつ手話のנ܍。学力、学習力へのἇポートはᚃとしてどのようにできるのかまだまだ手

੕りな事だらけで この子にとってどうしていけばいいのかᾎỪからないᅶですが、今日の

シンポジウムでこんなに沢ޛのជい૾ẉのჷऔを͈りながら঻が子に、そしてこれからの

子ども達のໝにࢫ立つ話しӳいがЈஹたことにज़ᜓ、ज़ນしました。そしてசஹは容ତで

はなくᨖしいことはỪかっていますが力ࢍくज़じ子どもの成長がよりಏしみになりました。
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長ẉとすみまẶん。本࢘に、ありがとうごằいました。 

  

ẋ本研究を࠼くჷっていただくことが、手話のଔ期獲得のॖ፯の理ᚐにつながると思う。 

 

ẋ手話による言語習得の大切さにσज़しました。学校ྵ場にこの考えがないのがസࣞです。

「ろう学校の教ࠖに්ୢな手話を൭めることはᩊしいが、手話が日本語とはᢌう言語で

あることを理ᚐし、手話をリスἬクトするۋѬをもつことはできる」そういう教ࠖがفえてỖしい

と実ज़しました。 

  

ẋいろいろな側面からのお話が聞けてよかったです。ᐯ分はろう学校の新቟教Ճです。理

ेはᙸえるが、そこまでの׋עがない、手െもỪからない、そんなज़じです。これからもい

ろいろѠࢍしながら、೉ኧしていきます。 

  

ẋ乳幼児期から手話言語を獲得する機会の࣏ᙲࣱをોめて学ぶこと、それをܲᚇ的に評

価する手法について౨討していることをჷり、大٭Ѡࢍになりました。また、᧙̞団体との

連携がカἀとなってくると思いますので、˴かしら協力していけたらなとज़じました。 

  

ẋ子どもに聴覚障害があると分かった଺にすẫ、ಮẉなऴ報とᢠ৸Ꮓがある事を保ᜱ者の

૾がჷり、ᢠ৸Јஹる࿢ؾがૢってഒしいとᫍいます。၏院の医ࠖ、保ͤࠖの૾ẉに

も理ᚐが࠼がればᑣいとおもいます。中澤έဃが、᎚ᱠԹձ科のέဃ૾が理ᚐしࣖ

援しているというお話をされたのがとてもҮ象的でした。聞こえなくても立෉にእૣにဃきて

おられるٶくのロールἴデルの૾がいる事をჷり、保ᜱ者の૾ẉにܤ心してもらいたいで

す。社会もさらに、よりᑣく٭Ừって行くことをỈがいます。 

  

ẋ武居έဃの言うように、ྵנの公教育おいては、日本手話を̅える人はỖỗいないと思

います。どのような手െ(日本手話、日本語対ࣖ手話、ᇿᛩ、ӝ話など)であっても、ἅἱ

ἷἝἃーションをӕれるように育てることに᣻点をおくのがいいかと思います。そして、それは、

子どもたちにᢠ৸できる、そういう子どもたちを育てたいですỈ。 

ネイティἨἇイἜーだけが、子どもたちの前に立ってࠥというのが、ɧ思ᜭでした。ٶಮࣱ

の理ᚐのᚇ点からみると、いろんな人がお話ししたらいいのではないかと思いました。ᵀ 

  

ẋ聴覚活ဇか、手話か、とʚ৸にとらỪれがちな保ᜱ者に対しての対ࣖに׉षすることが

 。ஊॖ፯な研̲、ありがとうごằいました٭かったが、ોめて話ができそうにज़じました。大ٶ

  

ẋ聴覚障ᄜのある子どもたちとって、ᐯ໱言語である日本手話によるἅἱἷἝἃーションをᝅ

かに育てることにより第ʚ言語である୿ᚡ日本語の力も育つという実証を期ࢳしています。 
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ẋࠊの手話言語条例の中でも「聞こえない聞こえくい子どもたちの学習保障」を᜚ってもら

い、行૎と一ደにਖ਼ᡶ事業をすすめています。ע؏の対象の子ども、その保ᜱ者さんた

ちとできることから動き始めたい、とݲしẵつですが動き始めています。行૎との協΁事

業としてネットὁークが࠼がっている「こめっこ事業」とても参考になります。今ׅのシンポジ

ウムも大٭ᐻԛ深い内容でした。大阪での動きを૾עへ。お力をいただけたら۹しいで

す。 

  

ẋИめて参加さẶて᪬きましたがᑥんなᚌ度からの話をお˨いできてಏしかったです。こめっ

この活動をもっとお˨いできるかと思っていましたので、ݲしෞ҄ɧᑣでした。研究プロジ

ェクトがᡶ行中であると˨いましたが、῏˴のための研究なのかῐݲし理ᚐしづらかったで

す。 

  

ẋᡫᚪٟであり、聴覚特К支援学校ݱ学部の教Ճです。人߻内᎚をᘺဇしていてもј

ௐにはࠀがあり、ݱ学ဃになってからでも、手話をᐯ分のことばとして獲得することでᙸᢌ

えるようにɭမを࠼ậていく子どものۋにٶく੗しています。Ꮃ教育でいちばんᩊしいբ題

だと思うのは、手話と日本語のよりスムーἌでјௐ的な೛渡しです。このことについて、次

の機会にӕりɥậていただきたいです。 

  

ẋ手話へのेい、࣏ᙲࣱは、長年の࢘事者の活動で非常に理ᚐをしています。これから

は理މ、理論、ૠ܌をどう˺っていくかかなと言うふうに思いました。成人の場ӳも子供の

場ӳも、手話言語をဇいた೅แ҄された౨௹というのがᙸ࢘たらない。動˺ࣱჷ能を

ᚘるものは、教示さえ手話言語でወ一҄したものをૢえれば˴とかなるでしỢうが、言語ࣱ

のჷ能౨௹ở、言語障害をᙸるڂ語ၐ᧙連の౨௹など、言ᓶそのものをৢう౨௹をど

のように手話言語を൐語とする૾ẉに適ࣖさẶ得るものとするのか、そういったデータがЈ

てくると、理މの部分でも、手話言語のஊဇࣱというのがᘻづけられてくるだろうし、၌ध

による機能˯ɦの評価、リハビリにもဃかされてくるでしỢう。೅แ҄することのᩊしさはέ

ဃ૾のお話でよくỪかりましたが、はいそうですかとኳỪる話でもないと思います。これから、

そういったӕりኵみが始まるのであればặọ協力したいですし、期ࢳしたいと思っています。 

  

ẋ言語についてなんとなーくなイἳージだったものがᐯ໱言語というఌ本的なところからのᛟ

明でスッỿリとᮗ明にᙸえてきました。各૾面のέဃ૾のἨラッシンἂのおᨏで分けて考

えるỔき৑、ᙸ૾を٭えるỔき৑がỪかりました。ᙐૠのݦᧉ的分野のέဃ૾の話をしっ

かり聞けてとてもᑣかったです。これからのこめっこの活動、そして研究もಮẉなᚌ度からそ

れẹれのݦᧉのέဃ૾のアプローチで今までにない研究ኽௐがɥがるんだろうと期ࢳし

ています。ᅶもᎳ児を育てるᚃとしてこの研究ᢅᆉをዒዓしてᙸていきたいですし、この研



－ 112 －
��� 

究が今のᎳ児、ᙀ聴֥を̅う子供たち、人߻内᎚の子供たち、これからငまれてくるᎳ

児ᩊ聴児のசஹが明るくༀらされるのだろうと思うとスタートラインではありますが۹しくज़じ

ます。こめっこの活動が全国に࠼まってഒしいです。これからも日本手話をリスἬクトし子

育てをಏしんでいきます。ஊॖ፯な଺᧓となりましたὲシンポジウムに参加できとてもよかっ

たですὲὲ 

  

ẋஇ新のऴ報を得られました。ᅶが୥らす૾עでは、手話もᢠ৸Ꮓの一つとኰʼなさる᎚

ᱠ科医があまりいないようにज़じています。とても子ども思いのภかい人௡の᎚ᱠ科医で

すが、人߻内᎚をしたら手話をしないようにと指ݰされています。もっと医療機᧙でᢠ৸

Ꮓが明示されるɭの中になっていけたらありたがたいと、あらためてၘज़しました。 

  

ẋ手話は言語であり、ଔ期に獲得し手話でἅἱἷἝἃーションを׋ることは、ἅἱἷἝἃーショ

ン力、言語力、表ྵ力のӼɥだけではなく、アイデンティティのᄩ立においても大切である

ことがỪかりました。 

  

ẋ聞こえないまたは聞こえにくい子供にとっても、ᚃにとっても、これから᧙Ừるԗりの人ẉに

とっても、とてもॖԛのある活動だとज़じました。日本全国、ɭမ中にਘがってഒしい活動

です。ろう学校とはɲ᠛のようにどちらも࣏ᙲというお話がありました。聞こえない子供がင

まれた଺、၏院側から「സࣞながらḠ」ではなくこんな活動に参加してみてはᾎとすẫにऴ

報が得られるˁኵみが࣏ᙲだとज़じました。 

  

ẋ今ׅのシンポジウムは聴力障害者新聞でჷりました。こめっこについてჷったのも今ׅが

Иめてです。聞こえない子供の൐語獲得・ჷᜤの獲得・ᚃのあり૾など、ˌ前からとても

ᐻԛがありました ˌ前、全ᡫ研学校講፯ᨼ「手話で˦びる子供の力と障害者のᅦᅍ

С度ો᪃」という本で、聞こえないېさんがいるҤ஭බ子さんの講፯をᛠみました。ېさ

んは聴覚ӝ話法での教育が主්だった中で育ちました。聞こえないېをਤつᚃとして

「ᙀ聴֥を˄けしỞỔれるように聞こえるようにしてởりたい」と໯঻ٹ中で育てインテἂἾー

ションをめằし、そのᢊこそがېの࠳Ặと信じていたそうです。Ҥ஭さんは、「聴覚障害ᾌἅ

ἱἷἝἃーション障害です。そしてऴ報᧹害をӖけます」とᡓỔています。「おᒧの᧓のܔ

཯」という言ᓶもЈてஹました。なặ手話を̅うのかᾎそれは 100ή話が分かるから。手

話はݱさいときから࣏ᙲで、分かるኺ᬴をする࣏ᙲがある。人格形成にとっても大切なも

の。それẹれの聴力にӳỪẶてᙀ聴֥を̅うことがᑣい。等今ׅのシンポジウムの中で

Јたお話とӷじ内容がありました。東京の大شᎳ学校のέဃをおਔきした講፯をӖけた

とき、ởはりݱさいときから手話でᐯ໱に൐語の獲得が࣏ᙲであり、第 2 言語として日本

語のѠࢍも࣏ᙲと言っていました。Ꮃ学校に൭められる事ᾌ人᧓ࣱ・ჷᜤ・২能・思考

力・Йૺ力・表ྵ力などᾌ「ဃきる力・ဃきていく力を៲につける」ことだと思いました。こめ
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っこのࢫлはとても大きく、໯くてはならないものとज़じています。子供たちのᇰ᫊をᙸれば

分かります。全国各עにこめっこのような場がЈஹるとᑣいですが・・・今ׅの参加はとて

もѠࢍになりました。 

  

ẋѮ務する学校のࠊでも、手話言語条例が施行されるᙸ込みです。手話でဃ活し、手話

で学ぶ子ども達が「学習言語ἾἫルの手話を៲につける」場の保障と、指ݰする教Ճが

手話を学ぶ機会のᄩ保をᙲஓしていきたいと思います。今後とも、έᡶ的なӕりኵみと

ऴ報発信をࣖ援しております。 

  

ẋこめっこのような活動を本県でも行いたいです。ᛡかがᵌᵌᵌとࢳつのではなく、ᐯ分ᐯ៲も発

信者にならなくてはと思います。 

  

ẋまẵ、このようなӕりኵみが行Ừれるようになったのはእ୑らしいことだと思う。「手話は言

語」だということは、障害者ೌ利条ኖでも明ᚡされていることであり、このようなシンポジウム

であえてその理ᚐを̟す࣏ᙲがあるのかはွբである。「手話は言語」を前提に行ってい

るのではないか。 

ϔ᪽に、「日本手話」と「対ࣖ手話」の̅い分けのお話があった。また、ᡦ中でも「日本

語」と「聴力活ဇ」の話がЈたが、対を成す対象が全体をᡫしてあいまいなままᡶんでい

たようにज़じる。̾人としては、ろう児にとっては「日本手話」と「ᛠみ୿きとしての日本語」と

いうᚐ᣷だが、人߻内᎚をᘺဇしている子どもの話だったのか、そのᡀりを明ᄩにしてもら

った૾がありがたかった。それによって˴をもってἢイリンỾルなのかが٭Ừると考える。ᵀ 

 

ẋ内容としては、大阪府の事業としての「こめっこ」の活動、それをᡫして、NPO 法人こめっこ

が運営主体となり各分野の研究者をᇿ᪽にዮӳ的な「言語獲得」に᧙する調௹・研究

を行うという形にᡶ҄していることがよくỪかりました。「手話を̅ဇすることで、思考力が˄

き、日本語力（ᛠみ୿き）・学力がӼɥする」ということはこれまでもಮẉなところで言Ừれ

ていましたが、Ỻビデンスがなかなか示されẵ、特に聴覚活ဇができる子どもには手話は

いようなൢがしまٶᙲではない、というロジックにすりஆỪってしまっていることが࣏ẵしも࣏

す。「こめっこ」の活動・研究は、そんなろうᩊ聴児の療育・教育を大きく٭えるものになると

期ࢳしております。 

  

ẋ今後のろう者のἅἱἷἝἃーション手െ獲得のために、ಮẉな૾法の内の一つにとても大

切な「手話」言語の獲得が࣏ᙲだと言う事がỪかっているとは思っていましたが、ોめて

人߻内᎚等を̅って᪦٣言語をあるᆉ度獲得している人たちにとっても᣻ᙲで、ע؏の

学校にᡫっている子どもたちにとっても「こめっこ」がしているようなӕりኵみをᛡもができる࿢

になる日が、ஹることをಏしみにしています。ᅶは、ろう᣻ᙐの˺業৑ᎰՃですが、᭗ؾ
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等部ᡶ学の଺に、聴覚支援学校でなく、支援学校にᡶ学をᡶめられるろう᣻ᙐの子ど

もたちが、ע؏の聞こえる人中心の˺業৑にᡫ৑することで、益ẉ、ἅἱἷἝἃーション

保障から遠ằけられている事実があること。また、঻ẉのような施設にஹて、手話でのἅἱ

ἷἝἃーションをすることで、とても᣻度のჷ的障害をあỪẶもつろう᣻ᙐのː᧓たちが、

手話でἅἱἷἝἃーションができるようになり、Ⴛ手（ᎰՃở家族）とσᡫの話題でἅἱἷἝ

ἃーションができるようになっていく事実を目の࢘たりにしています。଱非、ろう者にとって手

話がどれだけ大切なものかを、᣻度᣻ᙐ障害者にもスポットを࢘てて౨討してもらえれば

۹しいです。 

  

ẋまた、大阪でこのようなӕりኵみをעᢊにዓけられていることをჷり、大٭心ࢍく思いました。

機会がありましたら、またѠࢍさẶていただき、ᐯ分のԗりの人にも৵にᚑれˡえていきた

いと思います。 

  

ẋ医療のɭမはܲᚇ的なỺビデンスを積み᣻Ỉないとなかなか٭ỪっていきまẶんが、ᡞ

にỺビデンスが明ᄩであれば（科学的なᘻ˄けがあれば）、新しいჷᙸをᡮởかに௩᠂

にӕりλれていくものだとज़じています。今後のこめっこの活動と研究に大きく期ࢳしていま

す。 

  

ẋᅶの৑ޓする県にも手話言語条例がஊりますが、条例のɦで聴覚障害児のໝにᐯ分

にЈஹることは໯いかᾎ今一度考えようと思います。 

  

ẋろう児の思考言語として、言語獲得が࣏ᙲであり、そのために手話をᐯ໱獲得できる場

৑が࣏ᙲである。この証明のためにもέဃ૾の研究・調௹が࣏ᙲであり、データとして調

௹をつづけることでこめっこの活動内容にἧィードἢックされるのだろうと理ᚐしました。 

  

ẋ子どもたちの明るいசஹがಏしみになる内容でした。᧙̞者のႏಮの協力体Сがእ୑

らしいです。 

  

ẋ聴覚障がいのある子供たちにとって手話が思考言語ở人格の発達にどんなࢨ᪪をɨえ

るか、Ѡࢍになりました。 

  

ẋこどもの׉りज़がݲしでもถらẶればと考えている中で、日本手話も大事な἖ールとỪか

った。学校でのࢫлとٳ部とのࢫлをうまくリンクさẶたいとોめてज़じる଺᧓になった。 

  

ẋ手話がᐯ໱言語という発ेを今までਤってなかったので、手話に対する考え૾が、ఌ本 

的に٭Ừりました。 
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ẋܲᚇ的評価のኽௐがಏしみです。今後のᎳ教育に活かしていけるといいなと思いました。 

  

ẋ࠼い分野のέဃ૾の話を聞き、ݦᧉჷᜤの考え૾がありながら、おʝいがݭ᣻しӳい

協力して目೅にӼかって活動していることが分かった。ḛݭ᣻するۋѬḜが大切であり、そ

のためにはἅἱἷἝἃーションが࣏ᙲなこと、ˡえたい表ྵを考えること、そして聞くۋѬの

大切さ。今後の学習に心がけていきたい。 

  

ẋ本県にも、こめっこのような活動ができる࿢ؾがあればいいなと思いました。教育Ⴛᛩに

携Ừっている者として、機᧙᧓連携のנり૾にᛢ題をज़じています。連携という名の਀し

˄けӳいではなく、それẹれの機᧙がݦᧉの立場で一人一人のお子さんの成長をᛐめ

発達を̟していけるような連携を目指したいと思います。 

  

ẋシンポジウムをਖᙸして大٭内容がΪ実してѠࢍになりました。ᅶはʞബのろう児の聞こ

える൐ᚃですが、࠳運にもऒ子がហちỞんの଺からろう学校のέဃから教えてもらい、

「日本手話」にЈ会いऒ子の൐語は「日本手話なんだ。ऒ子の言語によりそえばಏしい

子育てがЈஹるὲὲ」と河߃έဃのˏるようにẶっẶと日本手話を学んできました。しか

し、ऒ子が日本手話をᾛᾀとし、᪦٣日本語も̅えるようになっていくと、ろう児の聞こえる保

ᜱ者ởろう学校の聴教Ճには日本手話の大切さở、それをዜਤしていくために࣏ᙲな教

育等を深く理ᚐしてもらえないཞඞです。ろう児が᪦٣日本語を̅ဇできるようになると、

一ᙸऒ子から手話がෞえてしまっているようにѥᢌいされ、「対ࣖ手話でもҗ分じỞな

いᾎ」「そんなに日本手話にこだỪらなくても。。。。」というような目でᙸられがちです。非

常にസࣞです。そして、ӷじ思いのː᧓がݲないと言うཞඞです。こめっこのእ୑らしいと

ころは、手話ᾌ「日本手話」と言語学的にも正しい理ᚐとჷᜤを運営側はもちろん、参

加してくれるᚃ子に対してもऴ報を発信しているところです。また、聞こえる人も、聞こえない

人も࠯等にというۋѬから、活動は日本手話にきちんと᪦٣ᡫᚪをКのਃ࢘の૾がở

るというˁኵみがᑣいとおもいました。それを日ẉの活動で実ោすることは、保ᜱ者にとっ

てもᑣいᙸ本となりますし、活動の中で「ʚつの言語はКのもの」というᛐᜤをಏしいᚃ子

の活動の中でᐯ໱に学Ổるところがとてもいいなとज़じました。ऒ子がᡫっているろう学校

は、そこをฆặようとします。言語提示を「日本手話」「᪦٣日本語」を分けてഒしいと言っ

ても深く理ᚐしてくれる教Ճはまだまだݲないです。酒井έဃが、「ᐯ分とはᢌう言語を̅

うႻ手に対してリスἬクトが࣏ᙲ」とおっしỞっていて、ᅶの中の心に、しっくりとくるとてもእૣ

なお言ᓶでした。ろう児を育てるᚃとして、ऒ子のᾛᾀである日本手話にリスἬクトして、これ

からもಏしく子育てをዓけていきたいと思います。そして、ᅶのᾛᾁは「日本手話だ。」とᏟを

ᝮ᣻なお٭ってဃきていけるようなそんな൐ᚃでありたいと思っています。この度は、大ࢌ

話が聞ける機会を᪬いてज़ᜓしております。いつかऒ子と「こめっこ」をᙸ学さẶてください。
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その଺がஹるのをಏしみにしております。 

 

ẋこめっこが、手話だとかӝ話だとか、そういったある側面だけでСኖをしない、どんな子も

Ӗけλれてくれる場で、いつまでもありዓけてഒしいです。講演をᡫして、事象の表ᘻをϬ

᩺にᙸಊめながら、࡫設的に話をᡶめておられる૾ばかりで、᫂もしくज़じました。特に、こ

めっこに参加していたから成長できたとኽ論˄けるのではなく、ಮẉなᙲ׆がᙐᩃにዂみ

あっての成長があるので、そこをしっかりᙸていく࣏ᙲがある、という点は、非常にσज़しま

した。また、ݲし講演内容からはᏮዴするかもしれまẶんが、ᩊ聴ᚮૺ後にӖけӕること

のできるऴ報格ࠀがݲなくなればいいなと思います。子がᩊ聴とЙ明してから、ᚃは、၏

院、支援学校、療育施設など、各৑でಮẉな૾ẉにЈ会います。ᚃの঻ẉが、ᑥẉ

調Ổるのはもちろんですが、そこでЈ会う૾のॖᙸは大きいです。 

子のᩊ聴ᆉ度がɧᄩかな（ᚃのჷᜤもない）内に、ɧܤがѨり、とにかくすがりたい思い

になります。そのようなཞඞにおいて、特定の၏院にしか行けない（行かない）人と、၏

院・支援学校・療育έと各৑に行く人とでは、どうしてもऴ報にࠀがЈてきます。そのࠀが

子の 成長のࠀにならないような࿢ؾがૢえばよりよいと思います。こめっこがそのようなᆸ

ӝにもなってഒしいと思いました。ᵀ 

  

ẋᾀ、ᾁ、ᾄ、ᾆ、ᾇ、ᾈについて、̾人的にはよくỪかっているつもりですが、今ׅのシンポジウ

ムだけを聞いて「よくỪかった」とは言えないので、「ஊるᆉ度Ừかった」のׅሉをᢠ৸しまし

た。ႏさんのような૾ẉのಮẉなѐ力でݲしẵつ理ᚐが࠼がっていくのだと思います。こ

れらのことはസࣞながら一ᑍにはあまりჷられていまẶん。ᅶᐯ៲はたまたま言語にᐻԛ

があり、聞こえないӐ達から手話のことを聞いたりしてỖんのݲしჷᜤがあります。というか、

Ψẉ言語にᐻԛがありݲしѠࢍしていたので、聞こえないӐ達から手話のᛟ明を聞いた

ときにすẫにᾀ、ᾁ、ᾄ、ᾆのことが理ᚐできました。手話言語を獲得する機会がᄩ保されて

いないということở、その子供の人格形成へのࢨ᪪などは、Ӑ達から聞くまで考えたことも

なかったのでびっくりしました。聞こえない子供をਤつ聞こえるᚃへの支援ở教育、᧙̞者

への教育も大事ですが、もっと一ᑍの人に、ٶくの人に、聞こえない子供たちが手話を獲

得することの大切さở日本において手話言語を獲得する機会がどのようなཞඞにあるの

かなをჷってもらう、そういうᙍ野を࠼ậていくことが大切ではとज़じています。ɥᚡឋբの

ᾀ὿のᢠ৸Ꮓの中に৑ޓしない一ࠊൟですが、˴かできることはないのかなと思っていま

す。 

  

ẋ「ᒧの᧓のܔ཯」「つかっている日本語をリスἬクトする」ᾁつのὁードがҮ象にസりました。

手話にቇҥなỪらỔജ᫘の୺をつけても、ママたちは覚えởすいかなᾎと思いました。 

  

ẋ子ども達のဃきဃきした表ऴがҮ象的だった 
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ẋ乳幼児からの手話習得、ᄩ保によるデータがないため、学校のྵ場では成長がないと

言Ừれているが、実ᨥにそうではなかったとỪかりました。 

  

ẋ手話言語を獲得する機会のᄩ保を׋る࣏ᙲࣱと保ᜱ者の手話習得支援が、子どもの

心理発達（人格形成）にとって大切であることが 理ᚐできました。 

  

ẋ୍െ聞くことのできないᝮ᣻なお話を˨うことができて、とてもѠࢍになりました。研究プロ

ジェクトがすすめられていることはჷりまẶんでした。そのためのЙ定஬૰の˺成、正ᄩに

みていけるように考えておられることにज़動しました。日本手話と日本語は、ဃ活をಏしみ

社会参加していくためにもɲ૾࣏ᙲです。ネイティἨでもɲ૾をഒしています。日本手話は

日本語を͈りていると言った手話ᡫᚪ者がいました。͈りているというよりもԃまれているの

ではないかと長年पんで考えてもよくỪからẵ、ᛡにも言えまẶんでした。日本手話と日

本語はそれẹれの૨法から成り立つီなる言語であることはよく分かっているつもりです。

手話をჷらなければ心がᒊしく、日本語をჷらなければဃ活Јஹない、ဃきるのがᒊしい。

聞こえない聞こえにくい人᧓にとってこのʚつの言語は切りᩉẶないセットであり、それẹれ

を容ତに̅いこなẶるように習得すれば、かなりᝅかな思考とˡ達能力を̅って社会参

加できます。セットという表ྵがいいのかよくないのかỪかりまẶんが、そのように思い至り

ました。έဃ૾ႏಮの講演とお話は全てኛ得がいくものでした。ᅶの手話の習得はまだ

ᢊҞばです、ネイティἨをݭ૟ݭ᣻してᡈづけるようにѐ力します。 

  

ẋṞこめっこに参加した子ども達のဃきဃきした表ऴが、こめっこのӕኵみのእ୑らしさを物

語っていた。物井έဃở久保沢さんのような表ྵ力・子ども達をࡽき˄ける᭽力はどのよ

うにしたら៲にბけられるのか。どのようにᄶいておられるのかな。ṟ事前配信で武居έ

ဃが手話と᪦٣の́ဇでお話してくださったのでとても分かりởすかった。また、手話力・

日本語力の評価૾法について参考になりました。Ṡ࢘日のパネルディスカッションはݦᧉ

のέဃだけでなく学校ྵ場で指ݰされている堀谷έဃのφ体的な話が聞けてᑣかった。

子どもは、ᐯ໱とᐯ分にᬘ௨ớ言語を習得する力があると言Ừれた言ᓶが心にസった。

また૨܌ऴ報のうまみをଔい内からˡえていきたい。ɧܦ全な手話でも̅っていくことが

大事など、ѕまされた。ṡ原田έဃのお話はИめてだったがとてもよかったὲὲ社会学

教育的視点でᙸることの大切さを学Ổた。学校の指ݰの側面は「ӷ҄」でݲૠ者੎ᨊ。

社会のɧ࠯等のϐ構ሰ。「ီࠀのジἾンマ」はИめて聞く言ᓶだった。Ṣ酒井έဃの

Ψẉ子どもにはᐯ໱言語獲得の力がͳỪっている。その࿢ؾを˺ることが大事とのお話

は、੐谷έဃの話とマッチしていると心ࢍくज़じた。ṣ中澤έဃがᐯࠁኰʼで手話を̅

ってɦさって۹しかったὲὲいつもお話に᭽力をज़じます。Ṥ武居έဃはいつもբ題点を

Ἄἢッと指ઇされるのでൢਤちがよい。ӝ話手話論・・・。1 つにൿめることが原׆。子ど
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もの࠳Ặにጟがらない。1 つよりᾁつがᑣい・・。こめっこのࢫлはᾎᎳ学校のࢫлはᾎプ

ラスの᧙̞づくりを。これは大事ですỈ。இ後にこめっこỌんỌんを 2 つᙸました。リἌムが

ӕれてಏしくできるのでとてもいいなと思いました。手話と日本語をどのようにጟいでいくの

か、聞こえないᅶたちには手話と૨܌ऴ報（日本語）がởっỌり大事だとज़じました。 

  

ẋ事前動画もԃめ、とてもѠࢍになった。ଔ期に手話言語にᚑれる機会、それを長期的に

保障する場があることはとても᣻ᙲとϐᛐᜤした。ろう児対象の્デイで児童指ݰՃとし

て΁いたኺ᬴もあるが、ởはり学習のᛢ題、学校ở家ࡊでのἅἱἷἝἃーションのᛢ題を

目の࢘たりにすることはٶかった。研究でٶᚌ的な視点から得られるኽௐが、ろう児にと

ってよりᑣい૾Ӽࣱへの一ഩになることを期ࢳしている。内容がݲしݦᧉ的なこともあり、

聴者であるがᡫᚪởࠧ܌があるのはとても助かった。 

  

ẋ日本手話を獲得習得することはᐯ分のኺ᬴からしてとても大事だと考える。ᛠみ୿き言

ᓶとしての日本語習得も࣏ᙲだと考えるが、このӕኵみで日本語のᛠみ୿きがЈஹて

いるのかどうか、そのᡀのኺᢅの報告があればჷりたい。 

  

ẋ૾עではᝮ団体のような࿢ؾをૢえることは非常にᩊしいのですが、子どもたちがᐯ分が

分かる૾法で言語獲得の力を発ੱできるよう、できるところから࿢ؾをૢえていくこと、か

つൢ᝟Ừẵ、あたたかい࿢ؾで子どもたちをみんなで育てていくことの᣻ᙲࣱをࢍくज़じま

した。 

  

ẋこめっこの活動にも୼にᐻԛをਤちました。全国にこめっこのような場৑がЈஹればᑣい

のになと思いました。 

  

ẋ正Ⴚ言って、こめっこのჺい活動଺᧓だけではјௐはݲないのではないかと思いました。

ởはりろう学校で手話のできるέဃが୍ᡫに（たくさん）いないと手話の獲得はᩊしいとज़

じました。それから人߻内᎚をλれるお子さんが非常にفえているようですが、᎚ᱠ科医

は手ᘐはするものの、手話などに᧙してはỖとんど໯ჷなのでそれも大きなբ題かと思い

ました。ᅶはႇ᥵手話ᡫᚪ者で基本は脳ٳ科医ですが、手話でᚮ療していて、ろう者

の日本語獲得のᩊしさを実ज़していますし、ろう者へのࠀКがなくなっていないことを日ẉ

ኺ᬴しています。本࢘のσဃ社会になるといいと思います。 

  

ẋέ日、手話言語条例С定Ӽけて、ࠊの障害ᅦᅍܴ・教育ۀՃ会と聴覚障害児ᚃの

会とọまỪり教ܴスタッἧでটᛩ会をしました。そのときに保ᜱ者が、Ẓ新ဃ児スクリーἝン

ἂ౨௹でېはဃまれてすẫにᩊ聴とỪかる。၏院へ行ってИめてЈ会うのが医ࠖ、言語

聴覚ٟ。ɧܤでいっỌい。ᙀ聴֥すれば手話がなくてもいい、手話ばかりすると話Ặなく
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なるとか言Ừれて、٣でのἅἱἷἝἃーションが大事と思っていた。᠉度で聞こえていても

῏ᾎᾎᾎῐの中でဃ活している。そんな中、手話の大切さをჷった。聞こえにくい人にも手

話は大事。それが࠼まっていれば、῏手話ばかりすると話Ặなくなるῐなんてことにはならẵ、

ଔくから手話を学ばẶていた。ẓと話されました。 

人߻内᎚の୍ӏでインクルーシἨ教育が୼に࠼がり、国・大阪府はᩊ聴児が一人でも

ᩊ聴学ኢをどんどん設ፗしています。このբ題をᚐൿして、保ᜱ者・࢘事者の子ども達

がܤ心して手話とЈ会い学ぶためには、今ׅのݦᧉ家のέဃ૾のお話を᎚ᱠ科医ࠖ

ở言語聴覚ٟにこそ聞いていただきたいです。こめっこの大きな力で᧙̞者のႏさんを⧚

いで᪬きたいと思います。ᵀ 

  

ẋ手話・ӝ話論ʗをኳỪりにし、聴覚障害のある子どもにはどちらも࣏ᙲな物であって、ɲ

૾からアプローチしていくことでјௐが期ࢳされるという考え૾が࠼まることをᫍっています。 

  

ẋ今後も定期的に研究のᡶ਻ཞඞが分かるような、今ׅのような機会を設けていただける

とஊりᩊく思います。 

  

ẋ手話言語条例の中に教育という૨言がλった大阪でこめっこのӕりኵみが行えるॖ፯、

どの学校ᆔでも活動に参加できるॖ፯は大きいと思いました。研究૾法なのですが、行

動ở会話のᚇݑ（分ௌ）がもっとૠ͌的な૾法で行えるといいのかな、と思いました。ଏ

に行ỪれているのかもしれまẶんがᵌᵌᵌもちろん学習ở語࢛の定ბは大切ですが、៲にბ

けた語࢛をどのように活ဇするかは活動ởご家ࡊでの会話の中に非常にӒପされてきま

すし、それをもって൮҄とਵえると思うのでᵌᵌᵌ（͝そうなॖᙸにᙸえましたら申しᚪありまẶ

ん。）あとは、参加者の中に河﨑έဃở物井さんのように心理᧙̞がᢠ৸ᏃとしてЈてく

る日がくるといいな、と思いました。 

  

ẋろう者࢘事者です。各έဃ૾からのݦᧉ的な視点、Иめて目にする言ᓶもあり、とても

視野が࠼がりました。̾人的には、こめっこのྵ場で動いてくださっているスタッἧのႏಮを

大ݭ٭૟しております。（ଥἧリースクールのྵ場スタッἧをኺ᬴したので）そのɥで、各

分野からの౨証、社会がኛ得できるデータをまとめていただくことの大切さを今ׅࢍくज़じ、

とてもすばらしい機会だと思いました。子どもたちのசஹへのᝅかな可能ࣱに大きくጟがる

シンポジウムだったとज़じております。ọとつだけൢになったのは、ឋွࣖሉ、武居έဃか

ら堀谷έဃへのごׅሉの中で「日本手話と᪦٣日本語を́ဇするのもᑣい」というお言

ᓶがあったようにᚡচしておりますが、ここは保ᜱ者にᛚᚐをɨえかỈない表ྵのようにज़

じました。ӷ଺に́ဇする場ӳ、Ҳって日本手話の習得が᡿れてしまうリスクがあります。

Кẉで、ᢌう଺᧓に、という表ྵがよかったのではないでしỢうかᾎ（あくまで̾人的なᚇ

点です。） 
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ẋᅶたちのע؏でも手話をᐯ໱に習得Јஹる場が࣏ᙲだと思った。 

  

ẋࠊからのۀᚠでע؏のݱ・中学校にᡫうᩊ聴児童へ、ἠートテイクの෉ᢔも行っておりま

す。今ׅの内容は今後にဃかしていくため、έဃ૾ởࠊの行૎への理ᚐを࠼めていき

たいと思います。 

また、ᅶᐯ៲、ἅーἒでもあり、今ׅのお話しを聞かẶていただき本࢘にᑣかったです。ச

だにৼえる൐との᧙ࣱ̞、ᐯ分ᐯ៲が幼ݲ期の᪭からもつᒊしさḠ言ᓶにできなかった

心のἴἶἴἶをすỔて言ᓶに٭えてもらったようなൢਤちでᏟがいっỌいになりました。これ

から育っていく子どもたちởこれから育てていく保ᜱ者の૾たちが、ᐯ分とӷじようなᠲい

ኺ᬴をすることのないように、ᅶもݲしでもお力になれることがあればお手ˡいさẶて᪬きた

いと思います。ᐯ分が子どものときに「こめっこ」があれば、ᑣかったのにḠというのがእႺ

なൢਤちです。ᵀ 

  

ẋ酒井έဃの手話がᐯ໱言語であることの話、聴覚障がい児の学習理ᚐに手話のでき

る教Ճ、手話ᡫᚪの࣏ᙲࣱの話についてとてもѕまされました。原田έဃ、ྵ場の実ោ

からの話ᵘ਒ளとつっỌりのဃࢻのその後のインタビἷーに教ࠖのנり૾をբỪれました。そ

して、手話で教えることが˴૏できないのかとのྙႺなွբにσज़します。手話での教

育（日本語の力をつけるも）を語る଺、ἢイリンỾル教育にいきつきます。その଺のポイント

は言語࿢ؾをどう˺るかだと思います。アἳリカの߸立のろう学校でろう教Ճ ᵓ л聴教Ճ

ᵓ л（このɲ者とも手話ᚾ᬴ӳ格者が条ˑ）と実ᨥにできていることを、日本でもどうоれ

るのかを話Ặたらと思いました。 

  

ẋ手話は日本語の૨法とはᢌっていてもきちんとした言語であり、࢘事者だけではなく、まỪ

りもԃめݱさい଺から手話にᚑれたり言語として習ったりする事は᣻ᙲであると思いました。 

 

ẋˌ前から「こめっこ」の名前を聞くことがあったため、今ׅ、シンポに参加できてᑣかったで

す。子供の᪭から手話に੗することの大事さを、さらに学ぶことができました。ˌ前からᩊ

聴のӐ人たちが手話で話す଺、とても۹しそうな表ऴをᙸẶてくれ、なので、手話を覚える

ことの大切さをज़じていました。今後も᧙心をもって手話をᙸたいと思います。今のᛢ題は、

おʝいがỪかりӳえるよう、聴者が手話を覚えることが大事だと思うことです。ただ、社会

が̅ဇ࿢ؾにないことから、覚えることは大٭ᩊし事だと実ज़しています。今ׅ、動画も

ਖᙸし、一ደにリἌムをとったりしました。その଺ज़じたことですが、スタッἧのႏさんがとても

ᑣい表ऴをしていらっしỞいました。子どもに੗するとき、まẵは大人がᑣい表ऴをすること

が大切だと思いました。ただ、いつもそのような表ऴでいられることにはѐ力も࣏ᙲだと思

いますが、そのことを、どのようにこめっことして支えているのかなと思いました。 
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ẋまẵもって、今ׅのシンポジウムと研究 Pᵲ のˑをおჷらẶくださった、久保沢ಮにおᅇを申

しɥậます。そしてこの研究 Pᵲ の成ௐをいつӕりまとめられるのか、心ࢳちにしていることを

申しชえます。研究成ௐをặọ報ᢊしたいと考えています。ᾁᾂ日のシンポジウムは৑ဇに

よりϔ᪽ᾂ὿分Ỗどしか視聴できまẶんでしたが、武居渡έဃのごᛟ明にとてもσज़しまし

た。手話かӝ話かという論ʗは、ᾁ὿ᾀᾈ年のᐯൟηᩊ聴対ሊᜭ連でもありました。そうし

た論ʗにኳഥᇷを৙つためにも、この研究はಊめて᣻ᙲなことと܍じます。（ご参考ࡴኡ

ᵦPᾉ人߻内᎚手ᘐᾀɢˑᆳᄊ 学会がᩊ聴対ሊᜭ連にИ公表ᵋᅦᅍ新聞 

(ᶄᶓᶉᶓᶑᶆᶇᶑᶆᶇᶋᶀᶓᶌᵌᶁᶍᵌᶈᶎ)手話ଔ期支援Ճの育成を ᐯൟ・ᩊ聴対ሊᜭ連が提言క ᵋ ᅦ

ᅍ新聞 (ᶄᶓᶉᶓᶑᶆᶇᶑᶆᶇᶋᶀᶓᶌᵌᶁᶍᵌᶈᶎ)酒井έဃの、脳科学にᘻ˄けられた、「思考言語」としの

手話というਵえ૾もᐻԛ深くਖ聴しました。手話はҥなるἅἱἷἝἃーション手െではない

ということの証明にਪ৆なさるということかとӖけഥめました。ᾁ὿ᾀᾆ年に「こめっこ」をӕ஬さ

Ặていただいたᨥは、河﨑έဃのお話をもとに、主にᐯࠁᏉ定ज़の形成といった心理

的な側面のことをᚡ事にしました。今ׅはɥᚡᾁつの視点を加えて手話をਵえるとのことで

すので、ಏしみにしています。 

  

ẋ原田έဃは、လᢌいの分野からいらして、日本手話、日本語のᢌいなどをどう理ᚐした

のかḠそのᢅᆉがᐻԛ深いです。また堀谷さんの発言は日本手話というよりἅἱἷἝἃ

ーション手െとして対ࣖ手話もԃんでいるのかなと思いました。武居さんのᾀつにこだỪる

と˂を੎ᨊしようとする動きにつながるという発言はごもっともだと思いました。示唆に݈ớ

お話ばかりで、Ѡࢍになりました。対ࣖ手話と日本手話をまとめてしまう動きもあり、࢘事者

でさえそのᢌいをᛐᜤし、ฆӳするүᨖࣱを理ᚐしている人はݲなくないと思います。日

本手話とその̅ဇ者をリスἬクトすることが大事だとよくỪかりました。 

  

ẋこめっこỌんỌんの動画、とてもいいですỈ。保育טở幼ᆐט教᛼になる学ဃにもᙸẶ

たいと思いました。公開についてご౨討くだされば、ありがたいです。 

  

ẋᅶの˰ớࠊでも、ྵנ、手話言語条例のС定にӼけて、ಮẉなӕりኵみを行っていま

すが、手話ởろう者と日常的な੗点がないᜭՃ・一ᑍࠊൟに、手話言語がᐯ໱言語・

思考言語であることをなかなか理ᚐしてもらえẵ、ഫがỡさをज़じています。今ׅのシンポ

ジウムで提示していただいた考え૾を参考に、ᅶなりに、手話言語の୍ӏ̟ᡶにѐめて

いきたいと考えております。 

  

ẋˌ前からこめっこのことはჷっていてᐯ分のע؏にもあったらいいなと思っていました。今

ׅこのような機会で視聴できて۹しかったです。子連れで手話を学Ổる場৑、فえてỖし

いです。 



－ 122 －
��� 

ẋỪたしは今Ꮃ学校のᡫኢ指ݰをਃ࢘しており、୍െ手話を̅Ừない᠉度～中等度ᩊ

聴の子どもたちの場ӳにも、手話にᚑれる機会があった૾がいいのかᡕっていたので、そ

のことにもᚑれてᚐᛟをしてくださってとてもѠࢍになりました。そして、手話を獲得することと、

日本語獲得はɲ᠛をなすỔき、というお話を聞いて、そのᡫりだと思いました。ોめて手

話へのリスἬクトをࣔれてはならないとज़じることができました。これからの研究がとてもಏし

みです。 

  

ẋ事前に動画配信があり、じっくり学ぶことがЈஹました。子どもたちにとっての言語としての

手話獲得、こめっこについて等、ݦᧉ的に教えていただき、ありがとうごằいました。こめっ

こでのዋ本のᛠみ聞かẶについてᎰՃの૾が研̲を᣻Ỉ、子どもたちにˡえるために༏

心にӕりኵまれていること、子どもたちのಏしそうな表ऴがҮ象的でした。 

  

ẋ学校ྵ場で特に教ࠖが日本手話をឨ˓してからӕ得することのᩊしさをોめてज़じた。

それとӷ଺に保ᜱ者、家ࡊ࿢ؾでの手話の࿢ؾが大事であることもၘज़。手話につい

て、学校教育のࢫлを今一度ᙸႺし考えることが࣏ᙲだと思いました。 

  

ẋಮẉな分野の立場とഩみ݃りながらᡶめていく࣏ᙲࣱをज़じた。 

  

ẋろうの子供をਤつᚃとして、研究プロジェクトに非常にᐻԛがあります。こめっこという場が

あることがとても፮ましいですὲ今日のお話を聞いて、ᅶᐯ៲も子供との᧙Ừり૾を今一

度ᙸつめႺそうと思います。事前の基調報告から今日のシンポジウムまで、Ϊ実した内

容でした。 

  

ẋスタッἧが༏心にಏしんで活動しているとज़じました。ろう児と家族がଔい଺期に手話に

ᚑれる࿢ؾ˺りには人஬育成が࣏ᙲなのはѸ論ですが、そのˁኵみ˺りはቇҥではな

く、こめっこにᒉいスタッἧがٶいことにज़心さẶられました。୼に、ݦᧉ家が参画していて

እ୑らしいӕりኵみと思いました。手話言語獲得(発達)について次の報告を心ࢳちにし

ております。 

  

ẋ動画は、とてもᑣかったです。クイἌの「˴するᾎ」のឋբḵ手話表ྵḵዋというのが分り

ởすい。お࢘ࡰもᐯ分でᝳることがЈஹたらたのしいだろうな。ọとり一人ᢌうお࢘ࡰが

Јஹそうで、ಏしみながら覚えられそうです。े΂してしまいました。ଥのᝳるბẶஆえ人

形を思いЈしました。物語をჷっているᅶたちはಏしめたし、እ୑らしいと思いました。Иめ

てᙸるろうの子どもたちはどのようにज़じるのでしỢうかᾎᅶは一部だけをᙸただけですが、

ज़動しました。 
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ẋ手話も日本語も大事だということを、ϐᄩᛐしました。Ꮃ学校の教Ճは、これまでˌɥに、

子どもの手話の力も、日本語の力も˦ばẶる力が൭められますỈ。 

  

ẋ言語に᧙̞する脳のנޅ部ˮが手話と᪦٣でỖỗӷじであるとしても、ӖけӕったХນ

の᣽ởἢランス、Хນがˡ達されるルートở連携のಮ子はီなるのではないでしỢうかᾎ

ӷ଺ϼ理のようでも、ಮẉな条ˑによりΟˮࣱがဃじ、そうしたኺ᬴の積み᣻Ỉで言語

ϼ理能力が発達したり、ዜਤされたり、҄٭したりするものではないでしỢうかᾎ本人はもち

ろん、ご家族がそのᣃ度இծのᢠ৸ができ、一人一人がその人らしいဃき૾をᙸつけて

いけるようにとᫍっています。 

  

ẋ60 ബɭ代の聞こえない人から、「ろう学校の଺、έဃの話が分からなくても、έဃのӝを

ᙸてẒỪかりましたかẓと言っていることが分かったからẒỪかりましたẓとሉえていた。もしẒỪ

かりまẶんẓと言うとࣦられた」話を聞きました。また、ろう学校で、名前を୿いたኡをႺ੗、

ᝳって名前を覚えていった。「ἆἱረ」と୿いてあるኡをᙸて「ἆἱረ」の名前を覚えたが、

社会にЈて「くẵかご」「チリረ」のॖԛが分からẵトラἨルになった。൐語で理ᚐをし、言

語獲得していく事の大切さをၘज़しました。こめっこの活動が全国の᧙̞者に࠼がり、ጟ

がり、理ᚐ者・σज़者がفえ、聞こえない子どもたちが、࠳Ặに、ᐯ分の言ᓶでしっかりと

Ӗけഥめ、考え、発信できる、さらにἅἱἷἝἃーションが深まることがЈஹることをᫍいま

す。˴よりもこのシンポジウムを視聴して、こめっこの活動をჷれたこと、᧙̞者の話を聞き

ჷᜤが深まったことにज़ᜓします。ᅶのできるር׊で˴かにጟậていけたらと思いました。 

  

ẋᅶがЈ会った᣻度ᩊ聴のហちỞんに、ᩊ聴児ᡫט施設ởろう学校幼ᆐ部でならったと

思Ừれる手話を表Јし、༾言の手話（խ語にあたるᾎ）で話をしていたហちỞんがいまし

た。ちっちỞい手で手話をしてかỪいいな手話で話Ặたらいいな、と思っていたら、次にЈ

会ったときは、人߻内᎚をᘺဇし、手話をしなくなりました。今は大きくなり、聴児と٭Ừらな

い発᪦の᪦٣日本語でဃ活しています。それをᙸて、「人߻内᎚をつければ、聴者と٭

Ừらないならあえて手話を獲得しなくてもいいのかな、と思っていたら、お൐さんがஇᡈ、

「おࡃに行って、ࡃՃさんが言っていることがỪからなくて׉ることがあるようだ」という話を

教えてくれました。シンポジウムの中で、ᩊ聴児、人߻内᎚ᘺဇ児は、ᐯ分のỿἵパシティ

の中で、「Ừかった」と思い、「言語とはこういうものだ」と思ってしまう、「思考言語」を獲得

する࣏ᙲがある、という話がありました。έのお子さんのような手話をẶẵ、᪦٣日本語で

ဃ活する人߻内᎚をつけている子、ᩊ聴児の「第一言語」は「日本語」といえるのだろう

か。ࢬらの「思考言語」は˴だろうか、と思いました。ࠊ教ۀにいる、ٶくのᩊ聴児にも教

えてきたΨことばと聞こえの教ܴの教᛼に、ᩊ聴児の第一言語は˴だと考えますかᾎと

ឋբすると、ᡕいなく「日本語」とሉえられました。ᚃの会のᚃࣂさんも、手話についてԁ

定、とまではいいまẶんが、手話を学ぶことに積ಊ的ではありまẶん。そのようなཞඞの࢘
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内᎚をつけている子、ᩊ聴児と手話、言語について、ᚃởέဃ૾にもっと考߻で、人ࠊ

えてもらうためにはどんなӕりኵみをしたらいいか、考えていかなくてはならないと思いました。 

 

ẋ言語の「ᐯ໱獲得」と「᚞ጀしての習得」は対ಊにあるものだ、というお話がありました。「ち

Ợっとᢌう」、のではなく、「対ಊ」なんだとᘔએをӖけました。ࠊ࢘のٶくをҩめる᪦٣日本

語でဃ活する人߻内᎚をつけている子、ᩊ聴児たちが、ᐯࠁᏉ定ज़をਤち、ᐯ分らしく

ဃきていくために、ᐯ໱言語、思考言語の視点で考えていきたいと思いました。ஊॖ፯

なシンポジウムをありがとうごằいました。ᵀ 

  

ẋ཯立׹社会ᅦᅍٟとして、障害者のႻᛩ支援（特にろう・ᩊ聴者）をろう者ႻᛩՃと一

ደに活動している聴者です。ᐯ໱な手話言語を獲得することがᩊしかった大人のろう者

と᧙Ừることがٶく、今ׅのシンポジウムは非常にѠࢍになりました。 

 

ẋᓸ名な言語学者が参画されるだけでなく、教育社会学の立場からのアプローチもあり、

ᧉ的ჷᜤをਤっݦ、᪃はቇҥではなく٭ஓがਤてました。教育に᧙してはࠎ٭ஹに大ݩ

た࢘事者の᫱成もすẫにはできまẶん。しかし、ఌਗが明ᄩになれば、଺᧓はかかっても

ᑣい૾Ӽにᡶớことが期ࢳされます。思考言語という部分がおろそかにされてきたことで、

җ分に能力が発ੱできẵ日ẉをᡛることになり、社会でࢊい立場にならằるを得なかった

ろう者がいます。 

  

ẋ講ࠖの手話表ྵは大切であるが、὿ബ～ᾄബのろう児のḜ会話Ḝのಮ子をみたかった。 

  

ẋ手話は日本語が៲につかない、ӝ話がɦ手になる、学習が៲につかないなどど言Ừれ

ているが本࢘なのかᾎ今ׅのシンポジウムでの「ኡۥ体での能力ย定はἜンセンスであ

る」との話にኛ得。この「こめっこ」をӕりࠇく࿢ؾではこのようなことが話されているが、ろう

教育ྵ場ではいつになったらそのようなことがᛐᜤされるのかᾎどのくらいの଺᧓がかか

るかỪからないが、その一ഩとして「こめっこ」のような場が࣏ᙲとࢍくज़じた。ӝ話教育で

育ったᐯ分としては、ᐯ分のኺ᬴ɥ、手話と日本語の૨法はそもそもီなっているため、

手話をέに習得すると日本語の習得のڳậとなるのではと思っていました。聴者とのἅἱ

ἷἝἃーションもӝ話がЈஹない分、大٭ᩊしいのではと。 

  

ẋ今ׅの講演で、幼ݲ଺から手話を習得することが日本語の習得にもࢫ立つとする実証

研究がᡶんでいることに大٭ᐻԛをਤった。ݱさい଺からἅἱἷἝἃーション能力を育ớ

ことで、社会ࣱを獲得するうえでもᑣいјௐが期ࢳできるとのこと。これはӝ話教育もӷじ

ことではと思いましたが、いろいろお話を聞いているうちにこういう考え૾、ਵえ૾があるの

だとᘔએをज़じた。 
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ẋ൐語を習得することの大切さがよく分かりました。Ⴛ手の言ᓶをリスἬクトすること、心がけ

たいと思います。たくさんのέဃ૾のᝮ᣻なお話を聞くことができて、とてもѠࢍになりまし

た。 

  

ẋそれẹれのݦᧉの立場からのׅሉは分かりởすく理ᚐできた。子どもがネイティἨな手話

をᢂびの中で獲得し 保ᜱ者はಏしみながら手話を学ぶ。面ႉいからಏしいから、ጮり

ᡉしᙸていたらᐯ໱に手話を獲得した これが「こめっこ」だとज़じた。今は「ᝃまきỌんỌ

ん」とのこと。プロἏディーという言ᓶはИめて聞きましたが、ネイティἨἇイἜーだからЈஹ

ることだと分かった。ろう学校は、このことをˡえたいという目的の手െとして手話を̅って

いる。ᄩかにそうです。だからと言ってႻӒするのではなく 手話言語と、᪦٣言語がႻ

ʝに˺ဇしɲ૾の言語力を˦ばẶると聞き、ろう学校のέဃにもシンポジウムに参加して

もらえるようԠびかけをし一ደに学習して行けるようにしたいと思いました。がどのように΁き

かけたらᑣいかḠ。こめっこの活動を ネットὁークでみんなで考え౨証し研究していって

いることが分かりました。 

  

ẋ思考言語として言語を獲得するḷ「分からないことが分かる」・・᣻ᙲὲ思考言語は（൐

語）がᐯ໱獲得Јஹる࿢ؾ˺り・・こめっこが実ោ。൐語の獲得はᐯ໱習得がఌࡁにあ

る、᚞ጀではᨂမがある。教育ᾉ対話をᡫして深い学びがЈஹることでᨼ団でのởりとり

が成立する。そのためにはσᡫ言語が࣏ᙲである。実ោ者と研究プロジェクトとの連携

は࣏᪰。 

  

ẋろう学校をどう研究の中にˮፗづけるか、協΁が᣻ᙲ。学校との連携の࣏ᙲࣱは理ᚐ

できるが、どうᡶめていくのか、対話から始めなければ˴もᙸえてこない。こめっこは手話を

獲得する場。学校は教科の手െとして手話を̅う、分かる手話を̅う࣏ᙲࣱはҗ分分

かるが、Јஹないときはどうすればいいのか・・ᾎ「ろう児の࠳Ặのᙲ׆はọとつではな

い・・」活動するɥで᣻ᙲなポイントでいつも᪽ࣞにፗかなければと思った。11 月に視ݑさ

Ặて᪬きました。シンポジウムをਖᙸさẶて᪬き、૾ٶ面からなる研究プロジェクトにᘻ৙

ちされた理ࣞのɥにこめっこの活動があるとኛ得できるྵ場でした。 

  

ẋ武居έဃのḛろうの子供たちの࠳Ặは˴かᾎḜがいろいろな研究、実ោのఌ本になって

いることをᄩ信できた。堀谷έဃの言語習得にはᨼ団での対話から学ぶことが大切、᪦

٣を手話でˡえるのではなく手話で話しかける、そして成長とσにٶくの体᬴をさẶること

が᣻ᙲ。原田έဃの学校とマイἠリティとの᧙̞はોծ・ᚐൿが׉ᩊ。こめっこでの実ោ

は୍ᡫの学校でもჷられるỔきだ。ḛီࠀのジἾンマḜは日常ဃ活でもॖᜤしたい。言語

習得は、心理的な成長とσにဃ活体᬴をː᧓と対話しながら手話を表ྵ૾法のọとつ

として可能にしていると思う。 
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ẋ大٭ஊॖ፯な଺᧓でした。本校の研究ᚘ画にも参考できる内容がٶく、ặọとも本校も

一度σӷもしくは参考さẶて᪬きながらἃース提供というॖԛでもᡶめられたらいいなとも

思いました。脳科学、言語、心理の 3 分野からのアプローチは考えたこともなく、新たな

ൢづきがٶかったです。 

  

ẋોめて手話言語について学びたいと思いました。 

 

ẋέဃ૾のಮẉなᚌ度からの༏心な討論を聞きましたが、深くてᩊしかったです。手話を

始めた᪭に思いつかなかったൢづきもあった。៲ᡈに障がい者がなかったというൢづきで

す。日本手話と日本語はီなる言語であることは分かりつつも᪽の中に日本語がないと

は、どういうことか。子供たちở保ᜱ者がより一ޖဃ活しởすく、よりよい࿢ؾで子育てが

Јஹるように研究をᡶめてഒしい。手話ỌんỌんはಏしそう。 

  

ẋ大人も子供も対話が࣏ᙲ。Ӑ達と話すことができる場・機会が大事。ᨼ団でのởりとりが

成立するには、Ⴛ手が分かったかどうかのᄩᛐ、Ⴛ手の話をஇ後まで聞き内容をつかớ、

ᙲするに会話のỿἵッチἮールが࣏ᙲ。ᩊ聴児、人߻内᎚の子らが᪦٣で発٣できて

も深いởりとりがЈஹているのかどうかなど、ોめて考えさẶられた。ᚃに対して手話がま

だまだでも、どんどん子に話しかけて信᫂᧙̞をふかめてഒしい。河﨑έဃの「ᒧの᧓の

してנ܍཯」という言ᓶがショックだった。子供が成長するɥでᚃ子のᚃ݅な᧙̞はܔ

ഒしい。それをἇポートするのがこめっこのような場だと思っている。 

  

ẋἅロἜᅤの中、ٶಮな分野のέဃのご発言が聞けてとてもѠࢍになりました。ありがとうご

ằいます。こめっこは乳幼児が手話を学ぶ場、というᆉ度のऴ報しかなかったのですが、

このような研究を目的とされているのをჷり、今後の活動がとてもಏしみです。また、ऴ報

保障がΪ実されていて、ᅶは聴者ですが、ऴ報保障のࠧ܌をᛠớことでより理ᚐが深ま

りました。ただ、ᛠみӕりᡫᚪの一部ᛠみᢌいにൢがつきましたが、ライἨ配信なので、ろ

う者の発言者にᄩᛐして̲正することはできないので、その点はᩊしいとज़じました。 

  

ẋ言語としての手話の᣻みがˡỪってきた。こめっこが聞こえない子に対しての言語獲得へ

のӕりኵみを、各૾面に΁きかけ、社会のᝧ˓として考えようとしていることは、ἅἱἷἝἃ

ーション保障をᡶめる力になると思った。ろう児の成長がಏしみです。 

  

ẋ20 年ˌɥ前から、聞こえない児童・ဃࢻたちở、ҡ業ဃはᐯࠁᏉ定ज़がਤてる人がݲ

ない、ᚃと̔܍᧙̞にある人がٶい、ᐯ分で˴かをൿめたりൿૺしたりできẵ、ᛡかにൿ

めてもらうという人が大Ҟというཞ७が今も٭Ừらない。ẵっとなặだろうと考えዓけてきた。

ỿἷーἇイン（ӝ話）で教育を行うことは、ᛠᚐ力テスト等で日本語力が៲につくということ
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をᘻ˄けにして今なお（学校は、思考が深まらないというᛢ題があることもỪかっているが）

県はӝ話教育がዓいている。教育の目的は人格の形成であって日本語力はその中の

一部だよなと思いつつ、手話で幼児期から話すことは、൐語だからೌ利だからとしか今

までは言えなかった。県のろう教育ἧỻーラムで武居έဃの講演を聞いてから、ἤントがつ

かめそうな武居έဃ一人の研究をあちこちで聞いて、இ後に聞いた講演は手話の習༌

度౨௹ᾎの開発をする・・それから手話の言語学を学Ổばよいのかᾎあれởこれở考え、

特ዮ研の聴覚分野はよくỪからない・・そんなฆඇとした中、今ׅ久しぶりに武居έဃの

話を聞き、さらに 3 つの分野の研究がᡶめられている手話獲得のための研究分野がف

えていることがỪかりέがᙸえ始めたというか、とてもज़動しました。ӝ話でも手話でもӷじ

脳の部分が活ࣱ҄すること、手話も思考が深まること、ϙ΂ࣱở、語࢛のᩊତ度などを

考ॾにλれて、聞こえない子どもたちにӳỪẶた౨௹内容にしてᚾ行していく事、それを

ဇいたデータを積みɥậて評価をしていく事が࣏ᙲであることがỪかりました。手話も日本

語もɲ૾៲につけることが大切なこともોめてᄩᛐできました。ӝ話か手話かの論ʗに

なってしまうのは、科学的なᘻ˄けがなかったからかなと思いました。学校とഩみ݃るのに

はまだ଺᧓がかかると思うけれど、これから、まẵ今日聞くことができた研究プロジェクトの

研究についてעΨのᨼ団で学びዓけ、ネットὁークを࠼ậ、עΨのע؏での言語獲得

のための実ោにつなậていきたいと思いました。発達障害児者のアプローチのಮに、ᛐ

ჷ発達の特ࣱ、行動ᚇݑ、౨௹等から̾ẉ理ᚐし、ᐯ立にӼけての支援をしていく、ま

ẵは発達障害児者のɭမにλり理ᚐ者（特ࣱを理ᚐする人）となる。特ࣱをჷらないで

アプローチすると子どもをᡙいᛄめてしまうこともある。ᚃとの協΁が大切、ᚃがέဃにな

ってしまったら子どもは大切なᚃをڂってしまう・・ろう学校も子どもが主体になり、ᐯ立にӼ

かい、ᐯݭज़ऴをもちဃきていけるよう・・学校との話しӳいの場をつくることも大事だけれ

ど、まẵは঻ẉのࠊでの実ោで子どもたちが٭Ừっていくಮ子を学校と一ደに実ज़しӳ

えるようになればよいなと思いました。 

  

ẋ今ׅのシンポジウムをきっかけに、幼児期の手話の獲得の࣏ᙲࣱが࠼まり、全国的な活

動につながることをただただᫍいます。 

  

ẋ活動のಮ子のビデオから手話のある࿢ؾの中子供たちのಏしそうなಏしんでいる表ऴが

とてもҮ象にസりました。ᒉいスタッἧがٶいとも思いました。活発な言語᫘୎、Ψൢをज़

じました。脳、言語、心理、学習のݦᧉ家の૾ẉの科学的に考えられてここにあった評

価をしていくᐯ໱に手話言語を獲得することをᚃ子一ደに発達ଔ期支援の大切、大事

であることがよくỪかる講演でした。「こめっこ」のような活動が঻ẉのࠊでもできることを切

にᫍい、協力できることがあればと心より思います。 

  

ẋ大阪の「こめっこ」はきちんとした理ࣞのもとに行Ừれている。手話を൐語として習得するた
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めに、聞こえる子供がᐯ໱に言ᓶを覚えるのとӷじように、手話を教える学ばẶるのではな

くᢂび、会話の中からᐯ໱に習得している、それがとても大切だと思った。第一言語・手

話の獲得がしっかりఌࡁにあれば、ぶれることなく考え、また心理的にもܤ定するのだとỪ

かった。ӕりኵớݦᧉ家にᙸܣられ、༏いൢਤちのスタッἧにἇポートされ、「こめっこ」に

ᡫうᚃ子はܤ心ज़があると思う。「こめっこ」が全国的に࠼がってỖしい。 

  

ẋ聞こえない子供たちが、乳幼児期から日常のဃ活の中でᐯ໱に手話を獲得することの

᣻ᙲࣱを学ぶことができました。そのためには「こめっこ」のような場が঻ẉのࠊにはもちろ

ん各עに࣏ᙲであると思いました。「こめっこ」だけでなく「ᵠᵟᵠᵷ こめっこ」「ᵫOᵰᵣ こめっこ」と

つながりἅロἜᅤのྵנは൑日動画を配信し、子供たちが手話にᚑれる機会が˺ら

れ・・すỔての事業内容が「こめっこ」の目的に基づいてბẉとᡶめられていること「こめっ

こ」では、その場にいるすỔての人たちに 100ήऴ報保障がされていること、本࢘にእ୑ら

しいとӷ଺に大切であると思いました。 

  

ẋ基調報告では、φ体的な内容で、今後、঻ẉのࠊで「こめっこ」の঻ẉのࠊ༿を実施し

た場ӳのイἳージができました。話題提供の講演のṞ脳科学はᩊしかったですが、乳幼

児期に「こめっこ」のような場が࣏ᙲであることをᄩ信しました。ṟ言語獲得の武居έဃは、

成ௐをܲᚇ的データで表ྵすることは࣏ᙲということで、テスト૾法をᾄつφ体的にᛟ明

してくださいましたが、スἦードがᡮくついて行けなかったので、もう一度ᄩᛐしたいです。ま

た、Ṡ心理発達（人格形成）についてはとても分かりởすく、人格形成にとって「こめっこ」

のような࿢ؾをૢえていくことが大切だと思いました。 

  

ẋ子どもを੉かったとき、その子が障害者とỪかった଺は、சஹがないようにज़じる。家族の

これからを手ੑかりなしで੕らなくてはない。そんな଺、「こめっこ」での子どもの成長をज़じ

て明日への力がЈてくる。人としての育て૾の一つなんだとᄩ信できる。その子の人格も

しっかりᛠめてᚃたちもᡶんでいける。շびを 1 日の中で˴ׅもज़じるだろう。手話が言語

なので、ᩊなく事をのりこえて、ٶくの人からまた、ٶくの人と学んで᝻格もӕってᐯ活でき

ると思う。 

  

ẋ঻ẉのࠊでも大阪のこめっこのような事業を目指していきたい。ዌ対に実ྵしたいと思い

ますが、今ׅこめっこがእ୑らしいスタッἧ、特にしっかりしたݦᧉࣱをਤった人たち、ᒉい

ろう者の力、この人がᨼまるのにどれだけの଺᧓が࣏ᙲだったのだろうか。そしてこめっこを

一ׅ開くために଺᧓とі力をかけてእ୑らしいと思った。ハードルは᭗いとज़じました。講

演はݦᧉࣱが᭗くてᩊしいのもありましが、人߻内᎚ởӝ話教育をԁ定するのではなく、

どちらも࣏ᙲ。とにかくこどもの࠳Ặ、こどもたちが成長してからの࠳Ặを考えて、こめっこの

運営をしていることにज़動した。とてもとても大٭ですが、঻ẉも一ഩ一ഩᡶめるためにい
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ろいろなऴ報。協力体Сが࣏ᙲだと思った。 

  

ẋシンポジウムの、事前講演ਖᙸさẶていただきました。酒井έဃ、武居έဃ、河﨑έဃ

のࣂɤ૾が参加してこめっこの活動を支援していらっしỞるのがϯいです。酒井έဃ、武

居έဃのお話はˌ前˨ったことがあり、河߃έဃのࣂᓸ୿ਖᙸしたことがあります。Ӎ

考えをϐᄩᛐしました。こめっこがしっかりした理論のもと活動していらっしỞるのがよくỪかり

ました。手話の࿢ؾが、࣏ᙲなのはよくỪかりますが、スタッἧにろうの૾をٶく੔ဇするの

は大٭だと思います。よくᨼまりました。手話かӝ話かがろう教育の始まりだったと、武居

έဃがおっしỞっていましたが、今はӝ話教育のЈஹる教ࠖは、ٶ分いないと思います。

ӝ話教育は、こどもだけでなく教ࠖにとってもᒃᣟな૾法だったのです。ˌ前Ѯ務してい

たろう学校でも、手話をӕりλれたと言Ừれていますが、それは、Ҟᇢな手話で、一ဪ大

切なˡỪったかどうかのᄩᛐをおろそかにしているとᅶは思います。   手話力と教育২

ᘐをどうつけていくかがᛢ題だと思います。明୑学טの活動にბ目していますが、今はど

うなっているのでしỢうか。武居έဃが、長期に評価していく、一շ一ঈすることなく、とおっ

しỞっていましたが、期ࢳしています。 

  

ẋᩊしい৑もありましたが、手話がもっと୍ӏされるようになればと思いました。 

  

ẋ൐語とは˴かᾎがあいまいなまま聞きました。ᐯ໱に៲についてᐯ分のൢਤちở考えを

ˡえられる言語というॖԛなら、൐語が手話でも（᪦٣）日本語でもない子供がٶいと

ज़じています。ᐯ分は手話を学び子供は手話で育てましたが、手話が൐語と言えないし、

日本語でもないと思っています。本人は手話の૾がỪかるし、ಏだと言っていますが。ἢ

イリンỾルの൐語についてもᑣくỪからないですので、機会があったらまたお話を聞きたい

です。 

  

ẋこめっこ活動は ᵤᵠ などでᙸてˌ前から᧙心があり、今ׅのシンポジウムでより深く理ᚐで

きました。言語として習得するにはネーティἨに習うのがᑣいのですỈ。一૾で社会にЈ

たとき手話ができる聴者はݲないです ネーティἨだけでなくいろいろな手話ἾἫルの聴

者とふれあうのも大切ではないかと思います。 

  

ẋ大阪からの発信ということで、とてもॖ፯深いシンポジウムであったと思います。日本社会

においてࢊい立場であるマイἠリティの言語の日本手話と、͂ן的なマジョリティ言語であ

る日本語をἢランスよく獲得・習得さẶていくのはとてもᩊしいことだとज़じております。それ

に立ちӼかỪれているႏಮの今後の成ௐを期ࢳしております。 

  

ẋおʝいに৤Йばかりだと前にᡶまないので、今ᐯ分が、会ができることは˴かを考えてな
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くてはいけないと思う。 

  

ẋ思考言語としての手話が大切であることをોめて教えていただきました。手話と日本語を

どのようにኽび˄けて学習するか、もっと学ばなければならないと思いました。 

  

ẋ事前配信動画は、非常によかったです。今後ろうのݦᧉ家がそこにいることを切実に思

います。 

本日の講演、ディスカッションの中でろう者のネイティἨがいないことにݲしᢌԧज़をज़じま

した。例えば、明୑学טでは「めだか」という活動があります。こういった活動者（すなỪち

からの討論もӕりλれるỔきだと思います。こめっこ（ᧉにᡈい、聴者よりネイティἨの٣ݦ

の活動、ݦᧉ家による研究活動、今後も期ࢳしています。こめっこのような活動が全国中

 したいです。ᵀࢳえることを期ف

  

ẋこめっこシンポジウムの第Ⅰ部の配信動画で事前学習できたのがとてもᑣかったです。൑

日ᾀἅマẵつᙸることができてᩊしい内容でしたが、理ᚐできるところもありました。第Ⅱ部

もそれẹれのݦᧉ家、立場的のॖᙸを聞く機会そのものが特Кなことで、とてもᝮ᣻な学

習会でした。こめっこがо立してɤ年。今後子どもたちの成長とσに研究もᡶんでいくと

思います。 

  

ẋᑥẉな立場の૾が連携をとりながら、ᚾ行ᥴᛚし、研究されていることにોめてज़心しま

した。ݩஹがಏしみです。それをどうか乳幼児だけでなく、大人になって手話を学ぶ者の

学習にもᑣいࢨ᪪をもたらしてくれることをᫍいます。 

  

ẋಮẉなお立場からのέဃ૾のお話がどれもᐻԛ深く、Ѡࢍになりました。ݦᧉ的な内容

はෞ҄ɧᑣなところもありますが、今後ᐯ分の考えを深めていくɥでᑣいきっかけをいただ

いたと思います。こめっこのようなӕりኵみが全国へとਘがっていくといいですỈ。 

  

ẋݦᧉ分野のᢌう૾ẉが༏心に᧙Ừられていてእ୑らしいと思いました。内容も非常にᐻ

ԛ深くѠࢍになりましたが、ݦᧉ分野のᢌいがᘻ目にЈて、それẹれのお話をᡓỔるに

ኳỪったज़がԁめない。もうݲしディスカッションと言えるようなものが聞きたかったです。い

ẵれにしても、このような会に全国から参加できるのは、ἅロἜᅤٹのオンラインならではだ

と思いました。 

  

ẋ話題提供者のέဃ૾、指定討論者のέဃ૾、それẹれޟٶにỪたる૾面からのご提

言ởごॖᙸ、ディスカッションが視聴できて、とてもѠࢍになりました。ᅶの᧙Ừるお子さん

もൢሥ切開で発ဃが׉ᩊなため、手話でのἅἱἷἝἃーションを始めました。対象はီな
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りますが一言語としての手話のנり૾を実ज़しています。 

  

ẋഭӪ的、૨҄的なᏑ୎もԃめて理ᚐでき、とてもѠࢍになりました。 

  

ẋこめっこでの実ោ活動と研究、ɲ૾期ࢳしています。 

  

ẋ今ׅのシンポジウムですは、それẹれの立場のݦᧉ家のごॖᙸを˨えてѠࢍになりました。

特に、᎚ᱠԹձ科のέဃのဃのごॖᙸを聞けてよかったです。 

  

ẋẒ日本手話ẓと言う言い૾に৽৴があったのですが、今日のシンポジウムで ݲし理ᚐで

きたように思います。事前に講演ở話題提供をӖけて、シンポジウムにᐮớという૾法は 

学びが深まりました。今後の研究にもද目して行きたいと思います。 

  

ẋさまằまなݦᧉ分野の立場のごॖᙸにોめて᧙心をਤちました。また、聞こえない子供た

ちの成長と保ᜱ者への支援のためにこめっこと支援学校がおʝいのࢫлをᛐᜤして連

携する大切さをᄩᛐできました。 

  

ẋᑥẉなݦᧉ分野の૾ẉのお話が聞けてよかった。ᑣいॖԛでૹ新なアプローチとज़じ

た。 

  

ẋ論理的なお話、大٭Ѡࢍになりました。˂の教Ճにˡえるᨥにも、実᬴内容ởఌਗが

はっきりしているとᐯ信をもってˡえられます。 

  

ẋ手話を獲得した子どもたちが今後どう成長していくのか、それをܲᚇ的に評価しながら、考

えていくӕりኵみ、今後の報告がಏしみです。パネルディスカッションでもಮẉな立場から

の話をきくことができ、とてもѠࢍになりました。ネット࿢ؾのࢨ᪪からか、うまくᚇられなかっ

たሖ৑がいくつかあるので、報告୿をᛠみたいです。学校という立場でできることは˴か

常に೉ኧしてます。ᐯ分なりに得たことを学校にもˡえていきたいと思います。 

  

ẋ聴覚障害のお子さんがᡫっている、ע؏のݱ学校のέဃ૾にも、このಮなシンポジウム

のנ܍ở、そこでのऴ報を得る機会があるといいなẜと思いました。リἦート視聴したいで

す。 

  

ẋ思考言語として手話を習得することのॖ፯、定᣽的・ܲᚇ的な研究のᚾみについては、

今後の手話言語学の発ޒにも݃ɨするものだと思います。 
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ẋこめっこでの実ោが、子どもたちの育ちにどのようにࢨ᪪するのか、ܲᚇ的なデータをᨼめ

て౨証するॖ፯は大٭大きいと思います。データにᘻ৙ちされた成ௐの報告を期ࢳして

います。 

  

ẋӷじようなἳッセージをたくさん発信している明୑学טについて、名前すら一度もЈてこない

のはなặなのだろうとɧ思ᜭに思いました。今後の研究成ௐの発信をಏしみにしておりま

す。 

 

ẋ手話୍ӏのӕኵの新しい形をみẶてもらいました。画期的だと思いました。ἢランスのと

れたこのӕኵは大きな成ௐをɥậていくのではないでしỢうか。 

  

ẋ指定討論に堀谷さんở原田さんがλられた事で、また新しい視点から考える事ができま

した。 

  

ẋ大学のέဃのお話しなどちỢっとớẵかしく分かりにくい内容もありましたが、後Ҟのឋွ

ࣖሉは᧙心をよẶていたことでもっと深く聞きたいと思いました。ろう学校との᧙̞はなかな

か一ஔ一ٲにはいかないのかなと思いました。ởはり実ጚを積んでいくことが大事な事だ

と思いました。 

  

ẋこの機会に全国に࠼めてくださり、ᅶとしては助かっております。ここעΨでも、ろう乳幼児

ởその保ᜱ者のための支援をしたいというൢਤちがありますが、実施するためにはどのよう

にしたらᑣいのか、ᙸえないཞ७です。ӷ࣓の૾を੕して、いつか、こめっこをᙸ学さẶた

᪬けたら、と思います。 

  

ẋこのような講演をᙸれたことはᝮ᣻な଺᧓となりました。 

明୑学טでは「めだか」という活動があります。こういった活動者（すなỪちݦᧉにᡈい、

聴者よりネイティἨの٣）からの討論もӕりλれるỔきだと思います。こめっこの活動、ݦᧉ

家による研究活動、今後も期ࢳしています。こめっこのような活動が全国中فえることを期

 したいです。ᵀࢳ

  

ẋこのような研究がᡶんでいることをᐻԛ深くज़じました。இИは、ݦᧉ的な話についていけ

るだろうかとݲし心配していたのですが、視聴するうちに、なるỖどと思うことがたくさんありま

した。プロジェクトのᡶめ૾について、中心となるᏑᭌのような部分はしっかりしていながら、

評価૾法など௩᠂に対ϼしていく部分もസしているところがᑣいと思いました。ኰʼ動画

にପっていた子どもたちのᇰ᫊をᙸて、一ደにᇰ᫊になりました。このӕりኵみが全国の

子どもたちの࠳Ặにつながっていくよう、これからもࣖ援します。 



－ 133 －
��� 

  

ẋ話題提供していただいたέဃ૾へ、ྵ場のέဃからのឋբがあり、ྵ場のཞඞをᑣく

ჷっておられる立場からのឋբで、参加者としてもኛ得のできる内容だったと思う。ろう学

校と「こめっこ」のࢫлはᢌいがあるが、σに大切な事。「おѠࢍ」は分かっても、家族の

中でのおしỞỔり、クラスởӐだちとの話にλっていけないᾎỪからないܔ཯（おᒧの᧓

のܔ཯）。ԗ׊からはなかなかൢづけないことであり、本人からの発信もなかなかᩊしい

こと。言ᓶの発達౨௹等をᡶめて、科学的に立証され、࠼まっていくことを期ࢳしたい。

医療᧙̞者、教育᧙̞者、行૎᧙̞者、保ᜱ者にも、手話言語の獲得・習得につい

ての理ᚐがさらに人がっていくことをஓみます。 

  

ẋろう教育、学校教育、医学のそれẹれの視点からɥがったॖᙸはᐻԛ深く、非常にѠ

лのᢌいをよく理ᚐすること、こめっこと学校が協力し連ࢫになった。こめっこと学校のࢍ

携すること、そしてᚃの理ᚐがされることが聞こえにբ題をৼえる子供たちのよりよい発育

にጟがると思った。原田έဃによる教育社会学の視点が加Ừることにより、教育社会に

բ題をᙸつけોծしていくための΁きかけも大切になると言うこともよく分かった。ろう学校

と協力連携をよりよく行うために、˴をすればいいのか、幼・ݱの連携に学ぶところがある

かなと思った。 
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ἅロἜᅤにおいても「こめっこ」はᡭしく育ってきました。ମ年 2 月に大阪府᧙̞のイἫントの開催中

ഥᙲᛪがЈて、それまで対面で行っていた活動はͣഥとなりました。けれど、子どもたちの成長はࢳ

ってくれまẶん。日に日に新たな発ᙸをする子どもたちを前に、ママパパはきっと「もっとˡえてởりた

い」とज़じておられるだろう。 ネイティἨἇイἜーの動きにᤂ˄けになってԈӓし始めていた子どもたち

の手話
こ と ば

獲得のᑻを大切に育てたいὲ そう思ったスタッἧは、すẫさま配信による活動にʈりЈしまし

た。 

第 1、第 3 土୴日に実施していた「こめっこ」は ᵷᶍᶓᵲᶓᶀᶃ を̅ってライἨ配信することにしました。そし

て、0～3 ബの乳幼児と保ᜱ者を対象にᡵ 1 ׅ実施していた「Ổびこめ」に代Ừって、オンデマンドの

動画配信を開始しました。さらには、3～6 ബの幼児Ӽけ動画も˺成し、「Ổびこめ」「こめっこ」動画を

൑日ီなる内容で配信することになりました。 

ዬ࣯事७ܳ言がᚐᨊとなった 7 月、4 か月Ҟぶりにởってきた子どもたちは、ᅶたちのे΂をឬ

えて成長していました。動画配信にႇ場するろうスタッἧにようởく「ဃで会えたᴿᴿ」の۹しいᇰ᫊が、子

どもたちだけでなくママパパからもๆれました。それẹれの年ᱫにඝって成長した 4 Ὀ月Ҟ、子どもたち

のかỪいい手話表ྵ、保ᜱ者の手話ɥ達、そして˴よりも、かかỪりとἅἱἷἝἃーションをಏしんで

こられたۋがありました。 

൑日の動画配信が手話言語獲得࿢ؾを保証する᣻ᙲな支援となることをၘज़したᅶたちは、

対面活動が可能になってからも動画配信をつづけることにしました。それˌᨀは、ἅロἜऴѬのいか

んにかかỪらẵ、௩᠂にἢラỺティᝅかな活動をپ߻してきました。 

大阪府の手話言語条例は、手話の力が評価される社会を目指しています。きこえない子どもたち

が、ᐯ໱に獲得できることばにЈ会い、ありのままのᐯ分をよしとしてӖけλれる体᬴の中で、家族と

のग़ბをؔって成長する、そのࣖ援が「こめっこ」のЈ発点です。そして、手話という言語でỪかるኺ

᬴を積みɥậて、ᝅかなἅἱἷἝἃーションを᣻Ỉ、思考する力と学習能力を育んでいく。日本語の

習得もまた、その中にˮፗづけられます。 

今年度、NPO 法人となってϐスタートした「こめっこ」は、今ׅのシンポジウムのテーマである「手話

言語を獲得・習得する子どもの力 研究プロジェクト」にਪớことになりました。大阪府と連携し、研究

チームのέဃ૾とσに、᧙連機᧙の૾ẉのご協力を得て、ዮ力をਫậてӕりኵんでまいります。シ

ンポジウムのज़ेに݃Ặられた᧙心と期ࢳの٣にѕまされ、「手話という言語に૟ॖ
リ ス Ἤ ク ト

をもってഩんで

いこう」というσᡫ理ᚐがဃまれたことを心から۹しく思い、全国にネットὁークの᠛を࠼ậていきたい

とࠎஓしています。 

 

2021 年 3 月஛日 

大阪府手話言語条例評価部会長 

「こめっこ」スーパーἢイἈー 

河﨑佳子（神戸大学） 




